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略語集 

 
略語 英語名 日本語名 

ADB Asian Development Bank アジア開発銀行 
AFD Agence Frangaise de Developpement フランス開発庁 
BCP Business Continuity Plan 事業継続計画 
BIWASE Binh Duong Water Environment Joint 

Stock Company 
ビンズオン上下水道環境公社（ベト

ナム） 
CAPEX Capital Expenditure 資本的支出 
CBO Community-Based Organization 地域社会組織 
CEWAS Center of Excellence for Water and 

Sanitation 
水・衛生分野におけるセンター・オ

ブ・エクセレンス（スリランカ） 
CWASA Chattogram Water Supply and 

Sewerage Authority 
チョットグラム上下水道公社（バン

グラデシュ） 
DAWACO Da Nang Water Supply Joint Stock 

Company 
ダナン市水道公社（ベトナム） 

DBP Development Bank of the Philippines フィリピン開発銀行 
DIP Ductile Iron Pipe ダクタイル鉄管 
DMA District Metered Area メーター計量区画 
DWASA Dhaka Water Supply and Sewerage 

Authority 
ダッカ上下水道公社（バングラデシ

ュ） 
DWS Department of Water Supply, Ministry 

of Public Works and Transport 
公共事業運輸省水道局（ラオス） 

DX Digital Transformation デジタルトランスフォーメーション 
ESG Environment-Social-Governance 環境、社会、ガバナンス 

※上記を考慮した投資活動や経営・事業活動 
HRDIP Hazard Resilient Ductile Iron Pipe 耐震型ダクタイル鉄管 
HueWACO Thua Thien Hue Water Supply Joint 

Stock Company 
トゥア・ティエン・フエ省水道公社

（ベトナム） 

IWA International Water Association 国際水協会 
JICA Japan International Cooperation 

Agency 
独立行政法人国際協力機構 

JICWELS Japan International Corporation of 
Welfare Services 

公益社団法人国際厚生事業団 

JMP Joint Monitoring Programme 共同監査プログラム 
KPI Key Performance Indicator 重要業績評価指標 
KUKL Kathmandu Upatyaka Khanepani 

Limited 
カトマンズ盆地水道公社（ネパー

ル） 
LGU Local Government Unit 地方自治体（フィリピン） 
LWWA Lao Water Works Association ラオス水道協会（ラオス） 
Manila 
Water 

Manila Water Company, Inc. マニラウォーター（フィリピン） 

MaWaSU Capacity Development Project for 
Improvement of Management Ability 
of Water Supply Authorities 

水道事業運営管理能力向上プロジェ

クト（ラオス） 

Maynilad Maynilad Water Services, Inc. マニラッド水道会社（フィリピン） 
MCWD Metropolitan Cebu Water District メトロセブ水道区（フィリピン） 
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MDGs Millennium Development Goals ミレニアム開発目標 
MISTI Ministry of Industry, Science, 

Technology & Innovation 
工業科学技術革新省（カンボジア） 

MoU Memorandum of Understanding 了解覚書 
MoWS Ministry of Water Supply ネパール給水省（ネパール） 
MWA Metropolitan Waterworks Authority タイ首都圏水道公社（タイ） 
MWSEID Ministry of Water Supply and Estate 

Infrastructure Development 
上水及び土地インフラ開発省（スリ

ランカ） 
NGO Non-governmental Organization 非政府組織 
NPKM Khammouane Water Supply State 

Enterprise 
カムアン県水道公社（ラオス） 

NPLP Luang Prabang Water Supply State 
Enterprise 

ルアンパバーン県水道公社（ラオ

ス） 
NPNL Vientiane Capital Water Supply State 

Enterprise 
首都ビエンチャン水道公社（ラオ

ス） 
NRW Non-Revenue Water 無収水 
NWSDB National Water Supply and Drainage 

Board 
国家上下水道公社（スリランカ） 

O&M Operation & Maintenance 運用・保守 
ODA Official Development Assistance 政府開発援助 
OECD Organisation for Economic Co-

operation and Development 
経済協力開発機構 

OJT On the Job Training 現任訓練 
OPEX Operating Expenseｓ 運営費 
PERUMDA Perusahaan Umum Daerah 地域一般会社（仮称）（インドネシ

ア） ※日本語通称なし 
PPP Public Private Partnership 官民連携 
PPWSA Phnom Penh Water Supply Authority プノンペン水道公社（カンボジア） 
PU (Cipta 
Karya) 

Directorate General of Human 
Settlements, Ministry of Public Works 
and Housing 

公共事業・国民住宅省都市居住総局

（インドネシア） 

PWA Provincial Waterworks Authority タイ地方水道公社（タイ） 
PWRF Philippines Water Revolving Fund フィリピン水回転基金 
SAWACO Saigon Water Corporation ホーチミン市水道総公社（ベトナ

ム） 
SCADA  Supervisory Control and Data 

Acquisition 
遠隔監視制御システム 

SDGs Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標 
SPAM Sistim Penyediaan Air Minum 飲料水供給システム（インドネシ

ア） 
SRWSA Siem Reap Water Supply Authority シェムリアップ水道公社（カンボジ

ア） 
UP Utility Profile ユーティリティ・プロファイル 
USAID United States Agency for International 

Development 
アメリカ合衆国国際開発庁 

WASA-F  Water and Sanitation Agency, 
Faisalabad 

ファイサラバード上下水道公社（パ

キスタン） 
WASA-L  Water and Sanitation Agency, Lahore ラホール上下水道公社（パキスタ
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ン） 
WASH Water, Sanitation and Hygiene 水、トイレ、衛生 
WB World Bank 世界銀行 
WHO World Health Organization 世界保健機関 
WOPs Water Operators Partnerships 水道事業体間連携 
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第１章 幹部フォーラムの概要 

１－１ 背景・過去の幹部フォーラム概要 

１－１－１ 背景 

独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）は資金協力を通じた水道施設建設や技術協

力も含め、これまでに上水道分野で数多くの協力事業を実施し、各国の水道サービスの改

善に努めている。また、本邦研修や第三国研修を通じ、水道事業体の人的ネットワークの

強化と「水道一家（Water Family）」としての学びあいの醸成に寄与している。かかる協力

の過程において、水道事業の改善には水道事業体幹部のリーダーシップが重要であること、

国を超えた域内の教訓や取組事例の共有とネットワーク強化を通じた共働が必要であるこ

とが確認されている。 
現在、JICA が進めている課題別事業戦略グローバル・アジェンダにおいて、「多様なス

テークホルダーと共有可能な理想を描き、その実現に向けた目標と定量・定性的な評価軸

を設定し、ステークホルダーを巻込みながら資金・資源動員を図ることで、より大きな社

会変容を達成する」ことを目指しており、果たすべき役割として様々なステークホルダー

とナレッジを共創し、同じ目標に向かって協働を促す場としてのプラットフォーム形成を

位置づけている。 
「アジア地域上水道事業幹部フォーラム」（以下「幹部フォーラム」）はグローバル・ア

ジェンダ「持続可能な水資源の確保と水供給」の下のクラスター事業戦略「水道事業体成

長支援」におけるプラットフォームとして、先進的な水道事業の取組み、官民連携（以下

「PPP」）の推進、日本の自治体の活発な国際展開、アジア域内での南南協力の進展など、

各ステークホルダーの知見を共有しアジア地域での水道事業の発展に活かす「共創」と

「協働」の促進の場として新たに位置づけられ、今後のクラスターにおけるプラットフォ

ーム活動展開の中心的な役割を果たすものである。 
なお、JICA は水道事業体及び水道行政機関の幹部を対象として、2010 年から現在までに

4 回の幹部フォーラムを実施している。 
過去 4 回の幹部フォーラム成果を踏まえた上で、今回、「第 5 回アジア地域上水道事業幹

部フォーラム」（以下「第 5 回フォーラム」）を横浜市と JICA で共催することとなった。 

 
図 １-１ 幹部フォーラムの位置づけ 

出典：JICA・コンサルタント水分野勉強会資料（2021 年 6月 25 日） 
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１－１－２ 過去の幹部フォーラム概要 

過去 4 回の幹部フォーラムにおける概要を示す。各フォーラムがテーマを持ち、アジア

諸国の水道事業体及び本邦関係機関を招待する形式で開催されている。 
2010 年 1 月に「第 1 回アジア地域上水道事業幹部フォーラム」（以下「第 1 回フォーラ

ム」）を開催し、アジア各国より水道事業体の経営者、及び政府における水道政策主管部

門の責任者を招聘した。フォーラムの成果として、横浜フォーラム宣言を採択し、6 つの

共通課題（①都市水道に対する政策（水道事業体のみならず中央政府及び地方政府の強力

な関与）、②財政と運営（悪循環から好循環への変換）、③無収水（以下「NRW」）対策

（新規水源開発よりも経済的）、④都市部貧困層への対策、⑤安全な水と品質管理、⑥人

材育成）の解決が必要であることを確認した。 
これに続き、2011年 10月に東京にて「第 2回アジア地域上水道事業幹部フォーラム」が

開催され、「対話と連携」をテーマに第 1 回フォーラムで採択された横浜フォーラム宣言の

6 つの共通課題の解決の必要性を再確認、政府開発援助（以下「ODA」）、水道事業体間連

携（以下「WOPs」）及び PPP 活用の重要性、フォーラム参加者の各国における活動立ち上

げや実行のモニタリングの重要性が確認された。また、第 1 回フォーラムのフォローアッ

プとして、同フォーラムに参加した国々の水道事業体幹部を対象とした、上水道事業の経

営改善に焦点を当てた「アジア地域上水道事業運営・人材育成セミナー」を 2010～12 年度

に亘り 3回開催し、2010年度は東南アジア諸国、2011 年度は南アジア諸国、2012 年度には

両地域の水道事業体を対象に経営人材の育成を図ってきた。 
2014 年 7 月に開催した「第 3 回アジア地域上水道事業幹部フォーラム」では、アジア 12

か国 31 名の水道事業体幹部の他、国内水道事業関係者総勢 330 名を招いた。同フォーラム

では、収入確保、メンテナンスと機材調達、人材育成、連携・協力、災害対応等関心の高

いテーマについて議論し、結果を「横浜宣言 2014」として取りまとめた。 
2017 年 8 月に実施した「第 4 回アジア地域上水道事業幹部フォーラム」（以下「第 4 回フ

ォーラム」）では、アジア 13 か国 32 名の水道事業体幹部の他、国内水道事業関係者総勢

281 名が参加し、「Take action toward the next step –Universal and Equitable Access, Finance, and 
Governance－」をスローガンとし、「水道サービスの質と向上」、「財源確保」、「経営環境の

能動的改善（ガバナンス）」の 3 つのセッションで活発な議論が行われ、結果を「横浜フォ

ーラム宣言 2017」として取りまとめた。 
表 １-１ これまでの幹部フォーラム概要 

回次 開催時期 招聘国 フォーラムのテーマ 

第 1 回 

2010 年 1 月 20 日～

22 日（於：横浜シ

ンポジア及び JICA
横浜国際センター） 

インド、インドネシア、フィリ

ピン、スリランカ、パキスタ

ン、バングラデシュ、カンボジ

ア、タイ、ベトナム（9 か国） 

悪循環から好循環へ 

第 2 回 
2011 年 10 月 1 日～5
日（於：東京 JICA
研究所） 

インド、インドネシア、カンボ

ジア、タイ、中国、パキスタ

ン、フィリピン、ベトナム、ラ

オス（9 か国） 

対話と連携 

第 3 回 2014 年 7 月 1 日～4 インド、インドネシア、カンボ アジアにおける水道
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日（於：横浜シンポ

ジア） 
ジア、タイ、ネパール、ミャン

マー、スリランカ、バングラデ

シュ、パキスタン、フィリピ

ン、ベトナム、ラオス（12 か

国） 

事業体の持続可能な

経営 

第 4 回 
2017 年 8 月 1 日～4
日（於：横浜シンポ

ジア） 

インド、インドネシア、カンボ

ジア、タイ、ネパール、ミャン

マー、スリランカ、バングラデ

シュ、パキスタン、フィリピ

ン、ベトナム、ラオス、東ティ

モール（13 か国） 

Take action toward the 
next step –Universal 
and Equitable Access, 
Finance, and 
Governance－ 

 

 

出典：JICA ウェブサイト・過年度報告書等より編纂 

 

 1st 
Jan/20-22, 2010 

2nd 
Oct/1-5, 2011 

3rd 
Jul/1-4, 2014 

Sessions 

I. Policy on urban water supply I. Policy on urban 
water supply I. Raising revenue 

II. Sound management of urban 
water service 

II. Finance and 
operation  

II. “Maintenance of 
water supply facilities 
and procurement of 
equipment and 
materials 

III. Measures against NRW III. NRW III. Human resources 
development 

Group session (GS)：Urban water 
service for the poor, Financing 
Water Supply, Water Tariff System, 
Safe Water and Water Quality 
Management 

IV. Measures for urban 
poor 

Special session: 
Preparedness to 
disaster and continuity 
of water supply 
service 

IV. Public and Private Partnership 
on Urban Water Service, and New 
Technologies 

V. Safe water and 
quality control IV. Partnerships 

V. Introduction of JICA’s 
cooperation in Urban Water 
Service sector 

VI. Human resources 
development  

VI. Development of Human 
Resource in Urban Water Service  

4th: Aug/1-4, 2017 

Sessions 

I. Universal and 
equitable access to safely 
managed water 

1. Water supply development plans and long-term visions 
2. Water supply to low income households 
3. Service improvement such as 24/7, water quality, and 
water pressure 

II. Finance 
1. Financing from outside of the utility 
2. Cost reduction 
3. Water tariff 

III. Proactive 
improvement of enabling 
environment 
(Governance) 

1. Sector governance 
2. Organizational governance 
3. Securing technical levels and human resource 
development 
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１－２ 幹部フォーラムの目的 

幹部フォーラムは、アジアの上水道事業体のトップマネジメントや政府幹部職員（次官、

局長クラス）を招聘して参加水道事業体間の成功事例の共有や意見交換を行う場を設ける

ことにより、我が国の協力の相手先に対する動機付けや取組みのモニタリングを行うとと

もに、モチベーションの向上につなげ、協力の持続性を高める効果を得ること、ひいては、

トップマネジメントの意識の向上により、持続性のある水道サービスを提供できる健全な

水道事業体の成功事例を増やすことを目的とする。 
 

１－３ 第 5回フォーラムプログラム策定の経緯 

第 5 回フォーラムの企画にあたり、現地調査、質問票の配布・回収等を通じ、フォーラ

ム参加者を含む関係者から事前に意見、取組みに関する情報をいただいた。フォーラムの

プログラムは、参加者からのこうしたインプットを反映して策定された。多大なるご協力

をいただいた参加者を含む関係者各位には、この場をお借りし、深謝申し上げる。 
 

１－３－１ 現地調査の実施 

第 5 回フォーラムの実施に先立ち、パキスタン、インドネシア、カンボジア、タイ、フ

ィリピンの 5 か国を訪問し、フォーラム参加予定者のインタビューを行い、情報収集を行

った。以下は、現地調査の概要である。 
この現地調査及び協議を通じ、フォーラムにおける参加者からの更なる意見の収集、発

表トピックの選定、グループディスカッションのファシリテーター候補の発掘を実施した。 
 

（１）パキスタン 

パキスタンの現地調査（2021 年 12 月 18 日～12 月 26 日）の概要を以下に示す。 
 
【パキスタン調査団員】 
富岡 透  公益社団法人国際厚生事業団（以下「JICWELS」） 主任担当者（水道主幹） 
山口 岳夫 JICWELS 副担当（水道技術経営パートナーズ株式会社代表取締役） 

 
表 １-２ パキスタン現地調査日程（実績） 

日にち 期間 内容 宿泊地 
12 月 17 日 金  山口：品川で PCR 検査  
12 月 18 日 土 1 日目 【移動】成田 22:30 発 EK319 便→ 機中泊 

12 月 19 日 日 2 日目 →ドバイ 5:30 着、ドバイ 14:40 発
EK622 便→18:30 ラホール着 ラホール泊 

12 月 20 日 月 3 日目 14:00-15:30：Water and Sanitation 
Agency, Lahore (WASA-L)ヒアリング ラホール泊 

12 月 21 日 火 4 日目 
09:00-14:00：WASA-L 現地視察 
【陸路移動（国内）】ラホール→ファ

イサラバード 

ファイサラバード

泊 

12 月 22 日 水 5 日目 
14:00-15:30：Water and Sanitation 
Agency, Faisalabad (WASA-F) ヒアリン

グ 

ファイサラバード

泊 
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12 月 23 日 木 6 日目 
09:00-14:00：WASA-F 現地視察 
【陸路移動（国内）】ファイサラバー

ド→ラホール 
ラホール泊 

12 月 24 日 金 7 日目 08:00：PCR 検査（48 時間前） ラホール泊 

12 月 25 日 土 8 日目 
AM：PCR 結果受取り 
【移動】ラホール 20:00 発 EK623 便
→ドバイ 22:30 着 

機中泊 

12 月 26 日 日 9 日目 
ドバイ 2:55 発 EK318 便→成田 17:20
着 
→ホテル強制隔離  

翌日から 
強制隔離 14 日間→ 

 
（２）インドネシア 

インドネシアの現地調査（2022 年 1 月 3 日～1 月 20 日）の概要を以下に示す。 
 
【インドネシア調査団員】 
森本 達男 JICWELS 副担当（株式会社ギエモンプロ代表取締役） 
 

表 １-３ インドネシア現地調査日程（実績） 

日にち 期間 内容 宿泊地 

1 月 3 日 月 1 日目 

森本：大阪→成田（鉄道）、成田で PCR 検

査 
【移動】成田 17:55 発 JAL729 便→ジャカ

ルタ 23:55 着 

ジャカルタ泊 
（指定ﾎﾃﾙ）1 

1 月 4 日 火   ジャカルタ泊 
（指定ﾎﾃﾙ）2 

1 月 5 日 水   ジャカルタ泊 
（指定ﾎﾃﾙ）3 

1 月 6 日 木   ジャカルタ泊 
（指定ﾎﾃﾙ）4 

1 月 7 日 金  10×24 時間→7×24 隔離に変更 ジャカルタ泊 
（指定ﾎﾃﾙ）5 

1 月 8 日 土   ジャカルタ泊 
（指定ﾎﾃﾙ）6 

1 月 9 日 日  隔離完了 ジャカルタ泊 

1 月 10 日 月 2 日目 インドネシア調査 現地アポイントの詰め 
コンサルチーム内でのオンライン会議 ジャカルタ泊 

1 月 11 日 火 3 日目 

第 7 回準備会合参加（08:00～12:00） 
横浜市と北スマトラのオンライン参加へ

のフォロー 
PU (Cipta Karya) 訪問（12 日予定）の事前

確認 

ジャカルタ泊 

1 月 12 日 水 4 日目 

11:00：Directorate General of Human 
Settlements, Ministry of Public Works and 
Housing (PU (Cipta Karya))・・(11 日変更) 
16:00：Mr. Subekti ヒアリング 

ジャカルタ泊 

1 月 13 日 木 5 日目 10:00：Persatuan Perusahaan Air Minum ジャカルタ泊 
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Seluruh Indonesia (PERPAMSI)ヒアリング 
13:30：Perumda PAM JAYA ヒアリング 
抗原検査（24 時間前） 

1 月 14 日 金 6 日目 

【空路移動（国内）】ジャカルタ 8:55 発
GA126 便→10:20 ジャンビ着 
13:00：Perumda Tirta Mayang Kota Jambiヒ
アリング（1） 

ジャンビ泊 

1 月 15 日 土 7 日目 09:00：Perumda Tirta Mayang Kota Jambiヒ
アリング（2）現地視察 ジャンビ泊 

1 月 16 日 日 8 日目 
11:00：抗原検査（24 時間前） 
【空路移動（国内）】ジャンビ 14:45 発
LION16192 便→16:10 ジャカルタ着 

ジャカルタ泊 

1 月 17 日 月 9 日目 

【空路移動（国内）】ジャカルタ 7:35 発 
GA182 便→10:00 メダン着 
11:00：Perumda Tirtanadiヒアリング（1） 
17:00：抗原検査 

メダン泊 

1 月 18 日 火 10 日目 

08:30：Perumda Tirtanadiヒアリング（2）
現地視察 
【空路移動（国内）】メダン 16:30 発
GA121 便→19:00 ジャカルタ着 

ジャカルタ泊 

1 月 19 日 水 11 日目 

08:00：PCR 検査（48 時間前） 
11:00：PU (Cipta Karya) ヒアリング 
13:00：金融機関 PT Sarana Multi 
Infrastruktur (PTSMI) ヒアリング（zoomオ

ンライン） 
15:00：Perumda PAM JAYA 現地視察（手

洗い設備） 

ジャカルタ泊 

1 月 20 日 木 12 日目 
AM：PCR 結果受取り 
15:00：JICA インドネシア事務所 
【移動】ジャカルタ 21:35 発 JAL726 便→ 

機中泊 

1 月 21 日 金  →6:45 着 
12:00：レンタカー→大阪へ自走  

翌日から 
自主隔離 10 日
間→途中 7 日
間に 

 
（３）カンボジア 

カンボジアの現地調査（2022 年 2 月 8 日～3 月 11 日）の概要を以下に示す。 
 
【カンボジア調査団員】 
森本 達男 JICWELS 副担当（株式会社ギエモンプロ代表取締役） 
 

表 １-４ カンボジア現地調査日程（実績） 

日にち 期間 内容 宿泊地 
2 月 8 日 火 1 日目 【移動】森本：関西 23:35 発 SQ623 便 機中泊 

2 月 9 日 水 2 日目 【移動】→5:25 シンガポール着、シン

ガポール 07:40 発 SQ154 便→8:35 プノ
プノンペン泊 
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ンペン着 
14:00：JICA カンボジア事務所 

2 月 10 日 木 3 日目 

09:00：Ministry of Industry, Science, 
Technology & Innovation (MISTI) 表敬訪

問（15 日に変更） 
【陸路移動（国内）】プノンペン→シェ

ムリアップ（車で 6 時間） 

シェムリアップ泊 

2 月 11 日 金 4 日目 09:00：Siem Reap Water Supply Authority 
(SRWSA) ヒアリング・現地視察 シェムリアップ泊 

2 月 12 日 土 5 日目 08:00：SRWSA 現地視察 シェムリアップ泊 

2 月 13 日 日 6 日目 【陸路移動（国内）】シェムリアップ→

プノンペン（車で 6 時間） プノンペン泊 

2 月 14 日 月 7 日目 
09:00：Phnom Penh Water Supply 
Authority (PPWSA) ヒアリング・現地視

察 
プノンペン泊 

2 月 15 日 火 8 日目 
08:00：PCR 検査 
10:00：JICA カンボジア事務所 
14:00：MISTI ヒアリング 

プノンペン泊 

2 月 16 日

～ 
3 月 9 日 

  プノンペンホテルにて隔離（22 日間） プノンペン泊 

3 月 10 日 木 9 日目 帰国前準備・情報整理等 プノンペン泊 
3 月 11 日 金 10 日目 【移動】プノンペン発→関空着  

 
（４）タイ 

タイの現地調査（2022 年 3 月 13 日～3 月 18 日）の概要を以下に示す。 
 
【タイ調査団員】 
富岡 透  JICWELS 主任担当者（水道主幹） 

 
表 １-５ タイ現地調査日程（実績） 

日にち 期間 内容 宿泊地 
3 月 12 日 土  富岡：成田空港で PCR 検査受検 成田泊 

3 月 13 日 日 1 日目 【移動】富岡：成田 11:45 発 TG643 便→

17:05 バンコク着 
バンコク 
指定ホテル泊 

3 月 14 日 月 2 日目 隔離期間 バンコク泊 

3 月 15 日 火 3 日目 
09:00：Provincial Waterworks Authority 
(PWA) ヒアリング・現地視察 
（オンラインヒアリングに変更） 

バンコク泊 

3 月 16 日 水 4 日目 

08:00：PCR 検査受検（バムルンラード病

院） 
10:00：Metropolitan Waterworks Authority 
(MWA) ヒアリング・現地視察 

バンコク泊 

3 月 17 日 木 5 日目 09:00：Thai Waterworks Association (TWWA) 
ヒアリング（中止） 機中泊 
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13:00：JICA タイ事務所 
PCR 検査結果受取り 
【移動】富岡：バンコク 23:55 発 TG642 便
→ 

3 月 18 日 金 6 日目 【移動】富岡：→7:40 成田着  
 
（５）フィリピン 

フィリピンの現地調査（2022 年 4 月 4 日～4 月 13 日）の概要を以下に示す。 
 
【フィリピン調査団員】 
富岡 透  JICWELS 主任担当者（水道主幹） 
森本 達男 JICWELS 副担当（株式会社ギエモンプロ代表取締役） 
 

表 １-６ フィリピン現地調査日程（実績） 

日にち 期間 内容 宿泊地 
4 月 3 日 日  富岡・森本：PCR 検査  

4 月 4 日 月 1 日目 
【移動】富岡：羽田 15:05 発 PR421 便→

19:10 マニラ着、森本：関空 15:10 発 PR411
便→18:25 マニラ着 

マニラ泊 

4 月 5 日 火 2 日目 
09:00：Manila Water Company, Inc.ヒアリン

グ・現地視察 
16:00：JICA フィリピン事務所 

マニラ泊 

4 月 6 日 水 3 日目 

09:00：Maynilad Water Services, Inc. ヒアリン

グ ※現地視察は 4/11 に実施 
15:00：Philippine Water Works Association, Inc. 
(PWWA) ヒアリング ※Angeles City Water 
District、Morong Water District、Bayawan 
Water District 幹部も同席・参加。 

マニラ泊 

4 月 7 日 木 4 日目 
【国内移動（国内）】マニラ 10:15 発 PR1813
便→12:10 ダバオ着 
15:00：Davao City Water District ヒアリング 

ダバオ泊 

4 月 8 日 金 5 日目 09:00：Davao City Water District 現地視察 ダバオ泊 

4 月 9 日 土 6 日目 【国内移動（国内）】ダバオ 15:40 発 PR1816
便→17:35 マニラ着 マニラ泊 

4 月 10 日 日 7 日目 （データ整理、以後の準備等） マニラ泊 

4 月 11 日 月 8 日目 

08:00：PCR 検査受検（ホテルにて） 
10:00：Maynilad Water Services, Inc.現地視察 
14:00：Metropolitan Cebu Water District 
(MCWD) オンラインヒアリング(中止) 
（夕方：JICA 事務所へ貸与携帯返却、PCR
検査結果メール受取） 

マニラ泊 

4 月 12 日 火 9 日目 09:00：第 9 回準備会合（オンライン参加） マニラ泊 

4 月 13 日 水 10 日目 
【移動】富岡：06:40 マニラ発 PR428 便→

12:10 成田着、森本：09:05 マニラ発 PR412
便→14:15 関空着 
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4 月 14 日 木    
※4 月 11 日に予定されていた Metropolitan Cebu Water District へのオンラインヒアリングは中止・日

程変更され、4 月 19 日 9 時（フィリピン時間）より実施された。 

 
１－３－２ 質問票の配布・回収 

第 4 回フォーラム以降の取組みの進展の確認、及び第 5 回フォーラムにおける発表トピ

ックの発掘を主たる目的として、全参加組織に対して質問票を送付し、回答の収集を行っ

た。質問票は 11 か国 30組織に配布し、最終的に 11 か国 28組織（回収率＝93%）より回答

を得た。 
質問票は、大きく 3部構成とし、第 1部では、水道事業体の基本情報である Utility Profile

（以下「UP」）に関わる情報について、第 2部では第 4回フォーラムからの取組みの進展に

ついて（第 4 回フォーラム参加組織のみ）、第 3 部では第 5 回フォーラムのテーマ・サブテ

ーマに関する各組織の現状・課題、取組み状況や今後の予定等について質問を行った。質

問項目は、以下のとおりである。 
表 １-７ 質問票の質問項目 

構成 質問項目 質問対象組織 

第 1 部 Utility Profile 

 業績評価指標（PIs） 
 基礎情報 
 財務情報 
 水道料金情報 
 JICA や他ドナーによるプロジェクト情報 
 他水道事業体、団体等との連携 
 連絡先 
 組織図 
 主要な浄水場 

原則として水

道事業体のみ 

第 2 部 
第 4 回フォー

ラムからの取

組みの進展 

 横浜フォーラム宣言の 10 項目に対し、それぞ

れ進捗の有無、進捗の具体的内容 

原則として第

4 回フォーラ

ム参加組織の

み 

第 3 部 

第 5 回フォー

ラ ム の テ ー

マ・サブテー

マに関する各

組織の現状・

課題、取組み

状況や今後の

予定等 

 事業継続計画（以下「BCP」）・従業員保護 
 デジタル化 
 人材育成 
 補助金・長期資金・BOT 
 健全経営 
 料金水準・クロスサブシディ（内部相互補

助） 
 資金流動性（内部留保、水道料金徴収、水道

料金改定、外部からのサポート） 
 リスク対応（感染症、気候変動、高齢化） 
 感染症対策としての水供給の重要性 
 貧困層への配慮 
 連携 
 情報交換 
 人事交流 

原則として全

組織（水道事

業体及び中央

政府） 
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【ガバナンスに関する質問】 
 国家目標・計画 
 水供給関連の法整備 
 都市村落分掌等 

※原則として

中央省庁のみ 

 
１－３－３ 準備会合の開催 

第 5 回フォーラムのプログラム策定や準備に当たり、アドバイザー、JICA、横浜市水道

局によって事務局が結成された。同事務局は、1～2 か月に一度、準備会合を開催し、各自

が収集した情報の共有やプログラムの検討を行い、第 5 回フォーラムに向けて準備を行っ

た。以下は、準備会合の実施概要及び参加者である。 
 

表 １-８ 準備会合の実施概要 

回 日時 参加者 
第 1 回 2020 年 4 月 3 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局 

第 2 回 2020 年 12 月 23 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局 

第 3 回 2021 年 2 月 22 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局 

第 4 回 2021 年 9 月 22 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 5 回 2021 年 10 月 27 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 6 回 2021 年 12 月 1 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 7 回 2022 年 1 月 11 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 8 回 2022 年 2 月 24 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 9 回 2022 年 4 月 12 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 10 回 2022 年 9 月 1 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 11 回 2022 年 12 月 5 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 12 回 2023 年 2 月 2 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 13 回 2023 年 4 月 13 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 14 回 2023 年 5 月 30 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 15 回 2023 年 6 月 29 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS） 

第 16 回 2023 年 7 月 24 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS）、JICA 課題支援ユニット 

第 17 回 2023 年 8 月 9 日 アドバイザー、JICA、横浜市水道局、コンサルタント

（JICWELS）、JICA 課題支援ユニット 
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表 １-９ 準備会合参加者リスト 

組織 参加者氏名（敬称略） 
WaQuAC-Net 代表・元 JICA 国際協力専

門員（アドバイザー） 山本敬子 

JICA 

地球環境部 松本、井上※、宮川、肥後※、宇野、掛川、

森、久保田 
JICA 横浜 神谷※、阿部※、西野入、磯辺 

課題支援ユニット 奥村、小山ほか 

横浜市水道局 下田※、小屋畑、卯都木、米澤※、国安、田中
※、（小宮）、高木※、宮澤、上野 

JICWELS（コンサルタント） 富岡、森本、山口、三輪、藤原、今城、矢口
※、大和田、磯畑、落合 

※網掛けの参加者については、異動・退職等により、フォーラム開催準備の途中までの参加 
 

１－４ 第 5回フォーラムの概要 

１－４－１ 参加者 

以下の通り、海外及び日本国内から延べ 495 名（Day3 テクニカルツアーを除く 3 日間）

が参加した。 
 海外： 

➢ バングラデシュ（2 名）、カンボジア（3 名）、インドネシア（4 名）、ラオス（4 名）、

ネパール（2 名）、パキスタン（2 名）、フィリピン（3 名）、スリランカ（2 名）、タ

イ（2 名）、ベトナム（4 名）の計 10 か国から 28 名を招聘（水道事業体及び関連省

庁 28 機関の幹部職員。「１１－１ 海外からの招聘者リスト」に招聘組織・招聘者

のリストあり）及びその同行者が参加。 
表 １-１０ 海外招聘組織一覧 

国名  組織名（英：正式名称） 
※（）内は、以降、本報告書で使用する略称 

バングラデシ

ュ 
1 Dhaka Water Supply and Sewerage Authority (DWASA) 
2 Chattogram Water Supply and Sewerage Authority (CWASA) 

カンボジア 

3 General Department of Potable Water (GD/WAT), Ministry of Industry, 
Science, Technology & Innovation (MISTI)  

4 Phnom Penh Water Supply Authority (PPWSA) 
5 Siem Reap Water Supply Authority (SRWSA) 

インドネシア 

6 Ministry of Public Works and Housing, Directorate General of Human 
Settlements (PU (Cipta Karya)) 

7 Perumda PAM JAYA (左記同様) 
8 Perumda Tirtanadi (左記同様) 
9 Perumda Tirta Mayang Kota Jambi (Perumda Jambi) 

ラオス 

10 Department of Water Supply, Ministry of Public Works and Transport 
(DWS) 

11 Vientiane Capital Water Supply State Enterprise (NPNL) 
12 Luang Prabang Water Supply State Enterprise (NPLP) 
13 Khammouane Water Supply State Enterprise (NPKM) 
14 Ministry of Water Supply (MoWS) 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１-１２ 

ネパール 15 Kathmandu Upatyaka Kahanepani Limited (KUKL) 

パキスタン 16 Water and Sanitation Agency, Lahore (WASA-L) 
17 Water and Sanitation Agency, Faisalabad (WASA-F) 

フィリピン 
18 Manila Water Company, Inc. (Manila Water) 
19 Maynilad Water Services, Inc. (Maynilad) 
20 Metropolitan Cebu Water District (MCWD) 

スリランカ 
21 Ministry of Water Supply and Estate Infrastructure Development 

(MWSEID) 
22 National Water Supply and Drainage Board (NWSDB) 

タイ 23 Metropolitan Waterworks Authority (MWA) 
24 Provincial Waterworks Authority (PWA) 

ベトナム 

25 Saigon Water Corporation (SAWACO) 
26 Binh Duong Water-Environment Corporation- Joint Stock Company 

(BIWASE) 
27 Thua Thien Hue Water Supply Joint Stock Company (HueWACO) 
28 Da Nang Water Supply Joint Stock Company (DAWACO) 

 
➢ なお上記招聘とは別に、カンボジアよりカンボジア国首相アドバイザー、農業地方

開発評議会副議長、元プノンペン水道公社総裁であるエクソンチャン閣下をフォー

ラムスペシャルアドバイザーとして招聘した。 
 日本：厚生労働省、地方自治体（横浜市を含む）、民間企業、JICA、その他（「１１－２ 

国内リソース及び参加団体」に組織・団体名の記載あり）。 
 オンラインでの参加：フィリピン開発銀行（以下「DBP」）がオンラインで参加。 

 
１－４－２ 日時・場所 

・2023 年 8 月 22 日（火）、23 日（水）、25 日（金）幹部フォーラム＠横浜シンポジア 
・2023 年 8 月 24 日（木）テクニカルツアー 
 

１－４－３ テーマ 

第 5 回フォーラムは、「アジアから共創する強靭で持続可能な水供給サービス」をテーマ

に掲げる。 
水道事業は、ひとりひとりの生活と社会・経済全体を支える安全・公平・安価な水の供

給という崇高な使命を担っている。水道事業を取り巻く環境に目を向けると、気候変動や

環境の悪化、人口変動（都市集中や過疎化）、産業構造の変化等の変化するリスクに対応

する必要がある一方、デジタル技術や民間資金の活用などの機会も変化しつつある。2020
年初頭から世界的な課題となった新型コロナウイルス感染拡大によって、安全な水の供給

を継続することの重要性が改めてハイライトされ、外部環境からのショックやリスクに対

しても強靭な水道事業を実現して備えることの大切さが明らかとなった。このように急激

に変化しつつある時代において、水道事業を拡張し、水道サービスを持続的に提供してい

くためには、変化に対応し、社会・経済からの要請に応えつつ、継続的に資金の調達や人

材の育成を行うことができる成長する水道事業体となる必要がある。そのためには様々な

チャレンジを行っている水道事業にかかわる人々をつないで、互いに学び、解決策を共創

することが重要である。第 5 回フォーラムは、そのような共創の場として、アジア各地の
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水道関係者をつなぎ、アジアの水道をより持続的で強靭なものとするインパクト向上を目

指すこととしテーマを選定した。 
 

表 １-１１ 第 5回フォーラムの全体テーマ・セッションテーマ 

全体テーマ 
アジアから共創する強靭で持続可能な水供給サービス 
Co-creating resilient and sustainable water supply service from Asia 
セッションテーマ 狙い 

セッション 1 
「リスクと変化に

強靭な水道事業に

向けて」 

 水道事業は社会・経済を支えるインフラとして市民にサービスを

継続することが使命である。 
 これまでも、気候変動や原水水質の悪化などの環境変化への対応

や災害への備えなど、様々なリスクに対応する強靭性を高めるこ

とが重要であった。新たにコロナ禍を経験し、従業員が出勤でき

なかったり、観光客減や料金減免により料金収入が減ったりとい

う事態に直面し、サービス継続のための強靭性確保への認識がま

すます高まっている。 
 さまざまなリスクへの対処と事業継続への取組を共有することに

より、今後、コロナに限らない様々なリスクに対して自事業体で

取るべきアクションを検討するきっかけとなることを意図する。 

セッション 2 
「SDGs ゴール 6
の達成に向けて」 

 水道サービスを改善し→顧客の満足度を高め→市民や政治家の支

持を得て料金を適正な水準にし→投資に回す余力を生み出した

り、より大きな資金を動員したりする、正のサイクルの実現が、

持続可能な開発目標（以下「SDGs」）が目指す多様性と包摂性や社

会と経済の要請に応えられる水道事業の鍵である。 
 他国の取組み事例を知り、自国への適応を念頭に幹部として実行

可能な将来計画を描けるきっかけとなることを企図する。 

セッション 3 
「連携と共創」 

 セッション 1 やセッション 2 で議論したことを、所属する水道事業

体単独で為すのみではなく、様々なパートナーとの協働によって

生み出していくことが大事だという考え方※を共有する。 
※国際協力に限らず国内での都市部と地方部の連携や、資金動員の

コレクティブさ（民間資金、公的資金）も含む考え方 
 

１－４－４ 日程概要 

フォーラムの 1 日目、2 日目、4 日目にそれぞれセッション 1、2、3、そして 3 日目にテ

クニカルツアーを実施した。各セッションは、事例発表・プレゼンテーション（国内・海

外水道事業体・関連省庁等から）、グループディスカッション（参加者を 3 グループに分け

て、各グループで実施）、フィードバック（各グループからの発表、東京大学大学院工学

系研究科滝沢智教授及びエクソンチャン閣下からのコメント）から構成される。 
第 5 回フォーラムの日程概要を以下に示す。 
 

表 １-１２ 第 5回フォーラムの日程概要 

日程 概要 
Day1 

8 月 22 日（火） 
【午前】 
 開会挨拶、集合写真撮影 
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セッション 1  基調講演① 
 基調講演② 
 プログラムオリエンテーション 
 セッション 1 プレゼンテーション 3 件 
【午後】 
 ビジネスセッション 2 社 
 セッション 1 プレゼンテーション 3 件 
 セッション 1 グループディスカッション 
 セッション 1 フィードバック 
【夜】 
 歓迎レセプション 

Day2 
8 月 23 日（水） 
セッション 2 

【午前】 
 Day1 の振り返り 
 セッション 2 プレゼンテーション 9 件 
【午後】 
 ビジネスセッション 3 社 
 セッション 2 グループディスカッション 
 セッション 2 フィードバック 

Day3 
8 月 24 日（木） 

【終日】 
 テクニカルツアー 

Day4 
8 月 25 日（金） 
セッション 3 

【午前】 
 Day2、Day3 の振り返り 
 セッション 3 プレゼンテーション 5 件 
 セッション 3 グループディスカッション 
 各国のアクションプランまとめと発表準備 
【午後】 
 総括セッション 
 閉会挨拶 

※Day2 の DBP による発表、Day4 の Perumda Tirtanadi による発表は、事前録画した動画を放映する形で

実施された。 

 
１－４－５ 企業展示 

会場において、横浜水ビジネス協議会の加盟企業による展示ブースを設置した。横浜水

ビジネス協議会は、開発途上国等における水環境の問題解決、上下水道分野に関連する企

業・団体等の海外展開促進を目的に、横浜市と市内企業・団体等が連携して設立した組織

である。展示企業名は以下のとおり。 
 
新明和工業株式会社          東京計器株式会社 
日本原料株式会社           愛知時計電機株式会社 
JFE エンジニアリング株式会社      前澤工業株式会社 
丸紅株式会社             水道テクニカルサービス株式会社 
横浜ウォーター株式会社 
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図 １-２ 展示ブースでの説明① 

 
図 １-３ 展示ブースでの説明② 

 
図 １-４ 展示ブースでの説明③ 
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第２章 開会挨拶 

２－１ 横浜市 大久保智子副市長 

最初の開会挨拶は横浜市大久保智子副市長より行われた。 

 
図 ２-１ 横浜市大久保智子副市長による開会挨拶 

【開会挨拶内容】 
第 5 回アジア地域上水道事業幹部フォーラムにご出席の各国の皆様、横浜へようこそ。

皆様のお越しを心より歓迎する。開催にあたり尽力を賜った全ての皆様に御礼申し上げる。 
本フォーラムは、アジア地域の上水道に関わる幹部の皆様がこれまでの水道事業にかか

る知見・ノウハウを共有し、それぞれの国においてリーダーシップを発揮していただくこ

とを目的に、そして持続性のある水道サービスの提供を目的に 2010 年から開催されてきた。

2017 年の第 4 回から 6 年ぶりとなる第 5 回フォーラムをここ横浜で開催できることを大変

嬉しく思っている。 
横浜の国際貢献について簡単に紹介する。横浜市は、1859 年の開港以来、約 160 年の間、

海外各国や各都市との交流や協力を通じ、発展してきた。市の基本方針としても、国際協

力や国際貢献を掲げており、国際会議の開催、都市間連携・協力の推進をしている。今回

ご参加の皆様の国の中には、水道の他、下水道、環境分野など様々な分野で協力を行って

いる都市、姉妹都市、友好都市やパートナー都市となっている都市もいらっしゃる。水道

分野における国際貢献は今年 50年という記念すべき節目を迎えた。1973年にアフガニスタ

ンに職員を派遣して以来、34か国 460人の職員を派遣し、137 か国から 4,300 人を超える研

修生を受け入れてきた。世界の水事情の改善に貢献できることは横浜市にとって大きな喜

びであるとともに職員の育成や海外とのネットワーク構築など、かけがえのない成果を得

られていると考えている。 
次にこのフォーラムへの期待について話をする。気候変動や紛争等による世界的な水危

機の中で SDGs の目標達成に向け、今年 3 月に国連水サミットが開催され、参加した各国

政府企業などによる 700 以上のコミットメントが盛り込まれた水行動アジェンダが採択さ

れた。世界の水についての一層の関心が高まる中、水に関わる様々な知見、技術等をお持

ちの皆様方が「アジアから共創する強靭で持続可能な水供給サービス」というテーマのも

と、ここ横浜において、各国の水事情における課題解決のため議論を重ねることは、大変
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時機にかなった意義のあることだと考えている。 
また今回、横浜水ビジネス協議会会員企業の 8 社が会場内において展示を行っている。

横浜市としても地元企業が海外の課題解決に貢献すること、ビジネスとして皆様の国や事

業体と連携できることを期待している。横浜市が自信をもって推薦できる技術が紹介され

ているので、是非ご覧いただきたい。 
最後になるが、フォーラムの開催にご協力いただいた参加各国の皆様、国内水道事業体

の皆様、企業の皆様、多方面にわたり協力くださった日本側の関係者の皆様に改めて御礼

を申し上げる。皆様の横浜における滞在が充実したものとなることを祈念して、私からの

ご挨拶とさせていただく。ありがとうございました。 
 

２－２ JICA 岩崎英二上級審議役 

次いで JICA 岩崎英二上級審議役より開会挨拶が行われた。 

 
図 ２-２ JICA岩崎英二上級審議役による開会挨拶 

【開会挨拶内容】 
この度は第 5 回アジア地域上水道事業幹部フォーラムにご出席頂き、ありがとうござい

ます。また本フォーラムの共催者である横浜市の皆様、モデレーター、発表者、ファシリ

テーター等としてご協力いただく皆様、その他このフォーラムの準備や運営にご尽力いた

だく皆様、このフォーラムに関わっている皆様にお礼を申し上げる。 
横浜市は日本で最初に近代水道が作られた場所であり、国際協力の重要な役割を担って

いる。横浜市水道局では 135 年以上の歴史の中で培われてきた技術や経験を活かし、1973
年からアジアやアフリカの途上国の水問題の解決に取り組み、2023 年で 50 年を迎えた。 

JICA は横浜市と包括的連携協定を結んでおり、これまでに水道分野を含む様々な分野で

ともに協力をしてきた。JICA と横浜市が共催するこのフォーラムはその成果の 1 つである。

前回の第 4 回アジア幹部フォーラムの横浜フォーラム宣言 2017 では、フォーラムでの経験

の共有及び議論にもとづき、水道一家として全ての人々が安全で持続的で安価な飲料水が

入手できるようになるよう、普遍的かつ平等な水の供給を目指して、次のステップへ行動

を移すことが約束された。その後世界中で新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、日

本を含め水道事業体の経営には大きな影響が生じた。また、昨年熊本市で開催された第 4
回アジア太平洋水サミットでは、新型コロナウイルス感染症や気候変動の脅威に負けない
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質の高い社会を実現するために、水分野がこれまで以上に重要になることが確認されてき

ている。更に各国での PPP の進展、アジア域内での南南協力の進展など水道事業を取り巻

く状況にも変化が見られる。これに伴い、アジア各国間の相互の連携を一層強化し、各国

の知見をよりタイムリーに共有し、アジア地域での水道事業の発展に活かす共創の重要性

が増してきている。 
これらを踏まえて、第 5 回幹部フォーラムでは、「アジアから共創する強靭で持続可能な

水供給サービス」を全体テーマとして、セッション 1 では感染症や気候変動等の様々なリ

スクや変化に強靭な水道事業、セッション 2では SDGsゴール 6達成に向けた水道サービス

の拡張、セッション 3 では連携と共創について議論していきたいと思う。 
これから期待する 3 つの成果について、皆さんと共有したいと思う。まず 1 つ目は、こ

こに集まる水道事業体の幹部、または政策を策定する方々が、活発な議論によってお互い

に刺激を受け、具体的な次へのステップを持って帰って頂けることを期待している。気候

変動や感染症等の不連続な未来の中でも強靭性の高い持続可能な経営を達成するためには

水道事業体の経営幹部や管理職の方々のリーダーシップとコミットメントが重要である。

皆様がこのフォーラムを通じて、有益な知識と経験を得るとともにそれらを皆様の組織に

持ち帰り、実践に移してほしいと思っている。 
2 つ目に皆様がこのフォーラムを、新しいネットワークの構築や既存のパートナーシッ

プを強化する場として活用することを願っている。今回10か国ものアジアの国々から JICA
と協力関係にある約 30 の水道事業体や省庁からリーダーの方々にお集まりいただいた。そ

して、日本国内の事業体や関係省庁、民間企業や関連団体の皆様も多数参加されている。

その中のいくつかの組織は既にお互いにコンタクトを取り、彼らの経験や課題を共有し、

互いに学んでいる。他の組織の経験から得られる教訓を活かして新しいアイデアを得るこ

とや共に改善策を導き出し、協働して実施に取り組むことは重要であり、他組織とのネッ

トワークを広げることはお互いにとって大きなメリットになる。皆様がこの価値ある機会

を活用し、ネットワークを広げることを期待している。 
3 つ目に日本の水道事業運営、技術や日本とのつながりを再確認する場としてご活用い

ただければと考えている。アジア各国からお集まりいただいた皆様は既に何らかの形で日

本との関係、JICA との協力関係を持つ組織からいらっしゃっている。今回の滞在を通じて、

数多く新たな発見があると期待をしている。日本各地では、24 時間 365 日、蛇口から飲め

る水が安定的に供給されている。今回複数の水道事業体からの経験共有や民間企業による

展示やビジネスセッションも用意をされている。是非、一連の活動から日本の水道を支え

るものは何かについてご考察いただき、その背景にある日本の社会について、思いをはせ

て頂きたい。JICA は、持てるネットワークとノウハウ、そして資金を最大限に活かし、ア

ジア各国の SDGs ゴール 6 の達成、特に強靭で持続可能な水供給サービス実現に向けて、

貢献していきたいと考えている。 
最後に、第 5 回目の節目となる、アジア幹部フォーラムに皆さんとご一緒に出席できる

ことを感謝するとともに、今日からの 4 日間、活発にご議論頂き、参加した全ての方々に

とって意義深いフォーラムとなることを祈念して、開会のご挨拶とさせて頂く。 
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第３章 基調講演他 

３－１ 基調講演①「変化する世界の水道事業に求められるリーダーシップ」 

基調講演①は、カンボジア国首相アドバイザー、農業地方開発評議会副議長、元プノン

ペン水道公社総裁であるエクソンチャン閣下より行われた。 

  
図 ３-１ エクソンチャン閣下による基調講演 

【基調講演内容】 
世界は最も危険な形で変化を遂げている。新しい感染症によって莫大な人命が失われ、

経済危機により何百万もの家族が貧困ラインに陥っている。気候変動は将来世代の最も大

きな懸念事項であるが、一部の国の指導者によって無視されており、その結果、世界は前

例のない洪水・干ばつ・水不足に見舞われ、2030 年に清潔な水と基本的な衛生設備への普

遍的なアクセスを提供するという努力が阻まれた。こうした状況の中で二国間での戦争が

起き、世界を経済危機、分裂、対立、核兵器の繰り返しという脅威に陥れた。この世界を

全ての人にとってより良い場所にするために、世界が時間と努力を費やしてきたことを思

い出してほしい。 
2000 年 9 月に世界中の 170 名のリーダーが集まり、ミレニアム開発目標（以下「MDGs」）

が策定された。水に関連することでは 7Cという目標がある。安全な飲料水および基本的な

衛生設備への持続的なアクセスがない人の数を半減させるということである。それ以来、

私たちは強い意志を持って努力し、アジアでは大きな進展を遂げた。MDGs を 2015 年まで

に達成するまでになった。世界的には 21 億人に対しての衛生環境の改善を達成し、野外排

泄をする人の割合は半減した。これは MDGs の大きな進歩である。しかし、MDGs の焦点

は量であって質ではない。焦点は水へのアクセスにあり、水質や給水インフラには焦点が

当てられていなかった。MDGs はまだまだ物語の始まりに過ぎない。 
2015 年、世界のリーダーたちは再び、SDGs と呼ばれるプログラムを承認した。社会意

識の高い人であれば、世界で全ての人がきれいな水と基本的な衛生にアクセスできること

を夢見るであろう。私は自分の国にそのような夢を抱いている。しかし私たちはまだまだ

苦しんでいる。 
SDGs ゴール 6 には 6 つの項目がある。ここでは主にターゲット 6-1 の飲料水について話

す。飲料水には 2 つのキーワードがある。手頃な価格であるということ、そして安全であ
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ることである。その他の構成要素についてはディスカッションでも議論できる。SDGsのス

タート地点は 2015 年である。ユニセフと世界保健機関（以下「WHO」）の共同監査プログ

ラム（Joint Monitoring Programme: 以下「JMP」）では、SDGs の動き、特に水・衛生に関す

る動きを厳しくチェックしている。彼らは、2015 年の SDGs 開始時点では、世界で 21 億人

が家庭で安全な水を利用できていないことを明らかにしている。その中で 2億 6,300万人の

人々が 1 往復 30 分以上をかけて水運びをしている。水汲みは女性や子供の作業で、日本に

住んでいる人たちにはこれがどれほど大変なものか理解できないと思う。しかし私はよく

理解している。1 億 5,900 万人の人々が川や湖の水を直接飲んでいる。それは私たちが手を

洗うことすらしないような水だが、それを彼らは飲んでいる。8 億 4,400 万の人たちが家庭

内に水道設備を持っていない状況である。私たちがやらなければならないことがどれだけ

重要なことかを示している。 

 

図 ３-２ 【基調講演①】東南アジアにおける水道供給の現状 

図 ３-２は、2022 年の JMP 報告書による、東南アジアにおける水供給の状況である。安

全で管理された飲料水のサービスはカンボジアでは 29%、なぜこれだけ色々なことに取り

組んできたのに 29%なのか。71%はまだまだ水を改善しなければならない。インドネシア

は 30%、ラオスは 18%、マレーシア 94%、ミャンマー57%、フィリピン 48%、シンガポー

ル 99%、ベトナム 58%である。2021 年の数字であるが 2022 年に公表された。2023 年に公

表された JMP の別の報告書の最新推計では、世界の 27%の人が安全に管理された飲料水に

アクセスできていない。14 か国ある東アジア・東南アジアではこの割合は 21%である。こ

のスピードのまま進むと、世界で、安全に管理された飲料水にアクセスできる人の割合は

2030 年になっても 77%にしか達しない。私たちの世界は非常に複雑であるので、私たちが

SDGsを達成するための努力が必要である。達成するためにはアクセス拡大の速度を 6倍に

早める必要がある。とても出来ることではない。個人的な意見としては、あと 5 年間は必

要である。少なくとも 2035 年にリセットする必要がある。カンボジアは既に、SDGs の達

成は困難だと宣言している。達成するためには、カンボジアの水と衛生に関わる全てのス

テークホルダーが利己主義をやめ、手を差し伸べること、そして日本が発展途上国へ多大

なる援助をすることが必要と考える。 
1993 年から 30 年間、水道事業、水供給に継続的に携わってきた者として、個人的な経

験、リーダーシップについて共有したい。 
現実的には、財政あるいは人々に対する投資額に関わらず、水道事業の成功／失敗は、



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

３-３ 

どのように水道事業が統治され、管理されているのかによる。重要な要素がある。革新的

であること、やる気があること、問題を自分のものとして考えるリーダーであること、経

営管理が健全であること、管理的・財政的に独立しているということである。こうしたも

のが組み合わさると、透明性、優れた将来計画、運営の効率性、持続可能性、包括性を実

現することができる。このような要素がプノンペン水道公社（PPWSA）の成功のベースと

なっていた。こうして PPWSAは、破産状態から、この地域で最も優れた水道事業体の 1つ
となった。これらの要素は、カンボジア全土の地方公営水道の改善を計画し、影響を与え

るために使用されている。 

 

図 ３-３ 【基調講演①】PPWSAにおける業績の変化（1993年～2022年） 

図 ３-３は PPWSA における業績の変化（1993 年～2022 年）を示している。見ての通り

劇的に変化した。特に給水率は、20%だったものが 85%になり、利用する人が増えた。

95%に達したこともあった。なぜ現在 85%なのか、プノンペンの都市がどんどん拡大して

いるからであり、中央政府はプノンペンの整備を 1999 年の 10 倍以上にすると決めたから

である。供給量を 20%から 85%に増やすには、もちろん投資が必要だ。しかし、重要なの

は水の損失を減らすことである。1993 年に 72%だった無収水率が 2022 年には 8.5%に減っ

た、料金徴収率が 48%だったものが 99.9%になった。つまり、どの利用者も料金を支払っ

ていることになる。 
カンボジアには 2012 年時点で 11 の地方公営水道があるが、PPWSA の 1/7 のサイズであ

る。それでもパフォーマンスが非常に低い。私は、この頃から関係する省で働くようにな

り、パフォーマンス改善に取り組んできた。JICA の専門家から地方公営水道の運営効率を

改善するための能力開発の支援を受けた。PPWSAの専門家の支援を受け、北九州市上下水

道局が主体となって実施した。プノンペンの経験を活かし 3 年間鋭意努力し改善が数字に

表れてきた。財政的には 2012～2015 年で水道料金は変化していないが、利益は増えている。 
水分野における経験に基づいて、行動に対する要望を述べたいと思う。新型コロナウイ

ルス感染症のパンデミックがあり、現在進行形での政治的な問題があり、それ以外にも気

候変動の影響が増大しており、こうしたものが水分野への投資不足という悪い影響を与え

てきた。SDGsゴール 6の進捗が妨げられた。地域、水道事業体、政府機関のリーダーとし

て、我々は以下を実現するために変化を受け入れ、取組みを加速させる必要がある。(1)パ
フォーマンスを向上させ、給水範囲を広げる。(2)料金の手頃さと包括性の改善、(3)効率性、

透明性の向上、(4)持続性の確保と SDGs の達成。水は最も必要とされる資源である。貧富
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の差に関係はなく、全ての生命とその活動に必須である。愛がなくても生きられるという

人はいるが、水がなければ生きていけない。19 世紀というのは金の世紀、20 世紀は石炭の

世紀、21 世紀以降はブルー、つまり水の世紀になるだろうと言われている。そこで私は皆

さんに、考えを共有し、体験を語ることをお勧めしたい。そして一緒に、このフォーラム

を、意味のある、変化をもたらすものとしたい。 
スピーチを終わる前に 2 つの助言を差し上げる。1 つ目は 2023 年気候経済のレポートよ

り、「気候変動に耐える上下水道のシステムは、毎年 36 万人以上の乳幼児の命を救うこと

ができる」ということである。私たちが効果的に働けば、この人道的活動の一部となる。

2 つ目は本田技研の創始者である本田宗一郎さんの有名な言葉である。「失敗を恐れてはい

けない、何もしないことを恐れろ」。彼は「成功は 99%の失敗に支えられた 1%である」と

言っている。横浜での滞在が実り多きものとなることを期待する。 
 

３－２ 基調講演②「強靭で持続可能な水供給サービスに向けた学び合い」 

基調講演②は、JICA 地球環境部の松本重行氏より行われた。 

 
図 ３-４ 松本重行氏による基調講演 

【基調講演内容】 
この幹部フォーラムは、参加者同士の学び合いを目的としている。JICA は、同様のフォ

ーラムを、今年の 3 月にアフリカでも開催した。その際に、ホストしてくれた南アフリカ

共和国の水衛生局の Mr. Leonardo Manus が紹介してくれた言葉がある。「Each one teach one」
である。これは、有名なノーベル平和賞受賞者であるネルソン・マンデラ氏とその仲間た

ちが、異なる技術や知識を持ちながらも、共通の目的を持ち、互いに学び合うということ

を重視して、スローガンとして用いていた言葉である。アフリカの幹部フォーラムは、参

加者がこの「Each one teach one」という言葉を繰り返し引用しながら、互いに学んだこと

を「Key takeaways」として持ち帰り、その後もオンライン会合で議論を継続している。 
アジアの幹部フォーラムは、今回が 5 回目になる。過去の開催において、我々が大切に

してきたのは、「水道一家（Water Family）」という言葉である。2017年に開催された第 4回
のフォーラムで採択された「横浜フォーラム宣言」には、こう書かれている。「全ての参

加者は水道一家として、全ての人々が安全で持続的で安価な飲料水を得ることが出来るよ

う、普遍的かつ平等な水の供給を目指して次のステップに向けて行動を起こすことを約束
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した」日本の水道事業者は、水道一家という言葉を、強い連帯の気持ちを表した言葉とし

て用いている。水道一家という言葉は、特に緊急事態で強く意識される。 
日本は災害の多い国である。地震や洪水の被害が頻繁に生じる。そのような時に、被災

した水道事業体に対して、周辺の地域の水道事業体が給水車や工具を持って駆けつけ、応

急給水や水道の復旧工事を手伝う。水道事業体同士は仲間である、互いに助け合う、とい

う意識が浸透している。「水道一家」の集まりがこの幹部フォーラムである。 
水道事業に携わる我々には、共通の目標がある。人々に安全で手頃な価格の飲料水を安

定的に届けることである。水道が良くなることは、貧困や不平等をなくし、人々の健康を

増進し、人々の well-being を向上させる。水道事業は、様々な変化やリスクに対応できる、

強靭で持続可能なものでなければならない。 
今日、ここに集まった皆様は、「水道一家」の一員であり、共通の崇高な目標の達成に

向けて、共に努力をする仲間である。JICA は様々な形で、水道事業体同士の学び合いを支

援している。アフリカの南スーダンからは、水資源・灌漑大臣と南スーダン都市水道公社

の総裁一行が、プノンペンを訪問した。彼らは、今日ここにいらっしゃるエクソンチャン

閣下とロンナロー閣下の講義を受け、PPWSAの顕著な改革と水道サービスの向上に大変感

銘を受けた。なぜならば、南スーダンは独立と紛争を経て復興の過程にあるからである。

彼らは、PPWSAがエクソンチャン閣下のリーダーシップの下で改革を開始した内戦直後の

状態と、自分たちが置かれた困難な状況は同じであり、自分たちにもプノンペンと同様の

改革が可能だ、という強い気持ちを持つことができた。大臣と総裁は帰国するやいなや、

自分たち自身の改革行動計画を作成した。そして、今年首都ジュバに新しい浄水場が、

JICA の協力で完成した。彼らは、改革行動計画に沿って、プノンペンの奇跡を再現させる

べく、水道サービスの改善に取り組んでいる。ミャンマーのヤンゴンの水道職員は、プノ

ンペンとバンコクで学んだ。PPWSA とタイ首都圏水道公社（MWA）に助けていただいた。

彼らは大いに触発され、帰国後に自分たちでトレーニングセンターを作り、人材育成を本

格的に始めた。大変残念なことに、その後彼らは政治的な困難に直面しており、今回の幹

部フォーラムにもお招きすることができなかった。しかし、私は彼らが学んだことを活か

して、水道サービスの改善に向けた努力を続けていると信じている。彼らは今日この場に

は来られなかったが、「水道一家」の一員として、私は彼らに対する連帯の気持ちを表し

たいと思う。 
2 つの事例でも説明したように、学び合いはモチベーションを上げ、行動のきっかけに

もなる。前述の通り、JICA はアフリカで幹部フォーラムを開催したが、フォーラム参加者

からは、幹部フォーラムには次のような効果があると回答があった。最も多かったのは他

の事業体からの知見を学べること、次に多かったのが意識やマインドセットの変革である。

事業改善へのインパクトや、ネットワーク構築を挙げた方もいた。 
今回のアジアの幹部フォーラムにおいても、同様の効果が期待されると考えている。特

に重要なのは、それぞれの水道事業体が様々な課題に直面している中で、それらの課題の

根本的な原因は何かを議論することだと思う。課題は数多くあるが、根源的な原因はそれ

ほど多いわけではなく、国や都市が違っても共通の原因があると思う。このフォーラムで

はグループディスカッションの時間を用意しているので、問題を出し合うだけでなく、な

ぜ起きているのかという原因に踏み込んで議論していただくことを期待している。その上
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で、特に重要で早期に着手すべきアクションを、数は絞り込んだ上で、国ごとのアクショ

ンプランとしてまとめる。 
さて、本日ご参加いただいている水道事業体には、多様性がある。目指すべき共通の目

標に対して、トップランナーとして走っている水道事業体は、水道サービスも経営状態も

良好であり、民間資金やローンを有効に活用して、水道サービスの拡充を続けている。図 
３-５のグラフは、皆様からご提出いただいた UP データを示したもので、トップランナー

の水道事業体は 24 時間給水を達成し、料金徴収率はほぼ 100%で、無収水率は 20%前後と

低くなっている。 

 

図 ３-５ 【基調講演②】トップランナーの水道事業体の UP データ 

一方、水道サービスは良好だけれども、経営面ではまだ自律的な資金調達をできるだけ

の財務的な健全性がない、セカンドランナーともいうべきグループがある。また、サード

ランナーとして、時間給水であったり、蛇口における水質がまだ必ずしも飲むのに十分で

なかったりする水道事業体もある。JICA は、トップランナーのように、自立的に資金調達

を行い、都市の拡大や人口の増加に対応して水道サービスを拡充できるような水道事業体

がこれから増えていくことが、安全で手頃な価格の飲料水への普遍的なアクセスを達成す

るための鍵であると考えている。 
水道事業体にとっての資金源は、経済協力開発機構（以下「OECD」）の整理によると、

3 種類しかない。「3 つの T」と呼ばれている。Tariff、Tax、Transfer である。Tariff は皆さん

ご存じの通り（水道料金のこと）である。Tax は税金による補助金であり、サービスを利

用しているか否かに関わらず、市民全員が負担している。Transferは国際援助を指している。

この中で Tax と Transfer は予見性がなく、Tariff だけが予見性のある安定した財源である。

民間資金を動員するためにも、ローンを借りるためにも、Tariff に基づく水道事業体の収益

から支払や返済ができるということが前提条件になる。水道料金は顧客によって支払われ、

もし水道事業体が良いサービスを提供しなければ、顧客は支払おうとしないだろう。水道

事業体は、多くの場合、コストや投資をカバーするには水道料金が低すぎるとして水道料

金を上げたがる。しかし、もし市民がサービスの質に満足していないのであれば、政治家

や意思決定者は水道料金の改定を認めてくれないだろう。その結果、財務状況が悪化し、
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投資が不足し、サービスが悪いままになるという悪循環に陥る。JICA は、この悪循環を変

えるために、段階的に水道サービスを発展させていくことを考えている。サードランナー

の方々にとっては、まず水道サービスを改善し、顧客の水道に対する信頼を取り戻すこと

が大事だと考える。セカンドランナーの方々は、既にある程度良いサービスを提供できて

いるので、優先事項は、資金の利用可能性を高めるためにマネジメントを改善することで

ある。NRW の削減、エネルギー効率の改善、料金徴収の増加、資金調達の選択肢の確保が

重要である。 
トップランナーの方々には、JICA は異なるアプローチを行っている。マニラッド水道会

社（Maynilad）とビンズオン上下水道環境公社（BIWASE）に民間セクターやアジア開発

銀行（以下「ADB」）と協調した資金供給を行っている。プノンペンやシェムリアップの

ように円借款を活用していただいている水道事業体もある。フィリピンでは、水回転基金

の設立によって、民間金融機関からの民間資金とODAを組み合わせた長期・低金利でのブ

レンドファイナンスを水道事業体へ提供する仕組みを構築した。タイの MWA に対しては

管路事故のリスク診断への人工知能（AI）の活用について実証実験を実施した。このよう

に JICA はトップランナーにも融資やデジタル改革の面でも手を貸している。 
サードランナーからセカンドランナーへとキャッチアップしようとしている水道事業体

においては、水道サービスの改善と経営の改善を達成するにあたって、水道メーターによ

る従量制の料金徴収が鍵になると考えている。サードランナーの水道事業体では、メータ

ーがついておらず定額制で料金徴収を行っていたり、メーターの多くが故障していて推定

で料金を徴収したりしていることが良くある。しかし、これではいくら水を使っても料金

は同じなので、無駄な水利用を誘発する。1 つ事例を挙げる。JICA はタジキスタンの地方

都市において、無償資金協力で施設を整備すると同時に、水道メーターを設置して従量制

料金徴収への切り替えを支援した。その結果、無駄水が削減されたことによって、管路の

末端まで適切な水圧で水道水が行きわたるようになり、顧客の満足度が 52%から 100%へ大

きく上昇した。また、従量制を受け入れた理由を尋ねたアンケート調査では、78%の方が

水道サービスが良くなったことを理由にあげた。サービスが改善すれば従量制料金が受け

入れられることがわかる事例である。もうひとつ事例を挙げる。パレスチナのジェニン市

では、料金徴収率が非常に低い状態であった。JICA はこの都市で、NRW の削減とプリペ

イドメーターの設置を支援した。その結果、プリペイドメーターによる料金徴収率は100%
に達し、新型コロナウイルス感染症の影響も受けなかった。興味深いことにプリペイドメ

ーターの導入は、より公平な配水を実現することに繋がった。 
図 ３-６は横軸が水の使用量ごとに区切った顧客のグループ、縦軸がそのグループの平

均水使用量を示している。大量の水を使っていたグラフの左側の顧客が水の使用量を抑え、

代わりにそれまで低い水圧が原因であまり水道水が来ないために水使用量が少なかったグ

ラフの右側の人々が、より多くの水を使えるようになったことが分かる。これも、水道サ

ービスの改善と経営の改善をメーターの設置によって成し遂げた事例である。このように

して、市民の皆さんは水道サービスの改善を実感でき、それによって水道への信頼が取り

戻され、料金徴収の改善、そして財務状況の改善につながった。 
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図 ３-６ 【基調講演②】メーターの設置による水使用量の変化 

一方、トップランナーとなっている水道事業体は、既にメーターによる料金徴収を問題

なく実施しており、顧客との信頼関係もできている。これらの水道事業体においては、水

需要の増加や顧客のニーズの高度化に対応した投資を賄う資金の調達や、気候変動、原水

水質の悪化などの外部環境の変化への対応が課題になると思う。様々なリスクに対応しな

がら、水道サービスの持続性を高めることが必要である。 
日本の水道は、トップランナーと言われているが、持続可能性という点では実は大きな

課題を抱えている。水道の普及率は、1950 年代はわずか 26%、拡張を続けて現在は 98%と

なっている。横浜市では、第二次世界大戦直後の無収水率は約 70%だったが、その後たゆ

まぬ努力の結果、現在は約 10%を切っている。しかし一方で、日本の水供給は前例のない

困難に直面している。日本の人口は 2008 年をピークに減少し始めており、水需要が減少し、

それに伴って料金収入も減少するという局面に入っている。財務状況が悪化することが懸

念されている。もし施設の更新が遅れれば漏水が多発するようになる。人材が不足するこ

とも懸念されている。日本の水道事業体もこれらの新しい課題に直面しており、解決策を

模索している。トップランナーの水道事業者においても、互いに学び合うことは多くある

と思う。またトップランナーの水道事業体には、過去の改善や改革の取組みについての経

験や知識を、セカンドランナーやサードランナーに共有して頂ければと思っている。 
SDGsの達成のためには、水道事業者も、Sustainability Transformationが求められている。

そのためには、水道にアクセスできない人々へのサービスを拡大する、財務・経営の健全

性を保つ、気候変動に対する低減策・適応策を推進する、リスクへの対応能力を改善する、

そしてガバナンスを改善すること等が求められている。本フォーラムの場を活用して活発

な議論が行われ、ご参加された皆様が触発され、将来を見据えたアクションプランを作成

されることを祈念している。 
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３－３ プログラムオリエンテーション 

プログラムオリエンテーションは、JICA 地球環境部の宇野純子氏より行われた。 
【プログラムオリエンテーション内容】 ※概要のみ記載 
 主に以下の事項について簡単に内容を説明し、オリエンテーションを実施した。 

➢ 第 5 回フォーラムの日程、会場、参加者 
➢ 各日のテーマ、各日の構成（Day1、Day2 はプレゼンテーション後、グループディ

スカッションをし、フィードバックセッション。Day4 は国別にアクションプラン

を作成し、総括セッションで発表等） 
➢ ビジネスセッションと資料展示 
➢ アクションプランの作成方法、アクションプランのフォーマットの構成 
➢ フォーラム終了後のフォローアップの概要 
➢ フォーラム期間中の食事 
➢ 資料データのダウンロード 
➢ フォーラム終了直後のアンケート回答 
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第４章 セッション 1「リスクと変化に強靭な水道事業に向けて」 

 
セッションテーマ セッションの狙い 

セッション 1 
「リスクと変化に

強靭な水道事業に

向けて」 

 水道事業は社会・経済を支えるインフラとして市民にサービスを

継続することが使命である。 
 これまでも、気候変動や原水水質の悪化などの環境変化への対応

や災害への備えなど、様々なリスクに対応する強靭性を高めるこ

とが重要であった。新たにコロナ禍を経験し、従業員が出勤でき

なかったり、観光客減や料金減免により料金収入が減ったりとい

う事態に直面し、サービス継続のための強靭性確保への認識がま

すます高まっている。 
 さまざまなリスクへの対処と事業継続への取組を共有することに

より、今後、コロナに限らない様々なリスクに対して自事業体で

取るべきアクションを検討するきっかけとなることを意図する。 
 
セッション 1 主モデレーター（国立保健医療科学院浅見氏）より、セッション 1 のテー

マである「リスクと変化に強靭な水道事業に向けて」について導入があった。 

 
図 ４-１ Day1 主モデレーター浅見氏（右）、副モデレーター貝谷氏（左） 

【主モデレーターからの趣旨説明】 
セッション 1 では、「リスクと変化に強靭な水道事業に向けて」と題して議論を行いたい。

基調講演の通り、水道事業は重要かつ深刻なリスクに直面している。このようなリスクを

念頭に置いて、水道事業経営のためにどのような行動を取るべきなのか議論をしたい。気

候変動、感染症、人口減少等、様々なリスクがあるが、今日はパート①「感染症などのリ

スクへの対処と事業継続」、パート②「気候変動リスク」に分けてプレゼンテーションを

行う。 
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４－１ プレゼンテーション【パート 1】 

４－１－１ 感染症蔓延時や塩水遡上時等も想定した事業継続の取組み（Engr. A. K. M 

Fazlullah、チョットグラム上下水道公社、バングラデシュ） 

【発表内容】 
はじめにチョットグラム上下水道公社（CWASA）の歴史を紹介する。チョットグラム

ではイギリス植民地時代の 1892 年、アッサム・ベンガル鉄道によって水供給が開始された。

そして 1920 年に Pourashava（一般都市自治体：バングラデシュの行政区）が設立されたの

で、Pourashava により事業が引き継がれ、1929 年には Pourashava と鉄道会社によって多少

の事業改善がなされた。その後、水道事業はチョットグラム Pourashava と市町村に引き継

がれ、1963 年には CWASA が設立され、上下水道事業を全て引き継いだ。1996 年に上下水

道法の改正が行われ、CWASA でも 2008 年 5 月 4 日から同法に基づき運営されているが、

ダッカ上下水道公社（DWASA）はそれ以前から当該法の適用を受けている。 
CWASA の目的は、上水道に必要なインフラの建設、改善、拡張、運営、維持管理、そ

して下水道システムの建設、運営、維持管理である。チョットグラムでは 2009 年以前、

2000 年から 2009 年にかけて水供給の重大な危機があった。2009 年、Sheikh Hasina 首相が

政権に就くと水道事業の改善が始まった。そして、その改善は JICAによって引き継がれた。

JICA がチョットグラムの水道開発を引き継いだ 2009 年以降、それが水道供給にとっての

生命線だったと人々は言うようになった。（JICA の支援のもと）私たちは現在に至るまで

に、4 つの浄水処理場を設置した。うち 2 つは Sheikh Hasina 浄水場 1 号と 2 号だ。浄水場

はハルダ（Halda）川とカルナフリ（Karnaphuli）川の 2 つの川から水を引いている。上記

の 2 つの浄水場はカルナフリ川沿いに建設され、もう 2 つはハルダ川沿いに建設された。

現在、私たちは 1 日当たり 500MLD（MLD：百万リットル／日）の生産能力を有し、接続

数は、2009 年には約 40,000 だったものが、今では 86,000 となった。歳入は 2009 年には

2,500 万 BDT／月だったが、現在は 1 億 9,500 万 BDT／月になった。 
過去 12 年間に行われた開発プロジェクトは、JICA によるカルナフリ上水道整備事業フ

ェーズ 1、世界銀行（以下「WB」）によるチッタゴン給水改善衛生プロジェクト、JICA に

よるカルナフリ上水道整備事業フェーズ 2 である。現在、カルナフリ川の対岸に工業用水

と巨大な居住施設用の水道をもう 1 つ建設中で、今年中には完成する予定だ。WB のチッ

タゴン給水改善衛生プロジェクトにより、（Sheikh Russel 浄水場から）90MLD の水を供給

できる。そして、カルナフリ上水道整備事業フェーズ 2 についてだが、建設される浄水場

から 143MLD を供給することができる。韓国支援によって行われているバンダルジュリの

浄水場建設は、カルナフリ川の対岸で行われているが、今年中には完成できればと思う。 
CWASA のサクセスストーリーについて。CWASA は、その水質や浄水場の適切な維持管

理について ISO9001 の認証を得ている。CWASA の重要業績評価指標（以下「KPI」）は図 
４-２の通りである。 
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図 ４-２ 【CWASA】KPI数値 

CWASAの財務能力を強化するために取られた措置としては、第 1に、料金改定がある。

CWASA は 2010 年から 2023 年にかけて、家庭用料金は 5.03BDT/m3 から 18BDT/m3 に、そ

れ以外向けの料金は 16BDT/m3 から 37BDT/m3 に値上げすることができた。財政状況を予

測し、料金体系を再構築するための財務モデルの開発に取り組んでいる。CWASA の財務

管理・計画能力を強化するため、JICA による技術協力プロジェクトが実施されている。

CWASA を財政的に余裕のある事業体にするため、事業計画と戦略計画の策定が進行中で

ある。 
塩水遡上時の事業継続について。ハルダ川はベンガル湾のすぐ近くにあるため、大きな

問題を抱えている。カルナフリ川の上流部であるカプタイにはダムがある（そしてカルナ

フリ川は、下流部でハルダ川と合流する形となる）。乾季に、もしダムからカルナフリ川

への放水がなければ、カルナフリ川の流量が減り、満潮時にはベンガル湾からの塩水が

（カルナフリ川を介して）ハルダ川へと流れ込むことになる。塩分濃度がそこまで上がら

ないような他の場所に取水口を移すことを考えている。特に今年は雨が降らなかったため、

深刻だった。塩分濃度は 2,500mg/L まで上昇した。このような場合には、干潮時に取水し、

塩分濃度が低くなるようにする。そうすれば 500～700mg/Lまで塩分濃度は減少する。この

浄水処理した水を、深井戸から取水した地下水と混ぜ合わせ、塩分濃度を最小限に抑え、

消費者に受け入れられる塩分濃度としている。しかし、これは恒久的な解決策ではない。

地球温暖化などの影響もあり、このままでは経営が難しくなってきているので、解決策を

考えている。ベンガル湾の塩分濃度や高潮の影響を受けないような場所に、取水場所を変

更しようとしている。これが塩分濃度緩和の考え方である。 
新型コロナウイルス感染症パンデミック時の事業継続について。当初は、新型コロナウ

イルス感染症の深刻さがわかっていなかった。2020 年に何が起こったかというと、まず私

が新型コロナウイルス感染症に感染し、15～20 日間入院した。その後、我々は多くの予防

措置を講じた。24 時間、水の供給を維持しなければならないからである。当然、浄水場の

職員はあちこちに移動することはできない。移動をやめさせ、そこに留まらせるようにし

た。職員に食事等を提供し、彼らは 8 時間勤務のシフトでそこに留まり働いた。そうする
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ことで、24 時間給水を維持することができた。また、水供給の維持に関しても、職員が遠

くに移動しないように努め、私たちが外に移動するときは、あらゆる予防措置を講じて移

動するようにした。結果、CWASA の職員や役員に新型コロナウイルス感染症の影響は殆

どでなかった。少なくとも 2、3 名が新型コロナウイルス感染症に感染したが、それほど大

きな影響はなかった。私たちは、全ての人を安全に保ち、水の供給を 24 時間維持できるよ

うに、適切な方法で対処できた。 
最後にビジョン 2021 そしてデジタル・バングラデシュを実現するための CWASA のイン

ターネット・ベースのサービスについて。消費者は、ウェブサイトから請求書をダウンロ

ードでき、銀行やデジタル決済ポータルを通じて料金支払いができ、電子入札ウェブポー

タルE-GPを通じて全ての入札作業が実施され、オンラインで深井戸ライセンスの請求書が

発行され、料金支払い後には、支払い確認の SMS が送信される。 
CWASA では、こうしたことに取り組んでおり、日々改善が進んでいる。そして将来的

には、このセッションから学んだこと、そしてここにいるパートナーの皆様と議論した結

果をふまえ、より良い事業へと改善していきたい。 
  
４－１－２ 水道における感染症への対応（石本知子氏、大阪市水道局、日本） 

【発表内容】 
水道における感染症への対応として、大阪市の取組事例について発表する。 
大阪市の水道の概要について。大阪市は日本の中央部に位置し、関西経済圏の中央都市

である。淀川を水源とする 3 つの浄水場から、大阪全域に給水している。施設能力は、日

量 240 万トン、配水管延長は約 5,200km である。淀川を水源とする 3 つの浄水場から市内

に設置した 9 箇所の配水場、ポンプ場、給水塔に配水し、市内全域に給水している。 
現在の大阪市の浄水フローだが、大阪市では淀川の水源悪化に対応し、より安全で良質

な水を供給するため、従来処理にオゾン処理、粒状活性炭処理を加えた高度浄水処理を導

入し、2000 年から市内全域に高度浄水処理水を供給している。 
水道にとって脅威となる感染症について説明する。水道にとって脅威となる感染症は大

きく 2つあると考える。1つは水道水を飲用することで感染する水系感染症、もう 1つは、

職員が罹患し水道事業が継続できなくなるような感染症である。これら 2 つの感染症に対

しての大阪市の取組事例を紹介する。 
水系感染症への対応について説明する。大阪市の水道は 1895 年、今から 130 年程前に創

設された。それ以前は、人々は井戸の水や、川から水を汲んで販売する水屋という商人か

ら水を購入し、生活用水や飲用水として使用していた。これらの水は適切な浄水処理をし

ておらず、大阪ではたびたびコレラが大発生し多くの人が亡くなった。こうした度重なる

コレラの発生に加え、大規模な火災がおきたため、水道創設への要望が高まり、日本で 4
番目の近代水道として大阪市の水道が創設された。当時の浄水処理フローになるが、普通

沈殿、緩速濾過を行っており、塩素消毒はまだ行っていなかった。大阪市における水道創

設前後の水系感染症の感染者と死者数を見ると、水道の創設に加え下水道の改善や医療体

制の強化もあり感染者数、死者数ともに減少している。 
その後、大阪市では 1930 年に塩素消毒を開始したが、水源の水質悪化に対応し、水道水

の微生物学的安全性を確保するため、1962 年からブレークポイント塩素処理を開始した。
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更に現在は、市内に設置した配水場に追加塩素注入装置を導入して、配水区域の末端地域

でも 0.2mg/L の遊離残留塩素濃度が維持できるよう、追加塩素注入を行っている。これに

より浄水場での塩素注入量を軽減させながら、市内全域で残留塩素濃度を平準化すること

ができ、より安全でおいしい水道水の供給ができている。また市内 38 か所に水質遠隔監視

装置を設置して、残留塩素濃度を常時モニタリングし、より高いレベルでの微生物学的安

全性の確保に努めている。 
塩素消毒は微生物的安全性の確保に極めて重要だが、微生物の中には塩素に耐性がある

ものが存在する。クリプトスポリジウムもその 1 つである。1996 年、埼玉県おごせ町で水

道を飲用した町民の約 7 割が感染するという集団感染が起こった。これをうけ、日本の厚

生労働省は、耐塩素性微生物であるクリプトスポリジウムジアルジアを対象とした対策指

針を策定し、水道事業者に適切な対応を求めた。この指針では、原水の定期的検査を実施

するとともに、汚染のレベルに応じて対象微生物を除去する処理設備を設けることを求め

ており、原水で対象微生物または指標菌である大腸菌が検出された場合、濾過水濁度を 0.1
度に保つことができる濾過設備または紫外線処理設備を設けることとされている。この指

針発表以降、多くの水道事業体で高感度濁度計が設置され、濾過水濁度がより厳しく監視

され、また小規模の水道を中心に紫外線処理設備が導入された。このように日本では、対

象となる微生物を適切に除去・低減できる処理設備を導入し、水系感染症に対応してきた。 
次に感染拡大により水道事業の継続に影響を与える感染症について話をする。新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大は私たちの生活、業務に大きな影響を与えた。大阪市におい

ても 90 万人超が感染し、3,000 人以上が亡くなった。大阪市水道局においても多くの職員

が感染したが、感染症対策用 BCP に基づく対応をとったため事業継続することができた。

大阪市では地震や風水害について BCPを作成していた。2009年新型インフルエンザの感染

拡大のリスクが高まったことから、新型インフルエンザが感染拡大しても水道事業を継続

するための BCPを策定した。その後、2020年に新型コロナウイルス感染症が発生した際に

は、この BCP を準用して対応したが、2022 年にこの経験を踏まえ、感染症対策用 BCP と

して、より幅広い感染症に対応できるよう改訂を行った。 
本市の感染症対策用 BCP では、国が新型インフルエンザ等特別措置法で定める感染症で

ある新型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症のほか、指定感染症や全国的に蔓延

する可能性のある新規感染症等が対象となる。被害想定として、流行期間については職員

の 25%が順次罹患することを考えている。ピーク時は、クラスター発生時、家族の看護や

学校が休校し、こどもの世話のため欠勤する職員を含めると、約 40%の職員が欠勤すると

想定している。流行期間中には浄水場の薬品の供給が困難になることも想定している。 
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図 ４-３ 【大阪市】BCPに基づく活動の時系列イメージ 

図 ４-３は、BCP にもとづく活動の時系列イメージを示したものである。国内で感染症

が発生していない段階では、通常の work A、work B を行い、感染症対策は情報収集のみと

なっている。感染が拡大するにつれ、縮小・一時中止できる work B のカテゴリーの業務を

減らしていき、その分感染症の対応に人員を当てるという形で進む。一方、浄水場の運転

管理、感染症の流行に関わらず継続すべき業務は平常時と関わらず対応を行う。本市の感

染症対策用 BCP の基本方針は 2 項目である。1 つは職員の感染予防・感染の拡大防止で、

もう 1 つは水道事業の継続性を確保するための体制維持になる。 

 

図 ４-４ 【大阪市】感染の各段階において実施する活動 

図 ４-４は感染の各段階において実施する活動を示したものである。まだ感染が確認さ

れていない平常時、フェーズ 0 の段階ではマニュアル情報連絡の確認見直しを行う。感染

が拡大した場合でも継続すべき優先業務、それに必要な薬品等のリスト化を進める。その

後、海外で感染が確認されたフェーズ 1 の段階で、局内で対策本部を設置し、情報収集の

強化に努めるととともに、感染防止対策や人員の確保について対策本部で審議し、職員に
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周知する。国内での感染が確認されたフェーズ 2 の段階から、BCP の適応が開始される。

執務スペースの消毒、飛沫防止対策、サテライトオフィスの活用など感染防止対策を実施

するとともに、優先業務に対応できる職員リストに従って、該当する職員に対応を求める

可能性がある旨を通知する。フェーズ 3 として感染が蔓延した段階では要員の確保が難し

くなることを想定して、優先業務の要員リストに従い、必要に応じて、人員配置の変更措

置を講じる。最後、フェーズ 4 になり、感染症が減少した段階では感染症の状況を見なが

ら徐々に対策を緩和していくことを考えている。今回の新型コロナウイルス感染症の感染

拡大にあわせて当局が実施した活動のうち、職員の接触抑制のために実施した活動を説明

する。リモートワーク、時差出勤制度の柔軟な活用など様々な対応を行い、職員が過密に

ならないように留意した。浄水場など優先業務を実施している職場でも会議室を活用して

執務室を分散させたことで感染抑制に努めた結果、要員リストに基づく人員配置の変更を

行うことなく業務を継続することができた。 
最後に本日話した内容をまとめる。水道事業において脅威となる感染症には、水道水を

飲用することにより発生する水系感染症と水道事業の継続性に影響を与える感染症がある。

水系感染症の発生を防止するには、原因となる微生物を適切に除去、低減できる浄水処理

施設・設備を導入し、これらを適切に維持管理することが重要である。日本では水源での

微生物の存在状況に合わせて、適切な処理を導入し、定期的にモニタリングを行い、運転

管理をしている。水道事業の継続に影響を与える感染症は、感染した場合を想定して、優

先して継続すべき業務とその実施手法を予め決めておく必要がある。大阪市では優先業務

や感染防止対策、要員・物資の確保方法等を定めた BCP を策定し、それに基づき新型コロ

ナウイルス感染症の対応を行った。今回の経験や今後の世界での感染抑制の動向をみて、

適宜マニュアルを改定し、安全で良質な水道水の安定供給に努めていく。 
 

４－１－３ 新型コロナウイルス感染症流行期における名古屋市上下水道局の取り組み

（辻榮透氏、名古屋市上下水道局、日本） 

【発表内容】 
本日は、新型コロナウイルス感染症流行期において、市民への緊急支援策として、料金

に関する取組みを行ったので発表させていただく。1 つ目は料金の支払猶予、2 つ目は料金

の減額である。 
本題に入る前に名古屋市について紹介させていただく。愛知県名古屋市は、東京からは、

新幹線で約1時間半の距離にある。人口は約230万人で、政令指定都市の中では、横浜市、

大阪市に次いで 3 番目の人口規模である。2026 年には、アジア競技大会が名古屋市を含む

愛知県内で開かれる予定となっているので、ぜひ皆さまにお越しいただきたい。 
名古屋市上下水道局は、名古屋市の他、隣接する市や町にも水道水を給水しており、給

水人口は約 245 万人である。名古屋市の水源である木曽川は、水量が豊富で水質が良好で

あるため、良質でおいしい水道水を供給できている。市民アンケートでは「水道水がおい

しい」という回答が毎年上位に入るなど高い評価を得ている。観光で訪れた方にも水道水

のおいしさを実感してもらうため、名古屋城などの観光スポットに冷水機を設置している。

名古屋市では 2000 年に水道局と下水道局が統合し、上下水道局が発足し、現在水道と下水

道の両事業を運営している。下水の処理人口は約 230万人で、1日に名古屋市内の約 100万
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トンの汚水を処理している。 
水道の料金体系について。水道料金は、基本料金と従量料金で構成される。基本料金は、

水道を使う目的や給水管の口径に応じて料金を設定している。従量料金は、水の使用量に

応じた料金で、使用するほど単価が高くなる。下水道使用料も、水道料金と同じように基

本使用料と超過使用料で構成される。このような料金体系をもとに、2か月に 1回水道メー

ターを検針し料金を計算し、水道料金と下水道使用料を合わせてお客さまへ請求している。 
それでは本題に入り、料金の支払猶予について説明する。名古屋市では、2020 年 2 月に

市内で初めて感染者が確認され、ピーク時には、1 日あたり 6,000 人を超える新規感染者が

発生した。2023 年に入ると、国全体の感染者が減少傾向に転じ、2023 年 5 月に、新型コロ

ナウイルス感染症の法律上の位置づけが、5 類に変わり、季節性インフルエンザと同等の

扱いとなった。5類に移行するまでの約 3年間、緊急事態宣言が発令されるなど、名古屋市

においても経済・社会活動が制限されることになり、今までにない事態が続いた。 
制度ができた背景としては、2020 年から新型コロナウイルス感染症の感染が国全体に拡

大し、大きな影響が出始めたため、政府は、2020 年 3 月に公共料金等の支払い猶予を関係

機関に要請した。政府の要請に基づき、名古屋市上下水道局では、新型コロナウイルス感

染症によって支払いが困難になっている世帯や事業者を支援することを目的として、2020
年 5 月に支払いを猶予する制度を立ち上げた。この制度は新型コロナウイルスが 5 類に移

行したことを受け、今月で終了することが決まっている。 
次に制度のしくみを説明する。通常の場合、水道メーターを検針し、検針から約 15 日後

にお客さまへ料金の請求をしている。支払いがなかった場合、支払い約束がとれなかった

場合は、原則水道メーターの検針から約 90 日後に給水を停止する。一方、お客さまが支払

猶予の申請をした場合、検針した日から最長で 6 か月後の月末まで支払いを猶予すること

ができる。この制度は、緊急支援策として実施するため、支払いが困難になったお客さま

をできるかぎり早くかつ幅広く支援する必要があった。そのため申請書の項目はできる限

り簡易にした。また、新型コロナウイルス感染症により収入や売り上げが減った等を証明

する書類の提出は不要とした。我々の審査も不要とし、申請いただいた全てのお客さまが

制度を利用できるようにした。結果、多くのお客様にこの制度を利用していただけた。月

ごとの申請件数は現在月に 1,000 件から 1,200 件くらいの申請があり、月ごとの猶予金額は

現在 2,400 万円から 2,600 万円で推移している。制度を立ち上げてから 2023 年 5 月までの

申請件数は、9,700 件、猶予金額は、約 2 億 7,300 万円となり、市民生活・事業継続の緊急

支援という点において一定の政策的効果が得られたといえる状況となっている（図 ４-５）。 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

４-９ 

 

図 ４-５ 【名古屋市】支払猶予制度の適用実績 

続いて、水道料金の減額について説明する。減額については財源負担があり、経営的判

断が求められるため、私の部署ではなく、経営部門が担当している。2020 年の政府からの

要請を受け、国内の自治体では支払い猶予の他に、料金自体を減額するケースが増えてき

た。こうした広がりを受けて、本市にも料金の減額を要望する声が多数寄せられた。検討

の結果、2020 年 8 月に検針した分から、1 期分の水道の基本料金を減額することを決定し

た。全てのお客さまを減額の対象とし、減額の総額が約 22 億円となった。減額の対象は、

水道の基本料金とした。その理由としては、基本料金であれば、使用量に関わらずご負担

いただくものであるため、公平性が担保されると考えたからである。 
減額の実施にあたっては、水道事業の目的に沿ったものであるかを検討した。わが国の

水道事業は、「公共の福祉を増進」し、「公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与する」こ

とを目的とする。新型コロナウイルス感染症の流行以降、感染予防策として国を挙げて、

手洗い・うがいが推奨されるようになった。減額を実施することで、お客さまが極力料金

を気にすることなく、公衆衛生の向上のために手洗い・うがいで水道を積極的に使ってい

ただくことは、水道事業の目的にも沿うと考えた。一方で、水道事業者は、適正かつ能率

的な事業運営を行って安定的に水道水を供給することが責務であり、そのためには健全な

経営を行わなければならない。料金の減額によって、事業自体が立ち行かなくなることは

許されないため、計画的な事業運営に支障をきたさないことが減額実施の条件であった。 
判断にあたっては、2019 年度決算における純利益や経営プランにおける収支計画、施設

等の更新計画への支障、といった視点において検討を進めた。こうした検討の結果、水道

事業者として事業運営に支障をきたすことなく実施可能な内容として、一期 2 か月の水道

の基本料金の減額実施を決定した。減額を実施した結果、2020 年度水道事業の決算は、6
億 8,900 万円余りの純損失を計上した。この分は、前年度の繰越利益剰余金で補填したた

め、2020 年度に計画された事業に影響を与えることはなかった。 
最後に名古屋市上下水道局が実施している料金の減額について説明する。福祉減免は市

の福祉施策の一環として行っているので、財源は一般会計から繰り入れしている。災害減

免は、過去被害が大きかった台風や大雨で被害にあわれた方を救済するため、一定水量分

の減額を実施した。自己財源でのコロナ減額の実施については日本国内でも市民生活への

支援を目的とするなら一般会計からの繰り入れを前提とすべき、との意見や、自己財源で

の負担は改築更新事業に悪影響を及ぼす、との意見がある。安易な判断で自己財源での減
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額を実施すると、減収に直結し、施設の更新費用の確保を困難にし、ひいては将来の水道

利用者へ負担を先送りすることになる。今回名古屋市では説明した通り、水道事業者の判

断のもとに実施したが再び新型コロナウイルス感染症が大流行し、同じような社会・経済

状況となった場合でも、水道事業者の「責務」と「経営」の 2 つの観点から検討した上で、

その都度減額実施の判断を慎重にするべきであると考える。 
名古屋市の上下水道事業は 110 年の歴史があり、今まで培った技術やノウハウなどを多

くの国の方々に伝えていくため、JICA 研修として「上水道無収水量管理コース」を設置し、

毎年多くの国の方に参加していただいている。今後みなさまの事業体の方もこのコースに

参加されることでお会いできることを期待している。 
 

４－２ ビジネスセッション 

ビジネスセッションとして、東京計器株式会社、前澤工業株式会社の 2 社からプレゼン

テーションがあった。各プレゼンテーションの概要は以下の通り。 
表 ４-１ Day1ビジネスセッションの概要 

企業名 発表タイトル／発表者 発表概要 

東京計器

株式会社 

「NRW や水害に対する

計測機器によるソリュー

ション」酒井氏 

 会社概要説明と、漏水対策や洪水対策のための

製品紹介。 
 クランプオン式流量計：特徴は、バイパス不

要、不断水での設置可能、メンテナンスが容易

等。ポータブル型／設置型の超音波式流量計の

概要や導入事例を紹介。漏水発生箇所がわかり

NRW を削減可能。 
 キャリブレーション設備：流量計の校正が可

能。 
 レベル計：非接触型電波レベル計やハイブリッ

ド型等の概要や導入事例を紹介。津波や豪雨の

際に水位のモニタリングが可能。 

前澤工業

株式会社 

「緊急シャットダウンと

流量制御のための製品シ

ョーケース」三潴氏 

 会社概要説明と、災害対策のための製品紹介。 
 緊急遮断弁：地震等発生時に管路やバルブの破

損などに伴う水道水の流出や二次災害を防ぐた

め配水池に設置する。 
 急閉ゲート：緊急時には自重で自動的に急速降

下し水路を遮断する。ポンプ場や配水池等に設

置する。 
 調整可能なフランジバルブ（バタフライバル

ブ、ゲートバルブ等）、キャビテーション対策

付きの制御バルブ、空気弁などの製品紹介。 
 

４－３ プレゼンテーション【パート 2】 

４－３－１ 水資源確保・調整の取組み（Mr. Pornsak Samornkraisorakit、タイ首都圏水

道公社、タイ） 

【発表内容】 
今日は「水資源確保・調整への取り組み」についてお話しする。我々はタイ首都圏の水
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道公社であるが、東西 2 つの河川水を原水として使っており、その水資源について紹介す

る。東側のチャオプラヤ川には、Bhumipolダム、Sirikitダム、Khwae Noiダム、Pasakjolasid
ダムがある。西側にはメークロン川があり、Vachiralongkorn ダムと Srinakarin ダムがある。

水処理施設が 4 か所あり、最大の浄水能力を有するのが Bangkhen 浄水場で 440 万 m3/d と

なっている。Samsen 浄水場は最大浄水能力 55 万 m3/d、Thonburi 浄水場は最大浄水能力 17
万 m3/d、Mahasawat浄水場は 160 万 m3/d となっている。 
今年のメークロン川流域の水量は最大で 160 万 m3/d である。過去にタイで起きた干ばつ

は、気候変動が原因で、エルニーニョ現象の影響で水量が例年より少なくなっている。干

ばつの際には、ダムの水量が本当に少なくなる。我々の活動には十分ではなく、水の消費

量を制限する必要がある。 

 
図 ４-６ 【MWA】Samlaeポンプ場における塩水遡上の概況 

図 ４-６は、王室灌漑局（RID）がダムからの放水を制限付きで管理する際の状況を示し

ている。タイランド湾からの塩水がチャオプラヤ川に侵入し取水ポンプ場まで遡上してく

る。チャオプラヤ川は浄水場の原水を供給している。Samlae ポンプ場はタイランド湾から

96km ある（が、それでも塩水遡上がポンプ場まで届く）。我々の浄水場の処理技術は従来

の処理技術であり、原水から塩分除去ができない。原水資源自体を変えることもできない

ので、問題解決のためのツールや方法を開発することになった。 
以前は、Samlae ポンプ場のポンプは、ポンプ場から 50km 離れたタイ王国海軍本部の水

位予報に基づいて制御されていた。タイ王国海軍本部の水位が最も高いとき、ポンプ場の

オペレーターは、Samlae ポンプ場まで水が届くのに 4 時間かかるという想定で、4 時間後

のポンプの取水量を減らす。 
MWA はチャオプラヤ川と原水用水路に水質、流量、水位を測定する機器を設置し、上

流と下流を監視している。MWA 内部から得られたデータと外部機関から得られたデータ

が、モニタリングと、チャオプラヤ川で発生する塩分濃度の状況を予測するためのシステ

ム開発に使われる。タイ王国海軍水界地理局からは、ポンプ場前の水位予測データを得て

おり、リスクを把握するための塩水の状況の分析に使用している。塩分濃度については、

タイ国立電子コンピュータ技術センター（NECTEC）が開発した Rak Nam というベースモ

デルを使い、Samlae ポンプ場前のチャオプラヤ川の塩分濃度について 7 日前に予測ができ
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る。 
これらを組み合わせて、AnSaT（塩水遡上対策ツール）を開発した。MWA のリアルタイ

ムの測定情報、タイ王国海軍水界地理局からの水位予測データ、Rak Nam モデルからの塩

度予測データを組み合わせて開発された AnSaT は、塩水遡上の状況についてアドバイスを

行い、ポンプ管理を行うために活用される。Samlae ポンプ場の AnSaT 画面（図 ４-７）で

は、リアルタイムの水位と塩分濃度、予測水位と予測塩分濃度をあわせて表示できる。1
日前の履歴データ、現在のデータ、明日の予測データの 3 種類を 1 つのグラフに表示でき

る。 
MWA は塩分濃度のピーク時には、塩分濃度の高い原水を避けるため、取水量（揚水量）

を減らしている。これにより原水用水路への塩分濃度の高い原水の流入を防いでいる。

AnSaT は、水道水の水質への影響を減らすことができる。 

 
図 ４-７ 【MWA】開発した AnSaTツールの表示画面 

通常のチャオプラヤダムは約 70m3/sec で放水を行う。MWA のポンプ場が通常約

60m3/sec で原水をくみ上げている。この場合、残りの水は約 10m3/sec で塩水遡上を押し返

していることになる。この場合、塩分濃度 0.25g/L が限度となる。 
MWA は AnSaT に基づく制御により、適切なタイミングで原水の取水を減らすことがで

きており、これにより塩水の量を減らすことができる。高潮によって引き起こされる影響

を軽減することができる。非常時には、MWA は王室灌漑局と連携し、ウォーターハンマ

ー（ダムからの放水を増やし塩水を河川から追し出すオペレーションを指す）の対応を行

う。2020 年には 14 回、2021 年も 14 回、2022 年は 7 回のウォーターハンマーを実施してい

る。これは塩分濃度が基準値を超えた場合の高潮による影響を軽減するための取組みであ

る。これによりチャオプラヤ川の東側エリアで、水道水の塩分濃度が基準値を超えるとい

う問題を軽減することができ、800 万人の水利用者が恩恵を受けられる。チャオプラヤ川

の西側は影響を受けない。これは Mahasawat 浄水場が塩水遡上の影響を受けないからであ

る。水利用者はウェブサイトでいつでも水質状況を確認することができる。 
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４－３－２ 自然災害やパンデミック時の安全な水供給の確保（Mr. Cao Huy Tuong Minh、

トゥア・ティエン・フエ省水道公社、ベトナム）※招聘者ではなく同行者が発表 

【発表内容】 
トゥア・ティエン・フエ省水道公社（HueWACO）は 1909 年に設立された。最初の浄水

場は 1909 年に建設され、当時の処理能力は 2,500m3/d で、管路延長は約 15km であった。

公共機関、フランス人やその家族、ベトナム人幹部、富裕層に水供給を行っていた。そし

て現在、2018 年から、フエ省の人口の 96%にあたる 30 万世帯以上、100 万人以上の人々に

水を提供しており、給水エリアは約 5,000km2である。現在のフエ省における処理能力は 24
万 m3/d で、無収水率は 9.7%、管路延長は 5,370km である。2003 年から JICA の支援のも

と、小規模な浄水場で小さなエリアに対し安全な水を提供し始め、2 年経った頃には小さ

なパイロットエリアに安全な水を供給し、現在では、人口の 96%以上の方々に安全な水を

提供している。2025 年には人口の 99%以上の人々に安全な水を提供することを目標として

いる。 
フエ省はベトナムの中部にあり、毎年雨期になると沢山の台風等の災害が襲い、洪水や

地滑り等、被害が起こるため、対策を講じてきた。夏になると河川上流が乾燥し、水の供

給を停止しなければならない。 
2020 年 3 月にはフエで最初の新型コロナウイルス感染症の陽性症例が発生し、政府は指

令 15、16 番を適用した。資材や燃料のコストが上昇した。商品の流通が減った。水の消費

者と従業員にとってリスクの高い状況になった。多くの人が家にとどまったため、水需要

が大幅に増加した。一方で、投資プロジェクトの進捗は遅くなった。 
それに対し 5 つの対策を行った（図 ４-８）。1 つ目は安全性と持続可能性である。適切

なシステムとインフラを構築した。持続可能なデザインをポンプ場の管路や浄水場に適用

した。また顧客と従業員の安全を確保した。顧客と従業員がごく近い距離で接触すると非

常に危険だからだ。そして自己防衛の意識を高めた。 
2 つ目は柔軟性である。詳細な計画を立て、シナリオを予測した。浄水施設の修理や運

営、漏水や管路の故障の修理のため、24 時間稼働するチームを結成した。社会的距離を置

くことが、当時の政府の 1 つの解決方針であり、顧客に対して現金以外の支払を適用した。 
3 つ目は前準備を行うことである。水処理に必要な薬品や材料をあらかじめ確保し、臨

時のディーゼル発電ができるようにした。また継続的な水供給のための貯水池を準備した。 
4 つ目は予測とそれによる影響の低減である。天候や災害の影響下でのリスクと危険性

評価、そして事業予測・生産予測を行った。プロセスの自動化、オンラインミーティング、

投資プロジェクトのタイムリーかつ適切な実施を行った。 
5つ目は公共への共有（Public Sharing）である。地滑りや洪水の際などには、被災地に無

料で水を提供した。また、災害や疾病に見舞われた人々には水道料金の値下げを行った。

また自宅で水質チェックするための無料キットも用意した。 
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図 ４-８ 【HueWACO】自然災害や感染症下で実施した 5つの対策 

将来的にはどの様なソリューションを適用するかだが、例えば送電線の断線に備え、発

電機用のガス管を準備する。また発電機を設置するための別の解決策も検討する。また緊

急対応チームも立ち上げている。彼らは資格を持ち、適切な材料や設備を備え、即座に対

応する。発電機、貯水池、薬品、全てを準備する。そして政府の 5K（マスク着用、消毒、

集会なし、健康状態の適切な申告、ソーシャルディスタンス）も重要である。 
これまでの経験から得られた教訓としては、①様々な状況下で安全な水の供給を確保す

るために、積極的かつ柔軟に対応すること、②適切な材料と燃料を備えていること、③安

全で持続可能な戦略を持つこと、④他者と経験を共有すること、⑤技術や科学における取

組みやイノベーションを適用することである。 
日本の取組みを参考に、HueWACOは、フエ省人民委員会（PPC）に河川上流エリアを譲

渡してもらえるよう提案をした。これにより、水源をより適切に管理することができるか

らである。またプロセスの自動化や人材育成についても日本から学んだ。 
我々は、2045 年に向けて、地域の皆さんの健康のために私たちの使命と義務を果たすこ

とに注力していく。 
 

４－３－３ ホーチミン市水道システムにおける気候変動を原因とする課題と対策（Mr. 

Nguyen Thanh Su、ホーチミン市水道総公社、ベトナム） 

【発表内容】 
ホーチミン市水道総公社（SAWACO）は 140 年以上の歴史を持ち、ホーチミン市の約

1,000 万人の人々へ新鮮な水を供給している。2025 年にはホーチミン市の 99%の人たちが

水にアクセスできるようになる。水源について、97%を表流水（河川）から得ているため、

我々の水システムは気候変動に多くの影響を受ける。洪水や嵐、大雨、森林火災など。 
ホーチミン市は大きな経済都市でもあるので、気候変動がホーチミン市にどのような影

響を与えるのかを研究している。図 ４-９は、海面上昇が 2100 年までホーチミン市にどの

ような影響を与えるかを示している。少なくとも 30 センチ近く、最大 1 メートル近く海面

上昇するだろう。ホーチミン市の面積の約 1.3%が海面下になってしまう。 
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図 ４-９ 【SAWACO】ホーチミン市沿岸部での海面上昇シナリオ 

ホーチミン市の雨の降り方についても研究している。水処理システムにとっては非常に

大きなリスクである。乾季には雨が降らず、干ばつとなる。河川から取水している限り、

水が不足することになる。一方で、雨期には雨が多くなる。その激しさも増す。水量が一

気に増えれば非常に危険である。 
ホーチミン市のこれまでの歴史として、非常に重大な干ばつ、中程度の干ばつ、軽度の

干ばつ、を繰り返してきた。2006年に我々はポンプ場からの取水を 4～8時間停止した。こ

れは塩分濃度が高かったためである。将来的には、海面上昇もふまえると、塩分濃度はさ

らに上昇する可能性がある。海面上昇すると、水道ネットワークも水没してしまう。この

対策を考えていく必要がある。 
我々は河川の下流側から取水しているが、上流側に新しい都市や工業地帯ができている。

彼らの排水が増えれば、下流で取水する我々にも大きな問題が発生する。サイゴン川にも

このような問題が発生している。解決策として、まず我々も MWA のようにオンラインモ

ニタリングを実施しなければならない。シンガポールとの共同研究で、特定の物質が原水

に含まれていたらアラームがなるシステムを設置した。アラームが鳴った後、サンプルを

採取し、検査室でチェックするためにも、検査室を改修していく必要がある。2 つ目とし

て、オペレーターのハンドブックを作成した。図 ４-１０のように、緑色の数値であれば、

通常の運用で問題なし、オレンジ色の数値であれば何らかの対策が必要、赤色の数値であ

ればオペレーションを止めなければならない。 
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図 ４-１０ 【SAWACO】オペレーター向け水質監視ハンドブックの例 

SAWACO はまた、緊急時用の水供給の仕組みを有している。緊急事態が 12 時間以上継

続した場合には、緊急時用の水供給を実施する。水のタンクを準備し、病院や学校など重

要な場所に給水する。また顧客に対して 4 リットルの給水バッグで水を提供する。これに

より彼らは 1 日あたり 4 リットルの水を使用できる。 
以上が、我々が提供している活動・サービスになる。気候変動に関する対策を考えるこ

とが重要である。気候変動が深刻化すると、より多くの水資源を確保する必要がある。大

きな貯水池を上流側の河川付近に設置し、貯水することを研究している。ある事例で、非

常に長期間要したが、貯水池から約 70 キロ離れた浄水場まで繋げたケースがある。我々の

取組みも大きなプロジェクトとなる。JICA 支援のもと、ホーチミン市を 5 つのゾーンに分

け、それぞれに貯水池を建設するための研究も進めている。これにより、より安全な水供

給が可能となると考えている。そして我々自身、気候変動のことを学ばなければならない。

スタッフへの研修も行っている。気候変動は大きな問題であるので、このようにして一致

団結して取り組んでいかなければならない。これからも実績を積みながら皆さんとも協力

していきたい。 
 

【全体を通して質疑応答】 
 浅見氏（主モデレーター）：まず簡単に今日のプレゼンテーションを振り返る。午前中は

CWASA からリスクマネジメントの取組みとして、感染症や自然災害、塩水遡上が発生し

た場合でも事業継続性を確保することについて、大阪市からは感染症への対応と BCP に

基づく対応について発表いただいた。BCP は実際に計画された通りに実施された。3 つ目

は名古屋市上下水道局より、新型コロナウイルス感染症蔓延時の水供給とマネジメントに

ついて発表いただいた。午後には、タイから 1 事例とベトナムから 2 事例の発表を頂いた。

我々は共通して自然災害や感染症、そして気候変動への対応を迫られている。気候変動は

多くの国に影響を与えており、これまでのプレゼンテーションから多くの解決策に関わる

アイデアを得ることができた。 
 滝沢教授：先程の MWA の発表について。実務的には塩分濃度がどの程度になると問題に
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なるのか。ガイドラインがあることは知っているし、1 年を通してガイドラインを遵守す

ることは非常に重要である。また長期的な解決策を検討しなければならないのはもちろん

だが、緊急時には多くの人は直接水道水を飲まず、ボトルウォーターを飲むといった対策

を取っていることは知っている。つまり、実務的には塩分濃度が少し高くなったとしても

深刻な問題にはならないのではないか。バンコクでの実情はどうなっているのか。 
 MWA（タイ）：ガイドラインでは、塩分濃度 250mg/Lが基準となっている。これを限度と

して、我々はスタッフにも啓発し、塩分濃度を管理している。 
 浅見氏：東日本大震災時も東北地方では塩度が問題となった。水準以下に下げることが難

しかったので「飲料用ではない」と周知した。このような対応は緊急時にはよくある。 
 CWASA（バングラデシュ）：塩水遡上は大きな問題である。満潮時にダムからの放水が

ないと、塩水遡上は我々のエリアに侵入し、塩分濃度が 1,000～1,500mg/L と高くなる。

WHO によれば 400mg/L が塩分濃度の上限である。対策として、満潮時ではなく、潮が引

いたときに取水している。塩分濃度が 500 や 550 の時に取水し、他浄水場からの水や地下

水と混ぜ合わせることで、塩分濃度を 400 以下にしている。それでも利用者は塩辛いと感

じる。ただ、WHO によれば 400 以下であれば問題ないとのことなので、そのような対応

をしている。 
 MWA（タイ）：我々は移動式の逆浸透膜プラントを有しており、緊急時には飲料水のみ、

これを使用して給水している。 
 浅見氏：面白い。ただ、逆浸透膜は非常に高額なので、全人口に適応するのは難しい。 
 滝沢教授：塩水遡上はアジアの国々で共通の問題である。日本だと横浜、東京、大阪、名

古屋等の大都市など多くの大都市が沿岸部にあり、皆さんの国でも、多くの都市が限られ

た水資源から取水し、塩水遡上が問題となっている。これに加え、気候変動や海面上昇も

ある。解決策を考えなければならない。暫定的な対策としては、海面が変化するのであれ

ば満潮時には取水せず、それ以外のときに取水することである。また希釈することも 1 つ
の解決策だと提言してもらった。これらと同時に、もう少し長期的な対策も検討していく

必要がある。 
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４－４ グループディスカッション 

セッション 1 のグループディスカッションは、次表の通り実施された。なおセッション

1～3 まで、同じグループ分けでグループディスカッションを実施した。詳細なグループデ

ィスカッションの議事録は、「１１－５ グループディスカッション議事録」を参照。 
 

表 ４-２ セッション 1グループディスカッションの実施概要 

日程 グループ A グループ B グループ C 

会場 8 階 特別会議室 8 階 805 会議室 
同時通訳あり 8 階 801 会議室 

ファシリ 
テーター

（主／副） 

 Mr. Sherwin Mendoza 
(Maynilad) 
 板谷氏（横浜市） 

 H.E. Chan Sengla 
(SRWSA) 
 廣渡氏（株式会社北

九州ウォーターサー

ビス） 

 Mr. Waruna 
Samaradiwakara 
(MWSEID) 
 緒方氏（JICA 専門

員） 

アクセレ 
レーター 

 Mr. Nguyen Thanh Su 
(SAWACO) 

 Mr. PHILAVONG 
Ladda (NPLP, Laos) 
* Mr. Arief Nasrudin 
(Perumda PAM JAYA)
より変更 

 Engr. A. K. M Fazlullah 
(CWASA) 

メンバー 

 Ms. Sarah Monica E. 
Bergado (Manila Water, 
Philippines) 
 Mr. Sherwin Mendoza 
(Maynilad, Philippines) 
 Mr. Edgar H. Donoso 
(MCWD, Philippines) 
 Mr. Pornsak 
Samornkraisorakit 
(MWA, Thailand) 
 Mr. Nithit Thongsa-ard 
(PWA, Thailand) 
 Mr. Nguyen Thanh Su 
(SAWACO, Vietnam) 
 Mr. Nguyen Van Thien 
(BIWASE, Vietnam) 
 Mr. Le Quang Minh 
(HueWACO, Vietnam) 
 Mr. Ho Huong 
(DAWACO, Vietnam) 

 Mr. Ade Syaiful 
Rachman (PU (Cipta 
Karya), Indonesia) 
 Mr. Arief Nasrudin 
(Perumda PAM JAYA, 
Indonesia) 
 Mr. Kabir Bedi 
(Perumda Tirtanadi, 
Indonesia) 
 Mr. Dwike Riantara 
(Perumda Jambi, 
Indonesia) 
 H.E. Sreng Sokvung 
(MISTI, Cambodia) 
 H.E. Long Naro 
(PPWSA, Cambodia) 
 H.E. Chan Sengla 
(SRWSA, Cambodia) 
 Mr. Khamphouvong 
Sikholom (DWS, Laos) 
 Mr. Siphanh 
Inmouangxay (NPNL, 
Laos) 
 Mr. Philavong Ladda 
(NPLP, Laos) 
 Mr. Sinthepphavong 
Khampasith (NPKM, 
Laos) 

 Engr. Taqsem A Khan 
(DWASA, Bangladesh) 
 Engr. A. K. M Fazlullah 
(CWASA, Bangladesh) 
 Mr. Tiresh Prasad Khatri 
(MoWS, Nepal) 
 Mr. Gyanendra Bahadur 
Karki (KUKL, Nepal) 
 Mr. Zeeshan Bilal 
(WASA-L, Pakistan) 
 Dr. Usman Latif 
(WASA-F, Pakistan) 
 Mr. Waruna 
Samaradiwakara 
(MWSEID, Sri Lanka) 
 Dr. Wasantha Kumari 
Illangasinghe (NWSDB, 
Sri Lanka) 
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図 ４-１１ セッション 1 グループ A 

ファシリテーター 
（左：主ファシリテーターMr. Sherwin Mendoza、

右：副ファシリテーター板谷氏） 

図 ４-１２ セッション 1 グループ A 

グループディスカッションの様子 

  
図 ４-１３ セッション 1 グループ B 

ファシリテーター 
（左：主ファシリテーターH.E. Chan Sengla、右：

副ファシリテーター廣渡氏） 

図 ４-１４ セッション 1 グループ B 

グループディスカッションの様子 

  
図 ４-１５ セッション 1 グループ C 

ファシリテーター 
（左：主ファシリテーターMr. Waruna 

Samaradiwakara、右：副ファシリテーター緒方氏） 

図 ４-１６ セッション 1 グループ C 

グループディスカッションの様子 
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４－５ フィードバック 

４－５－１ グループ Aからのグループディスカッション結果概要発表 

グループ A主ファシリテーターの Mr. Sherwin Mendozaより、グループ Aのグループディ

スカッション結果概要について発表があった。 

 
図 ４-１７ Day1グループ Aからのグループディスカッション結果発表 

【発表内容】 
本日のディスカッションで私たちが確認したことは、気候変動に関して現状直面してい

る課題に対し、より強靭な事業体となるためには、持続可能な水源の開発が非常に重要で

あるということだ。気候変動の問題に対して、下水を再利用することで、気候変動への影

響を最小限に抑えることができる。また NRW を低減することも、追加の水源となりえる。 
再生可能エネルギーを活用することで二酸化炭素排出を最小限に抑え、気候変動への影

響を抑えることができるという話もした。 
長期的な視野で物事を考えるよう、意思決定者に働きかける必要があるという点でも意

見が一致した。民間企業では経営トップに対し、公的機関では政府に対し、働きかけるこ

とが必要だ。 
そして参加者全員がそれぞれの組織で、気候変動に対する長期的な解決策を持っている

ことも発表した。しかし、そのプログラムのための資金調達が課題だ。 
以上が、私たちのグループが話し合った 4 つの重要な収穫だと思う。 

 
【グループメンバーからの補足コメント】（ベトナム SAWACO による補足） 
気候変動問題は一国の問題にとどまらない非常に大きな課題だ。水道事業体として気候

変動に対する計画を作成する必要があり、それが短期であれ中長期であれ、今からそれに

取り組んでいかなければならない。 
グループ A で話し合ったことは、水道事業体間で取組みの方向性を調整するべきだとい

うことだ。水道事業体に応じて様々な困難や課題があるが、このフォーラム参加国はこれ

らの問題に対し類似する解決策を持っていると思う。 
大きな問題は、気候変動に適応するための持続可能な資金を得るにはどうすればよいか、

である。例えば、水道料金や資金調達について、政府がどのように干渉すべきか、そして

私たち水道事業者がどのように実施すべきか。人材育成は非常に重要なパートであり、ス
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タッフに対して良い教育を提供することが必要である、ということで意見が一致した。 
 

４－５－２ グループ Bからのグループディスカッション結果概要発表 

グループ B 主ファシリテーターの H.E. Chan Sengla より、グループ B のグループディス

カッション結果概要について発表があった。 

 
図 ４-１８ Day1グループ Bからのグループディスカッション結果発表 

【発表内容】 
本日の主な議題は、気候変動が水道事業に及ぼす影響である。私たちは気候変動の影響

が、水源とその水量・水質にあることを確認した。これが、水の生産コストの（上昇の）

原因になっている。 
また新型コロナウイルス感染症の影響についても話をした。対策として、各水道事業体

は、社会基金を準備するといったアクションプランを持つべきで、持続可能な水供給のた

めに、政府からの補助金による支援も必要である。危機的状況や災害時には、各水道事業

体は社会基金や政府からの補助金の支援を受けるべきだ。 
また、水道料金についても話し合った。気候変動が起きると、干ばつによる水量不足や

水質悪化のために、生産コストが高くなりすぎる。生産コストに応じた価格設定の問題を

解決するために、水道事業体・政府間で連携すべきだという議論をした。我々が生産コス

トに応じた価格設定ができず、水供給を続けられなければ消費者も困る。水道事業体と政

府は互いに理解し合い、win-winとなる政策を考える必要がある。カンボジアでは、私たち

は良質で持続可能で手頃な価格で水を提供する。手頃な価格とは、顧客が購入しやすい価

格だ。 
 

４－５－３ グループ Cからのグループディスカッション結果概要発表 

グループ C 主ファシリテーターの Mr. Waruna Samaradiwakara より、グループ C のグルー

プディスカッション結果概要について発表があった。 
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図 ４-１９ Day1グループ Cからのグループディスカッション結果発表 

 
【発表内容】 
私たちはリスクとその低減策について話し合った。気候変動が水の供給に直接影響を及

ぼすという点で全員が同意した。深刻な干ばつや洪水はいずれも水供給に直接影響する。

深刻な干ばつによる塩水遡上もよくあることだ。それから、適切な価格設定メカニズムの

欠如による歳入不足も、全ての国で問題となっていた。なぜなら、水道料金は生産コスト

と比較すると非常に安いからだ。経済危機も水道事業プロジェクトに直接的な影響がある。

スリランカでは、経済危機のために殆どのプロジェクトが止まっている。また別の問題と

して、疾病がある。水系感染症だけでなく、スリランカでは慢性腎臓病も非常に多く、10
～20 年間苦しんできている。そして老朽化したインフラは NRW 増加の直接の原因である。

人口増加の問題は、バングラデシュが提起した。私たちは人口増加を管理し、この人口に

対して清潔な飲料水を供給しなければならない。そして、人材の能力開発も問題だ。最後

に水資源政策の欠如。私たちの国ではよくあることだが、今のところ水分野に対する強力

な政策がない。 
どうすればこれらの問題を軽減できるかを話し合った。第 1 に、効果的な水道料金体系

の導入だ。本来、コストを反映した料金体系であるべきだが、実際には、我々の国の多く

は政府から補助金を得ており、この補助金なしでは事業運営が難しい。効果的な、コスト

を反映した形での水道料金体系を導入する必要がある。第 2 に、水の使用量を効果的に測

定するためのデジタルシステム、つまりデジタルメーターや SCADA システムの導入だ。

これらは水供給や水ビジネスの質を向上させるのに非常に役立つ。また、能力開発と意識

向上プログラムも議論に出た。消費者だけでなく、水ビジネスに携わる人々の知識向上に

も役立つ。第 4 に、適切な水資源政策、第 5 に緊急時対応計画が必要だ。緊急事態では、

殆どの場合その場しのぎの対応をしている。緊急事態に備える必要がある。 
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４－５－４ 滝沢智教授からのコメント 

各グループからのグループディスカッション結果概要の発表後、滝沢智教授よりコメン

トがあった。 
【コメント内容】 
本日は我々にとって非常に重要な問題、気候変動と新型コロナウイルス感染症という 2

つのリスク要因についての議論だった。 
気候変動の原因が自然現象であれ人為的なものであれ、気候変動の殆どは自然又は物理

的なプロセスである。大気中の二酸化炭素が増えると地球は温暖化し、海面上昇などの原

因となる。塩水遡上などを引き起こすので我々にとっては問題である。また、気候変動に

よって降雨パターンが変化していると言われている。豪雨や洪水が発生することもあれば、

干ばつに見舞われる年もある。しかし、これは自然な、あるいは物理的なプロセスだと私

は言いたい。 
一方で、新型コロナウイルス感染症は公衆衛生上の問題だ。日本を含む多くの国で、政

府は国民に「外出を控え、家にいるように」と言った。人々が外出することでコロナウィ

ルスをまき散らしてしまうからだ。しかし水道事業体では、職員が通常通り出勤すること

ができず、浄水場運営が厳しくなった。そのため、少ない人数でどのように対応するか考

えなければならなかった。私は皆さんが多くの都市で水を供給し続けるために素晴らしい

仕事をしたと思っている。水を供給し続けることは、いつも通りの、ごく普通のことだが、

それが素晴らしいことである。皆さんは本当によくやった。そして、人々が仕事に行かず、

家にいるため、水の消費パターンに少し変化が起きた。しかし、これはそれほど大きな問

題ではなく、給水量を調整することで対応可能だ。 
非常に難しい問題は、気候変動に関連した問題だ。何度も気候変動サミットを開催して

も進展はない。気候変動を短期的に止めるのは非常に難しいので、気候変動が発生したと

きにどう対処すべきかを考えなければならない。 
私たちは干ばつや水不足を経験してきた。図 ４-２０の右上は 2018 年、南アフリカのケ

ープタウンで、左上は2019年マニラで、下は2020年インドのチェンナイでの写真である。

多くの都市で見られる問題だ。このような水不足が将来沢山起こるだろう。これらの写真

を見て、何か気づいたことはあるだろうか。多くの場合、女性たちが水を汲みに来ている。

さて、今日皆さんにお聞きしたいのは、これは自然のプロセスなのか、それとも人為的な

プロセスなのかということだ。答えは両方、だと思う。 
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図 ４-２０ 【Day1滝沢教授フィードバック】水不足時の水汲み 

これは給水システムにおいて非常に重要なポイントだ。この原因となる部分は、自然又

は物理的なプロセスかもしれない。我々は降雨パターンを制御できないし、雨量が非常に

少ないことも勿論ある。しかし、その限られた水資源を同じ都市の住民に平等に水を供給

できるかどうかは、水のマネジメントの問題である。つまりこれは、自然的な問題と、人

為的な問題の組み合わせである。これが、私が次の数日間で皆さんと話し合いたいことで

ある。 
水不足にはさまざまな要因が絡んでいる。しかし、最も重要なことは、第 1 に水資源管

理である。これはとても重要なことだか、簡単なことではない。なぜなら、水道事業体は

単なる水の使用者の 1 つに過ぎず、農業分野やその他の部門と協議をする必要があり、ま

た水資源開発を中央省庁とも話し合う必要があるからだ。水資源管理は非常に重要であり、

長期的な視点で今後の水不足にどう対処するかについて議論を続けなければならない。 
第 2 は水需要だ。皆さんの顧客が毎日消費する水の量は少ないと思うか、それとも多い

と思うか。ここが、私たちが考えなければならないポイントで、もし水需要や水消費を削

減することができれば、限られた水資源をより有効に活用することができる。だから私た

ちは基本に立ち戻らなければならない。つまり、水需要管理である。 
第 3 は「水損失」の削減だ。ここで私は「無収水」という言葉を使わない。というのも、

NRW は専門家による非常に優れた概念だが、顧客が支払う料金について焦点を当てすぎて

いて、水資源や水損失について焦点が当たっておらず、時として誤解を招くことがあるか

らだ。それでは、多くの水道メーターが機能していない場合に、水の損失はどのように測

定するか。請求書があるので、それに沿って無収水量を計算できるが、それは実際の水損

失量ではない。それがとても重要なポイントだ。 
そして最後の 1 つ、水需要と給水網の水圧が水の損失にどのように影響するか知ってい

るだろうか。多くの専門家やコンサルタントは、「水の損失を抑えるために水圧を下げる

べきだ。」と言う。しかし、例えばプノンペンでは、水圧を上げ、同時に水の損失を減ら

している。水の損失と水圧の関係性を理解する上で、非常に重要なことがある。これが水

道網における水のマネジメントの基本である。しかし、これについては非常に限られたデ
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ータしかない。私はスリランカのコロンボや他の都市でいくつかのケーススタディを行っ

た。しかし、この 2 つの要素の関係性を理解するためのデータは非常に限られていた。 
これから 3 日間、フォーラムは続くので、この 3 つの論点について、もう少し詳しく皆

さんと話し合う時間があればと思う。 
 

４－５－５ エクソンチャン閣下からのコメント 

滝沢智教授のコメントに続いて、エクソンチャン閣下からもコメントがあった。 
【コメント内容】 

3 つほどポイントを上げ、自分の視点についても話したい。 
まず、パンデミックについて、カンボジアも新型コロナウイルス感染症の影響を受けた

が、幸いなことに、大事には至らなかった。しかし、本日学んだことは、皆さんの多くが

普段通りに水を供給するために、非常に困難な時期を経験してきたということだ。そして、

水需要が増えようが減ろうが、財政的な影響を受けた。カンボジアでは、全ての商業施設

が閉鎖され、レストランもスーパーも閉鎖され、人々は家に待機していたため、水需要は

減少した。それでもカンボジアでは大きな影響はなかった。恐らく水道事業体の財政基盤

が強かったからだと思う。 
2 つ目は、災害について。カンボジアは自然災害がそこまでないが、私たちは過去、1 つ

学んだことがある。1997 年には地元で紛争が起きた。どの家族も、クメールルージュの経

験からとても怖がり、内戦が起きるのではないかと、街から飛び出していった。たった一

晩で、街は空っぽになった。電力会社の職員も逃げ出した。電気がなくなれば水も出なく

なる。逃げ出す人が多かったが、まだ家に残る人々もいて、水供給は必要だった。私は、

水道事業体の職員に事務所に残るように、戻ってくるように説得するため、4 日間、事務

所に留まった。職員に戻るように電話し、彼らは戻ってきた。水と電気は通常通り供給さ

れるようになった。これは、リーダーシップが非常に重要であることを示している。 
3 つ目は、財政的な強さについて。事業体の人々が財政的な強さを話す時はいつも、ま

ず水道料金のことを考える。日本に比べて水道料金が安すぎるのではないか。日本は 3～5
ドルだが、自分のところは 0.5 ドルだ。これが多くの水道事業者の最初の反応だろう。し

かし実際には、発展途上国だけでなく、先進国である日本でも水道料金の改定は難しい。

水道料金の値上げは世界的な問題である。 
では、どうやって解決するのか。雨の中を歩くとき、濡れないためにどうするか。雨が

止むことを願うか、傘を差して身を守りながら歩くか。他人を変えるのはとても難しい。

まずは、他人の問題を指摘する前に、自分たちを変えるため、自分たち自身に目を向ける。

どうやって目を向けるか。1993 年にプノンペン水道局の総裁に任命されたとき、私も同じ

経験をした。当時、水損失率は 70%ととても高かった。にわかには信じがたかった。私の

最初の反応は「数字を出すように」だった。政治家と話をするといつも「事業体のパフォ

ーマンスが低いからコストも高い」と言われる。そこで実際の水損失率は 70%だが、20%
などと誤魔化して報告することを考えてしまう。人々はいつも現実を直視しようとしない。

多くの水道事業体がこのようなことをしているのではないか。水道料金は事業のパフォー

マンス、特に水損失と徴収率に大きくリンクしている。まず自分自身を振り返ることだ。

そして自分たちの力で解決できないのであれば、私の場合、私の上司である前財務大臣の
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ところに行って、水道料金の値上げができないのであれば、辞職するといった。でも幸運

なことに、大臣は私の先生だった。これが最初の教訓だ。 
2 つ目の教訓は、公式な会議に出ても解決しないということだ。私は政府の総会に出席

した。会議の議題は6つも7つもあるが、午前中ずっと水道料金のことだけを話していた。

会議を終えると、首相は値上げなんてとんでもない、できないという。私たちの国民はと

ても貧しく、水道料金を支払う余裕はないと。もし水道料金を値上げしたら、私は請求額

を支払えない、と言った大臣がいた。しかし、その人は 6 棟のマンションを所有していた。

とても利己的だ。みんなが自分勝手で、たぶん私もそうだと思う。それが普通だ。その後、

水が不足し、彼らは私設の揚水に頼らざるを得なかった。我々の提案した水道料金の 10 倍
以上の高価な未処理水である。その後すぐに水道料金の値上げは承認された。おそらく、

国によって別の方法があると思うが、皆さんはまだその方法を見つけることができないだ

けだ。是非やってみてほしい。財務を強くするために、自立的でなければならない。私は

自立的と言ったが、完全に自立でなければならない。水道事業体に自由に仕事をさせる。

もし、あなた方が大臣になったら、水道事業の運営を妨げないこと。彼らに任せて、結果

だけ見ればいい。 
初日を素晴らしい結果、大成功で終えることができたことをうれしく思う。明日は今日

よりもっと頑張れるように願う。 
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第５章 セッション 2「SDGs ゴール 6 の達成に向けて」 

 
セッションテーマ セッションの狙い 

セッション 2 
「SDGs ゴール 6
の達成に向けて」 

 水道サービスを改善し→顧客の満足度を高め→市民や政治家の支

持を得て料金を適正な水準にし→投資に回す余力を生み出した

り、より大きな資金を動員したりする、正のサイクルの実現が、

SDGsが目指す多様性と包摂性や社会と経済の要請に応えられる水

道事業の鍵である。 
 他国の取組み事例を知り、自国への適応を念頭に幹部として実行

可能な将来計画を描けるきっかけとなることを企図する。 
 

５－１ Day1の振り返り 

セッション 2主モデレーター（株式会社 TECインターナショナル鎗内氏）より、Day1の
振り返りがあった。 

 
図 ５-１ Day2 主モデレーター鎗内氏（右）、副モデレーター大澤氏（左） 

【振り返り内容】 
昨日は「リスクと変化に強靭な水道事業に向けて」と題してプレゼンテーション、QA

セッションがあり、滝沢先生が気候変動に伴う水源への塩水遡上に関して、その対応等、

いくつかコメント・質問され、長期的視点での対策も今後必要という議論が行われた。グ

ループディスカッションでは、全てのグループで、気候変動の影響は水源に繋がる問題、

という共通認識が得られた。気候変動による問題としては、①水量が増えすぎることによ

る問題として、洪水や水質悪化、薬品量増加によるオペレーションコストの増加等、そし

て②水量が減りすぎることによる問題として、干ばつや塩水遡上、他のステークホルダー

と連携した水資源管理等が挙げられた。どのように低減策をとるべきか議論がなされ、そ

の中で様々な対応策が紹介された。例えば緊急時の水供給、バックアップシステム、水損

失管理、BCP の必要性、政府の関与等。またこれらの取組みを進めるためには、資金が必

要で、適切な水道料金の調整が重要、としつつもそれが困難であることも、全てのグルー

プで共通して認識された。これは今日のテーマ「SDGsゴール 6の達成に向けて」に繋がる。

昨日と今日のセッションが相互に繋がると非常に嬉しい。 
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５－２ プレゼンテーション【パート 1】 

セッション 2 主モデレーターより、セッション 2 のテーマである「SDGs ゴール 6 の達成

に向けて」について導入があった。 
 

【主モデレーターからの趣旨説明】 
今日のテーマは「SDGs ゴール 6 の達成に向けて」である。SDGs が目指す多様性と包摂

性、社会と経済の要請にこたえられる水道事業を実現するためにはどうすればいいか議論

する。これは、水道サービスの改善、顧客の満足度向上、市民や政治家の支持を得られる

ような料金の適正化、投資に回す資金の確保、という正のサイクルを実現していくことが

関わってくる。セッション 2 は 2 つのパート、(1)サービス向上、顧客とのコミュニケーシ

ョンの改善、料金改定、(2)資金調達に分けて行う。 
 

５－２－１ WASA-F が自立発展する水道事業体になるための、サービス向上と具体的な取

り組み（Dr. Usman Latif、ファイサラバード上下水道公社、パキスタン） 

【発表内容】 
今日の発表のテーマは「WASA-F が自立発展する水道事業体になるための、サービス向

上と具体的な取り組み」である。 
最初に、ファイサラバードとファイサラバード上下水道公社（WASA-F）について簡単

に紹介する。ファイサラバードは、推定人口 340 万人、人口増加率 2.37%を誇るパンジャ

ブ州第 2 の都市である。WASA-F はファイサラバードの住民に上下水道サービスを提供す

るため 1978 年に設立された。WASA-F の地下水は汽水であるため、飲料には適さず、給水

のために市から 30～35km 離れた遠い水源から水を汲み上げる必要がある。土地が平たん

なため複数のポンプが必要となる。給水エリアは 225km2で、WASA-Fは、都市の 72%に対

して下水サービス、70%に対して水道サービスを提供している。最近、JICA の支援のもと、

WASA-F は 20 年にわたるマスタープランを完成させた。このマスタープランに基づいて、

WASA-Fはインフラを設計する。下水の発生量は3億1,000万ガロン／日で、そのうち2,000
万ガロンのみが現在処理されている。残りは直接水域に送られる。 
図 ５-２は、ファイサラバードの地図であるが、一番外側の赤線は、現在ファイサラバ

ード開発公社の管轄下にある都市周辺エリアの境界を示す。緑線が、現在の WASA-F の給

水エリア、約 225km2 であり、マスタープランによれば、2038 年までに WASA-F は給水エ

リアを紫線まで拡張し、給水面積は 422km2 になる予定である。 
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図 ５-２ 【WASA-F】ファイサラバードの都市周辺エリア 

ファイサラバードの北西部には、それぞれ 4cusec（立方フィート／秒）の容量を有する

29本の管井戸が設置されており、この水源が給水のほぼ 50%を賄っている。これは 1992年
に ADB の助成金によって開発された。そして、JICA の支援により、2015 年にそれぞれ

2cusec の容量を有する 25 本の管井戸が設置され、それが 20%を賄っている。市内には他に

も水源がいくつかある。ラク支運河沿いにいくつかの管井戸が設置されており、地下水を

汲み上げている。WASA-F は地下水から表流水処理に移行しており、Gulfishan 浄水場と

Millat Town 浄水場といったいくつかの浄水場がある。もう 1 つ重要な施設が Jhal Khanuana
表流水浄水場である。現在 JICAはこの浄水場を緩速ろ過から急速ろ過に技術を移行中であ

る。これにより、飲料水の供給能力も大幅に増強される予定である。 
次に WASA-F の予算についてだが、現在問題に直面している。多額のコストを費やして

いる主な要素として 2 つあり、1 つは電気料金、2 つ目は給与と年金である。現時点では約

26億 1,200万 PKRの赤字に直面している。財政赤字の理由は、水道料金が 2006年から凍結

されていること、2012 年から凍結されている補助金も少額しか得られていないこと、電気

料金が高騰していること（WASA-F は多段階のポンプを使用するため、電気代も余分に支

払っている）、運用・保守（以下「O&M」）、年金、給与などの開発以外の支出が時折増加

すること、年金受給者が増加していること等がある。 
ファイサラバード水道事業経営改善プロジェクトについて概要を紹介する。これは JICA

が横浜市水道局の協力を得て実施している。2 つのフェーズで実施されており、フェーズ 1
は既に終了している。現在、フェーズ 2 が進行中であり、JICA 専門家が WASA-F に来て能

力開発をしてくれている。このプロジェクトの目標は、WASA-F の経営管理を改善するこ

とである。このビジネスモデルを通じて、さまざまな KPI を設定し、サービスの向上と顧

客満足度の向上を図り、料金徴収金額の増加を目指している。プロジェクトのアウトプッ

トは、①水道サービス改善計画の策定・実行能力の強化、②事業運営、顧客関係、営業収

益、財務および管理を改善する能力、③「プロジェクト・デザイン・マトリックス」を使

用したプロジェクトのモニタリング及び評価、である。ドナー側からのインプットとして

は、WASA-F を指導し、現在のビジネスモデルをモニタリング及び評価し、パフォーマン

スを向上させる方法を強化するために専門家を派遣している。また、JICA は人材の能力開

発のための職員向け研修も手配している。2022 年 12 月、JICA は 5 人の実務者向けの研修

を行った。そして 2023 年 12 月には、更に 5 人のスタッフが研修を受ける予定である。同
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様に 2024 年 12 月にも第 3 弾を実施する予定である。また JICA はメーターやパイプなどの

機材も提供する予定である。パキスタン側からのインプットとしては、カウンターパート

としての担当者を配置し、プロジェクト費用を負担する（現地トレーニング、光熱費、選

択地域の改善のための設備設置費用など）。 
WASA-F と JICA は、サービスを向上させるために地区モニタリングゾーンと地区モニタ

リングエリアを設定した。したがって、このエリア内に設置する水道メーターやその他の

設備は全て、WASA-F が負担する。総事業費は 4 億 PKR である。 
次は、JICA 専門家の支援を受けて WASA-F を自立させるために取り組んできた事項を紹

介する。2017 年以来、5 万人の利用者が給水ネットワークに追加され、これにより収益も

大幅に増加した。そして 2022年以降、約 17,000人の利用者が給水ネットワークに追加され

た。過去 6 か月間での取組みは、3,000 件以上の不正接続の検知、1,548 の新規接続登録、

856件の水道料金の是正等であり、財務への影響は 1,015万 PKRと推計されている。また、

WASA-F を自立可能なものにするために、収入を増やし、支出を削減するためのいくつか

の措置を講じてきた。これらの改革によるインパクトは8億3,100万PKRに及ぶ（図 ５-３）。 

 

図 ５-３ 【WASA-F】経営状況の改善に向けた取組みとその成果 

JICAは 2015年にマスタープランを作成する際に調査を実施し、58,408の接続を簡単に追

加できることが判明した。これらの接続を追加すれば、既存の料金水準でも約 1,000 万

PKR、収入を増やすことができる。JICA の協力を得て報告書を作成し、州首相に送付した。

首相はこれを歓迎し、提案の強化を提案し、低所得者層への補助金（Cross Subsidy）とと

もに一律料金を採用するよう指示した。この料金引上げにより、Multan や Rawalpindi のよ

うないくつかの上下水道公社は自立可能となるが、Faisalabad、Lahore、Gujranwala といっ

た上下水道公社は引き続き政府からの補助金が必要となる。電力料金等の変動は、年に 2
回の指数化に組み込まれるようになっている。 
その他の取組みや今後の予定などを紹介する。WASA-F は、請求、財務簿記、年金、給

与計算などの事業プロセスを自動化した。また主要な水源において遠隔監視制御システム

（以下「SCADA」）を整備しようとしている。そして、消費者向けには、モバイルアプリ

や ATMを利用して公共料金を支払うことができるようにした。マンホールスラブの破損や

マンホール蓋の紛失に関わるクレームを早期に改善するためにプレキャストのマンホール

スラブ・蓋も導入した。太陽光発電所の実現可能性調査を完了済であり、現在このプロジ

ェクトを PPP で実行するドナーを探している。消費者のジオタギング（位置情報のタグ付
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け）も進行中である。また、悪用を防ぐために追跡システムを設置して車両を追跡してい

る。メーターの設置に向けて取り組んでおり、数年以内に達成する計画・目標を設定して

いる。いくつかの個別のモニタリングエリアやゾーンを設定することで、NRW の削減にも

取り組んでいる。JICA の支援を受けて、職員の能力向上を図るため、職員向けの研修やそ

の他の活動も実施している。 
 

５－２－２ サステナビリティ・アジェンダを組み立てる： SDGs の実現（Ms. Sarah 

Monica E. Bergado、マニラウォーター、フィリピン） 

【発表内容】 
プレゼンテーションの前半は、Manila Waterとサステナビリティがどのように繋がってい

るのか、サステナビリティが、会社の意思決定と計画にどのように役立ったか、また以前

の公的機関から民間企業への変革をどのように促したかを説明する。そして後半は、事業

のゴールだけでなく、持続可能性の目標を実際にどのように運用するかということについ

て話をする。 
Manila Waterは上場企業である。フィリピンの首都マニラに主な拠点を置いている。1997

年に水道事業が民営化された。マニラは 2 つに分割され、そのうちの半分、東ゾーンを

Manila Water が 26 年間給水することになった。ちょうど先日 8 月 1 日に節目を迎えた。つ

まりコンセッションを既に 26 年間実施してきている。我々は、このビジネスモデルが高度

に再現可能であることを理解しており、残りのフィリピン国民のニーズにも応えるために

子会社を通して、国内の主要都市や地方自治体にもサービスを拡大した。国外でも O&M
や投資を行っている。全体として、私たちは約1,200万人に影響を与えている会社である。

全ての子会社を合わせると 130 万戸に水道サービスを提供しているが、大部分はマニラ東

ゾーンのコンセッション事業であり、700 万人へサービス提供している。 
フィリピンでもかつて違法接続が横行し、水道サービスは劣悪で、あちこちで漏水が発

生し、24 時間 365 日の供給はなかった。私が若かった頃、給水は 1 日 4 時間ほどで、私た

ちの家に水が配給されていた。水を買う時間になれば、学校から走って家に戻らなければ

ならなかった。今は、蛇口をひねると水が流れる。Manila Waterの一員であることを誇りに

思う。この会社は我々の生活を完全に変えたからである。 
民営化前の給水人口は 300 万人だったが、現在は 700 万人の給水人口を抱えている。ま

た、マニラ首都圏近くのいくつかの州にも拡大しており、給水率（Water Availability）は

26%から 100%を達成した。これは主に NRW 削減プログラムのおかげである。我々の水源

は非常に限られている。水源は実際には政府が管理しており、私たちは政府と連携してい

る。我々がお客様に水を届けることができるようになったのは、NRW あるいは水損失、漏

水、商業的損失を減らすことができたからである。2022 年の統合報告書では、現在 NRW
は 13%と開示しているが、それでも十分ではない。私たちの目標は、日本や他の国々のよ

うに NRW を一桁に減らすことである。昨日、エクソンチャン閣下はリーダーシップにつ

いて議論した。私も、経営管理やイノベーションとは別に、リーダーシップが事業の方向

性と進むべき道を定めているということに同意する。決定するのは上層部の姿勢であり、

持続可能性も念頭に置いてスタートしたのは良いことだと思っている。私たちは持続可能

性への熱意と目標を、ビジネス目標と連携して組み立てている。我々水道事業体の主な貢
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献は SDGsゴール 6だけではない。ゴール 6への貢献を通して、水と水インフラへの投資に

よって環境と経済に影響を与えることができる。 
Manila Water は環境、社会、ガバナンス（以下「ESG」）の視点も重視している。ESG は、

金融界の投資家が上場企業である当社を評価する指標でもあるからである。私たちはビジ

ネス目標を超える数の指標を網羅したサステナビリティレポートも毎年発行している。例

えば、温室効果ガス排出量スコープ 1、2、3、水の取水量、多様性の数値、男女比などに

ついても報告する義務がある。つまり、規制当局が求めている事項以外のもの全てについ

て報告するのである。企業責任の表れとして、これらを報告するよう努めている。 
持続可能性への関与と、2025 年に向けた目標設定も行っている。もちろん、私たちは進

捗状況を追跡しようとしている。Manila Waterは指標の測定にも重点を置いており、それは、

前進していることを知ることができるからである。私たちは水の安全に関する目標を掲げ

ている。現在の世代と将来の世代の顧客が、上下水道サービスを確実に享受できるように

する、という社会的インパクトを与えられるからである。そしてもちろん、温室効果ガス

排出削減についても目標がある。これは暫定目標であり、パリ協定に沿って国が決定した

目標に貢献していく。更に 2025 年までのいくつかの新しい目標も開示した。これらは短期

的なものなので、今後は中長期的な ESG 目標も立てていきたいと思っている。 
次に、事業の目標と、持続可能性の目標に沿って Manila Water が行っているパフォーマ

ンスと実践について説明する。水の安全保障について、昨日も議論になったが、現在だけ

でなく将来にわたって継続的に水道サービスを提供することは私たちの社会的義務である。

私たちの水道ネットワークでは 4 つの水源を設定した。現在、マニラ首都圏の制約は、水

の 90%以上をアンガット・ラ・メサ水系システム（表流水）に依存している。現在、政府

と協力して、他の水源の開発を行っている。2019 年には水危機に遭遇した。短期的だけで

なく中長期的にも継続的にリスクを改善し、評価する必要があることを教えてくれた事件

だった。ラグナ湖水系、アンティポロ水源などの水源はそれぞれ開発と建設の様々な段階

にある。私たちが設定した持続可能性目標は、2019 年に経験した水危機が再び起こらない

ように、原水に 15%のバッファを確保することである。 
次に NRW について説明する。NRW の削減には非常に多くのメリットがある。第 1 に事

業運営費の節約である。取組みを始めたばかりの頃は、コンセッションを開始した当初で

資金が非常に少なかったため、事業運営費の効率性の観点から見ていた。資金を徹底的に

節約する必要があった。第 2 に、水を節約することでより多くの水を販売したり、顧客に

提供したりできるため、経営に利益をもたらすことができる。また、これは環境保護とい

う当社の持続可能性目標に沿った資源効率の対策でもある。 
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図 ５-４ 【Manila Water】NRW削減の道のり 

図 ５-４が 1997 年以来の私たちの NRW 削減の道のりである。いくつかのフェーズがあ

る。最初の段階では業務の効率化が特に重要視されていた。特定のエリアで無収水量を削

減する必要があるという明確な目標設定から取組みは始まる。この時期は資金がなかった

ので、圧力管理とポイントの修理のみを行った。しかし 2003 年以降、この時点で既に多少

の資金があったため、NRW の大幅な削減ができた。ポイント修理の代わりに、戦略的な管

路更新を行い、メーター計量区画（以下「DMA」）設定も行い、漏水管理は以前よりも洗

練された。メーター管理に関しても、メーターのテストと校正を行ったタイミングである。

そして何より難しいのは、現在に至るまで無収水率を維持することである。1997 年以来、

7 億 5,400 万リットルを節約することができた。 
では、どのような戦略で行ってきたのか。最初で最後の戦略は、まさに人に関するもの

である。従業員に権限を与え、能力を高め、請求額や水の売上とは別に NRW もあなたの

責任であるという明確な目標を従業員に与える。そしてステークホルダーのマネジメント

として、規制当局対応、顧客対応、住宅所有者協会との取引等も重視した。水道料金値上

げを行う際にはパブリックコンサルテーションも実施する。 

 

図 ５-５ 【Manila Water】NRW削減戦略の 1つ：Decentralization 

次の戦略として、分散化（decentralization）がある（図 ５-５）。サービスエリアからビジ

ネスゾーン、テリトリーという風に、実際に NRW を測定できるようになるまで領域を細

分化していく。基本原則は、測定できないものは管理できないということである。エリア

を隔離して全ての場所にメーターを設置し、NRW を実際に測定できるようにして、そのエ
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リアやテリトリーのチームに提供した。NRW の目標を総合的に実現するには、DMA レベ

ルでも NRW が 1 桁とする必要がある。 
そして 3 つ目の戦略としてテクノロジーへの投資も必要である。当社にはメーターのテ

ストと校正を行う計量センターがあり、ISO 認定を受けている。顧客用メーターは 7 年ご

とに交換し、管路のメーターも 10 年ごとに交換する。圧力管理も行っている。一部は自動

化されているため、需要が低い場合にはバルブが自動的に調整され、無収水率も下げるこ

とができる。もし破損が発生すれば、運用制御センターの画面でそれが表示される。画面

が点滅し、漏水修理とメンテナンス作業を行うサービス担当者を配置できる。資金が利用

可能で規制当局によって承認されている限り、適切なテクノロジーにも投資する。 
私たちは現在だけでなく将来も水を提供することを想定しているため、実際に我々の限

界を押し広げている。水の持続可能性と気候変動の影響は非常に重要である。私たちはこ

れを 2つの視点で捉えている。1つ目は適応であり、洪水時に救助活動を展開して実行でき

るようにすることである。また、気候変動に適応できるよう設備にも投資している。2m の

浸水があった場所では、施設を高床式で建設した。機器を安全に保つためには、構造も安

全にしておく必要がある。また、私たちは政府と連携して、コンセッションエリア外の

人々をも支援する財団も持っている。そして 2 つ目は、ネットゼロへの移行である。非常

に難しい取組みである。多くの温室効果ガスの計算が実行されている。市場にはまだ再生

可能エネルギーがあまりないので、私たちは、施設に電力を供給するために太陽光パネル

やその他の代替再生可能エネルギーを設置できるように資金を集めようとしている。当然

ながら、水源の質と利用可能性に影響を与えるため、流域地域を保護する義務があること

もわかっている。 
 

５－２－３ お客さまとつながり、信頼される水道の実現に向けて（桜田義法氏、東京都

水道局、日本） 

【発表内容】 
本日はタイトルにもある「お客さまとつながり、信頼される水道の実現に向けて」と題

して東京の取組みについてご紹介する。 
はじめに東京の水道についてご紹介する。東京都水道局は、島嶼部や一部の自治体を除

き、首都東京の中心部から、郊外の山間部まで、ほぼ全域へ水道水を供給している。給水

人口は、日本の人口の 1割に相当する約 1,400万人、管理する配水管の延長は地球の約 3分
の 2 周分に相当する約 27,000km となっており、日本最大、世界でも有数規模の水道事業体

である。業務の範囲は広く、水源地の管理から、浄水処理、そしてお客さまに水を供給す

るまで、言い換えれば、「水源から蛇口まで」を範囲としている。東京都水道局は、首都

東京の活動を支える、欠かすことのできない重要なライフライン事業者である。我々は、

安全でおいしい、そして高品質な水道水を、24 時間 365 日、絶え間なく供給することを使

命としている。 
続いて、私たちの保有する優れた技術を 3 項目、ご紹介する。1 つ目は、「安全でおいし

い高品質な水道水」を実現する「高度浄水処理」と呼んでいる技術である。この「高度浄

水処理」は、オゾンの強力な酸化力と生物活性炭による吸着機能を組み合わせた浄水処理

である。これにより、塩素消毒により発生するカルキ臭や、残留農薬などの有機物をほぼ
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分解・除去することができるため、より安全でおいしい水をお届けできるようになった。

高度浄水によりつくられた水道水とボトル水とのブラインド・テストにおいても、約 6 割

の方から、「水道水のほうがおいしい」、または「ボトル水と水道水の味は優劣がない」と、

高く評価されている。この高度浄水処理の技術は、都の水源の 7 割を占める利根川水系の

水に対して 100%適用されている。 
2 番目に紹介する技術は、地震が多い日本の首都である東京にとって欠かすことができ

ない、「強靭な水道システム」を作る技術である。東京都では、地震による水道施設の被

害を最小限にとどめるため、浄水場や水道管路などの耐震化を推進している。特に、水道

管路については、地震でも水道管が外れてしまって断水することがないように、耐震継手

管を採用している。水道管をこの耐震接手管に順次交換することで、マグニチュード7.3の
都心南部直下地震が発生しても、東京の断水率は 26.4%にとどまると推計している。 

3 点目の優れた技術は、漏水防止の技術である。東京都水道局の漏水率は、3%台に抑制

されており、世界で最も低く優秀な水準である。漏水は、気候変動の進む現代では、貴重

な水資源の損失であるばかりでなく、特に大都市においては道路陥没等の事故を引き起こ

す危険性がある。数十年前は、漏水の多くは、施工がしやすい鉛製の給水管が原因となっ

ていたが、東京はこの使用をやめ、代わりに、強度に優れ、腐食しにくく、施工も容易な

「波状ステンレス鋼管」を開発した。更に、地下に潜在する漏水を、巡回調査作業等によ

り計画的に発見し、修理している。このような取組みにより、約 70 年前には 30%ほどあっ

た漏水率が劇的に低減され、世界でも最も低い 3%台を維持している。 
ここからは、東京都水道局におけるお客さまとのコミュニケーションついて説明する。

水道サービスの基本は、安全でおいしい水を常に安定して供給することだが、同時に、日

常的なサービスの向上も重要な施策の 1 つである。お客さまとつながり、信頼される水道

の実現のためには、お客さまとのコミュニケーションが欠かせない。毎年、インターネッ

トアンケートを実施しているが、それだけではお客さまニーズを正確につかむことはでき

ない。このため、直接、お客さまとの対話を取り入れた積極的な広報展開を実施している。

今日は、その取組みとして、①交流会の開催（水道サポーター制度）、②学校水道教室、

③東京都水道局アプリのお知らせ機能、の 3 項目について説明する。 
まず 1 点目に、お客さまとの交流会の開催である。この施策の目的は、職員が、お客さ

まに直接、水道局の取組みを説明し、お客さまと意見交換することで、水道事業への理解

促進を図るとともに、把握したお客さまのニーズを水道事業に反映していくものである。

震災対策をテーマとした交流会では、水道管の耐震化や、断水になった時の給水方法など、

水道局の取組みを紹介し、参加者と直接意見交換を行った。お客さまから寄せられた意見

を一部紹介すると、災害による断水時には、住民が給水拠点まで水をとりに来ることにな

るが、実際の給水袋の重さを体験したいという声を受けて、給水袋を背負う体験をしても

らった。体験者からは、「応急給水を実際に体験したおかげで概要がつかめた｡もし災害が

起こっても体験を思い出して対応できると思う｡」「3 リットル分の水を持ち運ぶ経験が無

かったので、貴重な体験ができて良かった。」といった意見が寄せられた。 
2 点目として、学校水道教室について。この施策は、次の世代を担う子供たちに、水道

水ができるまでに様々な施設や人の苦労があることを認識してもらい、水を大切にする気

持ちを理解してもらうことを目的としている。主に 10 歳の子供を対象に、学校に出向いて
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訪問授業を実施し、映像や寸劇などを通じ、水道事業の取組等を紹介している。濁った水

に凝集剤を入れてかき混ぜると、水がきれいになっていく浄水処理実験は、子供たちから

歓声が上がるなど、大変人気がある。学校水道教室は、2022 年度には、都内の小学校の約

9 割に当たる約 1,200 校で実施しており、事業開始から累計 130 万人を超える子供たちが授

業を体験している。水道教室の評価として、「とてもよかった」が約 78%、「よかった」が

約 22%となっており、多くの児童・先生方に評価・支持されている。児童からの感想とし

ては、「私たちが使うきれいな水を大切にしようと思った。」「蛇口から直接、安全でおい

しい水が飲めるってすごい！」といった声が寄せられている。なお、2021 年度には、特設

ホームページ「おうち水道教室」も開設し、学校水道教室を復習する児童やそのご家族、

水道教室を体験する機会がなかった方など、より多くのお客さまに時間と場所を選ばず水

道について理解を深め、親しんでいただくことが可能となっている。授業の映像や、楽し

い動画もたくさん掲載している。 
3 点目に、東京都水道局アプリのお知らせ機能を紹介する。当局では、お客さまサービ

スの一層の向上を図るため、2022年 10月に「東京都水道局アプリ」を導入した。このアプ

リでは、スマートフォン等により水道の使用開始や中止の手続き、クレジットカードや決

済アプリ等による料金の支払、また、過去の使用水量や料金の閲覧ができる機能があるが、

本日は、水道局からお客さまに、様々なお知らせを配信する機能を説明する。これまで行

っていたホームページや Twitter による発信では、特定のお客さまに個別のお知らせをする

ことはできなかったが、このアプリの導入により、料金やイベント情報などのお知らせを、

直接お客さまに配信することが可能となった。また、スマートメーターが設置されている

お客さま限定だが、蛇口の閉め忘れなど漏水の疑いもメールでお知らせすることができる。

アプリでのお知らせにより、イベント申込者数や、ホームページへのアクセス数が増える

効果が確認できており、この機能は、お客さまへのコミュニケーションツールとして重要

な役割を担うことができると期待している。ちなみに、都内には、外出先でもマイボトル

等を利用し冷たい水道水を飲用できる給水スポット「Tokyowater Drinking Station」が、約

900 か所あるが、連日の猛暑日を受けて、このドリンキングステーションをアプリでお知

らせしたところ（図 ５-６）、ドリンキングステーションのホームページの閲覧数は、通常、

1週間で600～1,000件程度だが、7/12にアプリでお知らせしたところ、大幅に件数が伸び、

5,000 件を超える閲覧があった。 

 

図 ５-６ 【東京都】水道局アプリのお知らせ機能画面 
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以上、お客さまとのコミュニケーションの施策として、東京都の取組を 3 点紹介させて

いただいた。東京都水道局では、お客さまに信頼される水道の実現に向けて、引き続き、

お客さまと直接つながる、様々なコミュニケーションの取組みを実施していく。また、最

新の情報通信技術を活用した、時代に即したサービスにも力を入れ、お客さまサービスの

向上を推進していく。最後に東京都全体の取組みについてご紹介する。東京都では、最先

端のテクノロジー、多彩なアイデアなどによって、世界共通の都市課題を克服する「持続

可能な新しい価値」を生み出す「Sustainable High City-Tech Tokyo = SusHi Tech Tokyo」を、

世界に向けて発信している。来年には、国際会議「SusHi Tech Tokyo 2024」を開催する。5
月には、世界中の都市のリーダーとスタートアップが一堂に会し、世界共通の都市課題の

解決を目指す。 
 

５－２－４ Corporate Plan の作成と料金改定の取り組み（Mr. Philavong Ladda、ルア

ンパバーン県水道公社、ラオス） 

【発表内容】 
プレゼンのテーマはコーポレートプラン作成と水道料金の見直しをどのように行ってき

たか、である。最初のコーポレートプラン作成は JICAの支援の下、行われた。水道事業運

営管理能力向上プロジェクト（以下「MaWaSU」）による能力開発のトレーニングも続いて

いる。私はフェーズ 1 からのメンバーであるが、現在はフェーズ 2 である。そして嬉しい

ことに JICAは昨日フェーズ 3 の署名を行った。先達の支援を受けられることはとてもいい

チャンスである。 
初めに我々水道事業体の概略であるが、ルアンパバーンという地域で給水している。ル

アンパバーンはラオスの北部にあり、ベトナムと国境を接している。中国とそれほど離れ

ていないため、電車で約 1 時間で行くことが出来る。ルアンパバーンは 15 世紀のころには、

首都であった。1995 年にはユネスコの世界遺産に登録された。広さは 16,875km2、人口は

477,193 人である。1 人あたり国内総生産は約 1,900USD である。 
ルアンパバーン県水道公社（NPLP）に、横浜市、埼玉県、さいたま市、川崎市から

JICA 専門家として来ていただいて、コーポレートプランの策定を共同でしていただいた。

35 の給水エリアを設定した。それぞれのエリアの人口は少ないが、分散しているためエリ

アを分けている。8 つのエリアは給水を行っており、（4 つは建設中、）残りの 23 のエリア

は給水システムがない。これらのエリアでは、住民は小川や泉から直接水を取って使用し

ている。NPLP は 100%国有企業である。給水率は 24%であり、これは SDGs の目標とは程

遠い。現在の水道料金は 0.2USD/m3 である。1,000 接続あたりの職員数は 6.7 人となってい

る。 
コーポレートプランを策定し、政府に対して複数回、水道料金の見直しを要請してきた。

2013年から 2015 年を対象としたものは承認されたが、それ以降 2015 年から 2020年の間は

承認されず、水道料金の改定はできなかった。2020 年に提出したコーポレートプラン及び

料金改定は、2021 年に県知事に承認された。ラオスで水道料金を改定するには、5 つのス

テップが必要である。まずコーポレートプランを策定しなければならない。その後、県の

公共事業・運輸交通局に提出する。そして中央政府のDWSが、我々と県公共事業・運輸交

通局の両方をチェックする。承認されれば、NPLP の県管理委員会（Provincial Board of 
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Management of NPLP）のトップに提出する。次のステップは県知事である。県知事による

レビューの後、県議会に提出する。県議会が同意すれば県知事もそれを承認する。プロセ

スの 1 つでも承認されなければ再度やり直しなので、非常に時間がかかるし簡単ではない。 
なぜ我々は料金改定をする必要があるか。純利益がマイナスでこのままでは事業継続で

きないからである。また、プロジェクトのための資金が必要だからである。JICA のルアン

パバーン市上水道拡張計画プロジェクトがある。私がプロジェクト長である。建設中であ

り、2024年の 7月には完了する予定である。また ADBの資金援助及び融資で 5つの給水エ

リアで建設が進んでいる。返済のための資金が必要である。 
コーポレートプラン作成の狙いは、効果的かつ効率的に事業運営を行うため、ステーク

ホルダーに我々の事業を理解してもらうため、透明性高くかつ客観的に業績を評価できる

目標を設定するため、ゴール達成のために適用すべき企業戦略や実施すべき活動を設定す

るため、そして必要な資源を明確にするためである。 

 

図 ５-７ 【NPLP】ゴールとターゲット達成のためのフレームワーク 

図 ５-７は、ゴール、ターゲットを達成するための枠組みである。O&M や債務返済、既

存資産の減価償却、小規模な設備投資等にかかる全ての費用をカバーできるような持続可

能な事業運営をし、サービスを向上するための内部での計画策定、JICA や ADB の技術支

援を受けたスタッフの能力開発が必要である。設備投資のローンの返済も必要となる。 
水道料金の改定の基本的な考え方は、料金カテゴリーに応じて、県内の顧客が同じ金額

を支払うということである。顧客カテゴリーは、家庭、政府、商業の 3 種類がある。家庭

用料金はブロック料金制の原則に基づき、一番低いブロックは低価格で、ブロックが高く

なるにつれて高額になる、これにより低所得者層への資金補助（Cross Subsidy）ができる。 
料金改定の計画と比較して、実際には計画通りには進んでいない。何故かというと、新

型コロナウイルス感染症のパンデミックがあったからだ。計画策定は 2020 年で、新型コロ

ナウイルス感染症が蔓延する前だった。ルアンパバーンは観光都市なので旅行客に依存し

ているが、パンデミックにより観光客が来られなくなった。以前は、家庭は全体の 60%の

水を消費するが、対応する収入は 52%だった。一方、家庭以外からの消費は 40%であるの

に対して、対応する収入は 48%であった。（家庭以外からの収入が減ったことで）水の売上
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は 2019年から 20%落ちた。水道料金収入が減ったことにより、計画を達成できなかった。

直近数年は、旅行客は戻ってきているが、パンデミック前のレベルには戻っていない。 
我々にとっての課題は、外的要因に関して言えば、インフレーションである。電気、燃

料、材料など全て輸入しているためこれは大きな問題である。2 点目は、改革である。政

府は国有企業の改革を計画している。我々もその 1 つであり、組織をアップデートし改革

していく必要がある。内的要因に関して言えば、我々は中央政府にコーポレートプランを

見直し、再度アップデートすることを提案している。既に計画達成が難しいことがわかっ

ているからである。また我々は、効率性、透明性を向上させなければならない。1,000 接続

あたりの職員数も 5.7 まで下げたいと思っている。NRW 削減に関しては、現状 27%だが、

2025 年には 23%まで減らしたい。 
 

５－２－５ 水道事業統合における水道料金の統一（小原太吉氏、岩手中部水道企業団、

日本） 

【発表内容】 
本日は「水道事業統合における水道料金の統一」というテーマでお話しする。初めに、

統合前の料金体系の課題、次に、料金検討委員会について、そして、統合後の水道料金、

最後に、料金算定期間を終了しての総括という流れで報告する。 
初めに、企業団の概要を説明する。企業団事務所のある岩手県花巻市は、横浜から北に

500 キロほどの位置にあり、新幹線で 3 時間ほどの距離である。設立は 2014 年 4 月、来年

で 10 周年を迎える。行政区域面積は 1,500 平方キロ、タイの首都バンコクと同じくらいの

面積であるが、半分以上が山林や農地で占められているため、給水人口は 21 万人にとどま

る。日本の水道事業では中規模クラスの団体である。これまでに JICA の研修事業として 4
回、延べ 50 人の海外の水道関係者が視察に訪れている。四季があり、日本の原風景を感じ

ることができる地域である。 
次に、水道事業の統合についてお話しする。統合する前は、用水供給事業を行う企業団

が北上、花巻、紫波という隣接する町の水道事業者に浄水を供給し、それぞれの事業者が

ユーザーに水道水を供給していた。統合後は、岩手中部水道企業団という 1 つの団体が、

水源から蛇口までの供給を全て担っている。統合と同時に 3 団体の水道料金も統一した。

日本の殆どの水道事業者と同様に、統合前も後も経営主体は公営で行っている。企業団の

組織体制としては、企業長を筆頭に、副企業長、局長、水道技術管理者の他、6 つの課で

職員数は 90 人程度である。 
水道事業統合の効果は大きくわけて 3 つある。1 つ目は経常経費の圧縮、2 つ目は水道料

金やサービス水準の向上、3 つ目は施設水準の向上である。言い方を変えると、同じ水道

水に対して生じていた水道料金やサービス、施設格差の解消が、事業統合により実現でき

ている。 
次に、水道料金の見通しについて説明する。図 ５-８では、統合した場合の給水原価と

供給単価を水色のライン、統合しなかった場合（NI：Not Integrate）の各団体の給水原価と

供給単価をオレンジ色、灰色、黄色のラインで示している。 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

５-１４ 

 

図 ５-８ 【岩手中部水道企業団】水道料金の見通し 

統合前に給水原価の安い団体は黄色ラインの団体だが、原価を抑えるために投資をかな

り抑制していた。適切な規模の更新投資を行うと際限なく原価が上昇し、2024 年度には料

金を一番高くしないと経営ができなくなる。統合した場合は、3団体のうち 2団体が一時的

に料金が上がってしまうが、国からの補助金や施設の統廃合により更新コストを抑えるこ

とができ、料金も長期・安定的に抑えることができる。議会や住民説明会でもこのグラフ

を用い、統合によって短期的には料金は上がってしまうが、長期的には水道料金を安価に

維持することができるという説明を繰り返し行った。 
また統合により、全てのサービスも向上させることができる。施設水準の向上について。

2011年から 10年間、厚生労働省の補助事業で施設整備と施設更新を行っている。統合関連

の事業費として浄水場の整備等に 140 億円、施設更新の事業費として 158 億円、合計 298
億円の事業を実施した。財源は国の補助金が 99 億円、企業団を構成する市町村からの出資

金が 55 億円、残りの 143 億円は借金と自己資金、つまり水道料金で負担している。施設更

新を行わないと、減価償却費がなくなり、財政的には安定するが、事故のリスクが上昇す

る。2010年に発生した管路破損事故では、水道管の法定耐用年数 40年がまだ経過していな

い管路が破損した。1万世帯が 4日間断水し、鉄道の線路の下をまたぐ管路のため、掘削に

時間がかかり復旧に時間を要した。本復旧まで 6 か月かかり、その間は車道に仮設配管を

施した。更新工事で出てきた鋳鉄管内には錆がたまっている状態だった。 
統合前の水道料金の課題について。料金統一に至る経緯としては、2002 年、議会の提言

を受けてから検討を開始し、2011 年の覚書で「水道料金は統合時に統合する」という文言

が盛り込まれた。主要なイベントの前にはその都度、構成団体の首長や議会に説明会を行

っている。統合前の料金体系は、1 団体が口径別、2 団体が用途別に分かれており、供給単

価の差は最大で 1m3 当たり 30 円以上もあった。基本料金の違いとして、用途別料金体系

は、家庭用料金が事業用よりも安くなるのが特徴だが、小規模な食堂や理容店のような店

舗併用の住宅、法人名義の社員寮を、事業用とするか家庭用とするか取り扱いが各団体で

バラバラだった。統合を機に用途別から口径別になったことは公平性の観点から非常に良

かったと思う。続いて従量料金について、たくさん使うほど単価が高くなる逓増制の単価
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とどれほど使っても単価が変わらない定額制の単価に分かれていた。 
料金統一における課題は 5 つあった。1 つ目は供給単価の差、2 つ目は料金体系の違いで、

料金体系を統一することで平均改定率を大きく上回る値上げとなるユーザーが発生する。

3 つ目は基本水量の取り扱いで、設定の有無で多くの使用者に影響する。4 つ目は大口径の

基本料金である。5 つ目は浴場用料金の取り扱いである。日本では公衆衛生の観点から、

公衆浴場への水道料金は安く設定されているが、そもそも 3 団体の料金体系が大きく違い、

どのような施設に安価な浴場用料金を適用するかも団体によって違いがあった。 
続いて、料金検討委員会についてご説明する。これまでの課題を踏まえ、統一料金とし

てふさわしい料金体系を検討してもらうため、水道ユーザー6 人と学識経験者で構成する

料金検討委員会を開催した。学識経験者には、公認会計士 1 名と、水道事業体出身で日本

国内でアドバイザーとして活動されている人を任命した。基本的な考え方として 4 つの視

点で審議していただいた。1 つ目は理論的であること、2 つ目は誰でもわかりやすいこと、

3 つ目は生活用水については安いこと、4 つ目は大口需要者に過度の負担をかけないことで

ある。料金の算定期間は 5 年間とし、資産維持費は算入することが望ましいという提言を

していただいた。料金体系は 3つのパターンを審議していただき、3つとも口径別の料金体

系で、基本水量のないパターンとあるパターン、従量料金の単価については、逓増性と定

額制を比較・検討した。このうち、生活用水が低く抑えられ、大口需要家の値上率も大き

すぎないプランがふさわしいとされた。 
事業統合と料金改定についての水道ユーザーとのコミュニケーションをとるために地域

コミュニティを単位に 58 箇所で住民説明会を開催している。水道事業の現状と課題、統合

のメリットについて説明した。広報紙には、将来の施設更新の投資額や人口と水道料金収

入の見通しを掲載し、ユーザーとの課題の共有を図った。統合前のある団体では、1 年間

で更新された水道管の距離は 7.8km、総延長は 932km、率にすると 0.84%である。単純計算

すると更新サイクルが 119 年となる。別な言い方をすると、今年整備された水道管が次に

新しくなるのが 119 年後ということになる。日本の法定耐用年数が 40 年、明日クボタさん

に行かれる方がいらっしゃるかと思うが、クボタさんの最新の鋳鉄管で 100 年持つと言わ

れている水道管があるが、現状での更新スピードが足りていないことは理解していただけ

ると思う。このような分かりやすい数字を使いながら、議会や水道ユーザーのみなさんに

統合や料金改定の必要性の説明を行った。 
統合後の料金体系について、基本水量がなくなった団体では、殆どのユーザーが値下が

りとなったものの大口径では値上がりとなった。続いて従量料金の単価は、家事用にする

か事業用にするかというあいまいな基準がなくなり、使用水量に応じて料金が高くなる逓

増制を採用している。 
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図 ５-９ 【岩手中部水道企業団】統合後の水道料金改定例 

図 ５-９は、一般用口径 20 ミリの料金改定率である。左は改定率、右は調定の件数を示

している。青の網掛けは値下がりとなるユーザー、オレンジは 20%以上値上がりとなるユ

ーザーを示している。料金統一によって、使用形態が変わらないのに水道料金が倍になる

ユーザー、逆に半額になるユーザーが生じるので、5 年間かけて統一料金に近づける激変

緩和措置を設定している。トータルで 3 億円を超える減収となったが、料金統一を先送り

するよりもユーザーと事業者双方にメリットがあったと考えている。 
 

【全体を通して質疑応答】 
 Perumda PAM JAYA（インドネシア）：パキスタンの発表について、JICA がプロジェクト

を手伝っているとのことだが、アドバイスとリファイナンスの両方を行っているのか、リ

ファイナンスのみなのか。またビジネスモデルを教えていただきたい。次に Manila Water
に対してだが、Manila Water とは以前からコミュニケーションをとっている。無収水率を

63%から 13%に減らすことに成功している。この数字を達成するために実施したステップ

を教えて欲しい。日本、特に東京都水道局も、無収水率が一桁とのことなので、どうやっ

てその数値を達成しているか教えて頂きたい。水道事業体の問題を見たときに重要なのは、

第 1 に財政的な強さ、第 2 に水損失をどれだけ減らすことができるか、だと思う。NRW
を削減できればそれ自体、財政的な強さに貢献できるものである。3 つ目の質問は、どこ

かの事業体で顧客に対してプリペイドの支払を適用したところがあるかどうか。もしあれ

ばビジネスモデルを教えて頂きたい。電力業界ではプリペイドモデルで成功した例もある

ので、それも財務面を良くするための解決策の 1 つではないか。 
 Manila Water（フィリピン）：お客様に届ける水が十分にないという問題を Manila Water は
以前抱えていたので、NRW 削減は、全体戦略の 1 つであった。漏水を削減し水圧を上げ

るように取り組んだのはこのためである。その戦略が「計測」だった。給水システム全体

で測定したいが、いくつもの都市・町がある。そのため NRW の管理を分散化させること

が重要だった。6 つのサービスエリアがあるが、その中を細分化・分割することで漏水箇

所を検出できるようにした。そして漏水を発見したら修理とメンテナンスを行う。 
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1997 年からやっているプログラムであるが、実際に NRW を削減できるようになったのは

10～15 年後である。まずはお客様の近場にある給水管から始めなければならない。管路

を修理するのは非常に大変で、水を止めなければならないので、お客様の了解を取らなけ

ればならない。私がテリトリーマネージャーだった頃は、近隣の全ての住民と親しくなる

ことを目標とした。またその地域の政府関係者や政治家を味方につけること、そして商業

的損失を把握することも重要である。例えば 1 世帯と同程度しか消費しないアパートがあ

り、間違いなく異常があるので調査が必要だった。違法接続を逮捕できるよう、不法占拠

防止法に基づく法的措置を取った。近隣住民からヒントをもらうこともあった。 
水道メーターは、レジのようなものである。事業計画の中でも 7 年ごとに水道メーターを

交換することになっている。苦情があれば現地調査を行う。水道メーターに問題があれば

それを取り出し、計量センターでチェックをし、校正し、本当に壊れていれば交換するこ

とになる。 
 WASA-F（パキスタン）：WASA-F は JICA から資金調達も行っている。これと合わせてコ

ンサルテーションも提供してもらっている。JICAと連携している共同事業体が2つあり、

1 つは株式会社日水コン、2 つ目が横浜ウォーター株式会社である。ビジネスモデルにつ

いては後ほど共有させていただく。 
 DWASA（バングラデシュ）：プリペイドの支払に関してだが、バングラデシュでは電力

業界で導入し成功している。水道セクターでもできないかと検討したが、沢山課題がある

ので実施していない。 
 

５－３ プレゼンテーション【パート 2】 

５－３－１ 持続可能な開発目標-SDGs（Mr. Nguyen Van Thien、ビンズオン上下水道環境

公社、ベトナム） 

【発表内容】 
国営企業から民間企業への移管や、JICA からの ODA 資金をどのように民間企業の立場

で獲得するのか、私たちの経験を共有したいと思う。 
ビンズオン省はベトナム 63 省のうちの 1 つで、ベトナムの南部に位置し、ホーチミン市

から約 30 キロ離れている。私たちは 3 つの主要事業分野を有し、1 つは水供給、2 つ目は

廃棄物処理、3 つ目は下水処理だ。2016 年、私たちは定款資本約 7,500 万 USD で株式化し

た。当時の時価総額は約 1 億 650 万 USD で、その 1 年後私たちはホーチミン市証券取引所

に上場した（コード：BWE）。 
2000 年から 2013 年頃、ODA 融資を申請し始めたが、どのような困難があったか、解決

策を得るために私たちが何に取り組んだかを紹介する。最初の申請は 2003 年だったが、申

請の経験がなく、審査を通過させる方法を知らなかったため、長い間承認されなかった。

その 7年後、2010 年に最初のプロジェクトの承認を得た。そして 2013年、私たちは 2回目

の申請を開始した。この時には経験を積んでいたので、少し早く承認された。最近では、

下水プロジェクト 2 件と給水プロジェクト 4 件について、JICA から資金提供を受けている。 
ODA の経験を通じて、私たちは目標に向かって辛抱強く努力する必要があることを理解

した。（目標に向かって辛抱強く努力するとは）1 つ目に、目標を設定し、粘り強く、決し

てあきらめないことだ。困難に直面したときこそ、謙虚に学び、実行することが必要であ
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る。2 つ目に言えることは、金融機関は、可能性があり、かつ効果的な投資プロジェクト

に投資・融資することを望んでいる。そして 3 つ目はドナーについて。彼らは水道分野で

多くの経験があり、事業効率や会社の経営、無収水量削減、水損失の削減など、投資プロ

ジェクトの実現可能性や効率性を慎重に評価することだ。 
私たちはいくつかの取組みを通じて、水道事業を成長させる。1 つ目は、水量・水質、

つまり顧客サービスに焦点を当てることである。顧客サービスはとても重要である。そし

て 2 点目は、地方部、郊外等を含むエリアサービスに重点を置くことだ。エリアによって

は人口が少ないところもあるが、それでもビンズオン上下水道環境公社（BIWASE）が投

資したいのは、水が通れば、その水を必要とする世帯の水需要が生まれることを知ってい

るからだ。そして最後に、水道料金を引き上げたい。 
いくつかの ODA 融資を経て、以下の要素があったおかげで、BIWASE は、JICA だけで

なく他の国際金融機関からも資金を受け取ることができるようになったと考えている（図 
５-１０）。第 1 に、給水サービスについて、一般家庭、工業、その他用途を含む顧客に満

足してもらうことである。2 点目は、NRW が減少していることであり、最近では 5%ほど

である。3 点目は、製品・サービスの多様性と包括性である。4 点目は、優れた財務管理で

ある。財務レポートを公表し、透明性と明瞭性を確保することが重要である。5 点目は、

科学的な生産を実施し、グリーンで安全な生産基準で、コミュニティの関心に配慮するこ

とである。そして最後に、ビジネスにおいて積極的、革新的、科学的であることだ。 

 

図 ５-１０ 【BIWASE】資金調達の成功要素 

2019 年頃に新型コロナウイルス感染症の危機に直面したが、その時は JICA や ADB と民

間融資への移行について協議していた。数か月の話し合いの後、2020 年に BIWASE は、

Tan Hiep浄水場拡張整備（生産能力を 100,000m3/d増強）のため、総額 1,600万 USDの最初

の法人融資に署名した。2年後には、別のプロジェクトも融資を受けた。ADBと JICAの協

調融資による廃棄物発電・処理に関わるものである。2023 年の初めにはこの融資に関して

既に支払いを始めた。BIWASE は、コロナ禍では地域活動も行った。コロナ陽性患者を病

院まで運ぶ救急車を提供したり、塩分濃度の高い水が多いエリアに対して水を提供・送水

したりした。 
2016 年から 2022 年までの簡単な総括を行う。2016 年を選んだ理由は、BIWASE が国営

企業から株式上場した年だからだ。現在でも国は約 15%を保有している。現在の定款資本

は約 8,200 万 USD で、時価総額は 3 億 7,800 万 USD、株価については、2016 年は 1 株あた
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り約 7USD だったものが、現在は約 20USD となっている。 
 

５－３－２ PPWSA：プノンペンにおける持続的な水道供給（H.E. Long Naro、プノンペン

水道公社、カンボジア） 

【発表内容】 
本日のプレゼン内容として、1 つ目は背景、2 つ目はパフォーマンスの改善、どのように

継続してパフォーマンスを上げてきたかについて、3 つ目はその結果何を達成できたか、4
つ目は 2030 年までに SDGs ゴール 6 を達成するための将来に向けた行動計画をお話しする。 
カンボジアはタイ、ラオス、ベトナム、海に囲まれている。私たちの人口は全体で約

1,700 万人である。プノンペンは、692km2 とシンガポールと同じ位の大きさで、人口は約

260 万人である。2030 年には給水率 100%を達成する目標である。 

 

図 ５-１１ 【PPWSA】1993年時点でのプノンペンでの水供給の状況 

図 ５-１１は 1993 年時点の水道事業の状況であるが、内戦後で非常に状況が悪かった。

NRWは 72%、不法接続も多く、また水圧が低かったこともあり、管路を破壊し、直接水を

取るといったこともされていた。1997 年以降、カンボジア政府の協力を得て、私たちは支

援を受ける事業体からより自立した事業体となれるように取り組んできた。そして 2012 年
4月、上場企業となった。今日、取締役会は第 8期に入っており、取締役会のメンバーは、

工業科学技術革新省、経済財政金融省、我々のスタッフ代表や私等を含む民間側からの参

加者で構成されている。 
PPWSAのビジョンとミッションについて話をする。ビジョンとしては、まず、飲料水供

給サービスを持続的に開発していくこと、そして 2 つ目に、我々の経験を国内外に共有し

ていくことで、他の水道事業体の水供給に関与していくことである。ミッションとしては、

最も大事なのは、24 時間 365 日、水供給を確保すること、そしてカンボジアの地方水道や

他国に対して我々の経験を共有していくことである。 
JICAの支援のもと、1991年からマスタープランの策定を行ってきており、2023年 2月に

は第 3 期マスタープランの改訂版を作成し、中央政府に提出した。マスタープランを実行

することで多くのことを達成できる。マスタープランなしでは、水道事業運営、特に水生

産・供給に関してお客様に満足していただくことは難しい。1993年から 2023年まで、水供

給システムの改善のために、無償資金 1 億 8,300 万 USD、融資約 7 億 USD を費やした。こ

れらの資金を実際に使って、改善をし、高いパフォーマンスを継続していなかなければな
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らない。そのために何をしてきたか。 
まず、水生産を最適化し、生産コストを低くした。薬品注入システムに関して、硫酸ア

ルミニウムと石灰をポリ塩化アルミニウム（PAC）に替え、また、塩素ガスから液体塩素

に変更し、これらによりコストを低減できた。プノンペンは平たんな都市なので、配水の

ために 24 時間ポンプを稼働させる必要がある。省エネのために太陽電池を導入するなど、

新技術を適用する必要があった。投資ガイドラインでは全ての浄水場は、エネルギー消費

全体の 20%は太陽光で賄うこととされている。例えば新しいバッケン浄水場では、エネル

ギー消費は合計 10.7 メガワットだがそのうちの 6.7 メガワットは太陽光で補うことになっ

ている。これにより CO2 排出を削減できる。一方需要に基づき水圧と流量を制御するため

の可変速ポンプを導入した。これは電力消費を削減するのに役立っている。2008 年に導入

し、導入時点では費用総額の 40%が電気代だったが、現在では 20%まで削減できた。また

SCADAシステムも活用している。生産・配水のオペレーションのために様々なソフトを使

っている。 
水質管理もしている。全ての浄水場に水質検査ラボを設置し、市内 80 カ所から水をサン

プルとして収集し、水質を検査している。政府からの水質基準の認証を得ており、また水

質計測の校正設備は ISO17025の認証を受けている。これにより水質は保証されている。ま

た毎年、外部独立機関に水サンプルを送り、約 150 項目についてチェックを受けている。

更には 2001年、2002年、横浜市にも水サンプルを送り、我々の水質が顧客を満足させるも

のであるとチェックを受けている。 
パフォーマンス向上と水道網の改善の観点から、管路の更新についても取り組んできた。

取り組まなければ、水損失も大きく、後々修理をする方がコストもかかるからである。

1994 年から管路更新作業を始め、並行して新しく給水ネットワークも拡張してきた。その

他の視点として重要なのは、材質である。適切な材質の管路を採用すること、また適切に

施工を行うことは重要である。そのため我々は自分たちで給水網の拡大のための敷設工事

を行ってきた。水の損失も大きな問題である。DMAを設定し、漏水箇所は早急に修理し、

DMA 内の全ての水損失をモニタリングするために SCADA システムを導入する等、対策を

強化してきた。給水施設のメンテナンスも非常に重要である。毎年スケジュール通りに施

設のメンテナンスをすることによってオペレーションが信頼できるものであるようにして

いる。 
IT 改革としては、アセットマネジメントシステム、SCADA システム、料金徴収システ

ムなどが我々のシステムに組み込まれた。 
水の生産や配水自体の改善だけでなく、人材に関しても気を付けなければならない。

我々の人材活用の政策は 5 つの柱からなる：①人材を発掘する、②人材を採用する、③人

材を教育する、④人材のモチベーションを上げる、⑤人材を代替する。それぞれに関して、

人材活用を進める上での指標を設定している。 
社会的責任について、1999 年には「全ての人に水を」という運動を開始し、低所得者層

に対して直接水へのアクセスを提供するという取組みを進めている。また、これを含めて

社会的責任として 4 つの要素をあげており、これらに基づき毎日水へのアクセスを提供す

るために活動し続けている。 
次にこれらに取り組んできた成果について話をする。PPWSAにおける取組みの成果を図 
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３-３に示す。現在我々は浄水場の新規拡張も含めれば、80 万 m3/d の生産能力を有してい

る。接続数は約 45万であり、管路延長は 4,200km、無収水率は 2005年以降一桁を維持して

いる。2022 年には 8.5%である。JICA との協力のもと、我々の経験を共有することで、地

方水道やその他海外の水道事業体の支援を行っている。 
現在から 2030年までに SDGsのゴールを達成するためには、生産能力を 100万 m3/dから

180 万 m3/d まで高める必要がある。給水網も拡大する必要がある。図 ５-１２の黄色、緑

色、ピンク色のところは未給水エリアである。2030 年には、ピンク色の箇所まで給水でき

るようになる計画である。 

 

図 ５-１２ 【PPWSA】給水拡張計画 

日本政府からの支援を受け、次世代に向けデジタルトランスフォーメーション（以下

「DX」）を達成しようとしている。水供給システムについて、水の生産、配水管理を含め

たオペレーションを全て自動化していく。日本の外務省・韓国の協力を得て 2 つのプロジ

ェクトを進めている。DX の取組みにより、水損失を管理し、水生産のオペレーションを

管理し、2024 年までに設置するスマートメーターも含め信頼できる水供給を実現する。 
2030 年までのプロジェクトは全て JICA やフランス開発庁（以下「AFD」）によって支援

されている。ロードマップも既に設計されており、殆どは事業可能性調査中である。JICA、
AFD 等による融資査定は来年開始する予定である。こういったプロジェクトは既に展開さ

れている。これらのプロジェクトは時間通りに進んでいくと考えており、SDGsを達成でき

ると考えている。一方で、水道料金は 5 年毎に見直ししなければならないものと考えてい

る。我々の水道料金は首相の承認が必要である。そのため、我々の管轄省（MISTI）、経済

財政金融省、そして取締役会からのサポートが必要である。マスタープランの見直しと合

わせて、2027 年か 2028 年には水道料金も見直さなければならないと思っている。 
我々の達成してきたことは、水道一家の協力、JICA や他のドナーからのサポートによる

ものである。そして最も重要なことはリーダーシップである。そして、スタッフやコンサ

ルタント、請負業者のコミットメント、また中央政府やドナーからのサポートを通して、

今日の水供給を実現できたと思っている。 
 

  



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

５-２２ 

５－３－３ 融資可能な水道事業体への改革：「ダッカ WASA 改革プログラム」（Engr. 

Taqsem A Khan、ダッカ上下水道公社、バングラデシュ） 

【発表内容】 
トピックは資金調達についてであり、ここでは「Bankability」に焦点を当てる。

Bankability とは、単純に、銀行がお金を貸したがるような組織を作り上げることである。

銀行は、しっかりと利子をつけて返済を受けられると確信できるときだけ、融資してくれ

る。そのため、Bankability は、何かを成し遂げるためには初めに取り組むべきことである。

お金がなければ何も始まらないからである。 
ダッカ市は、人口 2,200万人、面積 400km2で、人口密度は 4万人/km2と非常に高く、そ

れだけでも大きなチャレンジである。ダッカ上下水道公社（DWASA）は恐らく公共部門

で一番大きな水道事業体である。サンパウロを除けば、2,200 万人に水供給している事業体

はいないからである。 
私たちは Bankableな組織に変革するための改革プログラムを 2009年から始めた。改革プ

ログラムは、24 時間 365 日の給水、給水率 100%を目指している。DWASA は政府所有だが、

面白いことに、完全に自立した組織でもある。民間の企業文化が根差している。2009 年に

ビジョンを固め、南アジアの公共部門で一番の水道事業体になることを目指している。一

番の水道事業体とは、環境に優しく、持続的な組織であり、人々に優しい組織を作る、と

いうことである。 
2009 年のシナリオでは、深刻な水危機、多くの箇所で発生する漏水問題、多くの不法接

続、インフォーマルな居住等が含まれていた。人口の 20%はインフォーマルな居住区に住

んでおり、そこでは合法的な水道接続がなく、大きな障壁となっている。我々は現在、ダ

ッカ市のスラムで合法的な水道接続を提供している。このシナリオに対して、我々は包括

的なアプローチをとっており、それが「DWASA 変革プログラム」と呼ばれるものである。 
変革プログラムとは何かというと、人々のマインドセットを変えることである。それが

一番大きなチャレンジだった。そしてもちろん、透明性や説明責任、コスト効率等も我々

が重視してきた事項である。 
変革プログラムは何のためにあるかというと、SDGsが示す通り、低所得者層も含め全て

の人が水にアクセスできるようになること、スラムの人も含め全ての人が合法的に水道に

アクセスできるようになることがゴールである。 
大きなチャレンジは 5 つあった。1 つ目はマインドセットの変革、2 つ目は官僚主義的複

雑性、3 つ目は透明性の欠如、4 つ目は組合主義、5 つ目は既得権益を持つ利害関係者であ

る。 
変革プログラムとして何をしたかというと、中央政府そして首相から承認された 2 つの

マスタープラン、水道マスタープランと下水道マスタープラン、を策定し取り組んだ。 
 

（ここで動画を放映：上下水道のマスタープラン策定、浄水場整備による浄水能力の強化、

DMA を活用した NRW の削減、下水道プロジェクト等、DWASA の変革プログラムの取組

みを紹介。DWASA は、公共事業のロールモデルとして評価されており、海外の水道事業

体とのネットワークを構築して経験や知識を共有している。） 
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我々は全てをデジタル化した。我々の機能のうち、70～80%はデジタル化されている。

我々には水道事業体のパートナーがいる。日本の東京都水道局、下水道局とは、去年 10 月
に了解覚書（以下「MoU」）を締結し、素晴らしい協力を得ている。私がパートナーとい

うとき、それはコンサルタントや請負業者ではなく、我々と同じような水道事業体を指す。

我々は自分たちの業務を自分たちの資金で行い、彼らも同様である。私は彼らから知見を

得て、彼らに私たちも知見を共有している。 
もう 1 つ言いたいのは、我々は殆ど全ての開発銀行から支援を受けることが出来ている

ということである。ADB、WB、JICA、アジアインフラ投資銀行等。 
NRW に関しては、通常 40%だったところを 20%に削減でき、DMA では一桁となってい

る（図 ５-１３）。 

 

図 ５-１３ 【DWASA】NRWの取組み 

更に我々が取り組んできて良かったこととして、水の ATM機器の設置である。カードを

入れれば水を得ることができ、大変人気がある。アメリカの国務長官賞も獲得した。我々

のパートナーである Drinkwell と協力して実現した。 
これらにより既に Bankable な組織となっており、25 億 6,000 万ドルの投資がこれから行

われる予定である。我々が資金援助をお願いして選ばれるのではなく、我々が各プロジェ

クトに対してどの開発銀行を招待するのかを選ぶ立場となった。それが、我々が作り上げ

た大きな変化である。我々は大きな知識ハブを有しており、国際的なトレーニング・研究

機関を建設中である。私たちは自分たちをナレッジハブに変えていく予定である。 
 

５－３－４ 水回転基金（PWRF）の事例紹介（Mr. Rustico Noli Cruz、フィリピン開発銀

行、フィリピン） 

【発表内容】※事前録画した動画を放映する形で発表された。また発表者ご本人には、質

疑応答のため発表～発表後までオンライン参加いただいた。 
私の今日の発表は「水回転基金（PWRF）の事例紹介」についてである。まず簡単なフ

ィリピン開発銀行（DBP）の紹介、基金の背景、PWRF の概要、チャレンジと機会、教訓、

PWRF の貢献等についてお話しする。 
DBPは 100%政府出資の銀行であり、フィリピンの優良な開発金融機関の 1つである。76

年以上にわたって国全体の開発を支援してきた歴史があり、政府のさまざまな開発イニシ

アティブを支援するというコミットメントを堅持している。DBP は、国家建設における重
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要なプレーヤーとして、持続可能な成長のための優先セクターを特定し、必要とされる資

金を提供し、経済の発展を支援している。資産規模ではフィリピン第 8 位の銀行であり、

9,750 億ペソ（177 億 4,000 万 USD）を保有している。我々の強みは、中長期的な融資を提

供することである。全国に 132 支社、14 支店、5 つの地方融資グループがあり、32 の融資

センターがある。DBP の開発優先分野は、インフラ、中小企業、環境、社会サービス・コ

ミュニティ開発である。国の指定インフラ銀行として、DBP は国のインフラ開発イニシア

ティブに沿ったプロジェクトに融資することで、国の経済成長を支援している。DBP は、

フィリピン経済の屋台骨と言われる中小企業への融資支援を行っている。DBP は持続可能

な開発を堅持しており、環境保護を推進するプロジェクトを支援している。また、持続可

能な成長は総合的な人間開発にかかっていると考え、フィリピン全土のフィリピン人の幸

福を促進するプロジェクトにも積極的に取り組んでいる。 
2015 年におけるフィリピンの給水衛生セクターの概要にいついて。平均して 44%の家庭

がレベル 3 給水（各戸給水）、11%がレベル 2 給水（共同水栓）、45%がレベル 1 給水（点水

源からの汲み上げ）となっている。衛生分野は、2015 年データによると、人口の約 25%が

安全に管理された衛生的なトイレを利用できておらず、4%がいまだに野外排泄を行ってい

る。地域別では、ムスリムミンダナオ自治地域（A-R-M-M）が最も状況が悪く、人口の

80%が下水道や浄化槽を利用できず、人口の半数が基本的な衛生施設を利用できない。国

際経済開発庁のフィリピン水供給・衛生マスタープランによると、フィリピン開発計画と

SDGs が設定した目標を達成するためには、水供給・衛生部門は 2030 年までの 11 年間で約

1兆 690億ペソを必要としている。この数字には、マスタープラン改革プログラムの実施を

支える、総額 11 億 3000 万ペソの非物理的投資も含まれる。水供給セクターについては、

2022 年までに安全な水へのアクセスを 95%、2030 年までに 100%のユニバーサルアクセス

を達成するために、5,110 億ペソの投資が必要である。インフラ投資のコストは、人口と経

済成長の予測に基づく需要予測から導き出され、投資額を織り込んでいる。これは、既存

のシステムによる給水・衛生サービスの継続的な提供を確保するためである。この計算に

は、既存のサービス水準の引き上げも含まれている。 
次に、PWRF について説明する。PWRF は、JICA による 248 億 4,000 万円（2 億 4,400 万

USD）の環境開発プロジェクトの構成要素である。2008 年 9 月 30 日に DBP が署名した

ODA 融資であり、7 年間利用可能であった。当初のプロジェクト終了は 2016 年 1 月であっ

たが、プロジェクト支出の遅れや、プロジェクト実施上の問題（主に規制面やODA施設の

競争性など）のため、2017 年 1 月まで延長された。環境開発プロジェクトの主な構成要素

は、第 1 に水、すなわち給水と衛生プロジェクトをカバーする PWRF である。2 つ目は水

以外の事業で、産業汚染防止、再生可能エネルギー等が対象である。第 3の構成要素は 240
万 USD の技術支援である。PWRF の当初の配分は 15 億円であったが、その後 50 億円に増

額され、更に需要の増加により 76 億円（7,500 万 USD）に増額された。 
では、なぜ PWRF が構想されたのか、その背景を説明する。PWRF が構想されたのは、

フィリピン政府が MDGs の目標達成に向け、1,000 万人に水供給を、1,500 万人に衛生サー

ビスを提供することを約束した時である。当時、必要な投資額は 30 億 USD と見積もられ

ていたが、利用可能な公的資源は10億USDに過ぎなかった。莫大な資金ギャップのため、

政府は信用力のある公共事業者を市場ベースの資金源、特に民間金融機関に誘導する融資
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政策を採用した。しかし、民間金融機関や投資家は、公営水道事業は政治的でリスクが高

いと認識しており、民間資金を動員するには、この制約に対処する必要があった。幸い、

当時のフィリピンの金融市場は流動性が高く、銀行も新たな機会を求めていた。アメリカ

合衆国国際開発庁（以下「USAID」）と JICA の支援を得て、フィリピン政府は、米国の州

回転基金やインドの債券融資など、民間資源の活用に関する国際的な事例に目を向けた。

しかし残念ながら、フィリピンにはどちらのモデルも実現するための条件が整っていなか

った。他の機会を探す必要があり、すぐに利用可能な資源は、民間金融機関の融資との共

同融資に利用できる譲許的な ODA 資金であった。 
PWRF の設計には 2 つの重要な考慮点がある（図 ５-１４）。①財政支出に殆ど影響を与

えないこと、そして②融資期間は長く、金利は手頃で、担保が必要であることである。

PWRF の構造は図にある通りだが、銀行は予算の全額計上を必要とせず、偶発債務にのみ

引当金を計上することで、財政支出への影響を少なくしている。10年や 30年といった長い

ODA 期間が、民間金融機関融資の流動性確保を可能にした。当時の民間金融機関の融資期

間は 7～10年だった。PWRFの場合、民間金融機関が 15年から 20年の期間で融資を償却す

ることに同意した場合、7 年目や 10 年目に融資を打ち切った場合でも返済が保証された。

国内の民間企業である LGU Guarantee Corporation と USAID の共同保証により、厳しい担保

要件が緩和された。 

 

図 ５-１４ 【DBP】水回転基金の設計コンセプト 

4つの PWRFの方式について説明する。1つ目は、DBPと民間金融機関が水プロジェクト

の債務部分に対して共同融資を行うものである。75%は DBP が負担し、残りの 25%は民間

金融機関が融資する。2 つ目は、民間金融機関の融資と PWRF 融資の協調融資である。こ

こでは、DBP が PWRF のファシリティを利用して民間金融機関に融資する。第 3 の方式は、

DBP または自治体開発基金事務局（MDFO）からのスタンバイ・クレジット・ラインを利

用した民間金融機関の参加である。民間金融機関は、7 年目または 10 年目に DBP が融資残

高の元本を引き取ることを選択できるため、水道部門に長期の融資を行うことができる。

4 つ目は、直接出資による民間セクターの参加である。DBP は、水プロジェクトコストの

75%まで融資する。 
これまでに資金提供したプロジェクト分野は、取水、送配水、浄水処理、無収水量削減、

既存の給水システムの拡張・改良・復旧、衛生サービス・施設の開発、下水の収集・処

理・処分などである。2022年末現在、PWRFの下で 16のプロジェクトが受けた開発効果は
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次の通りである。水生産量の増加に関しては、年間 1 億 1,800 万 m3/年を達成している。管

路網の改修・改善・交換は 187 万 m 、接続数の増加は324,560件を達成、無収水量は現在平

均 26%削減されており、さらに 17%まで削減することを目標としている。NRW削減により

節約できた水量は 960 万 m3 である。 
プロジェクト実施中に直面した主な課題は 3 つある。DBP と民間金融機関のパートナー

シップの構築、政府系金融機関（GFIs）との競争、地方水道庁（LWUA：水道区の管理・

監督、水道区の設立支援・技術支援、水道開発資金の貸与等を実施）関連の規制上の問題

などである。機会としては、PWRF は民間金融機関からの水道セクターへの投資を促すこ

とができた。実際には、水道事業者は現在、資本的支出（以下「CAPEX」）や運営費（以

下「OPEX」）の資金調達において民間金融機関を活用している。PWRF の期間中、金融業

界は非常に流動的であったため、資金調達に問題はなかった。水は基本的なニーズであり、

その課題を考慮すれば、市場での需要は高かった。 
これまでに得られた教訓の 1 つ目としては、水道事業者は、低所得者層に配慮した水道

料金とするための規制があるため、資金調達へのアクセスと手頃さが重視されるというこ

とである。2 つ目は、民間金融機関との協調融資は規模が必要であり、大口のプロジェク

トほど現実的であることである。3 つ目は、ファンドを実現させるための課題に取り組む

必要があったことである。水道事業体に対して戦略的事業計画の策定、ビジネスケースの

作成、本格的な実行可能性（FS）調査、民間融資の申請などに関わる研修を実施した。民

間金融機関に対しても、水供給・衛生プロジェクトの評価に対する研修を行い、規制や制

度設定に精通させることで、プロジェクトのリスクと緩和策をより適切に評価できるよう

にした。また LGU Guarantee Corporation における公共事業の信用評価システムを確立し、

民間金融機関と水道事業体とマーケティングフォーラムを実施した。こうした努力により、

水道事業体側の需要創出、そして民間金融機関側の融資への確信を持たせることができる

ようになった。その後、民間金融機関は、単独で融資を行うようになり、より競争力のあ

る金利や条件を提示するようになった。例えば、民間金融機関は、変動金利に 1 回限りの

固定金利への変更オプションを付けた。これにより、現行の低金利体制を享受しつつも、

市場金利が上昇すれば金利を固定化できる安全策をとれるようになった。 
PWRF の最大の貢献は以下の 3 つと考えている。1 つ目は、民間金融機関と水道事業者

の、水供給・衛生分野への投資意欲が向上したこと、2 つ目は、民間金融機関が、協調融

資をせずに独自に信用力のある水道事業体に直接融資するようになったことである。現在

は、民間金融機関は長期ローンをより競争力のある金利で提供するようになった。最後に、

用水供給事業やコンセッション契約に関わる民間開発業者は、市場から資金調達するよう

になったことである。このように PWRF は、水供給・衛生分野のマーケットを改善するこ

とに貢献した。 
 
【全体を通して質疑応答】 
 Perumda Tirtanadi（インドネシア）：バングラデシュ DWASA へ、WB やデンマーク国際開

発援助活動（DANIDA）、韓国等の国際的な金融機関と連携してきたと仰っていたが、

DWASA から直接融資をお願いしたのか、それとも政府を通して融資をお願いしたのか。

支払いに関しては地元通貨か、それとも USD か。資金を調達するためのコストに関して、
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加重平均資本コスト（WACC）はどの程度となっているのか（回答は後ほど個別対応とな

った）。 
 

５－４ ビジネスセッション 

ビジネスセッションとして、愛知時計電機株式会社、日本原料株式会社、丸紅株式会

社の 3 社からプレゼンテーションがあった。各プレゼンテーションの概要は以下の通り。 
表 ５-１ Day2ビジネスセッションの概要 

企業名 発表タイトル／発表

者 発表概要 

愛知時

計電機 
株式会

社 

「愛知時計のスマー

トメーターの紹介：

バッテリー駆動電磁

式水道メーター」河

添氏 

 会社概要説明と、漏水対策のためのメーター製

品紹介。 
 電磁式水道メーター：他システムを組み合わせ

ることでスマートメーターとして使用可能。密

閉されたボディ、光通信によるデータ送信等に

よる高い防水性、低バッテリー消費と高頻度サ

ンプリングの両立による高精度と 10 年間稼働

が特徴。これにより NRW の改善に貢献可能。 

日本原

料株式

会社 

「地球上の全ての生

命に安全でクリーン

な水を供給する」江

嶋氏 

 会社概要説明と、台風や集中豪雨等高濁度の原

水にも対応できるろ過装置を紹介。 
 シフォンタンク：ろ過材交換が不要、逆流洗浄

水量を大幅に削減等、低コストの製品であり、

浄化性能が高く高濁度の原水にも対応可能等、

高い性能を有しているのが特徴。 
 モバイル型シフォンタンク：移動式で、短期間

で組立可能、小・中規模の水の浄化に適してい

る。フィリピン・ラオスでの導入事例も紹介。 

丸紅 
株式会

社 

「丸紅の水ビジネ

ス」吉本氏、岡崎氏 

 会社概要説明、水道セクターにおけるプロジェ

クト実績・事例の紹介、AGS 社（子会社）の概

要やサービス紹介等。 
 水道セクターのプロジェクト実施：フィリピン

やバングラデシュ、サウジアラビアで BOT や

コンセッション等のプロジェクトを実施。 
 エンジニアリングやコンサルティング：NRW
削減のためのソフトウェア、管路網への投資計

画や意思決定を支えるソフトウェア、効果的な

アセットマネジメントのための技術サポート等

を提供。 
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５－５ グループディスカッション 

セッション 2 のグループディスカッションは、次表の通り実施された。なおセッション

1～3 まで、同じグループ分けでグループディスカッションを実施した。詳細なグループデ

ィスカッションの議事録は、「１１－５ グループディスカッション議事録」を参照。 
 

表 ５-２ セッション 2グループディスカッションの実施概要 

日程 グループ A グループ B グループ C 

会場 8 階 特別会議室 8 階 805 会議室 
同時通訳あり 8 階 804 会議室 

ファシリ 
テーター

（主／副） 

 Mr. Edgar H. Donoso 
(MCWD) 
 鈴木氏（公益社団法

人日本水道協会） 

 Mr. Dwike Riantara 
(Perumda Jambi) 
 横田氏（JICA） 

 Engr. Taqsem A Khan 
(DWASA) 
 大楽氏（株式会社日

水コン） 
アクセレ 
レーター 

 Mr. Nguyen Van Thien 
(BIWASE) 

 Mr. Sinthepphavong 
Khampasith (NPKM) 

 Mr. Zeeshan Bilal 
(WASA-L) 

メンバー 

 Ms. Sarah Monica E. 
Bergado (Manila Water, 
Philippines) 
 Mr. Sherwin Mendoza 
(Maynilad, Philippines) 
 Mr. Edgar H. Donoso 
(MCWD, Philippines) 
 Mr. Pornsak 
Samornkraisorakit 
(MWA, Thailand) 
 Mr. Nithit Thongsa-ard 
(PWA, Thailand) 
 Mr. Nguyen Thanh Su 
(SAWACO Vietnam) 
 Mr. Nguyen Van Thien 
(BIWASE, Vietnam) 
 Mr. Le Quang Minh 
(HueWACO, Vietnam) 
 Mr. Ho Huong 
(DAWACO, Vietnam) 

 Mr. Ade Syaiful 
Rachman (PU (Cipta 
Karya), Indonesia) 
 Mr. Arief Nasrudin 
(Perumda PAM JAYA, 
Indonesia) 
 Mr. Kabir Bedi 
(Perumda Tirtanadi, 
Indonesia) 
 Mr. Dwike Riantara 
(Perumda Jambi, 
Indonesia) 
 H.E. Sreng Sokvung 
(MISTI, Cambodia) 
 H.E. Long Naro 
(PPWSA, Cambodia) 
 H.E. Chan Sengla 
(SRWSA, Cambodia) 
 Mr. Khamphouvong 
Sikholom (DWS, Laos) 
 Mr. Siphanh 
Inmouangxay (NPNL, 
Laos) 
 Mr. Philavong Ladda 
(NPLP, Laos) 
 Mr. Sinthepphavong 
Khampasith (NPKM, 
Laos) 

 Engr. Taqsem A Khan 
(DWASA, Bangladesh) 
 Engr. A. K. M Fazlullah 
(CWASA, Bangladesh) 
 Mr. Tiresh Prasad Khatri 
(MoWS, Nepal) 
 Mr. Gyanendra Bahadur 
Karki (KUKL, Nepal) 
 Mr. Zeeshan Bilal 
(WASA-L, Pakistan) 
 Dr. Usman Latif 
(WASA-F, Pakistan) 
 Mr. Waruna 
Samaradiwakara 
(MWSEID, Sri Lanka) 
 Dr. Wasantha Kumari 
Illangasinghe (NWSDB, 
Sri Lanka) 
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図 ５-１５ セッション 2 グループ A 

ファシリテーター 
（左：主ファシリテーターMr. Edgar H. Donoso、

右：副ファシリテーター鈴木氏） 

図 ５-１６ セッション 2 グループ A 

グループディスカッションの様子 

  
図 ５-１７ セッション 2 グループ B 

ファシリテーター 
（左：主ファシリテーターMr. Dwike Riantara、

右：副ファシリテーター横田氏） 

図 ５-１８ セッション 2 グループ B 

グループディスカッションの様子 

  
図 ５-１９ セッション 2 グループ C 

ファシリテーター 
（左：主ファシリテーターEngr. Taqsem A Khan、

右：副ファシリテーター大楽氏） 

図 ５-２０ セッション 2 グループ C 

グループディスカッションの様子 
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５－６ フィードバック 

５－６－１ グループ Aからのグループディスカッション結果概要発表 

グループ A 主ファシリテーターの Mr. Edgar H. Donoso より、グループ A のグループディ

スカッション結果概要について発表があった。 

  
図 ５-２１ Day2グループ Aからのグループディスカッション結果発表 

【発表内容】 
SDGsゴール 6は、全ての人に対して水供給・衛生サービスを利用できるようにし、持続

的な管理を確保することである。このゴールは、人間の健康、食の安全保障、経済発展、

環境の持続可能性にとって不可欠である。 
午後のセッションでは、NRW、水道料金の調整、（顧客との）コミュニケーションの改

善、水道料金収入以外の資金調達に焦点を当てた。 
今朝のプレゼンテーションで、私はグループ内のメンバーが無収水率で非常に良い数字

を出していると聞いて非常に衝撃だった。いくつかの事業体は一桁を実現していた。私の

所属するメトロセブ水道区（MCWD）では、現在 32%だが、2030年には 20%まで改善でき

るよう取り組んでいる。他の事業体、例えばManila Waterの無収水率は低く、13%だった。

そして彼らは将来 10%未満にしようとしている。一方 Maynilad の無収水率は我々の数値よ

りも高かったはずである。グループの他国、ベトナム、タイについて言えば、BIWASE は

無収水率が 5%で、それをこれからも維持しようとしている。HueWACO も 10%で、数年後

には 8.5%に改善しようとしている。 
水道料金の調整についても議論した。そこでの問題は、水道事業の運営を維持するため

に水道料金を適切な価格に調整することは社会的・政治的に受け入れられるかどうかであ

る。また、無収水率が高い場合、どのようにして料金の値上げができるのかが問題であり、

これは水道料金調整が社会的・政治的受容性の問題であるということを示している。 
そしてまた別の問題として、水道料金を改定できない場合に、水道事業者が利用できる、

売上に寄与する他の選択肢は何かということだ。銀行からお金を借りるか、あるいは他の

国際協力機関から補助金を受けるか、どちらかしかない。社債を発行することも事業体に

よっては可能かもしれないが、MCWD のような政府関連機関の場合、水道料金収入以外か

らの資金調達に制約がある。グループ内の一部のメンバーは民間企業のため、水道事業の

開発を維持するための資金調達については問題がないかもしれない。 
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無収水量について、NRW を減らす便益、あるいは費用便益分析はどう考えればいいか、

つまり、NRW を減らすことによる便益が本当に収益を削ってコストをかける以上のものか

どうかは、議論の中で浮かび上がった論点である。実際に、メンバーの 1 事業体が、それ

を計算し、ベストな無収水率は 8.5%だとの結論に達したとのことだった。それ以上 NRW
を減らしたとしても、それは経済的に効率的な努力ではなくなってしまうとのことだった。 
また一方、別の視点として、私たちは顧客等との十分なコミュニケーションの改善を検

討してもいいかもしれない。もし顧客にしっかり情報提供し、政治家に対しても我々のプ

ロジェクト、プログラムや活動について情報提供できれば、彼らは耳を傾け、我々の悲惨

な状況を理解し、水道料金の値上げが水道事業の運営を維持するために必要とわかってく

れるかもしれない。 
残念だったのは、NRW や資金調達のテーマは、非常に重要で大きな問題であるにも関わ

らず、議論する時間がそれぞれ 10 分や 15 分しか与えられていなかったことである。 
 

５－６－２ グループ Bからのグループディスカッション結果概要発表 

グループ B主ファシリテーターの Mr. Dwike Riantara より、グループ B のグループディス

カッション結果概要について発表があった。 

 
図 ５-２２ Day2グループ Bからのグループディスカッション結果発表 

【発表内容】 
私たちは、SDGsゴール 6の水・衛生に関わる目標を達成する方法について議論した。キ

ーワードは、水道サービスの改善、フルコストリカバリーの水道料金体系、顧客とのコミ

ュニケーション、水道事業開発のための資金調達である。 
24 時間 365 日、蛇口から良質な飲料水を顧客に供給するための水道サービスの改善につ

いて話をするとき、その視点は、水量、水質、持続性、そして手頃な価格の 4 つとなる。

インドネシア、カンボジア、ラオスは SDGs ゴール 6 を達成するのに奮闘している。 
課題は、水道事業開発のための投資を可能にするために、フルコストリカバリーの水道

料金を実現することで水道サービスを改善することだ。政府が水道料金を規制し、水道事

業体がフルコストリカバリーの水道料金を設定できるようにすることが重要である。例え

ば、インドネシア政府は、各州知事に水道料金の最高額・最低額の決定権を与えており、

水道事業者はその範囲内で独自の料金を設定できる。そのため水道料金が低くなりすぎる
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ことはない。政府、政治家、資金提供機関を説得し、水道サービスの改善を支持してもら

うため、中期・長期計画を含むマスタープランを策定すべきである。 
顧客とのコミュニケーションについては、サービスの 1 つの柱として、顧客とのより良

いコミュニケーションのためのプラットフォームの構築に取り組んでいる。インドネシア、

カンボジア、ラオスでは、ソーシャルメディアやモバイルアプリを活用し、顧客とのコミ

ュニケーションの中核となるプラットフォームの確立に取り組んでいる。 
3 つ目のトピックは、資金調達の選択肢を持つことについてだ。私たちは、JICA やその

他の開発機関（ADB、USAID、オーストラリア国際開発庁（AusAID）、韓国国際協力団

（KOIKA）等）の支援のもとインドネシア、カンボジア、ラオスで行われているプロジェ

クトについて話し合った。 
発展途上国では、水道のインフラを整備するための資金が常に不足している。水道サー

ビスの持続可能性を確保するためには、フルコストリカバリーの水道料金が鍵となる。州

や地方レベルにおける水道料金を規制する中央政府の役割は非常に重要である。PPP は

1990 年代から水道サービス開発の選択肢として導入されてきたが、PPP 手法の成功の是非

についてはまだ議論の余地がある。私たちの経験に基づけば、民営化には、悪い面や悪い

影響もまだある。例えば、水道料金は非常に高くなり、技術の移転や健全な経営の価値も

低下する。政府がどのように水道分野への民間参入を規制しているのかを理解することは

興味深い。現在、特にインドネシアでは、新しい規制により、民間の参加は厳しく規制さ

れている。カンボジアとラオスでは水開発基金も設立しているとのことだった。 
 

５－６－３ グループ Cからのグループディスカッション結果概要発表 

グループ C 主ファシリテーターの Engr. Taqsem A Khan より、グループ C のグループディ

スカッション結果概要について発表があった。 

 
図 ５-２３ Day2グループ Cからのグループディスカッション結果発表 

【発表内容】 
我々は素晴らしい話し合いをした。結論から言えば、組織の自立性こそが、顧客サービ

スの改善や NRW の削減、あるいは組織の持続可能性の基本であるということである。水

道事業体は政府機関ではなく、自立性な組織であるべきだ。スリランカの事業体は自立性

を有している。我々バングラデシュでも事業体は半分程度自立性がある。パキスタンはま
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だそうではないが、ある程度の自立性を持っている。そしてネパールのカトマンズ盆地水

道公社（KUKL）は、既に自立している。つまり、SDGs のターゲット 6.1 と 6.2 の達成に

向けた、持続的な組織のための最初の前提条件は、自立性と言える。 
第 2 の条件は、水資源政策を有することである。私たちは、全ての国・組織が水資源に

関する政策について追求し、検討すべきだということで意見が一致した。 
そして、水道料金については、もちろん、自立性がない限り、そして水資源政策がない

限り、経済的な水道料金の設定は難しい。水道料金は、経済的な料金、収支が均衡する料

金、合理的な料金にすべきである。水道料金の調整は、組織の持続可能性と SDGs を達成

するための前提条件の 1 つである。 
そして、OPEX と CAPEX のうち、OPEX は少なくとも水道事業体によって維持、あるい

は負担されなければならないということが議論された。CAPEX は、条件次第では政府が負

担、あるいは部分的に政府と水道事業体が負担することも想定される。そして、水道事業

体が OPEX と CAPEX の両方を負担する場合は、もちろん負債が目標（選択肢）であるべ

きだが、それは政府の問題であり、政治的な論点である。しかし、私たちは皆、OPEX と

CAPEX は水道事業体が負担すべきと考えた。 
NRW も、結局のところは料金体系や組織の自立性に左右される。NRW は技術的な問題

であって、政治的な問題ではない。もちろん多少政治的な部分もあるが、凡そは技術的で

商業的な問題だ。だから NRW 削減は可能だし、削減すべきである。グループの 4 か国で

は、水道料金が適切な国もいくつかあるが、中には NRW が低い国もある一方、そうでは

ない国もある。NRW を低減するためには、やはり水道料金を適切に調整し、組織は自立性

を有する必要がある。 
PPP は良い選択肢の 1 つであり、少なくとも我々のグループの国々では政府が PPP を奨

励しており、多くの PPP プロジェクトが予定されている。基本的には、主に運輸部門、鉄

道部門で実施されている。もちろん水道部門でも試してみたが、理由があって最終的には

実現しなかった。持続可能な水道事業体を実現するためには、PPP も推奨される。 
これらが、私たちが議論した主なポイントであり、SDGs ターゲット 6.1 と 6.2 を達成す

るための前提条件だということで意見が一致した。そして私たちの多くは、衛生分野で

2030 年までに安全に衛生を管理できるようになるかどうか疑問に感じており、関連するプ

ログラムでも挑戦的なものがあると考えている。しかし、水セクターについては実現可能

かもしれない。 
 

５－６－４ 滝沢智教授からのコメント 

各グループからのグループディスカッション結果概要の発表後、滝沢智教授よりコメン

トがあった。 
【コメント内容】 
今日の話をまとめるのは非常に難しい。SDGsゴール 6に関わる多くのトピックについて

議論が交わされた。SDGsゴール 6が何であるかは誰もが知っていることだが、少し説明す

る。ゴール 6 は、「Ensure access to water and sanitation for all（全ての人に対して水・衛生へ

のアクセスを確保する）」ことだ。「for all（全ての人に）」がとても重要である。JMP 報告

書によれば、1990 年以降、26 億人が改善された飲料水源にアクセスできるようになった。
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これは SDGsではなく MDGsだ。そして 6億 6,300万人が、改善された水源を利用できない

まま取り残されている。重要なのは、図 ５-２４で私が赤で強調している部分である。26
億人のうち、19 億人が水道管による給水システムを利用できるようになったことである。

水道事業体が全ての仕事をすることはできないが、それでも SDGs ゴール 6 を達成するた

めの主要な原動力となるのは、皆さんの責務である水道水だ。また、世界人口の 71%が安

全に管理された水を使用できるが、国や地域によって大きな差があり、更には、29%は安

全に管理された水源にアクセスできていない。 

 

図 ５-２４ 【Day2滝沢教授フィードバック】SDGsゴール 6の内容 

SDGsゴール 6を達成するために、JICA、ADB、WBといった資金源について耳にした。

フィリピンの PWRF のような新しいスキームもある。 
しかしこのような資金源とは別に、異なる種類の資金源も存在する。非常に重要と感じ

たのは、優れた事業管理である。アウトソーシングによってコストを削減できる、人材管

理は経営を改善するための重要な論点であるといった話があった。NRW の削減に関しても、

様々なアプローチがある。例えば Manila Water のメーター管理は重大な取組みであるし、

管路更新、違法接続や誤接続を減らすこと等も非常に重要である。水道料金の改定やコー

ポレートプランの策定についても困難は伴う。水道料金の値上げの時期が来たと思っても、

より上層部の人がそれを望まないということもままある。そして、Bankable な水道事業体、

という話も出た。Bankable とは、事業体の経営が健全で、利子とともに必ず返済をしてく

れると確信できるために、民間金融機関が皆さんに喜んで融資したいと思うことだ。

Bankable とは、経営状態が良いということを意味している。しかし、水道料金の改定など

いくつかの困難があり、そう簡単にはいかないこともわかっている。私もまた、全ての水

道事業体は、自分たちが Bankable かどうか、民間金融機関が取引したいと思えるほど良好

で健全な財務状態にあるかどうかを考える必要があると思う。水道事業の経営状態を良い

状態にできなければ、財源を確保できないだろう。そして財源がないために、赤字は毎年、

雪だるま式に増えていく。これが悪循環である。（NRW が高いと）水の損失だけでなく、

財政的な損失も発生する。それがどんどん蓄積し、大きくなる。つまり、水道事業の経営

を変革することは、優れた財源を得るための基礎となる。私は PPWSAも Manila Waterもそ
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れを実施したと理解している。NRW が減れば、人々はそれを認識し、喜んで協力してくれ

るようになる。毎年少しずつ資金源にアクセスしやすくなる。 
水道事業のマネジメントを改善することが、多様な資金源へのアクセスを得るための第

一歩であり、基本である。それが、今日私が学んだことである。 
 

５－６－５ エクソンチャン閣下からのコメント 

滝沢智教授のコメントに続いて、エクソンチャン閣下からもコメントがあった。 
【コメント内容】 
今日のトピックは SDGs についてだった。SDGs は、水道事業者として私たちが政治家に

示すのに一番良いトピックである。SDGsは、国家のトップである政治家が承認し、支持し

ているものであり、これを達成する必要があるからである。 
シンガポールとマレーシア、そして日本を除くアジア各国の水供給と衛生の現状を見て

いく。ゴールまでの道のりは非常に長い。忘れてはならないのは、速く歩きたければ一人

で歩くのが良いが、遠くまで歩きたいなら、誰かと一緒に歩いた方が良いということだ。

これが今日のシンポジウム、そして幹部フォーラムのコンセプトであり、私たちが協働す

ることの意義である。 
いくつかの興味深い話題を挙げる。まず、SDGsゴール 6について説明があったが、これ

は我々が実行しなければならない、非常に大きな仕事である。ターゲット 6.1 は当然難し

いし、その他の項目も非常に難しい。政府の他の機関や組織が関わってくるからだ。しか

し我々自身を振り返ると、皆さんから 2 つの懸念事項が示された。 
1 つは NRW である。今日のとても大きなトピックで多くのことを学ぶことができた。現

在 100%上場企業である BIWASE は無収水率が 5%である。定義は明確に把握していないが、

システム損失が 5%なのであれば、素晴らしいことだと言える。PPWSA と BIWASE は姉妹

都市だった。我々は BIWASE の経営を改善するために多くの労力を提供してきており、現

在、BIWASEは我々を追い越した。しかしその一方で、他の事業体ではNRWはまだまだ高

い。だから、私が言うコンセプトは、いかに学び合うかということだ。「百聞は一見に如

かず」と言うが、一見は、一回行動を起こすことには劣る。見るだけでなく、実行に移す

ことが重要である。また、ここに参加しているが、実際に（現場を）見ることはできてい

ない。だから JICAには、我々のような姉妹提携のまとめ役になってほしい。もし水損失で

苦労している事業体があれば、（カンボジアに）来て実際に見て何ができるかを学べば良

い。 
2つ目の懸念事項、そして 2点目の話題でもあるのが、水道料金改定である。水道料金の

改定が必要な水道事業体は多い。水道事業者に尋ねると、まず水道料金が十分ではないと

いう印象を受ける。しかし、Manila Waterのように、ベンチマークを作って、いくつかの指

標に基づいてコストを正確に見る必要がある。PPWSAのように（水損失も考慮して）コス

ト計算の余白として 15%を含めることも必要であろう。条件や状況が異なれば、かかる費

用も異なってくる。ある事業体では水損失を減らすために投資を行うが、他の事業体では

それを 8.5%未満にしてしまうとそれは最早便益を生み出さない。日本（東京都）の場合は

3%まで減らしている。東京都ではステンレスの水道管がある。我々には、それを導入する

経済的余裕はない。東京都では水の生産コストが非常に高いので、無収水率を 3%まで下げ
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ても、まだ（NRW を低減することによる）便益がある。一方、メルボルンやマレーシアの

ペナンなどでは、水の生産コストが非常に低い。だから無収水率を 10%より低く下げたと

してもそれによる便益はなくなってしまう。状況によって異なってくる。水道料金の改定

も国によって異なる。水道料金の改定について何が必要か、皆さんよく理解していると思

う。事業体のリーダーが良ければ実現できるだろう。 
3 つ目の話題は財務について。多くの金融機関が、融資できる良い水道事業体を探して

いる。カンボジアでは、今日の時点で SDGsターゲット 6.1を 29%しか達成できていない。

というのも、プノンペン以外のエリア、民間の水道事業体が水道サービスを提供している

エリアでは、良い成果を出せていないからだ。それには沢山の原因がある。カンボジアと

ラオスは SDGs ゴール 6 に関しては、非常に遅れている。JICA はこれを機に、カンボジア

国全体での水供給マスタープランの策定をサポートしてくれる予定である。これは非常に

重要なテーマでありながら、非常に複雑でもある。 
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第６章 セッション 3「連携と共創」 

 
セッションテーマ セッションの狙い 

セッション 3 
「連携と共創」 

 セッション 1 やセッション 2 で議論したことを、所属する水道事業

体単独で為すのみではなく、様々なパートナーとの協働によって

生み出していくことが大事だという考え方※を共有する。 
※国際協力に限らず国内での都市部と地方部の連携や、資金動員

のコレクティブさ（民間資金、公的資金）も含む考え方 
 

６－１ Day2、3の振り返り 

セッション 3 主モデレーター（横浜市水道局小野氏）より、Day2、3 の振り返りがあっ

た。 

 
図 ６-１ Day4 主モデレーター小野氏（右）、副モデレーター庄司氏（左） 

【振り返り内容】 
Day1、Day2 と多くのトピックについて議論を行った。Day1 では「リスクと変化に強靭

な水道事業に向けて」と題して、感染症、気候変動、老朽化する施設への対応、BCP の策

定、人材育成等、Day2 では「SDGs ゴール 6 の達成に向けて」と題して、サービス向上、

コミュニケーション改善、料金改定、低所得者層への配慮、資金調達等について議論した。

特にDay2はテーマが広く、議論は簡単ではなかった。フルコストリカバリーの重要性、料

金改定の難しさ、水資源政策を含む中長期計画策定の重要性、NRW 対策の重要性、資金調

達の重要性と困難性等について共通認識を得ることができたと思う。資金調達のための最

初で最良のステップは、水道事業体のマネジメントを改善することであり、それが SDGs
の達成に繋がる、ということが共有された。Day3 は、テクニカルツアーとして、株式会社

クボタ、横河ソリューションサービス株式会社に視察に行った。 
 

６－２ プレゼンテーション 

セッション 3 主モデレーターより、セッション 3 のテーマである「連携と共創」につい

て導入があった。 
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【主モデレーターからの趣旨説明】 
本日のテーマは「連携と共創」である。セッション 1、セッション 2で議論したトピック

をカバーし、事業者単体ではなく、多様なステークホルダーと連携することでこれらに取

り組んでいくことを考える。本フォーラムを通して「水道一家」と何度か言及されたが、

これは良いキーワードである。水道一家のメンバーは誰か。どの組織が含まれるのか。こ

のセッションを通して理解できると思う。 
 

６－２－１ 水の センター ・オブ・エ クセレン ス構想 （ Dr. Wasantha Kumari 

Illangasinghe、国家上下水道公社、スリランカ） 

【発表内容】 
国家上下水道公社（NWSDB）の概要、主要な指標、主要な課題、今後の方向性につい

て簡単に紹介させていただく。その後、連携・共創し、互いに学びあい、そして過去の 2
日間私たちが議論してきたいくつかの問題に立ち向かう方法を見つけるための、NWSDB
の新しい取組みについて説明したい。 

NWSDB は、国全体に水供給・衛生サービスを提供している。現在、我々は人口の 48%
に対し給水（水道）を行っており、2.2%に対して衛生設備（下水道）を提供している。水

道の接続数は 290 万であり、220 万 m3/d の生産能力を有する。我々の 2020-2030 年のコー

ポレートプランでは、SDGs ゴール 6 を達成するため、2030 年までに給水率を 78%まで増

加させることを目指している。島全体の無収水率は 25%、運用コストのうち 25%は電気代

（動力ポンプ）に使用されており、そして 1,000 接続あたりの職員数は 3.3 となっている。 
我々の主要な課題は何で、今後の方向性はどのようなものか。これまで提示した数値を

見ると、最大の課題は、水供給・衛生サービスの範囲（カバー率）を増やすこととわかる

だろう。その方法としては PPP を考えている。そのためには、良好な貸借対照表、そのた

めのコストを反映した水道料金を実現する必要がある。これらは既に過去 2 日間で議論し

てきたことである。そして 2 つ目の課題は、気候変動による影響への対応である。スリラ

ンカでは 20世紀の間、気温は 0.8度上昇し、平均降水量は 7%減少した。そして連続する乾

燥した日の日数が増加し、雨の日が減少し、極端な現象、洪水や干ばつ等の頻度が増加し

た。これに対して第 1 に、限られた水資源をさまざまな用途間で共有するための国家的な

水資源政策を持たなければならない。そしてもう 1 つ重要なことは、組織の効率性と生産

性を向上させることである。デジタル化が重要である。同時に、アセットマネジメントに

も細心の注意を払う必要がある。NWSDB は膨大な資産基盤を持っているため、資産基盤

を管理するための取組みを進める必要がある。以上が、NWSDB の課題と今後の方向性に

関するいくつかのトピックである。 
次に、NWSDB の新しい取組み、水・衛生分野におけるセンター・オブ・エクセレンス

（以下「CEWAS」）、つまり、組織の自律的なビジネスユニットについてである。 
 

（ここで動画を放映：CEWAS 構想の概要を紹介。NWSDB の専門知識、経験、熱意を活か

すために設立。ナレッジセンター（NWSDB 内外への多様な研修プログラムの提供）、イノ

ベーションセンター（大学や高等教育機関、産業セクターや民間団体等と協力し、研究開

発を実施）、品質センター（国内の上下水の質を確認・保証するための検査サービスを提
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供）の 3 つの主要部門で構成され、水供給・衛生分野に携わる人々のために、価値を生み

出すことを目指している。） 
CEWAS は 2021 年に設立されたが、この 2 年間で何をしたかというと、能力開発と協働

である。国内での協働だけでなく、国際的な協働の取組みも既に行っている（図 ６-２）。 

 
図 ６-２ 【NWSDB】能力開発分野における協働の取組み 

国内での協働の例として、多くの単純労働者がいるスリランカにとって非常に求められ

ているプログラムである配管・配管取付け訓練コースを開始した。トレーニングヤードを

提供してくれた JICAにはとても感謝している。元々認定コースや研修の取り決めがなかっ

たため、CEWASが設立した。非常に多くの人々が訓練を受け、認定証を取得し、外国人就

労局と協力した CEWASの研修コースを受講し、海外での雇用の機会を見つけている。2つ
目はプラント技術者向けの下水管理講習である。工業やホテルエリアには多くの民間の下

水処理場があるが、彼らが学べるような講座はなかった。そこで CEWAS は地元の大学で

あるコテラワラ防衛大学と協力してこのコースを設立した。既に 2 つのプログラムを実施

し、スリランカ高等職業教育委員会と連携して、このコースのためのカリキュラムを開発

している。 
国際的な協働の取組みとしては、まず、インド配管協会の協力を得て配管訓練室を設立

することができた。モルディブ政府は間もなく我々との協力協定に署名する予定である。

IHE デルフトとは既に協定に署名済であり、アセットマネジメントに関わる研究開発プロ

グラムを開始する予定である。そして現在、JICA ネパール事務所の協力のもと、ネパール

の国立水供給・衛生トレーニングセンターと、水道事業者パートナーシップのための共同

プログラムを計画中である。これは 2 つの組織のベンチマークとなり、両組織がそれぞれ

の機能を発展させることを支えるものである。 
研究開発に関して言えば、私たちの主な目的は、上下水道産業の一般的な問題に対する

革新的な解決策を見つけるための応用研究開発を行うことである。ここでも、我々は大学

や産業界との協働を進めている。 
いくつかの事例を挙げる。まずは次亜塩素酸ナトリウムについて。この研究ニーズは、

日々のオペレーションから発生した。新型コロナウイルス感染症のパンデミック期間中、
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次亜塩素酸カルシウムの輸入は非常に困難だったが、次亜塩素酸ナトリウムは全国に豊富

にあった。そこで私たちは産業界とともに関連する研究を行い、既に中小規模プラントの

半数に消毒用次亜塩素酸ナトリウムを設置した。次に、下水汚泥の水熱処理について。こ

れは実際に東京大学に在籍していた NWSDB のエンジニアが行った研究で、彼女が研究シ

ンポジウムで論文を発表し、そこから着想を得た。そして研究室では、下水汚泥からバイ

オ燃料と液体肥料を提供する準備が整った。次はパイロット研究をしたいと考えている。

JICA は、キャンディ市の下水道整備プロジェクトにも資金提供をした。ここでパイロット

研究を行い、我々の研究開発したものが適切に実運用できるかを確認したい。そしてスマ

ート水道メーターの導入について。NWSDB は既に様々なタイプの水道メーターを 300 台

設置している。容積法、電磁法、超音波法、様々なデータ伝送メカニズムや計測方法のメ

ーターを設置した。最後は、健康のためのアルカリ水である。医学部と協力して、製品を

生産するための研究を行い、既に生産を開始しており、健康への便益を確認したいと考え

ている。そして研究発表のためのシンポジウムを開催する予定である。 
水道産業が現在抱えている問題を解決するには連携が重要であり、CEWASはそのために

設立された。皆様もぜひ年次総会や研究開発・能力開発プログラムにご参加頂きたい。 
 
６－２－２ ラオス水道協会設立と今後の活動展開（Mr. Siphanh Inmouangxay、首都ビエ

ンチャン水道公社、ラオス） 

【発表内容】 
ラオス水道協会（以下「LWWA」）についてご紹介する。LWWA は、ラオスの水道公社

や民間の水道関係企業等をまとめた独立した協会であり、非営利団体である。LWWA は、

公共事業運輸省主導の関係者会議で、JICA の MaWaSU プロジェクトの支援のもと、2021
年 1 月に正式に設立された。MaWaSU プロジェクトは、技術的な水道設備を提供し、ラオ

スの水道公社を強化するための支援、特に、首都ビエンチャン水道公社（NPNL）、ルアン

パバーン県水道公社、カムアン県水道公社の 3 つの水道公社を中心核として育てるための

支援を提供した。LWWA のオフィスは、NPNL の本社に置かれている。 
LWWA のゴールは、地域的・国際的なネットワークを強化し、水道事業運営を促進し発

展させることである。目標は、水の生産者、建設専門家、研究者、設備供給者等、あらゆ

る形態の水道に関わる事業者の確保を図り、水分野における知識と能力を強化し、力強く

持続的に成長することである。現在、正会員が 36 名（18 の水道公社）、賛助会員が 18 名

（18 社）、名誉会員が 7 名となっている。執行役員は、会長が NPNL 総裁、副会長が NPLP
総裁、そして 3 名からなる常任委員会で構成される。2022 年 9 月の取締役会会議では、

2022 年上半期の活動報告、名誉会員名簿の承認、MaWaSU プロジェクトの活動報告、そし

て MaWaSU プロジェクトの各分科会の活動に合わせた LWWA 組織図の更新、等が議題と

なった。 
LWWA の活動として、正会員メンバーの訪問を行っている（図 ６-３）。昨年は、北部

では、ポンサリー、ルアンパバーン、ルアンナムター、ウドムサイ、ボケオ、サイユブリ、

中部地方では、ビエンチャン、シャンクアン、ボリカムサイ、南部ではカムアン、サワン

ナケート、チャンパサック、サラワン、アッタプを訪問した。また賛助会員のラオパイプ

社、TOYO 社、サヴァンカム社も訪問した。 
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図 ６-３ 【NPNL】LWWAの活用内容：正会員メンバーの訪問 

LWWA の 2022 年年次総会では、2022 年の年次活動報告と 2023 年の活動計画が議題とな

った。また、LWWA の活動に関連する首相府、公共事業運輸省水道局の役割に関する草案

の報告、2022 年 LWWA の活動を支援する会員への感謝状授与等も行われた。 
LWWA は正会員を支援する活動も行っている。自然災害の被害を受けた水道公社に対し、

必要に応じて技術、現任訓練（以下「OJT」）、少額の資金援助、水道設備の支援を行うた

め、水道事業者と LWWA 間で教訓を交換する会議を開いた。サイヤブリ水道公社、フアパ

ン水道公社、ウドムサイ水道公社で教訓の交換と研修を実施し、OJT には管路システムに

おける NRW マネジメント、水道メーターの安定性の確認、浄水場の電気システムと給水

ポンプの保守等が含まれた。シェンクワン水道公社に対しては、浄水場の電気システムや

給水ポンプのメンテナンス、水質管理についての研修を行った。 
MaWaSU プロジェクト関連の活動としては、サワンナケート県で開催された水質管理カ

ンファレンスに参加した。NPNL における同じ水質管理カンファレンス、水教室（Water 
Classroom）にも参加した。また、OBE（Outcome-Based Education）トレーナーになるため

の研修にも参加し、教育計画を作成し、研修コースのシラバスを作成するための研修を受

けた。3 つのクラスがあり、1 つは管理建設計画、設計・施工監理、工事写真帳作成、2 つ

目は管路敷設、給水管／水道メーター設置、そして資材の保管管理等の技術的なコースだ

った。他には、アタップ県水道公社等での計画、財務に関わるミニワークショップや、

NPNL での顧客との関係構築に関わるミニワークショップなどにも参加した。 
国際協力に関連して、インドネシア上下水道エキスポ・フォーラム（IWWEF）や、東南

アジア水道事業体ネットワーク（SEAWUN）に参加した。 
抱えている課題としては、LWWA はまだ設立されたばかりでマネジメントの経験が浅い

こと、また、ラオスの水道開発のための資金源にアクセスできる余地はまだ限られている

こと、そして特に LWWA のマネジメントのための人材育成、等が挙げられる。 
 

６－２－３ インドネシア北スマトラ州での水・衛生管理と、協力の促進（Mr. Kabir 

Bedi、北スマトラ州水道公社、インドネシア） 

【発表内容】※都合によりフォーラムの途中で帰国となってしまったため、事前録画した

動画を放映する形で発表された。 
「インドネシア北スマトラ州における水・衛生管理と、協力の促進」と題して話をする。 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

６-６ 

北スマトラ州水道公社（Perumda Tirtanadi）は 1905 年に設立され、拠点はインドネシア

の北スマトラ州、北西部のバンダ・アチェの近くにある。給水サービス提供エリアは 2 つ

のゾーンに分かれており、ゾーン 1 はメダンとその周辺地域（デリ・スルダン県、カロ県）

がその中に入る。ゾーン 1 のうち、メダンでは既に約 72%で水供給しているが、デリ・ス

ルダン県とカロ県では、まだ 62%である。2022 年時点で、ゾーン 1 の平均給水率は約 69%
である。ゾーン 2 では、トバ・サモシール、サモシール、タパヌリ・テンガ等いくつかの

県・市でサービスを提供している。ゾーン 2 の給水サービスの普及率は、僻地や離島が含

まれるので、10～69%と広がりがある。人々は分散して居住しているので、給水率を上げ

るのは難しい。また我々は飲料水だけでなく、下水道サービスも管理している。下水道に

ついては、既に約 77,000 人の顧客がおり、普及率は人口で見たときには約 14.5%である。

（ゾーン 1 における）水生産能力は 7,200LPS（リットル／秒）である。ゾーン 1 とゾーン

2 を合わせた顧客数は約 516,000 人である。しかし我々は県や市を超えて事業を運営してい

るため、まだまだ顧客数を増やし、成長できると考えている。衛生施設に関しては、顧客

は 77,571 人となっている。 
我々の協力の取組みについて紹介する。Perumda Tirtanadiは、いくつかの地域に浄水場を

所有している。メダンと周辺地域、そしてその他のエリアでは、共同運営を行っている。

民間企業と連携する BtoBも実施しているし、また飲料水供給システムと我々が呼ぶ新しい

形の連携も行っている。 
第 1 に共同運営について話をする（図 ６-４）。これは、州有企業である Perumda 

Tirtanadi と、県・市の連携である。我々はいくつかの県・市と共同運営を行っている。

我々は取水から導水部分（upstream）と浄水場以降（downstream）を担っているが、施設

は県・市が所有している。水道料金については、我々と県・市が共同で設計する。浄水場

の建設は、中央政府、州政府、地方政府によって殆どの場合行われる。そして管路は、殆

ど地方政府（県・市）によって敷設される。浄水場のプロジェクトでは、通常我々が書類

作成をし、実行可能性（FS）調査や詳細エンジニアリング設計（DED）も行い、中央政

府・州政府、そして地方政府に提出する。中央政府・州政府は建設のための資金を市に対

して提供する。工事が完了すれば、中央政府は資産を地方政府に引き渡す。我々は資産を

管理するだけである。私たちは中央政府・州政府、そして県・市と協力し、遠隔地におけ

る飲料水供給サービスを加速させている。 

 
図 ６-４ 【Perumda Tirtanadi】共同運営の概要・仕組み 
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共同運営を行っているのは、タパヌリ・スラタン県、パダン・シデンプアン市、パロタ

県、トバ県、サモシール県、タパヌリ・テンガ県、デリ・スルダン県、カロ県、ニアス・

スラタン県であり、2024年までの予定である。そして近年、ニアス・ウタラ県で 2023年か

ら新しい共同運営が始まったばかりだが、これは新しいルールに基づくもので、5 年間の

みである。ニアス・バラット県も同様に 2023年～2028年までの 5年間である。この 2ヶ所

については、既に契約に署名済である。更にフンバン・ハスンドゥタン県とも共同運営を

予定しているが、まだ地方政府と協議中である。 
第 2 に、BtoB の連携について説明する。私たちはヴェオリア社と協力している。以前は、 

スエズ社とも共同で事業を行っていたが、現在は行っていない。またサリムグループ、ア

ダロ社とも連携している。BtoB の内容としては、民間企業や国営企業等との協力で、我々

は取水から導水部分のみを行う。そして 25 年間の BOT（Build-Operate-Transfer）スキーム

で、浄水場の建設・運営を行ってもらう。現在のパートナーは、ティルタ・リヨネーズ・

メダン社（ヴェオリアグループ）、ティルタ・ヌサンタラ・スクス社（サリムグループ）、

ティルタ・メダン・ジョホール・スクス（サリムグループ）、そしてアダロ・ティルタ・

ブラヤン（アダロウォーターグループ）である。 
そして最後の協力の取組みとして、飲料水供給システム（以下「SPAM」）について説明

する。これは、実際には地域間の協力関係である。例えばデリ・スルダン県とその周辺エ

リアの協力関係であるが、我々はこれを ME-BI-DANG（メビダン：メダン市-ビンジャイ

市-デリ・スルダン県）と呼んでいる。このプロジェクトは中央政府と州政府の出資による

ものであり、メダン市、ビンジャイ市、デリ・スルダン県に水供給する。中央政府による

出資と建設については、数日内にインドネシア大統領ジョコ・ウィドド氏によって落成式

が行われる。このプロジェクトは 2 フェーズで構成されるが、第 1 フェーズでは 1,100LPS
の供給能力が提供される。メダン市に対しては 750LPS、ビンジャイ市に対しては 100LPS、
デリ・スルダン県に対しては 200LPS が配水されることとなる。 
我々の事業体にとってのこれからの課題を説明する。まず 1 つ目として、規制の変更で

ある。水道事業の共同運営について紹介したが、以前は 25 年間とすることが可能だった。

しかし現在は、内務大臣が関連規制を変更したため協力期間が 5年に短縮された。2つ目と

して、BtoB の協力関係にあるアダロウォーターグループと、水道料金の調整が難しい点で

ある。そして最後の課題は、政治的影響力についてである。 
これらの課題に対処するために私たちが実際に行ったことは、1 つ目の課題に対しては、

中央政府内務省や地方政府と調整を行い、水関連プロジェクトへの投資の多くは長期間に

わたるものであることを明確に説明した。もし投資をすれば回収期間は 7～10 年になるこ

とが殆どのため 5 年という短期間ではプロジェクトを実施できないことを説明した。恐ら

く内務省で現在協議中であり、共同事業の期間について変更あるいは見直されるかもしれ

ない。2 つ目の課題に対しては、中央政府に、地方政府へのアプローチを促した。2021 年

内務省規則第 20 号の実施を監視し、全ての県・市が毎年水道料金を見直すように、中央政

府から地方政府に働きかけるように伝えている。実際インドネシアでは、各州、各県、各

市は毎年水道料金を見直さなければならない。しかし殆どの県や市は政治的な問題から水

道料金の見直しを行わない。そして 3 つ目の課題が政治的な事項だが、我々は行政府や立

法府と調整を行い、全ての関係者が、県や市への給水率拡大を加速させるために関与し真
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剣に協力するよう取り組んでいる。我々の事業体は州政府によって所有されている。イン

ドネシアでは 440の事業体のうち 3事業体のみが州政府によって所有されている。1つ目は

Peruma PAM JAYA、2 つ目は Perumda Tirtanadi、そして最後はリアウ州にある事業体である。

残りは、地方政府（県・市）が所有する事業体だ。 
本日の私のプレゼンテーションが、インドネシアにおける飲料水供給サービスを向上さ

せるための協力について、参加者の皆様に新たな洞察を与えることを願っている。 
 

６－２－４ 人材育成の取組み（Mr. Nithit Thongsa-ard、タイ地方水道公社、タイ） 

【発表内容】 
本日は「水」と「人」という重要なテーマについてお話しする。水は現在も、将来にか

けても、人間にとってかけがえのないものである。人材開発のイニシアティブをお話しす

る前に、タイ国王がおっしゃった言葉を紹介する。「水は命そのものである」。水なしでは

生き物は生きられない。私たちはこの言葉の通り、全ての人々に対して、公平で十分な水

へのアクセスを持続的に提供できるようタイ地方水道公社（PWA）を導いている。プレゼ

ンテーションでは、水と人に対する PWAのアプローチを明らかにする。人材のエンパワー

メントは、水管理・水道サービスの将来を形作るものである。 
PWA はタイのほぼ全ての地域において水供給を行っている。他の水道事業体の給水範囲

外の人々に対して清潔な飲料水を提供する。タイ人口の約 19%に対して水を提供している。

水の供給サービス・管理に関して卓越した持続可能な組織になることが我々のビジョンで

ある。PWA の義務は、原水の調達、水の生産、配水、高品質な水道水の提供である。我々

の重視する価値観は、公益のために、そして高い持続性に向けて、決断力を持つこと、自

信を持つことである。10 の地域オフィスがあり、それが 234 の支所を監督している。これ

により 74 の県にサービスを提供している。水の供給サービスを常に信念を持って提供して

いる。500 万人超の顧客を有し、24 時間 365 日、新型コロナウイルス感染症蔓延時におい

ても、利便性の高い給水を続けている。 
PWA は、自立した経済を目指すという政府方針に沿って、持続性の促進に取り組んでい

る。BCG（Bio Economy, Circular Economy, Green Economy）モデルフレームワークを採用し、

持続性のために、我々のビジョン、戦略、マネジメントの実践に取り組んでいる。まず取

り組んでいるのは、気候変動、干ばつ、洪水、NRW、高い生産コストなどの問題である。

これ以外にも、持続的な組織とするための 3 つの重要な柱のうちの 1 つである人材育成に

も高い優先度を置いている。PWA 総裁は、組織を強化し、資金を調達し、成長を促すため

に、PED-DI というコンセプトを作った。このコンセプトには、スキルアップ、再スキルア

ップ、新技術の導入による作業プロセスの効率化、持続可能な人材育成が含まれる。 
PWA にとっての重要な焦点は、まずは水源の重要な所有者であるコミュニティとの関わ

り、協働である。森林保護、水源付近の管理による水生生物の保護、小規模水道の管理に

関する教育などの活動を行っている。また毎年、BCG モデルに基づく企業の社会的責任

（CSR）の取組みを、職員を巻き込んで行っている。これは、公益の精神を醸成し、気候

変動危機や水資源危機に対する意識を高めることを狙いとしている。具体的には、環境へ

の恩返しとして、保全流域を回復するための植林活動や、学校や地域社会に清潔な飲料水

を提供し、若いうちから意識を高める活動などを行っている。水処理に関する若いボラン
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ティアを募集し、水道に関する重要な職業訓練を行うことで、持続可能な社会の実現を目

指している。 
人材開発は組織にとって非常に重要な投資であり、適切な戦略、適切な構造、適切なス

キル、適切な価値観、適切な考え方からなる「5 つの適切な戦略」と呼ばれる戦略を実施

している。「5 つの適切な戦略」は、組織の持続可能な成長のための人材育成に関わるもの

である。PWA はトレーニングセンターをタイ国内に 4 か所持っており、人材育成・イノベ

ーション部署のもと、人材育成を行っている。 
PWA 職員の人材育成のために様々なコースを設けており、例えばデザイン思考、スター

トアップ、リーダーシップ、イノベーション等である。ただ、公式の研修はわずか 10%で

ある。職員をしっかりと育成するため、我々は、幹部メンバーシップ、インパクトのある

仕事、OJT、組織活動への積極的な従事を促すような協力的な文化を通じて学習の機会を

設けている。デジタル時代に適応する人材の育成については、ビッグデータ、データ分析、

人工知能（AI）の開発、あらゆるタッチポイントでの包括的なサービスの提供、水損失の

リアルタイム制御、スマートメーターの導入、顧客体験と満足度の創出、デジタル変革を

支援する関連事業への取組みなどが我々のゴールに含まれる。これらは知識ベースの社会

の中でイノベーションを促進することにつながる。 
人材開発の側面としてもう 1 つ重要なのが、ソフトスキルやマインドセットの醸成であ

る。過去に、マネージャーと従業員は、「Striver（努力家）」という言葉を使って組織文化

を統一的に定義した。これにより、水道事業の強靭性と適応性を支える文化の共有が促進

された。 
構築した戦略に基づいて組織を推進していくためには業務プロセスの「設計による変更」

の取組みが重要である。今年、1 つの部門、1 つのプロセスを改善することを狙いとしたプ

ロセスの再構築を行った。 
我々は、222 を超える、エンゲージメントを改善し、顧客満足度を高められるようなト

レーニングプログラムを構築し、高品質で持続的な水供給、安全な飲料水の提供が実現で

きるよう地方自治体に対してトレーニングも提供してきた（図 ６-５）。 

 
図 ６-５ 【PWA】地方自治体に対しての人材育成の取組み 

PWA は、「タイ・ラオス水道事業人材育成事業」を通して JICA と強固なパートナーシッ

プを築いている。ビデオで、協力関係、進捗状況、プロジェクトの重要な成果を確認いた

だきたい。 
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（ここで動画を放映：「タイ・ラオス水道事業人材育成事業」に関わる日本との協力関係、

進捗状況、プロジェクトの重要な成果を紹介。） 
 

６－２－５ 横浜の技術とノウハウを世界に～国内外の上下水道事業体とともに歩む横浜

ウォーター～（長谷川浩市氏、横浜ウォーター株式会社、日本） 

【発表内容】 
「横浜の技術とノウハウを世界に」というテーマで、発表させていただく。本日は、横

浜ウォーター株式会社という会社について、そして、国内外の事業経験について話をする。

当社は、上下水道事業の運営能力を持つ横浜市と連携してコンサルティング、アドバイザ

リーサービスを提供する会社である。当社は、2010 年に横浜市水道局の完全子会社として

設立された。また、2013 年には、下水道を所管する横浜市環境創造局とのパートナー協定

を結んだ。なぜ、横浜市は当社を設立したのか。それは、横浜市の持つ技術や事業運営の

ノウハウを国内、海外に継続して提供し、持続可能な上下水道事業に貢献したいと考えた

からである。支援活動を継続するためには、ビジネスとして成立させる必要がある。しか

し、横浜市は公的な機関であるためビジネスを行うことができない。そこで、横浜市は民

間会社として当社を設立した。当社は、横浜市からの受託業務を行っているだけでなく、

横浜市からの人的、物的支援を得ながら地方自治体や民間企業との上下水道に関する取引

を行っている。私たちは事業経営、水資源、配水管理、顧客サービスなど幅広い横浜市の

上下水道事業のノウハウや技術を、さまざまな形で提供している。2010 年に設立された当

初は、3人の社員のみだった。その社員の 1人が現在の水道局長の山岡さんである。全国的

に認知されていない新しい会社の創設、運営に並々ならない努力をされたと聞いている。

初年度は 7,000 万円の収入と 200 万円の利益を確保している。そして、2022 年には、従業

員数は約 100 人、収入は 10 億円となっている。2023 年 6 月現在、4 人の取締役と 100 名の

社員がいる。組織は、3 部、8 室、3 事務所で構成されている。職員の構成は、市を定年退

職したベテラン社員が 57人で構成比は 55%になる。当社採用の固有（プロパー）社員は 30
人で構成比は 29%である。また、市から中堅、若手の現役職員 13 人が 3 年の任期で派遣さ

れている。専門的な経験、知識の豊富なベテラン職員と一緒に業務を行うことで、若手や

未経験のスタッフも学び、スキルアップできている。 
ここから当社の国内の活動内容について説明する。2010 年から 2023 年現在までの 13 年

間で 57 団体、386 件の契約を行った。図 ６-６は、現在契約して活動を行っている県、事

業体を示している。 
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図 ６-６ 【横浜ウォーター株式会社】国内水道事業体との契約状況 

国内の中小事業体への支援活動は、日本の東北地方、宮城県山元町への支援が最初の支

援活動となる。山元町は、2011 年 3 月 11日の東日本大震災で大きな被害を受けた地域であ

る。横浜市は関東地方を代表して山元町を含む甚大な被害を受けた地域に対して水道復旧

支援活動の調整を行った。さらに、横浜市は山元町の支援を継続した。これは横浜市に同

名の町があったことがきっかけとなった。このプロジェクトでは、大きな被害を受けた山

元町と一緒に横浜市が水道、下水道の復旧支援、復興支援を行い、当社は復興、復興後の

事業運営の支援を行っている。2013 年には、山元町と横浜市水道局と当社の 3 者協同によ

る連携協定を締結した。横浜市は職員派遣の継続、当社は復興に伴う事業運営のための財

政計画策定、施設計画策定を支援してきた。この三者協定は、10 年を経過し、横浜市水道

局と当社は、山元町と強固なパートナーシップを維持してきた。山元町での支援活動の経

験が、当社の事業体への支援の基本となっている。その活動を横展開しながら支援範囲も

増えてきている。我々の依頼者は、リピーターが多いのが特徴である。当社は支援する事

業体の「かかりつけ医」になりたいと願っている。 
次に海外案件について説明する。当社は、12 年間で 25 か国において 93 の海外プロジェ

クトを実施している。横浜市水道局とともにアジア、アフリカ地区への海外プロジェクト

を行っている。海外ビジネスでは、横浜市の水道事業と下水道事業の運営に関するノウハ

ウに基づいて可変的なサービスを実施している。1 つ目は研修・人材開発の分野である。2
つ目は JICA のスキームに参加しての技術協力の分野である。3 つ目はコンサルティングと

アドバイザリーサービスである。そして、4 つ目は日本の技術移転の取組みである。研修

では、横浜市水道局と協力して参加者のニーズを満たす柔軟なカリキュラムを提供してい

る。 
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図 ６-７ 【横浜ウォーター株式会社】メトロセブにおける技術協力 

図 ６-７は当社が横浜市水道局の協力を得てフィリピン・メトロセブでの JICA の技術協

力プロジェクトを受託した際の活動風景である。この技術協力プロジェクトは、無償資金

協力につながった。本プロジェクト後、当社はメトロセブの浄水処理、配水管理をより改

善するためのいくつかの提案を提出し、その中で SCADA システムが JICA によって採択さ

れ、JICA 無償資金協力として SCADA システム導入につながった。現在 JICA が発注する

MCWD の下水汚泥処理施設の建設コンサルタント業務を八千代エンジニヤリング株式会社

と共同で実施している。 
次にパキスタン国ファイサラバード市のプロジェクトの事例である。現地では管路網な

どの課題があり、市民への給水に影響が出ていた。そこで、2016 年に開始した JICA 技術

協力プロジェクトのもと、当社スタッフを含むプロジェクトチームは、現地でプロジェク

トサイトを設けて改善活動を行った。その結果、プロジェクトサイトでは十分な水を得ら

れるようになった。加えて顧客が増加し経営改善が図られた。現在、本プロジェクトのフ

ェーズ 2 を株式会社日水コンと日本テクノ株式会社と協力して実施している。 
当社は、他にも幅広い分野で数多くのプロジェクトや研修事業を手掛けている。JICA プ

ロジェクトだけでなく、契約ベースでのコンサルティングやアドバイザリーも行っている。

当社は、社員の行動指針と信条を定めた。公営企業としての横浜市水道局と手を携え、か

つ民間企業として持続可能で柔軟なサービスを提供できるという強みを生かし、当社は、

これからも国内外の水道事業の安定と強化のために努力していく。最後に企業理念を紹介

する。「水とともに、その先へ。」 
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６－３ グループディスカッション 

セッション 3 のグループディスカッションは、次表の通り実施された。なおセッション

1～3 まで、同じグループ分けでグループディスカッションを実施した。詳細なグループデ

ィスカッションの議事録は、「１１－５ グループディスカッション議事録」を参照。 
 

表 ６-１ セッション 3グループディスカッションの実施概要 

日程 グループ A グループ B グループ C 

会場 8 階 特別会議室 8 階 805 会議室 
同時通訳あり 8 階 804 会議室 

ファシリ 
テーター

（主／副） 

 Ms. Sarah Monica E. 
Bergado (Manila Water) 
 横田氏（JICA） 

 Mr. Ade Syaiful 
Rachman (PU (Cipta 
Karya)) 
 園田氏（さいたま

市） 

 Mr. Tiresh Khatri 
(MoWS) 
 亀海氏（株式会社建

設技研インターナシ

ョナル） 

アクセレ 
レーター 

 Mr. Nithit Thongsa-ard 
(PWA, Thailand) 
*Mr. Pornsak 
Samornkraisorakit 
(MWA)より変更 

 Mr. Khamphouvong 
Sikholom (DWS, Laos) 
*Mr. Siphanh 
Inmouangxay (NPNL)
より変更 

 Dr. Wasantha Kumari 
Illangasinghe (NWSDB) 

メンバー 

 Ms. Sarah Monica E. 
Bergado (Manila Water, 
Philippines) 
 Mr. Sherwin Mendoza 
(Maynilad, Philippines) 
 Mr. Edgar H. Donoso 
(MCWD, Philippines) 
 Mr. Pornsak 
Samornkraisorakit 
(MWA, Thailand) 
 Mr. Nithit Thongsa-ard 
(PWA, Thailand) 
 Mr. Nguyen Thanh Su 
(SAWACO Vietnam) 
 Mr. Nguyen Van Thien 
(BIWASE, Vietnam) 
 Mr. Le Quang Minh 
(HueWACO, Vietnam) 
 Mr. Ho Huong 
(DAWACO, Vietnam) 

 Mr. Ade Syaiful 
Rachman (PU (Cipta 
Karya), Indonesia) 
 Mr. Arief Nasrudin 
(Perumda PAM JAYA, 
Indonesia) 
 Mr. Kabir Bedi 
(Perumda Tirtanadi, 
Indonesia) ※都合により

途中帰国のため不参加 
 Mr. Dwike Riantara 
(Perumda Jambi, 
Indonesia) 
 H.E. Sreng Sokvung 
(MISTI, Cambodia) 
 H.E. Long Naro 
(PPWSA, Cambodia) 
 H.E. Chan Sengla 
(SRWSA, Cambodia) 
 Mr. Khamphouvong 
Sikholom (DWS, Laos) 
 Mr. Siphanh 
Inmouangxay (NPNL, 
Laos) 
 Mr. Philavong Ladda 
(NPLP, Laos) 
 Mr. Sinthepphavong 
Khampasith (NPKM, 
Laos) 

 Engr. Taqsem A Khan 
(DWASA, Bangladesh) 
 Engr. A. K. M Fazlullah 
(CWASA, Bangladesh) 
 Mr. Tiresh Prasad Khatri 
(MoWS, Nepal) 
 Mr. Gyanendra Bahadur 
Karki (KUKL, Nepal) 
 Mr. Zeeshan Bilal 
(WASA-L, Pakistan) 
 Dr. Usman Latif 
(WASA-F, Pakistan) 
 Mr. Waruna 
Samaradiwakara 
(MWSEID, Sri Lanka) 
 Dr. Wasantha Kumari 
Illangasinghe (NWSDB, 
Sri Lanka) 
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図 ６-８ セッション 3 グループ A 

ファシリテーター 
（手前：主ファシリテーターMs. Sarah Monica E. 

Bergado、奥：副ファシリテーター横田氏） 

図 ６-９ セッション 3 グループ A 

グループディスカッションの様子 

  
図 ６-１０ セッション 3 グループ B 

ファシリテーター 
（左：主ファシリテーターMr. Ade Syaiful 

Rachman、右：副ファシリテーター園田氏） 

図 ６-１１ セッション 3 グループ B 

グループディスカッションの様子 

  
図 ６-１２ セッション 3 グループ C 

ファシリテーター 
（奥左：主ファシリテーターMr. Tiresh Khatri、

奥右：副ファシリテーター亀海氏） 

図 ６-１３ セッション 3 グループ C 

グループディスカッションの様子 
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６－４ 各国のアクションプランまとめと発表準備 

セッション 1～3 のプレゼンテーションとグループディスカッションの結果をふまえ、国

単位でアクションプランまとめを行った。各会議室に日本人リソースを以下の通り配置し、

アクションプランまとめの補助を行った。 
 グループ A：富岡氏（JICWELS）、貝谷氏（JICA）、大澤氏（JICA） 
 グループ B：森本氏（JICWELS）、横田氏（JICA）、掛川氏（JICA）、園田氏（さいたま

市） 
 グループ C：緒方氏（JICA）、庄司氏（JICA）、久保田氏（JICA）、亀海氏（株式会社建設

技研インターナショナル） 
 

  
図 ６-１４ バングラデシュ：アクション

プランまとめの様子 
図 ６-１５ カンボジア：アクションプラン

まとめの様子 

  
図 ６-１６ インドネシア：アクション

プランまとめの様子 

図 ６-１７ ラオス：アクションプラン

まとめの様子 

  
図 ６-１８ ネパール：アクションプラン

まとめの様子 

図 ６-１９ パキスタン：アクションプラン

まとめの様子 
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図 ６-２０ フィリピン：アクション

プランまとめの様子 

図 ６-２１ スリランカ：アクション

プランまとめの様子 

  
図 ６-２２ タイ：アクションプラン

まとめの様子 

図 ６-２３ ベトナム：アクションプラン

まとめの様子 
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第７章 総括セッション 

７－１ グループ A 各国からのアクションプラン発表 

７－１－１ フィリピン 

Mr. Sherwin Mendoza より、フィリピンのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-１ フィリピンのアクションプラン発表 

 
図 ７-２ フィリピンのアクションプラン 

【発表内容】 
セッション 1 に関して、我々の最も大きな課題は、長期的な気候変動の影響評価が出来

ていないことである。殆どの水道事業体は、水源や水質の論点に終始しているが、現実は、

水は永遠にあるものではないし、保護されるべきだということだ。そのためのアクション

プランとしては、気候変動に対する意識向上のキャンペーン、シナリオ評価の強化をする

必要がある。多くの取組みが進められているが、これらのキャンペーンに対する評価や持

続可能性は非常に低い。誰をパートナーとするかというと、まず気候科学の専門家であり、
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気候変動の予測を立て、気候変動が既に起こっているという現実を受け入れる必要がある。

また国内外の機関とも連携する必要がある。例えば学校などである。若い世代が我々の社

会の未来なのだから、彼らを教育する必要がある。 
2 つ目の根本的な問題は、強靭なインフラと災害対応システムを構築するための資金で

ある。これは特に MCWD 等の水道区に特有の問題であり、国内外の水道事業体でも同様

に、多くのプロジェクトが計画されるが、資金や予算がない状態である。どうするかとい

うと PPP の可能性を探るか、他の民間企業や地元の／国際的な融資との連携を模索するか

である。いくつかの水道区では既にこのような取組みを行っており、地元のカンファレン

スやサミットでこれらの先進事例を共有することもできるはずである。パートナーとなる

のは当然民間企業であり、そして国内外の金融機関、またフィリピン水道区協会（PAWD）

やフィリピン水道協会（PWWA）も含める必要があるかもしれない。 
セッション 2 に関しては、根本的な問題は、もちろん、限られた水資源と高い無収水率

である。これはフィリピンの殆どの水道区が抱える問題である。ベンチマーキングをする

ために、技術支援や NRW 低減のための研修を探す必要がある。水道事業体間で MoU や姉

妹都市協定を締結するのも良いかもしれない。パートナーは当然、Manila Water、Maynilad、
MCWD のような、公共・民間の水道事業体である。マニラ首都圏上下水道局（MWSS）や

地方水道庁（LWUA）、そして ADB や JICA による国際的な支援も必要である。 
2 つ目の論点は、料金改定の難しさと資金調達である。これも MCWD のような水道区に

特有の問題である。何をするかというと、第 1 に、料金値上げを支持する第三者の客観的

な審査に取り組むことである。第 2 に、バランガイや地方自治体（以下「LGU」）と連携し、

広報活動を行うことである。例えば現在進行中のプログラムやプロジェクトについての地

方巡業を多くのバランガイで実施するなどだ。どのような開発にもコストが伴うことから、

自分たちの地域で（工事などの）活動を見るたびに、そのコストを支払う必要があると認

識してもらう。パートナーとしては、監査委員会、バランガイ、LGU、そして企業組織で

ある。 
セッション 3 に関して言えば、スリランカが発表したように、我々も水道事業体間のア

カデミーを始める必要がある。モジュールには、NRW 管理、水資源管理、水の持続可能性、

気候変動への強靭性、等が含まれるだろう。実際には、民間水道事業体が既に設立してい

る、マニラッド水アカデミーやマニラウォーター研修機関が、小さな水道区のトレーニン

グや継続的な発展をサポートするための全国的な研修アカデミーを設立することも想定で

きる。Maynilad や Manila Water の社会的責任プログラムの一部になるかもしれない。 
これから 3年間でどのようになっていたいか。Mayniladと MCWDは、事業計画に基づい

た NRW 削減目標を達成する必要がある。MCWD については、平均水需要を満たすこと、

そしてもしできれば、全国的な水アカデミーを設立したい。設立できなければ水道区間の

MoU 締結でもいいかもしれない。 
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７－１－２ タイ 

Mr. Pornsak Samornkraisorakit より、タイのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-３ タイのアクションプラン発表 

 

図 ７-４ タイのアクションプラン 

【発表内容】 
セッション 1 についての初めの課題は、水道料金が低く、資金調達が難しいという話が

出た。政治家を説得する必要がある。それが難しければ、その他の資金調達先を見つける

か、PPP プロジェクト等を検討する。パートナーは、政府、（民間企業の）パートナーシッ

プ等である。2 つ目の課題は NRW である。エリアに応じて投資の優先度を上げる、あるい

は PPP プロジェクトを通して NRW を削減することを考えている。パートナーは、公共、

民間、そしてコミュニティである。3 つ目の課題は、干ばつやチャオプラヤ川の塩水遡上

である。対応策としては、Mahasawat 浄水場の浄水能力を拡大すること、そして、東側の

原水用水路の改善プロジェクトを進め、原水用水路の貯水量を 2 時間から 5 時間分に増加

させることである。また西岸から東岸まで最大 40 万 m3/d の水を送水できる給水トンネル
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を建設することである。パートナーは想定しておらず、MWA の組織内で実施する。 
セッション 2 についての課題だが、利害関係者調整や顧客の期待に応えることが第 1 の

課題である。例えば配水管の水圧を安定させ、水質を基準よりも向上させることである。

飲料水については濁度を 0.3NTU より低くする。関連する新技術も導入し、顧客の期待に

応え、満足度を高めていく。第 2 にデジタル技術への対応である。顧客のために、そして

生産性を改善するために DX に取り組んでいく。これらの取組みは我々のスタッフ、アウ

トソース先、そしてパートナーシップを通して実施していく。 
セッション 3 に関しては、我々は、研修を実施する等の人材育成の取組み、そして地方

自治体やコミュニティと連携して水質システムや水質基準をモニタリングする等の協働を

進めていくことを考えている。 
将来の理想像についてだが、短期的には、マスタープラン実現のための財源を検討する

こと、水供給サービスの効率性向上そして生産コストを削減するための技術を開発するこ

と、原水の調達計画を策定すること、高い生産性で作られた水一滴一滴に対する人々の意

識を高めること、地方機関と調整しながら長期の投資計画を策定することである。長期的

には、国の水規制機関を設立し、10 年単位での水供給システムの開発投資計画を策定する

ことである。 
 

７－１－３ ベトナム 

Mr. Nguyen Van Thien より、ベトナムのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-５ ベトナムのアクションプラン発表 
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図 ７-６ ベトナムのアクションプラン（1枚目） 

  
図 ７-７ ベトナムのアクションプラン（2枚目） 
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図 ７-８ ベトナムのアクションプラン（3枚目） 

【発表内容】 
他国と同様に、我々も水資源のリスクに直面している。しかし、誰が水資源に対する責

任を有し、誰と協力し、誰を議長とすればいいのかは明確ではない。取水に関しては、水

質汚染に対応する新しい技術がどんどん進化しているので、そういった新技術を活用でき

ればいいと考えている。問題なのはそのための十分な資金がないことである。強靭な財政

も重要である。財政が強固で持続的であれば、新技術に更新できる。そしてこの新技術が

スタッフの教育に使え、水資源開発にも貢献できるだろう。また我々は、水資源を保護す

るという意識をコミュニティに醸成したい。 
スタッフを教育する方法はいくつかある。相互に協力しあう必要がある。15 年前、エク

ソンチャン閣下率いる水道事業体が ADBの支援のもとベトナムに来られ、彼らから学ぶ機

会を得た。その後 15 年経ち、BIWASE は無収水率を目標通り約 5%とすることができた。

この経験を BIWASEはベトナム内の他の水道事業体に共有し、NRW低減の取組みを支援し

ている。そして多くのベトナムの水道事業体は政府決定の目標を達成した。ベトナムの水

道事業体は組織を強化するための計画を作成している。私はリーダーシップが最も重要だ

と思っている。リーダーが強ければ強いほど、従業員も強くなる。組織を自立的かつ効率

的にするためには、リーダーは会社を良い形でマネジメントしなければならない。スタッ

フを教育して、浄水場の管理・オペレーションを学び理解してもらわなければならない。 
国家的目標として、ベトナム政府は 2025 年までの目標を設定した。都市部での給水率

100%、1 人あたり 120L/d まで使えるようにする。無収水率の目標は 15%未満となっている。

私はベトナムの水道協会のメンバーだが、多くの水道事業体は国の設定した目標をまだ達

成できていない。 
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７－２ グループ B 各国からのアクションプラン発表 

７－２－１ カンボジア 

H.E. Sreng Sokvung より、カンボジアのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-９ カンボジアのアクションプラン発表 

 
図 ７-１０ カンボジアのアクションプラン（1枚目） 
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図 ７-１１ カンボジアのアクションプラン（2枚目） 

 
図 ７-１２ カンボジアのアクションプラン（3枚目） 

【発表内容】 
まずセッション 1 に関して、3 つお話したいと思う。1 つ目は、水資源に関して私たちは

洪水や干ばつ、水質の問題に直面している。2 つ目は高い無収水率、3 つ目は資産管理であ

る。私たちはまだ適切な資産管理ができていない。取るべき行動としては、まず、①ダム

や貯水池など、より持続的な水資源を確保できる施設を建設するための資金を確保するこ

とである。ただ実際にはカンボジアでは、水消費のための国内でのダムや貯水池の建設は

かなり厳しく制限されている。そして、②省庁間で連携し、政府間での水資源に関する協

力を行い、国内の消費を賄えるだけの十分な水を確保すること、③リスク管理システムを
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確立すること、④水供給システムに DX を導入することである。これらの取組みを実施す

るために必要なパートナーは、①に関してはカンボジア王国政府、そして開発パートナー、

②に関しては中央政府の関連省庁、そしてメコン河委員会（MRC）メンバー国、③、④に

関しては、我々は自分たちの予算、また開発パートナーからの資金も活用できうる。 
セッション 2 に関しては 5 つの問題を挙げた。まず規制執行の欠如、つまり法規制があ

るのに、その執行が限られている。第 2 に、規制当局の能力が限定されていることである。

我々は水道セクター、特に民間事業者を適切に規制するだけの十分な能力がない。第 3 に、

資金、特に民営水道に対する資金が欠如している。これはカンボジアへ投入される資金は

基本的に公営水道事業体のみを対象としていることが多いからである。第 4 に、特に民営

水道において、プロフェッショナルでない事業者がいること。多くは家族ビジネスである

ので、我々の設定したゴールの達成には多くの問題を抱えている。第 5 に、消費者の清潔

な水の重要性への理解が不足しており、この理解を高めなければならない。これらに対し

て我々が取り組むべき活動は、①水道セクターにおけるマスタープランを策定すること、

②規制の完全な執行、しかしその際には同時に技術的サポートも提供する必要がある。そ

うしなければ特に民営水道は生き延びられないからである。③規制当局の能力を向上させ

ること、これにはモチベーション・コミットメントを高めることも含まれる。④水道セク

ター、特に民営水道に対しての資金調達。我々は現在、水開発ファンドを設立するプロセ

スの途中である。⑤PPWSA の知識・経験を国全体に行き渡らせること。PPWSA は国内だ

けでなく世界中で知られているが、それ以外の水道事業体はそうではない。PPWSAは大き

な発展を遂げたのに、他の水道事業体はまだ非常に低いパフォーマンスである。これらの

取組みに対するパートナーだが、①については現在 JICA 技術協力で進行中である。2 つの

州においてマスタープランを策定中である。これらをモデルにし、その他の州に関しては

我々で進める予定である。②規制当局（つまり工業科学技術革新省（MISTI））、そして自

立した水道事業体、ここでいう水道事業体とは PPWSA やシェムリアップ水道公社

（SRWSA）等、民営水道に技術的サポートを提供できる事業体を指す。③規制当局の能力

向上には開発パートナーのサポートが必要である。④カンボジア王国政府や開発パートナ

ーからの資金が必要である、⑤PPWSA と MISTI の協力が必要である。 
セッション 3 については、我々はトレーニングセンターを作ることを考えている。それ

は PPWSA 下でもいいし、国立トレーニングセンター下でも良い。また、開発パートナー

との連携を強化し続け、そして国内、そしてアジアの他の国の水道事業体間での交換プロ

グラムも行う。 
これから 3年間で何を予期するか。第 1に、国全体での給水率を 45%、PPWSAは 90%を

達成する。第 2 に、水資源について関連する利害関係者としっかり協力できている状態と

する。第 3 に、規制当局は水道セクターを適切に監督できている状況を目指す。第 4 に、

JICA の支援のもと 2 つの州でのマスタープランの策定を完了させる。第 5 に、水開発ファ

ンドを設立・稼働させる。第 6 に、トレーニングセンターを設立し機能させる。第 7 に、

全ての公営水道事業体が適切に事業を運営できている状態にする。 
全ての取組みは、王国政府や MISTI トップマネジメントからの強力なサポート、水道事

業体の強いコミットメントが必要となる。 
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７－２－２ インドネシア 

Mr. Dwike Riantara より、インドネシアのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-１３ インドネシアのアクションプラン発表 

  
図 ７-１４ インドネシアのアクションプラン（1枚目） 
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図 ７-１５ インドネシアのアクションプラン（2枚目） 

【発表内容】 
セッション 1 における 1 つ目の課題として、水道料金がフルコストリカバリーでないこ

と、2 つ目として水道セクターの開発計画の優先度が低いことがある。水道料金がフルコ

ストリカバリーでないことに対しては、それを強制的に実施させる法規制やルールが必要

である。パートナーとしては中央政府や州政府、そして地方政府が該当する。2 点目の問

題に対しては、影響力のある開発援助機関からの強い推薦が必要である。これは JICAのよ

うな海外の開発援助機関がパートナーとして必要となる。 
セッション 2 について、基本的な問題はパフォーマンスの高くない水道事業体がまだ多

いということである。また十分な原水の確保ができていない、スキルを有する人材が欠け

ている、そして資金が欠けていることである。1 つ目の問題に対して取るべき行動は、毎

年業績指標の評価を行い、結果をふまえて改善プログラムを実施することである。公共事

業省、内務省、これらを支援する開発援助機関がパートナーとして想定される。2 つ目の

課題については、能力開発プログラムを開始すること、水道事業体や地方自治体が代替的

な資金にアクセスできるよう奨励することである。大学や産業界、金融機関、民間セクタ

ーと協働することが考えられる。 
我々の考えはとてもシンプルで、常識的なものである。水道事業体が直面する全ての課

題を解消できうる重要な 2 項目は、優れた政治的意思、そして十分な資金である。良い政

治家の手にかかれば、十分な資金を得ることができる。政治に関しては、リーダーシップ、

良好な水ガバナンス、政府の役割、国家開発計画政策、法規制が関わる。資金に関しては、

資金源の確保、フルコストリカバリーである水道料金、代替資金の調達が関わる。お金で

幸せや愛情は買えないが、十分な投資ができる。水インフラを建設したり、健全なマネジ

メントを実現するための専門家への報酬を支払ったり、気候変動や新型コロナウイルス感

染症のような予測できないパンデミックを含む潜在的なリスクに備えたりすることができ

る。どこからお金を調達するかであるが、一番可能性があるのはきちんとフルコストリカ
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バリーで水道料金を回収することである。 
セッション 3 について、今回のフォーラムで学んだことは、カンボジアやバングラデシ

ュ、その他の国のように水道サービスの優先度を最大限高めるための強いリーダーシップ

の力である。また招聘国で実施された代替的な資金調達の可能性についても学んだ。多く

はローンや海外からの援助で資金調達しているが、うまく機能しているように見える。 
アクションプランであるが、1 つ目、このフォーラムの結果に基づき、JICA に、インド

ネシアで影響力のある開発パートナーとしてインドネシア政府に提言していただきたい。

2 つ目、インドネシアの水道事業体や地方政府に対して、海外開発援助だけでなく、PPP、
BtoB、銀行ローン、インフラ金融機関など代替的な資金調達へのアプローチを推奨するこ

とである。そして最後に、連帯の精神に基づき、水道サービスのパフォーマンスを改善し

ていくことを目指して互いに学びあうために、フォーラムの参加国で水道事業者パートナ

ーシップを促進・確立することである。例えば、ジャンビ市水道公社は、大阪市水道局と

パートナーシップを結んだ。 
 
７－２－３ ラオス 

Mr. Khamphouvong Sikholom より、ラオスのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-１６ ラオスのアクションプラン発表 
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図 ７-１７ ラオスのアクションプラン（1枚目） 

 
図 ７-１８ ラオスのアクションプラン（2枚目） 
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【発表内容】 
セクション 1 について、我々がここ数年直面してきた問題は、気候変動と新型コロナウ

イルス感染症である。気候変動に関して言えば、非常に激しい豪雨に見舞われており、高

い生産コストがかかっているし、乾季には、水資源が干上がってしまう。また新型コロナ

ウイルス感染症について言えば、18 ある水道事業体のうち、15 の事業体は赤字、3 つの事

業体のみ利益を確保することができた。これに対してどういうアクションを取るかだが、

気候変動については、水資源を管理し開発すること、強靭なインフラを整備することであ

る。気候変動に耐えられるようなシステムにするために（既存のシステムを）見直し、モ

ニタリングし、整備する。平常時に給水するだけでなく、災害や緊急時に水供給をできる

よう配水タンク、緊急時給水設備、給水車等を手配することである。新型コロナウイルス

感染症については、検針と請求をオンライン化し、給水・衛生システムを統合させ、住民

への影響を軽減することである。これらを実現するためのパートナーとして、我々は

WHO、国際連合人間居住計画（UN-HABITAT）、その他のドナーからの支援を確保できた。 
セッション 2の第 1の課題としては、都市部での給水率が 77.4%、衛生施設（トイレ）普

及率は 63.34%であることである。第 2 として、無収水率が 29.83%と高いことである。第 1
の課題に対しては、給水システムを拡大させ、安全な水へのアクセスを増やすこと、そし

て各家庭にトイレを建設することで衛生施設（トイレ）普及率を高めることである。NRW
に対しては、水道管検出計画を作成し、漏水を制御、水道メーターを交換する。そして、

DMA を設定し、NRW 対策を行っていく。これらのパートナーとしては、JICA、ADB、
WB、Waternet Amsterdam、その他のドナーを想定する。そしてこれらについては 3 年後

2025 年の目標数値がある。都市部での給水率 85%、衛生施設（トイレ）普及率 90%、そし

て NRW は 27%未満（つまり、年あたり 1%削減）が目標である。 
セッション 3について、我々は JICAや日本水道協会、ラオスの水道協会と連携し、国全

体で給水・衛生セクターのマネジメントのための人材育成を行う。そしてセクターの開発

のための資金源を動員するために、開発パートナー（民間セクター含む）と調整・連携す

る。 
ただ、これらを実現するためには資金が必要である。2023-2025年の間に、水道分野で必

要な資金は 1 億 7,000 万 USD、衛生分野では 1 億 2,500 万 USD である。 
 

  



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

７-１５ 

７－３ グループ C 各国からのアクションプラン発表 

７－３－１ バングラデシュ 

Engr. Taqsem A Khan より、バングラデシュのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-１９ バングラデシュのアクションプラン発表 

 
図 ７-２０ バングラデシュのアクションプラン 

【発表内容】 
セッション 1 について。気候変動は、我々が予測する中で、影響力が最も大きい問題の

うちの 1 つで、特に塩水遡上は我々に大きな影響を与えるものだという話になった。また

新型コロナウイルス感染症や経済危機のような予期せぬリスクは、これまでも時々発生し

て、現在も発生しているものである。これらが、（強靭な水道事業に向けた）バリアであ

り、リスクであり、変化をもたらすものであり、我々は適切な行動をとる必要がある。気

候変動の影響に対しては、取るべき行動は非常にシンプルで、気候変動への適応と気候変

動の影響の低減に備えることである。影響の低減策の 1 つは追加の水源を確保することで

ある。気候変動の影響評価後に策定したマスタープランの通り、そしてあらゆる種類のリ
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スクの影響を低減するために予備の深井戸を準備している。一方、表流水は、我々にとっ

て非常に高価であり、（計画の）70%に満たない程度しか確保できていない。そこで、必要

な場合に活用できるように、予備の地下水取水施設を整備している。塩水遡上に関して言

えば、これはダッカでは問題になっていないが、チッタゴンやクルナ等では、問題が出て

きている。CWASA はこれに対して、塩分濃度の高い河川水を、地下水や塩水ではない表

流水と混ぜ合わせることで、浄水の塩分濃度を下げている。一方で新型コロナウイルス感

染症や経済危機のような予期せぬリスクに対しては、持続的で経済的な水道料金の導入が

必要である。政府はこれまでもたびたび水道料金の改定を許可してきた。しかしそれでも

まだギャップはあり、水道料金は損益分岐点には達していないし、経済的な水道料金とは

言えない。このギャップは政府の補助金で賄われているが、政府からしても望ましくない

し我々の政府の補助金に依存したくはない。我々は徐々にそのギャップを埋めようとして

おり、政府もそれを許可している。しかしそれにも限界があり、それ以上の水道料金の値

上げは許可されづらくなる。そこで我々は、料金体系全体に対しての新しいイノベーショ

ン「エリアベースの料金体系」を試している。電力セクターでは、沢山使用すれば沢山支

払う必要があるという累進料金体系は簡単に導入できる。しかし水道セクターでは、様々

な建物での給水設備の設置方法を考慮すれば、累進料金やブロック料金制を導入すること

は難しく、定額料金を維持するしかなくなる（多く使えば多く払うが、その率は変わらな

いという意味）。このため、我々は「エリアベースの料金体系」を導入中である。政府は

既に正式に許可を出しており、我々はこれから試験導入を行い、その後実際に導入を進め

ていく。これにより経済的な水道料金の柔軟性を確保でき、組織の持続可能性も高まると

考えている。 
セッション 2 について。議論のポイントの 1 つは Bankability（融資可能性）であった。

しかし一般的に SDGs ゴール 6 を達成するためには何が必要か。沢山の論点がある。もち

ろん最大の課題の 1 つは、組織の自立性、つまり水道事業体が自ら水道料金やそのほかの

事項に関して意思決定ができる柔軟性、である。組織の自立性が非常に求められている。

これらをふまえ、我が国の課題の 1 つ目は、NRW低減である。我々の無収水率は 20%未満

ではあるが、DMA 内では 5～7%の無収水率となっている。市内の全ての管路を更新し、

DMA を設定した。156 の DMA のうち、110 の DMA、つまり全体の 65～70%のエリアでは

作業を完了しており、そのエリア内は無収水率 5～7%と、10%未満を達成している。DMA
の対象になっていないエリアでは無収水率はまだ 20%だが、今後数年内に数値を低減でき

ると考えている。そして 2 つ目の課題としては、自動化、デジタル化、コンピューター化

である。オンラインでの料金請求は導入済であるが、これにより関連部署の業務圧力を大

幅に減らすことができた。そして SCADA システムも、ポンプ部署だけでなく全ての収益

部門に導入された。請求額を 100%回収する選択肢が得られ、顧客にとっても請求額を支払

う良い機会が与えられた。既に我々の料金徴収システムは完全に自動化されており、誰で

も自宅に居ながらモバイルバンキングを通じて料金を支払うことができる。 
これらのセッション 1、2 の取組みを進めるための協力先は誰か。これらは明らかに私た

ちの組織の経営上の問題であり、自分たちで実施する必要がある。しかし同時に、バング

ラデシュ政府や学識者、顧客を含む利害関係者や非政府組織（以下「NGO」）の支援も得

ている。なぜNGOが出てくるかというと、ダッカではおよそ 15～20%の人がインフォーマ



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

７-１７ 

ルな居住エリア、つまりスラムに住んでいる。そしてスラムは高い無収水率の原因である。

今我々は国際 NGO だけでなく地元の NGO の支援のもと、これらのスラムを全て合法的な

水道網に組み込んでいる。これのおかげで、無収水率を削減でき、また彼らは合法的に水

を得ることができ、しっかりと水道料金を支払っている。また私たちは、多くの水道事業

体パートナー、水道事業体間連携、そして JICA、ADB、WB 等の開発パートナーとも連携

している。これらがセッション 1、2 に関わる協力先である。 
セッション 3 について。私たちは、国内の他の水道事業体の能力向上のために研修を実

施し、高度な知識を共有するという協力、協働、ネットワーキングが重要だと強く信じて

おり、それに取り組んでいる。我々は、バングラデシュの全ての上下水道公社とパートナ

ーシップを組んでいる。一方で、他の都市部や準都市部の水道事業体とも研修を目的とし

たネットワークを構築している。我々のところまで来て研修を受けており、能力を向上さ

せている。政府も、我々とこの種のセッションを企画しており、良い協働の機会となって

いる。それに加え、地域・国際的な水道事業体や開発パートナー、政府機関とのネットワ

ーキングや WOPs プログラムも進行中である。ネットワーキングに加え、少なくとも 10～
15 の水道事業体と WOPsプログラムを行っている。 
これから 3 年間で何をするか。第 1 に NRW について。これまでの 12 年間、DWASA 変

革プログラムを通して、NRW 低減等、大きな変革を遂げた。しかしまだ DMA でないエリ

アもある。これから 3年間で、DMAでないエリアにもDMAを設定していき、NRWを 20%
から 5%に低減していく。DMAの持続可能性に関して、我々は 2016年から新しいマニュア

ル、新しい O&M システムを導入した。これが持続可能性に寄与している。他国の例だが、

DMA を導入し、無収水率を非常に低い数値まで下げることができたものの、また徐々に

30～40%まで戻ってしまった事例がある。このような事態を避けるために、特別なDMA管

理チームを結成し、彼らは 2015～2016 年にかけて、非常に良い成果をもたらした。今現在

まで、DMA の無収水率は 5～7%から再度上昇したことはない。つまり持続的である。第 2
に収入の拡大について。2009年から 2012年にかけて大幅な収入増加を達成し、そして現在

に至るまでの年間増加率はおよそ 10～11%である。これから 3 年間では、15%の収入増加

率を実現したい。それが実現できればより良い持続性がもたらされるだろう。第 3 に低所

得者層コミュニティについて。私たちが取り組んでおり、これからも取り組まなければな

らない大きな仕事の 1 つは、インフォーマルな居住地（スラム）に住む低所得者層のコミ

ュニティに対して、合法的な水道網を提供することである。70%は既に達成済だが、残り

の 30%については、これから 3 年間で実現できるだろう。これを実現すれば、NRW低減の

取組みの持続性も高まる。そして第 4 に、企業資源計画について。我々は今、採用、調達、

サプライチェーン、財務、原価計算、請求に至るまで、全ての業務をコンピューター化、

自動化、デジタル化しているところである。私たちは企業資源計画の実現を目指している。

5～7 年ほど前から始めたが、まだ 100%コンピューター化できたわけではない。しかし今

後 3 年内に、DWASA を企業資源計画に基づいた組織とすることができるだろう。SCADA
オペレーターやその他の人以外を除き、無人の組織になるはずである。それが私たちの目

標である。 
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７－３－２ ネパール 

Mr. Tiresh Khatri より、ネパールのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-２１ ネパールのアクションプラン発表 

  
図 ７-２２ ネパールのアクションプラン（1枚目） 
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図 ７-２３ ネパールのアクションプラン（2枚目） 

【発表内容】 
セッション 1 について。ネパールは気候変動による大きな脆弱性に直面している。その

地理的位置と、氷河の融解、気温の上昇、予測困難なモンスーンにより、水資源が脅かさ

れており、水、トイレ、衛生（以下「WASH」）部門の発展とWASHサービスの提供が妨げ

られている。観測されている主な災害は、干ばつ、洪水、地滑りなどである。干ばつが原

因で、平野部で水枯れが生じているだけでなく、丘陵部でも水不足が生じている。また汚

染物質が集中して発生しており、表流水源はこれらに暴露されている。同様に、洪水によ

り、水系感染症の発生、安全な飲料水へのアクセスの欠如、また地滑りによりインフラの

破損・故障が発生している。これらに対して、干ばつ対策としては、涵養ピットの建設、

雨水貯留と涵養対策のための政策手段の採用を考えている。洪水に対しては、洪水に強い

貯水池と適切な浄水場の建設、地滑りに対しては、早期警報システムの確立を考えている。

またセッション 1 の 2 つ目の課題として、気候変動に強い WASH のための気候変動適応予

算（具体的なガイドラインも含む）が不足していることである。これに対しては、規制と

水道料金の調整のための独立機関の設立が必要である。水道料金は、O&Mコストをカバー

し、部分的なコスト回収、手頃な価格、システムの気候変動に対する強靭性や持続性等を

両立させるものでなければならない。これらの取組みのパートナーとしては、我が国内外

の水道事業体、環境団体、大学、研究機関、その他の機関が想定される。そして 3 年後に

何を目指すかというと、気候変動に強靭な WASH システム、WASH サービス提供を確立す

ることである。 
そして次にセッション 2 について。基本的な水・衛生の実現については、我が国は問題

なく目標を達成できる。しかし、安全に管理された水・衛生に関しては、達成が非常に困

難である。ネパールが SDGs ゴール 6 を達成するには、財政的に 240 億 USD のギャップが

あると推定されている。資金調達メカニズムとして、3つのT（Transfer、Tax、Tariff）を適

用したり、返済可能な資金源を活用したりすることができると考えている。そして SDGs
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ゴール 6 の達成と同時に、WASH セクターに関わる人材や機関の能力開発、そして適切な

データ管理情報システムも、別の課題として捉えている。これに対してネパールは、N-
WASH MIS システム、地理情報参照デジタルポータルで、あらゆる現場やプロジェクトの

リアルタイムの情報を提供してくれるシステムを導入した。しかしまだ 50%の自治体がカ

バーされているのみで、残り半分については 1 年以内に完了することを目指している。こ

れについてのパートナーは、開発パートナーや他の水道事業体、大学等が考えられる。 
そしてセッション 3 について。他機関とのパートナーシップやネットワーキング、大学

や研究機関そして他の水道事業体との知識や最新情報の共有に向けた協働を進める。政府

の規制の遵守も必要である。そして節水や水質の重要性、資産利用について顧客の教育を

行い、効率的な水管理のパートナーとして育てることも大切である。そして最後に、知識

管理情報システムの開発も行う。 
そして 3 年後のゴールは、繰り返しになるが、気候変動に強靭な WASH システム、

WASH サービス提供を確立することである。 
 

７－３－３ パキスタン 

Mr. Zeeshan Bilalより、パキスタンのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-２４ パキスタンのアクションプラン発表 
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図 ７-２５ パキスタンのアクションプラン（1枚目） 

 
図 ７-２６ パキスタンのアクションプラン（2枚目） 

 
【発表内容】 
セッション 1について。1つ目の課題は、権限のない責任、である。上下水道公社は、パ

ンジャブ州や国内の他地域の主要都市中心部に水・衛生サービスを提供する責任があるが、

一方で、意思決定をするための権限がない。WASA-L であればラホール開発局等、開発機

関の管轄下にあり、これらは水・衛生サービスとは全く関係のない機関である。開発機関

は主に都市中心部の開発と都市計画を行っている機関である。そのため、リスクと変化に

対する強靭性を身に付けるためには、上下水道公社は意思決定できる自立性を持つ必要が
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ある。既に何度もパンジャブ州政府に要請してきたが、これからも自立性を獲得するため

に、州政府に要請していく。もう 1 つ重要な点は、気候変動である。パキスタンは気候変

動に対して最も脆弱な国の 1 つであり、最近もその影響を受けている。去年も、壊滅的な

洪水と豪雨が発生した。今年も、例年にない大雨に見舞われている。新型コロナウイルス

感染症のような感染症に関しても、パンデミック時のように準備ができていない状態で感

染することになるだろう。パンデミック期間中に多くのことを学んだ。緊急対応システム

を開発する必要がある。気候変動の場合にも、雨や洪水という形での未開発の水資源が沢

山ある。これらの水資源を利用するための貯水施設を整備する必要がある。これには関連

政府機関、中央レベルでは国家防災庁（NDMA）、州レベルでは州災害管理局と上下水道

公社とが協働し、緊急対応システムを開発する必要がある。3 つ目の課題は、水資源計画

の欠如である。パキスタンは実は水ストレス国である。1947 年、パキスタンが建国された

とき、利用可能な水量は、1人あたり 5,000m3もあった。しかし人口増加に伴い、現在は、

水ストレス国に該当するかどうかの閾値である 1,000m3 以下となっている。水資源計画の

策定とそれによる水資源の割り当てが強く求められている。このためには中央政府や州政

府の支援が必要になる。4 つ目の課題は、水資源の水質の問題である。我々は地下水に大

きく依存している。パンジャブ州ラホールやその他のいくつかのエリアでは、地下水が汽

水であり、過剰な取水により、ヒ素などの水質問題に直面している。将来直面する大きな

課題であり、これに対して水質モニタリングシステムを確立する必要がある。WASA-L は

ISO17025 を取得済みのラボがある。他の上下水道公社もこれに取り組んでいる。しかし、

これらのラボの質、能力を更に拡大・向上させる必要がある。これと同時に、水質問題に

対応するためには、（地下水のみに頼り切らずに）表流水と混ぜ合わせることも必要であ

る。パキスタンは現在、世界で 5 番目に地下水の取水が多い国であるからである。 
セッション 2について。1つ目の課題は、安い水道料金の合理化が必要であるということ

だ。水道料金を合理化できれば、コストを相殺できる。運営コストを賄えることは非常に

重要である。CAPEX については、政府や開発パートナーに頼ることもできるだろう。2 つ

目の課題、地下水への依存については既に話をした通りで、これに加え、メーター設置と

ゾーニングも課題である。水の消費量の計測が行われていないことが、持続困難な水利用

の大きな原因になっている。全ての接続に関してメーターを設置するように計画したが、

実際には、多くの水道事業体で設置率は 10%を下回る。水の無駄遣いが大量に発生してい

る。この 2 つ目の課題に対応するためには、河川や運河などの表流水から取水すること、

ゾーンを設定しメーターを設置し、NRWを減らすことが必要である。JICA、AFD、アジア

インフラ投資銀行と協力して、これに取り組んでいるところである。WASA-L は最近、給

水エリア内の全接続に対して水道メーターを設置するための入札プロセスを完了したとこ

ろである。3 つ目の課題として、下水道に関して、下水幹線が不足しており、下水処理も

不足している。これらの施設がないことは、公衆衛生全体に悪影響を及ぼしている。多く

の上下水道公社が、開発パートナー等と協力してこれらの施設を整備しようとしている。 
セッション 3 について。まず、このフォーラムでの参加は非常に良い経験だった。マニ

ラやプノンペンのような水道事業体の事例から、どのようにして立て直しを図ったのかを

学ぶことができ、彼らの知識と経験、そして計画から恩恵を受けることができると思う。

第 2 に、国内外の水道事業体から学び、知識を共有し合うことである。以前は我々の事業
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体は人的ネットワークを有していなかった。過去 10 年間、パキスタンを発展させてきた中

で、パキスタン水道事業連携（P-WON）を構築してきた。非常に有益なネットワークであ

り、自分たちの経験を共有している。年 2 回、オンライン／対面で会合を行い、全ての事

業体は意見や経験を共有し、パキスタン水道事業連携の成功に貢献している。また JICAは

ラホールに水アカデミーを設立することを手助けしてくれた。技術者、中間管理職、幹部

に対して研修を行っている。パンジャブ州限定の取組みで、パンジャブ州の 4 つの都市に

水アカデミーが設立されている。そして姉妹提携である。我々は過去に英国の水道事業体

と、現在はブダペストと姉妹提携を結んでいる。姉妹提携、あるいは水道事業体同士の協

働により、問題の解決方法を学ぶことができる。 
これから 3 年間で何を達成したいか。第 1 に、自立性確保のための法的枠組みである。

上下水道公社を開発機関から切り離す必要がある。そのためには法的枠組みが必要である。

政府に対して働きかけているので、3年以内には実現できるようにしたい。第 2に水道メー

ターの設置である。持続的な水利用のためには非常に重要である。現在は殆どの場合 10%
程度なので、水道メーターの設置範囲を広げることが大事である。定額料金だと言われた

ときに、人々はどう反応するか。水の多量の無駄使いや持続不可能な水の使用に無関心と

なり、賢い使い方をしなくなる。第 3に、表流水へのシフトについて。3年以内に完全に移

行するとは言わないが、表流水の割合を増やし、徐々に地下水から表流水に移行する必要

がある。第 4 に、発生下水に対する処理下水量の比率を高めることである。処理下水の割

合は非常に低く、未処理下水がそのまま淡水資源に放流されることは、水資源にダメージ

を与えるだけでなく、地下水への脅威にもなり、また公衆衛生上の懸念にもなる。そのた

め、政府や開発パートナーと協力して、下水処理場を整備しようとしている。そのため 3
年以内には、処理下水量の割合を高められると思う。 

 
７－３－４ スリランカ 

Mr. Waruna Samaradiwakara より、スリランカのアクションプランについて発表があった。 

  
図 ７-２７ スリランカのアクションプラン発表 
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図 ７-２８ スリランカのアクションプラン 

【発表内容】 
セッション 1 について。島国である我々も、他国と同様、気候変動の影響を大きく受け

る。干ばつ、洪水、その他の気候変動の影響に直面している。今現在も、深刻な干ばつに

直面している。国の一部のエリアには飲料水がなく、特に国の北部／南部では、水のため

に 2～3km 移動しなければならない人もいる。これらは私たちにとって非常に大きな問題

になると考えている。そして 2つ目の課題はインフラの老朽化とNRWである。管路網の老

朽化に伴い、NRW が増加しており、一方で、給水範囲を拡大することも求められている。

給水率は 60～62%なので、それを高めていく必要がある。1 つ目の課題に対しては、水安

全計画、緊急対応計画を策定することを考えている。そして 2 つ目の課題であるインフラ

老朽化と NRW に関してだが、ここで NRW とは、漏水だけでなく、ガーデニングや洗車等、

水の無駄遣いも含んでいる。そこで我々は水の無駄遣いを減らすために戦略として水道料

金を活用しようと思っている。水道料金を値上げすれば、一般的には水の無駄遣いを減ら

すことができる。そのため、水道料金の値上げに取り組んだ。水道料金はコストを反映し

たものであるべきだが、それは実現できなかった。数週間前、政府は水道料金の値上げを

承認したが、それはコストを賄うには不十分な値上げだった。また PPP に取り組むことも

考えている。水関連プロジェクトを発展させ、進行中のプロジェクトを進展させるための

資金調達も、我々が直面している課題である。全ての水道事業体や水道施設は政府によっ

て運営されているため、PPP に取り組む方がいいと考えている。誰をパートナーとするか。

気候変動対策については、関連機関と協力する必要がある。関連機関とは、我々の提案の

承認に関わる機関を意味する。場合によっては、州政府機関や地方政府機関から同意を得

る必要がある（ため、彼らも含まれる）。2 点目の課題に対しては、我々の水道料金メカニ

ズムに関して、州政府や地方政府との連携を通して彼らからの同意を得たいと考えている。

そうでなければ水道事業を円滑に運営できない。 
セッション 2 について。主要な課題は、水道水を供給するための地形的・人口動態的な



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

７-２５ 

障壁があることである。スリランカの一部の地域は丘陵地帯であり、NWSDB が大規模な

プロジェクトを実施することが難しくなっている。そのため、代替的な戦略、これらのエ

リアに合った戦略を見つける必要がある。2 点目の課題は、水資源政策がないことである。

スリランカでは、水資源は多くの機関に属している。中央政府のものもあれば、州政府の

ものもあり、また一部はマハウェリ庁や灌漑局のような省庁に属する水資源もある。これ

は水の最大限の利用、効率的な利用を妨げることにもなる。そのためスリランカ全体の適

切な水資源管理政策が必要である。必要な取組みとしては、国としての水資源政策、法的

枠組み、制度的枠組みを確立することである。これらの取組みを進める上でのパートナー

としては、丘陵地帯等への給水のための代替的な戦略策定に関しては、市議会等の地方政

府機関や地域社会組織（以下「CBO」）と緊密に連携している。地域給水局が CBO と協働

している。我々が水プロジェクトに投資、建設し、CBO に移転、CBOがそのエリアで水ビ

ジネスを運営する。これが、NWSDB がリーチできないエリアに対しての最適解だと考え

ている。2 点目、水資源政策に関してのパートナーは、関係省庁と議会である。法改正や

規制改定の場合には、閣僚の承認を得なければならず、その後は議会の承認も得る必要が

ある。 
セッション 3 について。我々は、知識や経験を共有することは水道セクターの改善に非

常に重要であると考えている。そのため我々は、地方政府や CBO、省庁等の国内機関と連

携している。我々は技術的な知識を共有し、時には、緊急に必要な場合、管路やそのほか

の材料も提供することがある。NWSDB は、管路やメーター、その他の設備等を供給でき

る。また、我々は研究開発も水道セクターの改善のために非常に重要だと思っている。研

究開発を強化するために必要な取組みを進めてきた。NWSDB は独自の研究開発機関を有

しており、一方、上水及び土地インフラ開発省（MWSEID）もペラデニヤ大学を拠点とす

る研究機関を有している。これは中国科学院の援助によって建設されている。多くの研究

開発がそこで行われており、多くの大学院生（修士・博士）が、ペラデニヤにある共同研

究開発センターで専門家や学識者と協力して研究を行っている。 
3 年後に目指すゴールについて。給水率を 73%まで上げることを目指している。この数

値は、コロンボやキャンディ、その他の都市部などの特定の地域ではなく、島全体の数値

を指している。国の首都であるコロンボ地域では水道普及はほぼ100%だからである。そし

て、安全な水へのアクセスを 100%にすること。国全体としての数値は約 98%だが、いくつ

かの地域では、安全な水のために 2、3km 移動する必要がある人達もいるからだ。3 年のう

ちに、これらの地域もカバーできるようになると考えている。3 点目として、無収水率を

国全体として 23%まで低減すること。コロンボでは、7～8 年前、30%以上の無収水率だっ

た。コロンボ市水・衛生改善プロジェクト実施後、現在は 15～20%まで改善することが出

来ている。しかし国全体で見たときには、25～28%である。なぜなら地方政府機関によっ

て運営されている水プロジェクトや水スキームでは、無収水率が非常に高いからである。

資金が不足しているため、NRW を削減するのは、困難が伴う。4 点目として、再生可能エ

ネルギーの比率を 50%まで高めることである。浄水処理と水の輸送に係るコストの多くは

電気代である。スリランカでは、約 50%が電気代だと思う。そのため太陽光発電などの再

生可能エネルギーを活用することで、コスト削減することを計画している。実際に、私た

ちは太陽光発電のための政策を立案しており、太陽光発電のために PPP を活用することを
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考えている。そして 5 つ目が、前述とは別の PPP プロジェクトを開始することである。そ

して 6 つ目が、CEWAS 子会社を設立することである。我々のルールや規制に従って

CEWASを運営するのは多少困難が伴うものであり、そのため、この研修機関のために子会

社を設立する計画である。これにより、CEWASを収益性の高い方法で運営できると考えて

いる。 
 

７－４ エクソンチャン閣下からのコメント 

各国からのアクションプランの発表後、エクソンチャン閣下よりコメントがあった。 

 
図 ７-２９ エクソンチャン閣下からのコメント 

【コメント内容】 
まず、アクションプランの発表に関してコメントしたい。海外からの招聘者は、わずか

な時間にも関わらず懸命にアクションプランを作成してくれた。アクションプランの精度

は高くないかもしれないが、少なくとも、困難な状況下でも成功する方法はわかっている

はずだ。 
アクションプランの中で提起された重要なトピックは 3 つあった。資金調達、料金改定、

そして NRW 削減だ。この 3 つについて、皆さんに私の考えを共有する。 
まず資金調達について。資金はどこにでもある。カンボジアでは昔、「お金はどこにで

もある、使い方を知っている人が必要なだけだ」という言葉があった。まさにその通りだ。

カンボジアの場合、水道管を交換し、浄水場を建設するための資金が必要だった。それが

史上初のローンとなった。WBによる資金援助だった。ワシントンDCから調査団がやって

きたが、私たちの要望を受け入れ、支持するよう説得することはできなかった。しかし、

その後、非常に強力な働きかけを受け、彼らは上級専門家を派遣してきた。私たちは彼を

現場に連れ出し、私たちがやってきたことを見せた。彼はタバコを吸い、よく酒を飲んだ。

私も同じだった。日曜日の午前中いっぱい協議を行ったが、結果は出なかった。しかしそ

の後、日曜の一晩だけで結果が変わった。17個の条件付きではあるが、100%要望が通った。

私たちは 17 個の条件を確認して本当に必要かチェックした。それは本当に我々のマネジメ

ントで変えなければならない箇所だった。それ以降、プロジェクトの実施や資金調達が必

要な時はいつでも、全ての国際金融機関が来て提案してくれるようになった。 
次に、水道料金の改定について。ここにいる参加者、特に NPLP に感謝している。料金
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改定の承認を得ることは、非常に大変だったはずだ。私は、3 回重要な料金改定を経験し

た。最初の改定は、PPWSA で 1997 年に実施した料金改定、2 回目は 2010 年頃のコンポン

チャムでの料金改定、そして 3回目は PPWSAでの最近の料金改定である。これらの料金改

定では ADB、AFD、そして日本からの強いサポートがあった。金融機関は、資金提供する

際には、関係機関に面会し、協議する。技術者が出てきて料金改定の必要性を論理的に説

明すれば、金融機関は賛成したくなる。だから皆さんも、開発パートナーにサポートをお

願いしてほしい。 
第 3 に、NRW 低減について。水損失が少ないのが良くて、水損失が多いのが悪い訳では

ない。それは様々な条件（社会的、政治的、経済的条件）に左右されるため、一概には言

えない。しかし、1 つだけ共通していることがある。私は基調講演で本田宗一郎さんの有

名な言葉を共有した。「失敗を恐れてはいけない、何もしないことを恐れろ」転んでも立

ち上がって歩き続ける限り、いつかは成功する。障害のある人達でも、私たちよりもスポ

ーツができる。重要なのは献身すること。PPWSA では NRW 対策に「やるか、辞めるか、

どちらかだ」と言いながら取り組んだ。同僚には、もしやらないのなら、別の人にやって

もらうために仕事をやめるべき、と話をした。もしそのまま NRW を放置すれば水がなく

なっていた。 
最後に伝えたいことがある。2 つの要望でこの発表を終えたい。 
まず 1 つ目に、ここにいる皆さんの多くが、このフォーラムに来るのが初めてだという

ことはわかっている。私は初回フォーラムから 2、3、4 回目と参加し、その 6 年後、今回

の第 5 回フォーラムに戻ってきた。カンボジアでは諺がある。「もし水を飲んだら、井戸を

作った人のことを思いなさい。」JICA がこのフォーラムを企画した。このフォーラムはと

ても意義深く役に立つものである。多くの人脈を持てるようになった。前回、「水道一家」

を形作ることが必要と要請した。そして今、水道一家が誕生した。誰が水道一家のメンバ

ーか、と司会者が質問していた。私の同僚も含まれるかもしれない。でも彼らは、私たち

が水道一家のメンバーであることを知らない。ならばこれは本当に役に立つのだろうか。

調整委員会もなく、全ての水関連機関を繋ぐ事務局もないから、このようなギャップがあ

るのだろう。JICA に検討いただきたい。3 か月に一度情報共有し合うための小さな機関が

あれば、私たちは恩恵を受けることができる。ここで学んだことの情報等を共有し合うこ

とができれば、それを活用できる。そしてフォーラムの合間をぬって、徐々に事業を改善

していくことができる。 
残り少しでフォーラムは終了となる。母国に帰ることとなるが、覚えておいてほしい。

遠く離れるほど、私たちの心の中であなたはより身近な存在になる。これから次に会う機

会まで、何が起こるかわからない。しかし、どうか私たちが生活に最も必要なもの、水を

提供していることを忘れないでほしい。それは人道的な行動よりもはるかに高い次元のも

のである。水を供給することは、人生を与えるということだ。水を必要としている人々に

水を供給するため、水道事業者を支援する。これもまた、最も高度な人道的活動と言える

と思う。そして、常に次の世代を助けることを忘れないでほしい。 
1 日の友は永遠の友。昔から、25 年も前から、多くの専門家、多くの JICA 職員、多くの

資金提供者やその他職員と関わってきたが、私たちはまだ繋がっている。1993 年よりも前

から今日に至るまで関係を保っている。このような関係が永遠に続くことを願っている。 
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日本の民間企業の皆さん、皆さんがカンボジアのマーケットに目を向け始めていること

を嬉しく思う。丸紅社と会ったが、カンボジアで水ビジネスをやりたいと熱望していた。

さっきも言ったように、水を提供することは人道的な行動よりも素晴らしいことである。 
カンボジア代表団を代表して、また、水を必要としているカンボジアの人々を代表して、

皆さんが無事に帰国されることを祈る。ありがとうございました。 
 

７－５ 滝沢智教授からのフォーラム全体総括 

エクソンチャン閣下のコメントに続いて、滝沢智教授よりフォーラム全体総括が行われ

た。 

 
図 ７-３０ 滝沢智教授によるフォーラム全体総括 

 
【フォーラム全体総括内容】 
簡単に私自身の話をしてから私からのメッセージを伝えたい。SDGs ゴール 6、ターゲッ

ト 6.1 は、「2030 年までに、すべての人々の、安全で安価な（手頃な）飲料水の普遍的かつ

公平なアクセスを達成する」である。この 4 日間で話したことの総まとめをしたい。その

ために最も重要だと思われる議論をいくつか選んだ。 
1 つは水道料金の改定である。水道料金の議論では、料金の安価さ（手頃さ）が非常に

重要だと聞いた。私も賛成する。しかし誰にとっての手頃さなのか。皆さんの街にも、こ

こ日本にも、大金持ちもいれば低所得の家庭もある。とても裕福な人にも貧しい家庭にも

水を供給しなければならない。以前、マニラ首都圏の都市を対象に調査を行った。ケソン

市の住民を対象に、彼らの収入と水の消費量について、水道使用量の請求書を確認しなが

ら、調査を実施した。調査結果は非常に興味深い事実を明確に示している（図 ７-３１）。 
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図 ７-３１ 【滝沢教授による全体総括】世帯収入別の水の消費量 

調査対象者をフィリピン政府の家計所得の五分位階級分類に従って 5 グループに分類し

た。グラフの青色が水の消費量を示している。高所得者層は大量の水を使うが、低所得者

層は水の消費量が少ない。そしてここがポイントだが、水を確保するために、世帯収入の

うちどれぐらいの割合を使っているか（グラフのオレンジ色）というと、高所得者は、収

入のわずかな割合で大量の水を得ている。しかし、低所得者は収入の多くを費やすものの、

得る水は少ない。家計の中で水道に使える割合は高くても 4%だと言われている。高所得者

層はもちろん 4%よりも少なかった。しかし低所得者層では、4%を超えることもあった。 
これが水道料金を設定するときの難しさである。なぜなら SDGs は、「手頃な」価格の水

を「全ての人」に提供することを求めているからだ。だから水道料金をどのように設定す

るかが問題となる。次に、「普遍的かつ公平なアクセス」について。公平なアクセスとは

何か。もし誰かが家計の多くを水のために費やしたらそれは公平だと言えるのか。それが

私の疑問だ。 
2つ目は、NRWの削減である。今日のアクションプラン発表で、NRW削減を提案する声

が多く聞かれた。恐らく皆さんはこの水収支表に従っているのではないか（図 ７-３２）。 
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図 ７-３２ 【滝沢教授による全体総括】IWAによる水収支表 

誰もが水収支表をよく知っているが、この表には大きな欠陥がある（赤枠部分）。この

表は、有収水と無収水に分かれている。水量は見ておらず、料金を徴収できれば有収水と

なり、できなければ無収水となる。 
赤枠で囲った 1つ目の項目、「請求非計量給水量（Billed Unmetered Consumption）」につい

て。ヘレナ・アレグレ氏などの国際水協会（以下「IWA」）専門家グループによると、これ

は有収水である。確かに、皆さんは料金を徴収できている。しかし、その水がどこに行っ

たかはわからない。ちゃんと配水されているのだろうか。皆さんが提示した消費量は、実

際に消費者によって消費された量と同じだろうか。実際には分からない。主にヨーロッパ

諸国出身の専門家たちは、この量はごくわずか、あるいは無視できるものだと考えている。

なぜならヨーロッパでは水道メーターがあるのが普通だからだ。それがこの水収支表を使

う時の前提条件である。しかし実際には、多くの都市や国ではそうではない。「請求非計

量給水量」が全体の 90%だった場合はどうなるか。どうすればいいか。無収水量を予測で

きるか。どのように計算するか。これが大きな疑問だが、誰も IWA 専門家に質問できない。

これが水マネジメントにおける大きな問題である。 
水損失（表下部）には「商業的損失水量（Apparent Losses）」と「実損失水量（Real 

Losses）」がある。商業的損失水量は例えば、メーターの不正確さに起因するものなどであ

り、実損失水量は、水道メーターを確認しに行ったとしても判別できないような漏水に起

因する物理的損失が挙げられる。水道メーターが壊れていて数値が読めないことはよくあ

る。そういった場合には、検針員が見積もったり、固定の料金を適用したりする。このよ

うな状況で NRW を見積もることができるだろうか。それは不可能である。 
私たちが執筆した雑誌論文を紹介する。その研究で私たちがしたことは、水道メーター

を交換することだ。水道メーターの状態を見に行ったら、それが壊れていた。パイロッ

ト・プロジェクトで、それを新しいメーターと交換した。高所得者層の住むエリアにも行

った。水道メーターが壊れているので交換しようとしたが、家に入ることは許されなかっ

た。そのため壊れたメーターはそのままにして、その家の外に水道メーターを設置した。

通常はこんなことはしないが、敢えて実施した。そして私は水道事業体の総裁と話をし、
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同じような形で水道メーターの交換を続けるよう説得した。そしてメーターの交換を続け

た。その結果どうなったか。 

 
図 ７-３３ 【滝沢教授による全体総括】水道メーター設置前後の水消費量 

図 ７-３３の黒い点はメーター交換前の定額料金制の時の水消費量である。そして白い

点とその近くの青い線は、メーター交換後に実際に計測された水消費量である。請求され

た金額よりもはるかに多くの水を消費していることがわかった。そこで、私は学生に投資

回収期間を計算するように頼んだ。水道事業体は、メーターを全部取り替えるには非常に

多くの費用がかかるのでそのための資金はないと言っていたからである。大邸宅にメータ

ーを設置する場合、投資回収期間はわずか 8.5 か月である。その後はどうなるか。水道事

業体は料金収入を増やすことができるのである。このようにして市全域において、水道メ

ーターを交換する計画を立てた。水道料金の変更はなく、余分な予算も必要ない。水道メ

ーターを交換さえすればいい。残念ながら、政治的な事情により、その後の進展はなかっ

たが、各家庭への給水量を測定することは、非常に重要である。定額料金制で、無収水量

を計算したと言っても、それは本当ではない。余談だが、50 個ほど水道メーターを交換し

た後 1、2 か月経ったときに、2 個の水道メーターが詰まってしまった。水質が良くないこ

とがわかった。これはまた別の問題であり、清潔な水を供給すること、そして管路を清潔

に保つことも重要である。お話した通り、私は大学教授なので、学術論文を発表する義務

があり、過去 4、5 年でこの参考文献を発表してきた。その中には、あなたの街のケースス

タディも含まれている。ご興味のある方は、無料なのでぜひダウンロードしてお読み頂き

たい。 
次に皆さんに私からのメッセージをお伝えする。その前に、私たちが進むべき道につい

て。スチュワート・ブランドをご存じだろうか。スタンフォード大学卒で生物学を専攻し

ていた。ただそれだけでなく、デザイン、アート、音楽、建築などのエンジニアリングな

ど、様々なことに関心があった。そして彼は多くの失敗をした。彼の成功の 1 つは、三角

形を発見したことだ。ご存じのように三角形は構造的に非常に強靭で、彼は三角形の構造

を用いた建物を建設し始めた。それによって彼は多額のお金を手に入れた。もう 1 つ、彼

について興味深いことを話する。彼はカリフォルニアを転々としていたが、ある時、家族
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でボートに暮らしていたとき、空を眺めていた。星を見ていて、「もし地球全体の姿を見

ることができればとても面白そうだ」「ボートから星が見えるが、私が暮らしている場所

は（空からは）見えない」と考えた。そこで彼はアメリカ航空宇宙局に聞いた。これは

1960 年代後半の話だが、アメリカ航空宇宙局は地球の写真を撮影する衛星を打ち上げ始め

ていた。ただアメリカ航空宇宙局は国家安全保障上の問題であるとして彼の話を当時、拒

否した。彼は諦めず、遂に成し遂げた。その写真を使って、彼は「Whole Earth Catalog」と

いう本を出版した。わずか 4 年間で出版を取りやめたが、この本には「Stay hungry. Stay 
foolish」と書かれている。このフレーズを知っているだろうか。アップル社の創設者であ

るスティーブ・ジョブズが、2005 年にスタンフォード大学の卒業式で引用した、非常に有

名なフレーズである。残念なことに彼の人生は非常に短かった。一方でスチュワート・ブ

ランドは 85 歳でまだ存命である。 
私のメッセージを伝えたいと思う。何をすべきか知っていることと、それを実際に行動

に移すことは、違うことである。海外からの留学生に、母国で何をすべきか尋ねると、沢

山の答えが返ってくる。ただ「それを実際にしたか」と聞くと「していない」と皆答える。

できない理由は沢山ある。知っていることは重要だが、実際に行動に移すこととは全く異

なるのだ。私からのメッセージは「恐れないこと」である。Daredevil（がむしゃらな人）

になることを恐れないでほしい。アメリカのアニメのスーパーヒーローの Daredevil ではな

い。スーパーヒーローは、恐らくあなたの水道事業体にいて、何をすべきか分かっており、

あえて地面を掘って、水道メーターを設置して、水消費量を計測しようとする人たちのこ

とである。赤いコスチュームは不要で、ヘルメットとブーツ、作業着があれば良い。これ

が私のスーパーヒーロー（Daredevil）だ。もしかしたら Daredevil はこの会場にもいるかも

しれない。これが私の、皆さんへのメッセージである。 
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第８章 閉会挨拶 

８－１ 横浜市 山岡秀一水道局長 

最初の閉会挨拶は横浜市山岡秀一水道局長より行われた。 

 
図 ８-１ 横浜市山岡秀一水道局長による閉会挨拶 

【閉会挨拶内容】 
本フォーラムに国内外から多数参加いただきありがとうございました。開催に当たって

は、長年にわたり国際協力活動で密に連携させていただいている JICAとともに取り組み、

参加者のみなさまに多大なる協力を賜り、フォーラムを成功に導くことができたと思って

いる。約 3 年間、新型コロナウイルス感染症の影響により、対面での交流や技術支援等を

控える必要がある中、オンラインでの研修など、皆様と変わらぬやり取りをしてきたが、

直接同じ空間で議論を交わせることの大切さも改めて実感している。 
この 4 日間、アジア地域の上水道事業の改善に向け、様々な分野でのプレゼンテーショ

ンや長時間にわたる意見交換をしていただき、多くの知見が共有できたと思う。フォーラ

ムを通して、海外 10 か国から参加頂いた幹部の方をはじめ、国内の高度な知見・技術をお

持ちの有識者や水道事業体、民間企業の方々を交えて活発な議論がなされた。本日私も、

各国の水道事業体のプレゼンテーションを聞き、課題解決に向けたひとかたならない努力

をうかがい知ることができた。1 つの事業体の課題解決策がより多くの事業体に普及し、

改善の輪が広がっていくことを期待する。今回のテクニカルツアーでは、横浜水ビジネス

協議会の会員企業の協力を得て、参加者の皆様に、日本が誇る技術を視察していただいた。

視察内容が今後の取組みに生かされれば幸いである。最終日には 4 日間の会議を通じてそ

れぞれが得た新たな知見、アイデアも踏まえ、未来のためのアクションプランが議論され

たことと思う。将来、この会議が各国の技術力向上に効果をもたらす 1 つのターニングポ

イントであったと言われれば大変嬉しく思う。 
フォーラムで共有した知見を、海外の方においては自国の水道事業の改善に、日本の方

は国際貢献のための人材育成に活用いただければ幸いである。横浜市水道局の国際貢献は

今年が 50 年とまさに節目の年を迎えている。アジア地域には、これまで 368 人の職員を派

遣し、2,243 名の研修員の方々を受け入れてきた。ここを新たな出発点として、これからも

活動の歩みを止めることなく取り組んでいく。これからも横浜市は JICAや皆様と連携し、
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水道事業はもちろん、都市の様々な課題について解決策を提案していく。皆様とも更に繋

がりを深めながら、アジアの平和と発展のために、ともに努力をしていきましょう。 
今回の横浜滞在が楽しい時間になったのであれば嬉しい。残りの滞在期間も充実した期

間となることを祈っている。フォーラムでの成果が、皆様の今後の水道事業運営に結実さ

れることを祈念して、私からの挨拶とさせて頂く。 
 

８－２ JICA 森田隆博地球環境部長 

次いで JICA 森田隆博地球環境部長より閉会挨拶があった。 

 
図 ８-２ JICA森田隆博地球環境部長による閉会挨拶 

【閉会挨拶内容】 
初めに、本フォーラムにご出席いただいた皆様に厚く御礼申し上げる。JICA を代表して、

特にアジア諸国から参加いただいたリーダーの方々、横浜市の方々、その他本邦各組織の

皆様に感謝申し上げる。 
本フォーラムは日本国内とアジア各地の水道関係者をつなぎ、互いに学びあい、解決策

の共創を通じて、アジアの水道をより持続的で強靭なものとしていくことを目指し開催さ

れた。先ほどの各国のアクションプラン、エクソンチャン閣下と滝沢先生による総括を聞

き、大変感銘を受けた。フォーラムを通じて、参加者の皆様が、リスクと変化に強靭な水

道事業、SDGsの達成に向けた水道サービスの拡張、連携と共創の 3つのセッションでの議

論を通じて、互いに学びあい、根本的な課題を深く考え、ナレッジを共創し、質の高い水

道サービスの拡大に向けて具体的なアクションに取り組む決意を固められたと確信した。

またフォーラムを通じて、国内外の水道関連のリーダーが課題・教訓を共有することで水

道事業のミッションを共有し、水道一家という共通価値観のもとで、ともに水道サービス

のための努力を続けるという連帯感がさらに高まったのではないかと感じている。 
JICA では 1 年間のフォローアップの機会をいただき、フォーラムでより強化された連携

と共創のプラットフォームをともに育てていく。海外からの参加者には、今回得た知識と

気づきを水道サービスの改善のためにぜひ活用いただきたい。一方日本からの参加者には、

フォーラムで得たものを国際協力の活動に活用いただきたいと期待している。皆様が、充

実した 4 日間を楽しみ、良い思い出となったことを祈っている。次回フォーラムでも皆様

とお会いできることを楽しみにしている。これをもって閉会の挨拶とさせていただく。 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

９-１ 

第９章 テクニカルツアー 

8月 24日（木）Day3にテクニカルツアーを実施した。テクニカルツアー訪問先（2か所）、

行程概要は、以下の通り。 
 

 株式会社クボタ（以下「クボタ社」）： 
➢ 京葉工場（千葉県船橋市栄町 2-16-1） 

 横河ソリューションサービス株式会社（以下「横河社」）： 
➢ 武蔵野本社（東京都武蔵野市中町 2-9-32（横河電機株式会社構内）） 

 

図 ９-１ テクニカルツアー行程 

※時間に関しては、当日の進捗や交通状況により変動あり。 

 
９－１ 株式会社クボタ（京葉工場）視察 

【会社概要説明】 
 会社概要の動画視聴 
 京葉工場長より挨拶 
 クボタ職員より京葉工場の説明 
 以降、2 グループに分かれての視察を実施 
 
【ダクタイル鉄管（以下「DIP」）工場見学】 
 DIP の製造工程に沿って、工場内の見学を実施（溶解→鋳造→焼鈍→加工処理） 
 

時間

7:50 集合 集合

8:00 出発 出発

9:30 京葉工場到着

視察開始

10:00 武蔵野本社到着

視察開始

12:00 視察終了 視察終了

昼食 昼食

13:15 京葉工場出発 武蔵野本社出発

14:45 横浜市内到着

15:15 横浜市内到着

クボタ班 横河班

移動（２ｈ）

移動（1.5ｈ）
移動（２ｈ）

・工場の概要説明

・工場見学 / DIP

およびHRDIPプ

レゼン

・質疑応答

（Total 2.5h）

（２ｈ）

※見込

移動（1.5ｈ）
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【展示スペースの見学】 
 耐震型ダクタイル鉄管（以下「HRDIP」）の曲げ実験を実施 
 
【展示スペースにおける質疑応答】 
Q.HRDIP は、地震後にも漏水は発生しないのか。 

→発生しない。 
Q.継ぎ手部はどのような構造になっているのか。 

→展示の通り、ゴム輪、ロックリング、直管受口等で構成されており、伸縮、屈曲、

離脱防止が可能となっている。 
Q.パイプ以外のアクセサリの生産もここで行っているのか。 

→京葉工場ではパイプの製造のみ。 
Q.最後の工程として内外塗装を行うとのことだが、材料は何か。 

→内部塗装は FBE 塗装、セメントモルタルの 2 種類がある。外部塗装は別の材料を

使っている。 
Q.耐用年数は。 

→GENEX では、ガスケット含め 100 年となっている。 
 
【クボタ社によるプレゼン・質疑応答】 
 内容としては以下の通り。 

➢ (1)DXR（Duplex method for pipeline Renewal）工法の説明 
➢ (2)DIP（特に HRDIP）の概要紹介 
➢ (3)ポンプ、バルブ事業の概要紹介 

 
【質疑応答】 
Q.（インドネシア国 Perumda PAM JAYA）ジャカルタでは NRW は 46%と高く、その原因は

管路の老朽化、破損である。管路を更新する必要がある。管路の状態を評価するシステム

やモデルはあるか、サポートはしてもらえるか。 
→国内での実績あり。対応可能なので、後日相談させていただく。 

Q.（インドネシア国Perumda PAM JAYA）管路の敷設時に、管路内部への汚れ付着等はどの

ように対応しているか。 
→敷設時には、管路内部にポリエチレンのカバーをつけ、汚れや傷がつかないよう

にしている（30 年前から）。この施工時の配慮についての実験も行い、記録も取っ

ている。 
Q.（インドネシア国 Perumda PAM JAYA）先ほど視聴した DXR 工法の動画のデータをいた

だきたい。また、もしポリエチレンのカバーをつけた上での施工についてもデータがあれ

ば共有いただきたい。 
→後ほどやり取りさせていただく。 

 
【参加者から感想発表・御礼（フィリピン国 Maynilad より）】 
 本日は工場見学をさせていただきありがとうございました。工場内は非常に暑かったが、
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DIP の製造プロセスを知ることができてとても良かった。クボタの高い技術と革新に感銘

を受けた。フィリピンでも設置条件が難しい箇所は多数あるため、クボタのパイプを使え

るのではないかと思った。ありがとうございました。 
 

  
図 ９-２ 【クボタ社】会議室における

プレゼンの様子 

図 ９-３ 【クボタ社】質疑応答の様子 

  
図 ９-４ 【クボタ社】参加者からの感想

発表・御礼 

図 ９-５ 【クボタ社】HRDIPの曲げ実験

装置 

  
図 ９-６ 【クボタ社】HRDIPの断面構造

模型 

図 ９-７ 【クボタ社】記念撮影 
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９－２ 横河ソリューションサービス株式会社（武蔵野本社）視察 

【会社概要説明】 
 常務より挨拶 
 横河社職員より会社紹介、ソリューション紹介、イントロダクション 
 以降、2 グループに分かれての見学を実施 
 
【ロボットソリューション見学】 
 ロボットソリューションの説明 
 ロボット動作見学、質疑応答 
 
【ロボットソリューション見学時の質疑応答】 
Q.どこでこのロボットを使用するのか。水道分野でも導入実績があるか。 

→主にガスプラントで使用する。まだ水道では実績がないが、将来皆様に水道メン

テナンス等で使用できると紹介できるようにしたい。 
 
【グローバルレスポンスセンター見学】 
 グローバルレスポンスセンターの紹介動画視聴 
 見学、質疑応答 
 
【グローバルレスポンスセンター見学時の質疑応答】 
Q.日本の電話はここのセンターへつながるのか。 

→その通り。毎日 100件ほどの電話を受けている。ここは日本と世界のレスポンスセ

ンターである。 
Q.電話で受けた問題は 5 分以内に解決するか。 

→問題による。時には技術スタッフへの確認が必要になることがあるので、少し時

間がかかる。またその顧客の緊急度合いにもよる。 
Q.ローカルレスポンスセンターに日本人はいるのか。 

→ローカルレスポンスセンターに日本人スタッフはいないが、そこで解決できない

問題はここのグローバルレスポンスセンターにいる日本人が連絡を受け対応する。 
Q.フィリピンの場合はここに英語で連絡をするのか、ローカルレスポンスセンターへ連絡

をするのか。 
→フィリピンはシンガポールの管轄下なので、シンガポール支社で連絡を受け対応

する。ここにいらっしゃるカンボジア・ラオス・ベトナム・フィリピンの国は全

てシンガポール支社での対応となる。 
 
【横河社によるプレゼン・質疑応答】 
 内容としては以下の通り。 

➢ (1) Edge Solutions for Sustainable Water Service の説明 
➢ (2) OmegaLand WaP Trainer の概要紹介 
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【参加者から感想発表・御礼（スリランカ、バングラデシュより）】 
 （スリランカ）本日は見学をさせていただきありがとうございました。横河ソリューショ

ンサービス株式会社のホスピタリティーに感謝申し上げる。 
 （バングラデシュ）古い友人にも会え、最新の技術をこちらで体験できたことに感謝する。

ありがとうございました。 
 

  
図 ９-８ 【横河社】会議室でのプレゼンの

様子 
図 ９-９ 【横河社】参加者の様子 

  
図 ９-１０ 【横河社】参加者からの感想

発表・御礼 

図 ９-１１ 【横河社】ロボットの見学① 

  
図 ９-１２ 【横河社】ロボットの見学② 図 ９-１３ 【横河社】記念撮影 
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第１０章 考察 

第 5 回フォーラムでは、8 月 22 日～25 日（Day3 はテクニカルツアー）の間、3 つのセッ

ションでプレゼンテーション及び議論を行った。この間、フォーラムの参加者は延べ 495
名（Day3 テクニカルツアーを除く）にも上った。 

 
 Day1（セッション 1）：リスクと変化に強靭な水道事業に向けて 
 Day2（セッション 2）：SDGsゴール 6 の達成に向けて 
 Day4（セッション 3）：連携と共創 

 
１０－１ 第 5回フォーラムの成果・総評 

第 5 回フォーラムのテーマ「アジアから共創する強靭で持続可能な水供給サービス」に

もある通り、強靭で持続可能な水供給サービスを、連携と共創を通したインパクト向上に

よって実現することを目指し開催したフォーラムで、以下の成果を得ることが出来たと考

える。 
 

（１）プレゼンテーションを通したプラクティスや教訓の共有 

本成果は、第 1 回から第 4 回までと同様であり、第 5 回フォーラムでもその責務が果た

されたと考えられる。各セッションで共有された発表は、参加者が自身の組織で実施でき

る取組みとなり得るものであり、グループディスカッションにおける議論は、さらに知識

を深める良い機会であったと思われる。 
以下は、各発表から得られた成功要因や教訓をまとめたものであり、参加者が自国へ持

ち帰り、更なる改善にかかる取組みを実施する際に参考にできるものである。これらの成

功要因や教訓を共有できたこと、及びこれらに基づいてグループディスカッションが実施

されたことは、知見と経験を共有する場である幹部フォーラムの意義として極めて重要な

ものである。 
第 4 回において、日本からより多くの事例発表があるといい、とのコメントが多数寄せ

られ、これに基づき、第 5回フォーラムでは、国内より 5事例（第 4回フォーラムでは 2事
例）のプレゼンテーションを組み込んだ。アンケート結果からも、日本国内からの事例発

表に対する関心が高かったことが伺え、日本の取組みのノウハウや知見を共有できたこと

は非常に有意義だったと考える。 
 

表 １０-１ 発表により共有された成功事例／教訓 

発表者 成功事例内容 成功要因／教訓 
Engr. A. K. M 
Fazlullah、
CWASA、バング

ラデシュ 

感染症蔓延時、塩水

遡上時などリスクへ

の機動的な対応と、

それによる事業の継

続、サービス水準の

維持 

 リスクに対して、強いリーダーシップのも

と即座に必要な措置を臨機に取ったこと

（感染症に関しては初期の感染の経験か

ら、職員の移動制限や隔離等を実施、塩水

遡上に対しては干潮時に取水の上、地下水

と混ぜ合わせて短期的な対応をしつつ、長

期的対応も検討）。 
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発表者 成功事例内容 成功要因／教訓 
石本知子氏、大阪

市水道局、日本 
予め策定していた感

染症対策用 BCP を

活用したパンデミッ

ク時の事業継続と、

当該 BCP の更なる

改訂の継続 

 地震や風水害とは別の感染症対策用 BCP を

予め策定して準備していたこと。 
 パンデミック時には、感染症対策用 BCP を

準用し水道事業を継続したこと。 
 パンデミックの経験に基づき、感染症対策

用 BCP を継続して改訂し続けていること。 
辻榮透氏、名古屋

市上下水道局、日

本 

短期・中長期視点に

基づく、パンデミッ

ク時の料金支払猶予

と水道料金減額措置

の検討・実施判断 

 経営プランにおける収支計画や施設更新へ

の支障といった視点で実施の検討を進め、

短期だけではなく中長期も含めて事業運営

に支障をきたさない範囲で減額措置等の内

容を決定したこと（「責務」と「経営」の

観点から）。 
Mr. Pornsak 
Samornkraisorakit、
MWA、タイ 

デジタルツールの開

発・活用に基づく塩

水遡上対策の実施

（取水制限やダムか

らの放流量増加） 

 強いリーダーシップのもと王立灌漑局やそ

の他の機関と連携し、自前でデジタルツー

ルの開発を行ったこと。 
 開発したツールを実際に活用し、データを

蓄積し予測精度を高め続けるよう取り組ん

でいること。 
Mr. Cao Huy Tuong 
Minh、
HueWACO、ベト

ナム 

自然災害や感染症下

での 5 つの対策を取

ることによる安全な

水供給の継続 

 自然災害や感染症蔓延時に、①安全性と持

続可能性の確保、②柔軟な対応、③前準備

をしっかり行うこと、④予測とそれに基づ

いた影響低減策の実施、⑤公共への共有

（還元）という 5 つの柱に沿った多様な取

組みを行っていること。 
Mr. Nguyen Thanh 
Su、SAWACO、ベ

トナム 

設備投資とオペレー

ター向けハンドブッ

クの作成による原水

水質のモニタリン

グ、気候変動への対

応 

 水源水質を適正にモニタリング・管理する

ためにハード面・ソフト面両方からアプロ

ーチをとっていること。 
 気候変動による影響や、気候変動に対する

長期的対策について研究を進めるとともに

スタッフへの気候変動に関わる研修も行う

ことで組織として気候変動に適応しようと

していること。 
Dr. Usman Latif、
WASA-F、パキス

タン 

不正接続の検知や新

規接続登録、水道料

金の是正等、自立発

展する水道事業体に

なるための取組み 

 不正接続の検知・適正化や新規接続登録

と 、 低 所 得 者 層 へ の 補 助 金 （Cross 
Subsidy）を含む料金改定を並行実施するこ

とで、水道サービスの向上に繋げているこ

と。 
 取組みの効果・成果を財務的数値として整

理し、関係者への説明に活用しているこ

と。 
Ms. Sarah Monica 
E. Bergado、Manila 
Water、フィリピン 

持続可能性の目標と

会社のビジネスの方

向性の連動。特に

NRW 低減の取組み

による持続的なサー

ビス提供の実現 

 民間企業として、持続可能性の目標、ESG
を会社の意思決定や計画策定に連動させて

いること。 
 NRW を新たな水資源と捉えて、給水エリ

アを細分化し各分割エリア単位で確実に

NRW 削減の取組みを続けてきたこと。 
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発表者 成功事例内容 成功要因／教訓 
 メーターのテスト・校正も実施し、NRW
数値の確からしさも検証していること。 

桜田義法氏、東京

都水道局、日本 
顧客とのコミュニケ

ーションの取組みに

よる水道事業への理

解促進、顧客ニーズ

の把握等 

 交流会や学校水道教室、水道局アプリのお

知らせ機能等、顧客との直接対話を取り入

れた積極的な広報を実施していること。 
 取組みの結果・成果を数値化・分析し、取

組みの評価や改善に繋げていること。 
Mr. Philavong 
Ladda、NPLP、ラ

オス 

コーポレートプラン

及び料金改定の検

討、提案、及び実績

との比較分析 

 中長期のコーポレートプランに基づいた料

金改定を検討し、提案していること（料金

改定の根拠・理由付けを明確に行っている

こと）。 
 計画と、実績を比較し、計画通りに行かな

かった原因を分析し、計画の改定をも検討

していること。 
小原太吉氏、岩手

中部水道企業団、

日本 

水道事業統合におけ

る水道料金の統一、

それに向けた多角的

視点での検討実施、

顧客への説明の実施 

 ユーザーや学識経験者等外部メンバーで構

成する委員会を活用し、多角的視点で料金

統一を検討したこと。 
 住民説明会等を多く実施し、その際には分

かりやすい数字を使う等、統合や料金改定

の必要性をしっかりと理解してもらうよう

にしたこと。 
 料金改定時には激変緩和措置を講じて、ユ

ーザーへの影響を緩和したこと。 
Mr. Nguyen Van 
Thien、BIWASE、
ベトナム 

ODA ローンや協調

融資等を活用した資

金調達 

 ODA を活用する際には、プロジェクトの実

現可能性や効率性等の（金融機関側の）観

点も重視しながら目標を設定し、長い目で

辛抱強く取り組んだこと。 
 高い顧客満足度、低い無収水率、優れた財

務管理等、金融機関が重視する要素に焦点

を当てて、事業改善に取り組んだこと。 
H.E. Long Naro、
PPWSA、カンボジ

ア 

ニーズに応じた融

資、無償資金、技術

支援等のスキームの

活用と資金調達 

 融資や無償資金、技術支援等、その時々の

ニーズに応じたスキームを活用し水道事業

を発展させてきていること。 
 この経験をふまえ、2030 年の SDGs 目標達

成に向けて、水道料金の見直し検討ととも

に、開発プロジェクトの設計等を進め、多

様な資金確保方策を取っていること。 
Engr. Taqsem A 
Khan、DWASA、

バングラデシュ 

Bankable な組織にな

るための DWASA 変

革プログラムをもと

にした様々な取組み

の実施 

 将来への強い危機感のもと、強いリーダー

シップで変革プログラムを遂行したこと。 
 自立的な組織となることを念頭に、特に職

員のマインドセットの変革に焦点を当てつ

つ、様々な取組みを進めてきたこと。 
（結果として資金調達において選ばれる側

から選ぶ側へと変わったこと。） 
Mr. Rustico Noli 
Cruz、DBP、フィ

リピン 

多様なスキームを活

用した投資を行い、

 金融機関側から水道事業の資金調達への視

座を提供するプレゼンテーション。 
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発表者 成功事例内容 成功要因／教訓 
 民間金融機関との協

調融資等を進展 
 資金調達の 1 つとして、PWRF のようなス

キームでの、開発銀行と民間金融機関の協

調融資も想定されること（特に大規模プロ

ジェクトにおいて）。 
Dr. Wasantha 
Kumari 
Illangasinghe、
NWSDB、スリラ

ンカ 

CEWAS 構想としてﾅ

ﾚｯｼﾞｾﾝﾀｰ、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰ、品質ｾﾝﾀｰを設

立し、NWSDB の専

門知識、経験、熱意

を内外へ向けて還

元、発信 

 地元の住民や技術者、海外事業体の研修ニ

ーズを受けて、国内外の組織・機関と連携

する中で研修プログラムを開発、人材育成

を行ってきていること。 

Mr. Siphanh 
Inmouangxay、
NPNL、ラオス 

ラオスにおける水道

事業体のネットワー

ク強化や事業運営の

発展に向けた取組み 

 正会員である水道公社への技術支援や少額

の資金援助、研修実施だけでなく、海外ド

ナーとのプロジェクト窓口や海外カンファ

レンスへの参加等、ラオス国の水道セクタ

ーを取りまとめる核組織として積極的に活

動を進めてきていること。 
Mr. Kabir Bedi、
Perumda 
Tirtanadi、インド

ネシア 

多様な連携・協力の

追求による北スマト

ラ州における給水サ

ービスの拡大 

 給水サービスの拡大のために、中央政府、

州政府、県・市や民間企業等と柔軟かつ機

動的に協力関係を構築していること。 
 連携の取組みや水道事業の制約となる要素

について、従来より築き上げてきた関係性

をもとに、積極的に関係機関に改善を働き

かけていること。 
Mr. Nithit Thongsa-
ard、PWA、タイ 

組織の持続可能な成

長のための人材育成

の実施、PWA 外へ

の人材育成研修の提

供・普及 

 人材育成を組織戦略の中に位置付け、人材

育成の戦略も個別に策定し、実際に、多様

な研修を職員に実施していること。 
 PWA の内部人材の育成だけでなく、タイ国

内の小規模水道事業体の人材育成、PWA 外

に向けた水道関連の職業訓練、タイ国外の

水道事業体に向けた研修等、人材育成の経

験・ノウハウを、国を超えて提供している

こと。 
長谷川浩市氏、横

浜ウォーター株式

会社、日本 

横浜市の技術や事業

運営のノウハウを国

内外の上下水道事業

体に向けて提供（ｺﾝ

ｻﾙﾃｨﾝｸﾞ、ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘ

ｰ）し、持続可能な

事業運営に貢献 

 公営企業としての横浜市水道局と手を携

え、かつ民間企業として持続可能で柔軟な

サービスを提供できるという強みを生か

し、国内外の水道事業体支援を行ってきて

いること。 

 
（２）民営水道事業者が参加したことによるより広い視野・テーマの形成 

民営水道事業者である Manila Water、Maynilad、BIWASE 等が参加することで経営面、リ

ーダーシップ、マネジメント、サステナビリティといった要素がより明確に重要視され、

発表を通じて共有された事は有意義であった。水道事業は、SDGsへの多数の目標（ターゲ
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ット）と相互に関連性がある点も、ESG Indicator といった視点も発表されていた。それら

の発表がなされたDay2の午前セッションで、招聘者からの質問が、自発的にされていたこ

とは、参加者の興味を引いた証拠でもあった。 
 

（３）リーダーシップの更なる醸成 

第 5 回フォーラムでは、セッション 1、2 および 3 において、グループディスカッション

を行った。グループディスカッションでは、主ファシリテーターを招聘者、副ファシリテ

ーターを日本人とし、第 5 回フォーラム開催前日にディスカッションの進め方に係る準備

協議も実施した。グループディスカッションでは、主ファシリテーターや議論の口火を切

るアクセレレーターの役割を、発表を行わない参加者にも可能な限り担ってもらうよう役

割を配分し、多くの出席者が何らかの役割を果たすようにした。 
グループディスカッションでは、全ての参加者に発言の機会があり、能動的な参加が促

進できたと思われる。実際、グループディスカッションの議論は極めて活発であり「実り

が多かった」「全てのディスカッションは非常に活発で双方向的だった」「経験を共有する

非常に良い機会だった」とのコメントも寄せられている。このように、リーダーが一堂に

会し、リーダー同士が活発に議論を行う機会は貴重である。参加者がリーダーとして参加

し、他組織のリーダーと議論を行ったという経験は、参加者によるリーダーシップのさら

なる醸成に寄与できたのではないかと思われる。 
 

（４）水道一家としての意識共有・ネットワーク形成 

プレゼンテーションにおける各事業体・機関の現状や課題の発信に加え、グループディ

スカッションでは可能な限り多くの参加者に何らかの役割を担ってもらう形とすることに

より、全ての参加者が発言・意見交換できるようにした。その結果、参加者それぞれのバ

ックグラウンドや事業の発展段階、直面する課題等が共有され、自らと類似する事業体・

機関、先進的取組みを参考にできる事業体・機関などが、それぞれの参加者にとって明確

になったのではないかと考えられる。 
各セッションやトピックについての考察は、「１０－３ 第 5 回フォーラムアンケート結

果（招聘者からの評価）」にも記載しているので参照いただきたいが、総じて、NRW 削減

を中心とした水道事業のサービス向上、料金改定を含む資金確保、気候変動リスクへの対

応（水資源管理含む）が招聘者にとっては非常に関心の高いテーマであり、水道事業の持

続性への関心が根底にあることが伺えたことが非常に興味深い。 
Day4 のアクションプラン発表の中でも、自国以外の招聘国の現状や課題、アクションプ

ラン、目指すべき方向性などを知り、自国と比較できる機会を提供できたことは、今後の

招聘国間の連携や共創を促す上での土台となる。 
主としてグループディスカッションや休憩時間中の招聘参加者同士の交流や意見交換、

議論を通して、ネットワークの形成は進められ、上記のような他事業体・機関の情報と組

み合わさることで、各国・各招聘者は、自らのアクションプラン実現に向けて、情報提供

をしあう、切磋琢磨しあう、技術的サポートを受ける、協働して取組みを進めるといった

様々な形での連携・共創を進めることができると考えられる。 
Day1 より「水道一家」「連携と共創」といったキーワードに重きを置き、プログラムを
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構成、基調講演等でもキーワードを組み込んだことも功を奏したと考えられ、全体を通し

て、水道一家としての意識共有、ネットワーク形成、それらを通した連携と共創、に焦点

を当てることができたと思われる。アンケートでも、第 5 回フォーラムで得られた教訓の

活用先を訪ねる質問に対して「協働」と答えた参加者が 22 名と多かったことからも、その

認識がしっかりと伝わったことがわかる。 
 

（５）各国の理想像とそれに向けた行動計画の具体化 

第 5 回フォーラムでは、アウトプットとして、第 4 回フォーラムまでの横浜フォーラム

宣言の作成から、国単位でのアクションプラン作成に変更し、国単位での課題やアクショ

ンプラン、将来の理想像などを議論、整理、とりまとめる時間を提供した。結果として、

招聘者のフォーラムへの参加意識や関与を高めることに繋がったのではないかと考えられ

る。国単位でのアクションプランとすることで、自分事の意識が保たれ、フォローアップ

を通したアクションプランの実行が期待される。 
通常、日常の事業運営の中では、事業体・機関単位でのゴール追求や目標設定が行われ

るが、国単位での理想像、それに向けた行動計画について同国参加者同士で検討し擦り合

わせていくことは、国単位で共通のゴールに向かって水道セクターを改善・向上させてい

く広い視野を得るという点で非常に意義深い。時間の制約もあり、（国単位の課題・行動

に昇華するには至らず）各国参加者の課題を羅列しているケースも見受けられたが、国単

位という広い視点で水道事業を考える機会を提供できたことは良かった。 
また一方で、課題や取組みに優先度をつけられていない発表も見受けられた。招聘者に

よるアクションプラン作成時に、課題を突き詰めていく中で根本原因を理解し、その根本

原因に対する取組みを優先的に検討するというステップを踏んで頂くことを狙いとし、事

務局からの説明の中でも、上記趣旨を説明してきた。しかし、国によってはその段階に至

らなかったことは残念であり、事務局側としてのサポートが十分ではなかったことは反省

点である。 
アクションプランの取組みは、当然のことながら各組織の既存の戦略や計画、各国の政

策方針という大局の中で進められるものである。その前提でアクションプランのフォロー

アップを進めていくが、折に触れて、根本原因を突き詰めること、取組みの優先度付けを

行うことが重要という考えを共有し、取組みを進める上で念頭に置いていただけるよう、

アドバイスを行う。 
 

（６）将来的な案件形成等に資する情報の収集と発信 

事前に実施した UP データ収集や質問票調査、またプレゼンテーションやグループディ

スカッション、アクションプランの発表、更には休憩時間等での意見交換等、フォーラム

期間中のやり取りを通して、参加招聘者の直面する課題や困難が共有された。このような

情報は、第 5 回フォーラムのフォローアップの基本情報としても極めて重要であるし、こ

れらを有効活用することで、新たな案件を効果的に形成することも可能となる。上記の情

報源からの情報を総合して、招聘国・事業体が抱えると考えられる主たる課題を表 １

０-２に整理した。 
グループディスカッションの議事録については「１１－５ グループディスカッション
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議事録」に、また UP については参加事業体間で主要指標について比較したグラフを「１

１－７ Utility Profile 分析整理結果」に示しているので合わせて適宜参照頂きたい。 

表 １０-２ 招聘国・事業体が抱えていると考えられる主たる課題 

項目 内容 
バングラデシュ  中長期を含めた塩水遡上対策（CWASA） 

 NRW の更なる削減とその維持／DX 導入（DWASA） 
カンボジア  水資源政策の策定／民営水道の監督・指導、技術支援／MISTI 人

材の能力向上／民営水道への投資資金の確保（国単位） 
インドネシア  全国の水道事業体のパフォーマンス改善（KPI を活用）・能力開発

や人材育成（国単位） 
 管路漏水対策（老朽管更新）／水源の確保（Perumda PAM JAYA） 
 水源不足に伴う市外からの水源確保、それに伴う CAPEX・OPEX
の増加／水道料金の改定／気候変動への対応（Perumda Tirtanadi） 
 NRW 削減／水道普及率の向上（Perumda Jambi） 

ラオス  水道普及率拡大／NRW 削減／気候変動対応（豪雨による高濁度原

水、干ばつ等）（国単位） 
 水道普及率の向上（NPKM） 
 コーポレートプランの見直しと計画実行／事業の効率性の向上

（NPLP） 
ネパール  干ばつ・洪水・地滑り対策（雨水貯留と涵養対策、貯水池や浄水

場の建設、早期警報システムの確立等）（国単位） 
パキスタン  水資源政策の策定／上下水道公社の自立性の向上（国単位） 

 地下水依存の脱却／水源水質の改善（下水処理の拡大）／NRW 削

減（WASA-L、WASA-F） 
フィリピン  地下水源の汚染対策／地下水への依存脱却（海水淡水化）／NRW

削減／料金改定（MCWD） 
 NRW 削減（Maynilad） 

タイ  給水事業の見直し等による設備再整備／水道料金の改定（MWA） 
 水源確保／貯水池等の整備の資金確保／デジタル技術の導入／

NRW 対策（PWA） 
スリランカ  老朽化インフラの更新と NRW 削減／水資源政策の策定／丘陵地

帯等への水供給の拡大（国単位） 
ベトナム  水源の確保（水源水質悪化への対応や水源の移転含む）（国単

位） 
 気候変動対策（塩水遡上）（SAWACO、DAWACO） 

 
また表 １０-１では成功要因や教訓等を抽出したが、 
 

 経験・知見を有する国内事業体を巻き込んだ形での課題解決支援・・・例として、大阪市

のようなリスクに応じた複数の BCP 策定やそれに基づく運用等 
 JICA のこれまでの支援・取組みの横展開・・・例として、WASA-F の接続の適正化・効

果の財務数値化、NPLP のコーポレートプランとそれに伴う料金改定等 
 海外事業体の成功事例を参考にした課題解決支援・・・例として、マニラウォーターの段

階的な NRW 削減の取組み等 
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等、案件形成を検討する際にも、様々なアプローチが可能である。 
 
一方で、本邦企業とのビジネスを促進するための日本側からの情報発信としては、ビジ

ネスセッション（5社）や展示（9社）、テクニカルツアー（2社）等を実施した。展示につ

いて参加招聘者側と本邦企業とのやり取り等も行われており、ビジネスセッションについ

ても関心を持って聴講いただいた。またDay3のテクニカルツアーに関しては、クボタ社、

横河社の 2 グループに分かれて実施したが、いずれのツアーでも、参加者は非常に興味深

く視察していた様子であり、アンケート結果でも前向きなコメントが得られ、非常に実の

ある視察となった。実際に、クボタ側ではインドネシアからの参加者が、具体的な相談を

持ち掛けるなど、本邦企業のビジネス展開も期待される結果となっており、双方向にとっ

て充実したツアーとなった。 
 

（７）参加者と本邦関係者とのネットワーク構築・促進 

フォーラム期間を通して、本邦企業によるビジネスセッションや展示、テクニカルツ

アー等に限らず、休憩時間中にも、招聘者及び本邦関係者のコミュニケーションが活発

に行われ、ネットワークの構築・促進に繋がった。 
事務局やその他関係者と招聘者間の繋がりの醸成は、今後日本の水道セクターの海外展

開や水道一家としてのプラットフォーム機能の充実を円滑に進めていくための根幹となる

ものである。また本邦民間企業に関して言えば、前項でも述べた通り、展示スペースやテ

クニカルツアーでの商談等、直接のやり取りが活発に行われた。これは今後のビジネス展

開に繋がるものであり、フォーラムに期待される役割の 1 つとして十分に満たすことがで

きたと評価できる。 
 

１０－２ 第 5回フォーラムの運営面での評価・分析・反省点 

１０－２－１ プレゼンテーションに関する事項 

（１）プレゼンテーション数の適正化 

第 5 回フォーラムでは、Day1、Day2、Day4 の 3 日間で計 20 件のプレゼンテーション

（うち国内事例発表は 5 件）を行った。第 4 回フォーラム（計 19 件、うち国内事例発表

は 2件）と同じ 4日間のスケジュールであったにも関わらず、発表数は 1件増（国内事例

発表は 3 件増）となっており、プログラムとして非常にタイトであった。後述の通り、

結果として、質疑応答の時間は確保できたものの、プログラム上は確保する余裕がなか

ったことも反省点である。次回フォーラムの企画・検討時には、全体としてスケジュー

ルに余裕幅を持たせることを念頭に、プレゼンテーション数や内容の検討、発表者との

調整を進めていくことが必要である。 
なお、国内からの事例発表は、第 4 回フォーラムから増やす形となったが、「１０－１

（１）プレゼンテーションを通したプラクティスや教訓の共有」に示した通り、参加者

からの評価も良く、功を奏したと考えられる。一方で、アジア諸国の学び合いの場とい

うフォーラム活動の観点をふまえ、日本からの事例発表数については、幹部フォーラム

の企画段階にて都度検討することが望ましい。 
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（２）より具体のアクションに繋がるプレゼンテーション 

プレゼンテーション・グループディスカッションに関して、参加者から「参加者の多

くは教訓を得るために来ているが、グループディスカッションのパートでは、結論が出

ないまま弱点を共有するだけになってしまった。取組みに成功した発表者は、どのよう

にゴールに到達したのか、その道のり、ステップを共有すべきである」といったコメン

トがあった。 
成功までこぎつけるには（資金や人材等の制約がある中で）具体的にどのようなステ

ップを取り得るか、より具体に詳細な解決策、類似の事業体ですぐにでも実施できうる

方策を発表・紹介して頂くことも必要であろう。 
同様にグループディスカッションにおいても、時間の制約上、各事業体の現状や課題

を共有することに時間を取られ、課題解決に向けた議論を深めることが出来なかったケ

ースも見受けられた。 
プレゼンテーションの内容やグループディスカッションのトピックを絞り込み、深度

化することが、各事業体の具体のアクションに繋がるものと考えられるので、次回フォ

ーラムの企画検討では、上記の観点も念頭において、プレゼンテーションやグループデ

ィスカッションの内容について検討することが望ましい。 
また同様に、成功事例だけではなく、失敗事例や苦心点等から学ぶといった視点も重

要であろう。予定する取組みがどのような失敗に繋がり得るのか、それを避けるために

は何が必要か、失敗した場合にはどのように状況を克服できるか、等、次に取り組むべ

き行動、避けるべき行動を具体的かつ現実的に落とし込んでいくことが可能となる。 
 

（３）同時通訳の是非 

第 5 回フォーラムでは、メイン会場及びグループ B において同時通訳（日⇔英）を実施

した。①日本側からの発表のいくつかは日本語による発表だったため、その英語への通訳、

②事務局での議事録作成のための（英語による発表の）日本語への通訳で主に活用された。

しかし一方で、招聘者の多くは英語に堪能であり（ベトナムの一部の参加者を除く）、原

則として英語での聴講、発表、コミュニケーションに問題が感じられなかった。またベト

ナムからの参加者については、同行者による英語⇔ベトナム語通訳が行われたため、同様

に英語での聴講、発表、コミュニケーションに問題は見られなかった。以上のことから、

同時通訳の是非は日本側参加者の言語の問題と考えられるため、次回以降、同時通訳を実

施するかどうか、費用対効果の観点も含め、検討の余地があると考えられる。 
 

（４）プレゼンテーションの進行管理 

プレゼンテーションの時間管理のため、発表終了前～終了時にかけて複数回ベルを鳴ら

す形での運用を行った。試行錯誤もあったものの、結果としては、プレゼンテーションの

時間管理もある程度達成できるとともに、時間が余った場合には適宜、モデレーター、副

モデレーター主導で、15 分程度質疑応答の時間を取ることができた。柔軟な形での対応が

でき、結果的には適当な形でのプログラム管理ができたことは良かった点である。 
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（５）質疑応答の実施 

今回は、Day1、Day2ともに比較的時間割通りにプレゼンテーションが進んだこともあり、

適宜質疑応答の時間を取ることができたのは良かった点と言える。次回のフォーラムでは、

予め、セッションのパート（午前・午後など）ごとに質疑応答の時間を割くなども検討の

余地があると思われる。 
一方、動画放映、オンラインでの参加で協力いただいた DBP については、質疑応答のた

めに発表者ご本人にオンラインで参加頂いていたにも関わらず、会場からの質問がなく、

非常に残念であった。招聘者からの質問がない場合には、主／副モデレーターから適宜質

問するなど、事前準備、配慮が必要だったことが反省点である。 
 

（６）プレゼンテーションスライドデータの共有 

発表直前（発表前日や当日）にデータを差し替えたい、といった問い合わせが複数の発

表者から寄せられた。複数回にわたるデータ更新・差し替えに、毎回対応する必要がある

など事務局側の手間も多かった。次回以降は、予め、投影データを指定の場所（アドレス）

に格納することとし、発表者に格納場所を知らせておく等、事務局側の負担を減らす対策

も適宜検討すべきと考える。 
 

１０－２－２ グループディスカッションに関する事項 

（１）グルーピング 

今回は招聘国の立地エリアや、水道セクターの発展段階等を考慮し、3 グループに分け

たが、近隣国同士、類似の発展段階の事業体同士ということもあり、それぞれのグループ

で白熱した議論が繰り広げられた。グルーピング方法としては問題がなかったと思われる。

他方で、国や地域に拘らず、参加者を無作為にグルーピングすることも、国や地域での固

まったコミュニケーションに収まらない参加者間のネットワーキングを誘発するという趣

旨からは検討の余地があると考えられる。次回フォーラムを企画検討する際には、この観

点も考慮の上、グルーピングを検討することが望ましい。 
 

（２）ファシリテーター・アクセレレーターの任命 

ファシリテーター依頼はフォーラム開催の数か月前から順次、アクセレレーター依頼は

来日後、当日までに順次依頼していく形をとった。ファシリテーターの了解取付には、メ

ールのやり取りに時間を要してしまい、フォーラム間際に辞退され、急遽変更を余儀なく

されることもあった。辞退の理由は言語の壁によるものが殆どだが、来日時の環境が整わ

ないことによる辞退もあった。招聘者には、発表やファシリテーター等、フォーラムでの

役割を担ってもらうことが望ましく、フォーラム事務局としては、その環境づくり機能の

充実が求められる。 
またファシリテーター・アクセレレーターの急遽変更、依頼により、招聘者には臨機に

対応いただいた部分もあったが、アクセレレーターが発した一言がきっかけとなって、そ

の後の議論が順調に展開したことは結果として良かった点である。 
一方、ファシリテーターとプレゼンテーションを兼務している（することになった）招

聘者もおり、負担が大きかったケースも見受けられたため、次回以降は可能な限り 1 つの
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役割に集中してもらえるようにした方が良い。また役割を分散させることで、なるべく多

くの招聘者がフォーラムで何らかの役割を担う形とするよう努めるべきである。 
 

（３）ファシリテーターの事前準備 

グループディスカッションの進め方については、事前にファシリテーター、副ファシリ

テーターの間で顔合わせ、事前打ち合わせの時間を確保したことにより、グループごとに、

事務局から配布したシナリオを参考としながらも、独自の進め方で進行された。いずれの

グループにおいても、全ての招聘者が発言する機会が得られ、非常に活発な議論が行われ

た。 
 

（４）グループディスカッションの進め方 

グループディスカッションの評価は総じて高かった。一方で、Day1、Day2ではアクショ

ンプランへの個人単位でのメモ記入の時間が確保できない、Day2 では料金改定や NRW の

議論にかなりの時間が費やされたことなどから、特に議論の凡そのタイムスケジュールや、

議論が発散したときのリカバリー方法については事前に十分検討し、準備しておくこと、

またタイムスケジュールについてはホワイトボードに記載する等して参加者にも伝わるよ

うにしておくことも必要である。 
今回は付箋やホワイトボード、マーカー等備品を使用しなかったこともあり、議論の方

向性や議論内容を可視化できなかったことは改善点と思われる。 
 

（５）UPの活用 

UP については、データを収集・分析・グラフ化し、参加者に対してデータ・紙配布した

ものの、グループディスカッションではあまり活用されず、残念であった。一因として、

紙資料を、グループディスカッション会議室への移動時に持ち込む招聘者がいなかったこ

とが挙げられる。UP の収集・分析・結果活用については、次回フォーラム開催時に、再度

事前の検討を要する。また、UP で収集する業績指標は、JICA グローバル・アジェンダの

クラスター事業戦略「水道事業体成長支援」のモニタリング指標と同一にし、フォーラム

の枠を超えた包括的・継続的な成長度合いのモニタリングができる方向とすることが望ま

しい。 
 

１０－２－３ アクションプラン作成に関する事項 

（１）アクションプラン作成の認識・意識づけ 

アクションプラン作成の認識・意識づけは、前日のホテルチェックイン時のブリーフィ

ング、Day1 冒頭時のオリエンテーションにて実施したが、それでも、認識不足が散見され

た。その対応策として、Day2 のグループディスカッション時に紙様式を配布し、各日を通

して各招聘者にアクションプランの作成手順等について説明を実施、またDay3のテクニカ

ルツアー時には、アクションプラン作成の段取りや発表者、書記の体制といった点を、国

ごとに確認した。結果、テクニカルツアー終了時点では、各国単位でのアクションプラン

作成の認識・意識づけもされていることを確認でき、またインドネシアを除いては、発表

者・書記といった Day4 アクションプラン作成時の役割分担についても方向性が確認でき
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た。国によっては、Day4 までの間に、深夜まで議論した国もあった様子である。 
 

（２）アクションプラン作成のための時間配分 

アクションプランのうち 1 枚目、2 枚目については、Day1、Day2 のグループディスカッ

ションの後、10 分程度、メモを書く時間を設定（シナリオ内では）したものの、議論に熱

中し、メモの時間は取られないまま終了するグループが見られた。一方で、アクションプ

ランの 1枚目、2枚目についてのメモ作成は、上記の意識づけも功を奏し、フォーラムプロ

グラム外（夜など）に個人で記入するなど、意欲をもって作成した招聘者も多くみられた。

また 3 枚目についても、Day3 テクニカルツアー終了後に、国のメンバーで集まり、議論・

作成する時間を取ったり、事前に焦点を当てるべきテーマ（課題）を話し合うなど、プロ

グラム外で各参加者が独自に時間を割いたこともあり、Day4 のアクションプランまとめ

（60 分）の時間では、全ての国が概ね時間内にアクションプランの作成を終わらせること

ができていた。アクションプランの作成、まとめについてプログラム内で時間配分を行う

かどうかは意見が分かれるところであるが、今回は、上記の意識づけに注力したこともあ

り、プログラム外での国単位の自発的な議論が行われた点は良かったと考えられる。 
なお Day4 アクションプランまとめ（60 分）の時間では、各会議室に日本人リソースを

配置し、アクションプランまとめの補助を行った。タイムスケジュール通りに、スムーズ

に全ての国がアクションプランを作成できたのは、日本人リソースの方々のご尽力による

ところも大きい。謝意を示すとともに、サポートの体制を整えられたことは非常に良かっ

たと考えられる。 
 

（３）アクションプランのデータでの作成 

スリランカからの招聘者はパソコン・タブレット等を持参せず、バングラデシュはパソ

コン操作に難があり、アクションプランのデータ作成が難しいということがDay1時点で判

明した。事務局側でパソコンを手配、またアクションプランデータの作成に際しては事務

局メンバーがデータ入力を行う等、臨機に対応し、事なきを得たが、このような急遽対応

が生じてしまった点は反省点となる。パソコン等の持参を依頼する、データ入力がある旨

を伝えておく等、来日前の情報伝達が必要である。 
 

１０－２－４ テクニカルツアーに関する事項 

（１）テクニカルツアーへの参加者の振り分け 

テクニカルツアー2 社への参加者の振り分けは、参加者側の希望を確認の上、視察対応

可能な人数や、企業側の希望も考慮した上で行った。事前に参加者の希望通りに割り振り

できるとは限らない旨を伝えていたものの、希望に沿わない視察に振り分けられた参加者

からの変更希望が複数寄せられ、直前に変更対応等が発生した。また、変更対応できなか

った場合には欠席する参加者もおり、非常に残念であった。 
次回に同様の企画をする場合には、テクニカルツアーの希望を取る際に、希望通りに行

かない場合がある旨、リマインド・念押しし、事前の了解を得ておく必要がある。また、

テクニカルツアー自体もフォーラムプログラムの一環であることを、参加者に事前に強調

するなど、テクニカルツアーへの参加を促す方策を取ることも検討の余地がある。一方で、
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ある程度の変更や不参加は、各人の健康などの理由もあるため、想定の範囲内として柔軟

な対応を心掛けることも一考である。 
参加者の割り振りについては、できるだけ参加国内の機関・事業体をわけて、クボタ

社・横河社へと割り振りを行った。事務局側がなるべく間に入り、他国参加者とのコミュ

ニケーションを促したことで、多国間のつながりも醸成された側面もあったと思われる。 
 

１０－２－５ その他 

（１）全体プログラムの構成 

全体プログラムのうち、Day1、Day2と連続して、会場でのプレゼンテーションとグルー

プディスカッションを行った。特にDay1は初日だったこともあり、会場でのプログラムが

長時間に及んだ。前日の深夜に来日した招聘者もおり、Day1 終了時点で疲労がたまってい

る様子が見受けられた。次回以降でのフォーラム開催では、フライトの時間を調整し、来

日時間を早める、Day1 のプログラムを短めに設定する、あるいはフォーラム行程を短縮す

る等、検討も必要と考えられる。 
 

（２）セッションテーマの設定 

アンケート結果によると、特にセッション 2「SDGs ゴール 6 の達成に向けて」に関心の

ある参加者が 45%超と最も多かった。しかし、後述する通り、セッション 2 のテーマが非

常に広いことをふまえると、セッション 1～3 まで、満遍なく関心を持っていただけたと評

することができる。 
招聘者の関心の高いテーマ設定を出来たことは意義深かった。しかし水道事業において

取り扱うテーマはその時点によっても変化するものである。今回のトピックとして感染症

リスクへの対応といったテーマは、普遍的テーマではあるものの、次回のテーマになりづ

らいものでもある。次回以降も、その時の情勢に応じたテーマ設定を行うことが望ましい。 
 

（３）Day4総括セッションの役割分担 

Day4 総括セッションのモデレーターは、当初フォーラム座長を計画した。しかし、各国

のアクションプランの提出が総括セッションの直前となり、このアクションプラン内容を

踏まえた総括をとりまとめる時間を確保する観点から、準備段階において、Day4 の司会者

がそのまま司会をする計画に変更した。次回の開催において、総括セッションとそこで言

及する成果物（前回までは横浜宣言、今回はアクションプラン）の作成期限との関係は、

準備段階でよく検討が必要である。 
 

（４）ビジネスセッションの配置 

昼休憩後に実施したことにより、参加者のほとんどが会場内で着席し問題なく聴講いた

だけた。他方で、昼休憩前に実施し、その情報をふまえて昼休憩時間に展示を見て頂くこ

とも、会話の促進や展示への関心を喚起でき有効と考えられる。 
 

（５）フォーラム期間中の食事手配 

第 5 回フォーラムでは JICA の招聘スキームを適用したが、食事の提供（会場での弁当手
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配、テクニカルツアー後の食事等）については、次回に向け、費用対効果を高める検討が

必要である。ムスリム向けの弁当も手配したものの完全なハラル食の準備は非常に困難だ

ったため、アンケート回答では、「ムスリム参加者にも対応可能な料理を手配してほしい」

「信条に基づく食事の制限にも配慮してほしい」といったコメントがあった。事前に招聘

者に食事制限がある場合の申告を求め、それに則した対応を実施したものの、結果的にニ

ーズに十分に添えなかったことから、配慮内容についてしっかり説明を行うことも含め、

そもそも食事の提供については効率的かつニーズを満たす方法での実施は今後の改善点と

言える。 
 

（６）ネットワーキングのための時間確保 

第 5 回フォーラムでは、プログラム内容が豊富だったこともあり、参加者間、参加者及

び本邦関係者とのネットワーキングの時間（主に休憩時間等）が限られていた。休憩時間

は 10分～20分（会議室への移動を含む場合もあり）であったが、会議室への移動も考慮す

ると短いと感じられる場合も見受けられた。プログラム本体とのバランスを取ることも当

然必要ではあるが、休憩時間を長めに取る、更には、ネットワーキングのための時間をプ

ログラムの中で確保する、といった案も検討の余地があると考えられる。 
 

１０－３ 第 5回フォーラムアンケート結果（招聘者からの評価） 

第 5 回フォーラム 4 日目には、招聘者に対してアンケートを行い、全員から回答を得た

（回収率 100%、詳細なアンケート結果については「１１－６ アンケート結果」を参照）。

アンケートは全 28 問で構成され、紙ベース、インターネットベースどちらでも回答できる

よう配慮したが、全員がインターネットベースでの回答であった。 
 

（１）全体評価 

アンケートの Q5 では、第 5 回フォーラム全体における満足度を聞いた。「大変満足」が

67.9%、「満足」が 32.1%であり、招聘者全員から、「満足」以上の回答をいただいた。自由

記述でも「他国の代表者と良いネットワーキングができる機会を持てた」「多くの国の異

なる水道事業体幹部に会い、彼らの知見を知ることができた」「よく準備され、プロフェ

ッショナルに管理されていた」などコメントを頂いた。 
グループディスカッションの満足度（Q7）については、「大変満足」が 60.7%、「満足」

が 32.1%であり、合計で 92%超の招聘者が「満足」以上と回答した。自由記述においても、

「非常に活発で双方向的だった」「非常に有意義だった」「経験を共有する非常に良い機会

となった」など、前向きなコメントが多く、フォーラム開催の意義があったと思われる。 
以上の通り、第 5 回フォーラムのプログラムに関しては概ね好評であったものの、以下

のような改善に係るコメントも寄せられた。特にプログラム全体のスケジュールが非常に

タイト、というコメントは多数あり、次回以降のフォーラムでは改善すべき点であるとい

えよう。 
 
（全体プログラムに関して） 
 セッションがとてもタイトである。 
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 全体プログラムがとてもタイトである。次回は少なくとも半日か 1 日、日本人の本当の文

化や生活を見るための自由時間があるようアレンジできればいい。 
 

（グループディスカッションに関して） 
 グループディスカッションの成功はファシリテーターに大きく依存する。 
 具体的な問題に焦点を当て、ブレインストーミングを行うことで、それぞれの問題に対し

て想定される最良の方策を探すことができる。 
 議論中に参加者のアイデアを集めるために、ホワイトボードと付箋紙を用意してほしい。

議論の流れを構成するのに役立つ。 
 互いに学びあう時間が不足していた。 
 参加者の多くは教訓を得るために来ているが、グループディスカッションのパートでは、

結論が出ないまま弱点を共有するだけになってしまった。取組みに成功した発表者は、ど

のようにゴールに到達したのか、その道のり、ステップを共有すべきである。 
 

（２）関心の高かったセッション、トピック 

最も関心の高かったセッション（Q9）は、「セッション 2：SDGs ゴール 6 の達成に向け

て」と回答した招聘者が最も多く 46.4%であった。次いで、「セッション 3：連携と共創」

が 28.6%、「セッション 1：リスクと変化に強靭な水道事業に向けて」が 25.0%であった。

特にセッション 2 に関心のある招聘者が多かったが、これは、サービス向上、顧客とのコ

ミュニケーションの改善、料金改定、資金調達など包含するトピックが多かったことも一

因であると考えられる。どのプレゼンテーションが印象に残ったか（Q10）という質問に

対しては、「融資可能な水道事業体への改革：『ダッカ WASA 改革プログラム』」（DWASA、

バングラデシュ：資金調達）や「サステナビリティ・アジェンダを組み立てる：SDGsの実

現」（Manila Water、フィリピン：サービス向上）、「お客さまとつながり、信頼される水道

の実現に向けて」（東京都水道局、日本：顧客とのコミュニケーションの改善）など、セ

ッション 2 のそれぞれのトピックに関わるプレゼンテーションが多くの票を得ていること

からもわかる。中でも特に、NRW の削減は招聘国の多くでまだ重要な課題であり、グルー

プディスカッションでも主たるトピックの 1 つであった。アンケートの自由記述において

も、日本から NRW 削減の技術的サポートが必要、次回フォーラムでは NRW 削減を 1 セッ

ションとすべき、といったコメントも得られた。 
関心の高かったプレゼンテーションとして、最も票を得たのは、「融資可能な水道事業

体への改革：『ダッカ WASA 改革プログラム』」（DWASA、バングラデシュ：資金調達）で

ある。これは発表者の Engr. Taqsem A Khan が、非常に熱意をもった発表をされたこと、ま

た「Bankable（融資可能な）」といった印象的なキーワードを使用したこと、などが理由で

あろう。Engr. Taqsem A Khan は、グループディスカッションでも積極的な発言・議論をさ

れ、フォーラム招聘者全体のモチベーションを高めてくれた。このような招聘者がいてく

れたことは非常にありがたい。また「Bankable」というキーワードは、恐らく多くの招聘

事業体にとって関心の高いキーワードである。多くの事業体が料金改定をすることに対し

て、中央政府等の承認や非常に煩雑な手続きが必要など、高いハードルを抱えており、そ

れ以外の資金調達方法を検討せざるを得ない場合がある。マスタープランを策定し、人々
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のマインドセットを変革し、NRW 低減やデジタル化の取組み等を進めてきたこと、それに

より資金調達時に、金融機関により選ばれる立場から、選ぶ立場に変革することができた

という発表内容は参加者の印象に残ったものと思われる。 
それ以外に関心の高かったプレゼンテーションとしては、「サステナビリティ・アジェ

ンダを組み立てる：SDGs の実現」（Manila Water、フィリピン）、「新型コロナウイルス感染

症流行期における名古屋市上下水道局の取り組み」（名古屋市上下水道局、日本）、「感染

症蔓延時や塩水遡上時等も想定した事業継続の取組み」（CWASA、バングラデシュ）など

がある。いずれもトピックは異なるが、根底にあるのは水道事業の持続性という観点であ

ると考えられ、招聘者の中で、水道事業の持続性・継続性の担保が近年更に重視されるよ

うになってきている、と言える。 
 

（３）得られた教訓の活用先、自らの水道事業体の課題 

フォーラムで得られた教訓の活用先（Q11）としては、「気候変動リスク」（22 票）、「協

働」（22 票）、「料金改定」（20 票）、「サービス向上」（19 票）等が多かった。また、自らの

水道事業体の直近3年間の主たる課題／ゴール（Q15）について確認すると「気候変動リス

ク」（24 票）、「料金改定」（20 票）、「サービス向上」（16 票）、「資金調達」（15 票）等と答

える参加者が多かった。共通して、気候変動リスクへの対応、料金の改定、サービスの向

上、がランクインしており、自らの水道事業体の課題／ゴールとしては、加えて資金調達

も得票が多かった。これらの 4 つのトピックが、招聘者の大きな焦点であるとわかる。 
気候変動リスクに関しては、特にグループディスカッションで、台風や干ばつ、洪水、

塩水遡上などへの対応、これに伴う水源の水量・水質の確保が難しい、といった意見が多

く得られた。特に塩水遡上の問題を提起した招聘国が多く（パキスタン、タイ、ベトナム、

バングラデシュ等）、その深刻さが感じられた。一方で印象に残ったプレゼンテーション

として、セッション 1 の発表があまり票を得られなかったことは残念である。気候変動に

関しては、国や地域ごとにその具体的なリスクや条件が異なるため、自らの水道事業体に

そのまま活用できるような学びは得られにくかったことも一因ではないかと考えられる。

また関連して、アクションプラン発表では、国としての水資源管理、水資源政策の必要性

についてコメントした国も多かった（カンボジア、パキスタン、スリランカ等）。気候変

動により原水とできる水源が限られる中で、国として、水資源について関係省庁（農業セ

クターほか）間で協議し、割り当て、効率的な利用を進めていくべきであると、招聘国間

で認識され、共有されたことは大きな成果であった。水道事業体単独、水道セクター単独

で進められる課題ではなく、他省庁・機関も関わってくることから、取組みに時間がかか

るものであるが、今後フォローしていくべきトピックの 1 つに挙げられるのではないかと

考えられる。 
サービス向上に関しては、前述の通り、NRW の削減に焦点を当てている事業体が多かっ

たと考えられ、その傾向は自由記述や各国からのアクションプラン発表からも伺える。 
料金改定、資金調達に関しては、前述の通り、料金改定のハードルが高い水道事業体が

多い中、それでも持続的な水道事業のためには、フルコストリカバリー可能な料金設定が

必要という考え、また、料金改定だけでなく、それ以外の資金調達方策も検討しなければ

ならない、という意見が多かったと推測される。 
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（４）形成したネットワークを活性化するための取組み 

第5回フォーラムで形成したネットワークを活性化するための取組み（Q13）を確認した

ところ、「特定の項目について質問済」（10 票）、「メールでのコミュニケーション」（24 票）、

「対面あるいは訪問を予定」（17 票）等の回答が得られた。フォーラム期間中に質問・意

見交換を行った事業体も多く、また殆どの参加者はフォーラム終了後のメールあるいは対

面でのコミュニケーションを予定する等、フォーラムで形成したネットワークを自らの組

織の課題解決等に役立てるという意向が伺えた。 
自由記述では、「WhatsApp グループや Facebook Workplace など、濃密なコミュニケーシ

ョンのためのソーシャルメディアプラットフォームを作る」「WOPs や他の水道事業体との

ネットワーキングに更なる重点を置くべきである」といったコメントが得られた。事業体

間の更なるネットワーキングを重視する参加者が多いことに加え、幹部フォーラム等のよ

うな公式のネットワーキングの機会だけでなく、オンラインツールを活用したより頻繁で

濃密なコミュニケーションに対するニーズも伺える。今後のプラットフォーム機能の向上

を進める中で参考になると考えられる。 
 

（５）フォーラムに期待すること、日本に期待すること 

日本に対する期待（Q17）としては、「技術的事項」（26票）、「人材育成」（21票）と答え

た人が多かった。自由記述によれば、特に NRW 削減、労働文化と倫理などがトピックで

ある。NRW 削減のためのセッションをすべき、と答えた招聘者もおり、NRW 削減が重要

な論点、そして日本からのインプットも期待していることがわかる。 
フォーラムに期待すること（Q19）としては、経験・知識の共有、特に自らの事業体と

比較し違いを知り他国から新しいアイデアを得る、ネットワーキングなどの回答が見られ

た。 
今後のフォーラム開催にあたって、開催場所（Q3）を質問したところ、53.6%が「日本」、

46.4%が「参加国のどこか」と回答した。自由記述で回答の多かった国としては、フィリ

ピン（4 票）、バングラデシュ（2 票）、カンボジア（2 票）、参加国のいずれか（3 票）が挙

げられる。日本以外の国の水道事業の状況や水道施設等を知ることができるため参加者に

とっても非常に有意義な機会となるため、一考の価値はあると考えられる。 
また今後のフォーラムにおける他機関との連携（Q20）については、各国の水道協会の

参加、ADB、WB などのドナー機関の参加などが挙げられた。各国の水道協会には多くの

水道事業体が加盟していることが多く、水道協会はこれらをとりまとめ、技術的支援やネ

ットワーキングをサポートしている機関である。指摘の通り、水道協会をメンバーに加え

ることは、幹部フォーラムでの学びを招聘国の他の事業体に普及させるという視点からも

非常に重要な視点であろう。また、ドナー機関の参加を期待、とするコメントも参考にな

る。SDGsゴールの達成のためには、招聘事業体だけでなく、招聘国の他事業体へもその取

組みや恩恵を波及させる必要がある。そのためのアプローチとして、ドナーを巻き込んだ

議論を実施することも検討の余地がある。 
 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１０-１８ 

（６）フォローアップに期待すること 

フォローアップで期待すること（Q21）としては、以下のコメント等が挙げられた。ア

クションプランの実現に向けたサポートやフィードバック・評価等を期待している事業体

が多い。 
 アクションプランの進捗状況と実施の際の障壁について話し合うこと 
 アクションプランに対しての継続的なコンサルティングとフィードバック 
 アクションプランの実施に関わるあらゆるニーズのサポート 
 アクションプランの進捗状況の評価、レビュー 
 アクションプランのタイムスケジュールについて（計画と実績を比較し）検証 
 パートナーの活動継続を促進すること 

 
（７）テクニカルツアーへの評価・期待 

テクニカルツアーについては、56.5%が「大変満足」、43.5%が「満足」と回答した（Q23）。
ツアー参加者全員が「満足」以上と回答したのは非常に良かった。クボタ社に対しては

「興味深い製品」「管路の施工技術や、耐用年数 100 年のダクタイル鉄管は非常に印象に残

った」、横河社に対しては「技術が興味深かった」「事業体のエンジニアにも横河のイノベ

ーションを学ばせたい」といったコメントが得られた。 
テクニカルツアーのスケジュール（Q25）については、70%超は、Day3 の開催が「良か

った」と回答、Day1、Day2と続く会場でのセッションの小休止となり良かったものと思わ

れる。一方で、初日にすべき、最終日にすべきといったコメントもあった。 
次回フォーラムのテクニカルツアーで視察したいものとしては、以下のようなものがコ

メントとして得られた。 
 先端技術 
 ハイテク機器 
 管路施工現場 
 配管と浄水場の新技術 
 水質浄化の先端技術 
 水道管理モニタリングセンター 
 水道メーター校正ラボと給水設計ソフトウェア 
 スマートメーター、漏水検知機器。水道製品（パイプ、水道メーターなど）の製造におけ

る規格の実装。 
 SCADA システム、漏水検知 
 NRW 削減技術 

 
１０－４ 次回フォーラムのための教訓と提言（次回プログラム案含む） 

１０－４－１ 今回得られた教訓と提言 

第 5 回フォーラムでは、従来の取組みや新しい試みを組み込み、プログラムを策定した。

「１０-１ 第 5 回フォーラムの成果・総評」～「１０－３ 第 5 回フォーラムアンケート

結果（招聘者からの評価）」の内容をふまえ、次回プログラム（案）を検討するにあたっ

ての参考情報として、今後も継続すべき良かった点、次回以降は改善したほうが良い点に
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ついてまとめる。 
表 １０-３ 第 5回フォーラムの良かった点 

項目 内容 
プレゼンテーション

後の Q&A 
 Day1、Day2 に関しては、プレゼンテーションが短め、あるい

は時間通りに終了したケースが多かったため、臨機に質疑応答

の時間を取ることができた。次回は、予め質疑応答の時間を確

保しておくことが望ましい（午前／午後のセッションごとに

等）。 
日本の事例発表の組

み込み 
 今回は 5 件日本からのプレゼンテーションを組み込み、高評価

だった。次回以降も、全体のバランスを見つつ、同程度の割合

で日本事例を組み込むことが望ましい。 
グループディスカッ

ション 
 グループディスカッションでは、全ての参加者が発言する機会

があり、能動的な参加を見ることができた。次回以降もグルー

プディスカッションを実施すべきである。 
グループディスカッ

ションのファシリテ

ーター、アクセレレ

ーター 

 前回同様、第 5 回フォーラムでも、これらの役割を招聘者に担

ってもらった。役割を担った招聘者の満足度は総じて高かった

ため、次回以降も続けていくことが望ましい。 
 一方、ファシリテーターとプレゼンテーションを兼務している

招聘者もいたため、次回以降は可能な限り 1 つの役割に集中し

てもらえるようにする方が望ましい。 
アクションプラン  横浜フォーラム宣言の作成の代わりに国単位でのアクションプ

ラン作成を行った。結果として、招聘者のフォーラムへの参加

意識や関与を高めることに繋がったと考える。次回以降も、国

単位でのアクションプラン作成をアウトプットとすることを選

択肢としても良いのではないか。 
ビジネスセッション  昼休憩後に実施し、問題なく聴講いただけた。昼休憩前に実施

し、その情報をふまえて展示を見て頂くことも有効と考えられ

る。 
テクニカルツアー  Day1、Day2 とメイン会場でのプログラムが続くため、Day3 に

テクニカルツアーを組み込むことで小休止となって良かったと

思われる。 
 

表 １０-４ 第 5回フォーラムにおける改善点 

項目 内容 
全体プログラム  Day1 の前日の深夜に来日される招聘者もいる中、Day1、Day2

とプログラムが盛り沢山だったため、疲労している招聘者も見

受けられた。特に Day1 のプログラムは参加者の体調にも配慮

して構成すべきである。 
開催期間・開催場所  参加者への負荷軽減の観点からは、全 4 日間の行程を 3 日に短

縮することも一案として想定される。 
 また開催場所については、フォーラム事務局による振り返り

で、アフリカでの幹部フォーラムを参考に、参加国で持ち回り

開催してはどうかという意見もあった。日本以外の国の水道事

業の状況や水道施設等を知ることができるため参加者にとって

も非常に有意義な機会となると考えられ、一考の余地がある。 
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項目 内容 
グループディスカッ

ションの時間配分 
 Day1、Day2 は 90 分、Day4 は 60 分の時間配分としたが、特に

Day4 はグループディスカッションの時間が短く、不完全燃焼

の感があった。次回以降は、最低でも 90 分は時間を確保する

ことが望ましい。 
セッションテーマ  セッション 1～3 まで、満遍なく関心を持っていただけるテー

マ設定をできたことは良かった。次回も、開催時点での水道セ

クターを取り巻く時勢や、JICA の方針も擦り合わせた上で、

テーマ設定を行うことが望ましい。 
 一方で、セッション 2 はテーマが非常に広く、結果として、資

金調達や料金改定など非常に重要なトピックについて限られた

時間で議論をする必要があり、議論の時間が不足していたとの

コメントもあった。 
 大きなゴールに向かって何を優先的に議論すべきか、そこから

議論することも当然重要ではあるが、広いテーマを設定する際

には、トピックを細分化し、それぞれについてしっかり議論で

きるよう十分な時間を確保する、あるいはトピックを限定す

る、といった配慮も必要と考えられる。 
 

１０－４－２ 次回フォーラムにおけるプログラム案 

「１０－４－１ 今回得られた教訓と提言」をふまえ、次回フォーラムを更に良いもの

とすべく、プログラム案を示す。これは今回同様 4 日間の開催と仮定しての案であり、フ

ォーラム事務局による振り返りでは会期を 3 日間とするオプションも提起された。次回の

企画における検討課題である。 
全体方針としては、第 5 回フォーラムでのプログラムは概ね好評であったため、大きな

変更はなしとする。各セッションでプレゼンテーション及びグループディスカッションを

実施する。テクニカルツアーは Day3 に実施する。 
表 １０-５ 次回フォーラムのプログラム案 

日程 概要 

Day1 
セッション 1 

【午前】 
 開会挨拶、集合写真撮影 
 基調講演①② 
 プログラムオリエンテーション 
 セッション 1 プレゼンテーション 2 件程度（うち国内 1 件程度） 
 質疑応答（午前のプレゼンテーションに対して） 
【午後】 
 ビジネスセッション 2～3 社程度 
 セッション 1 プレゼンテーション 2 件（うち国内 1 件程度） 
 質疑応答（午後のプレゼンテーションに対して） 
 セッション 1 グループディスカッション 
 セッション 1 フィードバック 
【夜】 
 歓迎レセプション 

Day2 
セッション 2 

【午前】 
 Day1 の振り返り 
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 セッション 2プレゼンテーション 7件程度（うち国内 2～3件程度） 
 質疑応答（午前のプレゼンテーションに対して。発表件数に応じて

長めに取ることも検討） 
【午後】 
 ビジネスセッション 2～3 社程度 
 セッション 2 グループディスカッション 
 セッション 2 フィードバック 

Day3 【終日】 
 テクニカルツアー 

Day4 
セッション 3 

【午前】 
 Day2、Day3 の振り返り 
 セッション 3プレゼンテーション 4件程度（うち国内 1～2件程度） 
 質疑応答（午前のプレゼンテーションに対して） 
 セッション 3 グループディスカッション 
 セッション 3 フィードバック  
【午後】 
 フォーラムで出たトピック 3 点の総合討議 
 総括セッション 
 閉会挨拶 

注）次回もアクションプランを策定するかは要検討とする。 

 
１０－５ フォローアップ活動（計画案） 

１０－５－１ 調査の目的 

第 5 回フォーラムで策定された国ごとのアクションプランに関し、事後の状況をモニタ

リングし、必要に応じアドバイスや働きかけを行い、それぞれ（各自）の意識づけを促進

する。また、フォローアップ活動を通して、第 5 回フォーラムにて形成した各国参加者間

の繋がり・ネットワークを維持、醸成、強化するためのプラットフォームの場を提供する

ことを目的とする。 
 

１０－５－２ フォローアップ活動（計画） 

フォローアップ活動は、国単位でのモニタリングと参加者全体でのモニタリングの 2 種

類とする。表 １０-６に、フォローアップ活動の工程（案）を示す。 
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表 １０-６ フォローアップ活動の工程（案） 

時期 実施内容 
2023 年 8 月 フォーラム開催 
2023 年 12 月 国別モニタリング（初回） 
2024 年 1 月～3 月  
2024 年 4 月 全体モニタリング（第 1 回） オンライン開催 
2024 年 5 月～7 月  
2024 年 8 月 国別モニタリング（中間） 
2024 年 9 月～11 月  
2024 年 12 月 全体モニタリング（第 2 回） オンライン開催 
2025 年 1 月～3 月  
2025 年 4 月 国別モニタリング（最終） 
2025 年 5 月 報告書提出 
 

（１）国別モニタリング 

国別モニタリングは、初回、中間、最終の 3 回実施する計画とする。実施方法は、オン

ラインでのモニタリングを基本とするが、国毎の状況に応じ現地訪問も含め実施する。 
現在､技術協力プロジェクト（technical cooperation project）が実施中の国については、

JICA の国担当者と現地 JICA 事務所が国別モニタリングを実施していく。それ以外（技術

協力プロジェクトがない国）の国（インドネシア、スリランカ、フィリピン、ベトナム、

タイ）については、調査チーム（Team JICWELS）がモニタリングを担当する。 
フォーラム後の現地での活動状況・トピック・事例について、国別又は参加者別に聞取

りを行う。活動の進捗状況をふまえ、その時点での総括を行う。加えて、アクションプラ

ンの残り期間での取組み意向や方向性、アクションプランの見直し、取組内容について意

見交換し、課題や悩み等を引出し、解決の糸口を共に考えていくこととする。 
 

（２）全体モニタリング 

全体モニタリングは、オンライン形式として、全 2 回開催する計画とする。全体モニタ

リング通して各国参加者間の繋がり・ネットワークを維持、醸成、強化するためのプラッ

トフォームの場の提供を行うことを主目的とする。 
開催時間は、1.5 時間以内とし、各国から活動（アクション）状況・トピック・事例の報

告と意見交換などをして、その場で総括する。司会進行は、ファシリテーターを事前に参

加者より公募し、手が挙がらない場合は事務局より選定後、事前に依頼し実施するものと

する。 
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第１１章 資料編 

１１－１ 海外からの招聘者リスト 

国名 組織名 役職 氏名 

バ ン グ

ラ デ シ

ュ 

Dhaka Water Supply and 
Sewerage Authority (DWASA) 

Managing Director and 
CEO Engr. Taqsem A Khan 

Chattogram Water Supply and 
Sewerage Authority (CWASA) Managing Director Engr. A. K. M Fazlullah 

カ ン ボ

ジア 

General Department of Potable 
Water (GD/WAT), Ministry of 
Industry, Science, Technology 
& Innovation (MISTI)  

Director, Department of 
Technics and 
Project Management 
(D/TPM） 

H.E. Sreng Sokvung 

Phnom Penh Water Supply 
Authority (PPWSA) Director General H.E. Long Naro 

Siem Reap Water Supply 
Authority (SRWSA) Director General H.E. Chan Sengla 

イ ン ド

ネシア 

Ministry of Public Works and 
Housing, Directorate General 
of Human Settlements (PU) 

Deputy Director for 
Region III, Directorate 
of Water Supply 

Mr. Ade Syaiful 
Rachman 

Perumda PAM JAYA (左記同

様) President Director Mr. Arief Nasrudin 

Perumda Tirtanadi (Perumda 
Tirtanadi) President Director Mr. Kabir Bedi 

Perumda Tirta Mayang Kota 
Jambi (Perumda Jambi) Managing Director Mr. Dwike Riantara 

ラオス 

Department of Water Supply, 
Ministry of Public Works and 
Transport (DWS) 

Director of Water Supply 
Regulatory Division 

Mr. Khamphouvong 
Sikholom 

Vientiane Capital Water Supply 
State Enterprise (NPNL) 
Lao Water Works Association 
(LWWA) 

Deputy General 
Manager (NPNL) 
General Manger, Board 
of Managers 
(LWWA) 

Mr. Siphanh 
Inmouangxay 

Luang Prabang Water Supply 
State Enterprise (NPLP) 

Head of Project 
Implementation Unit of 
The Project for the 
Expansion of Water 
Supply System in Luang 
Prabang City by JICA, 
General Administration, 
Planning and Inventory 
Section 

Mr. Philavong Ladda 

Khammouane Water Supply 
State Enterprise (NPKM) 

Head of Planning 
Division 

Mr. Sinthepphavong 
Khampasith 

ネ パ ー

ル 

Ministry of Water Supply 
(MoWS) Joint Secretary Mr. Tiresh Prasad Khatri 

Kathmandu Upatyaka 
Kahanepani Limited (KUKL) Chief Executive Officer Mr. Gyanendra Bahadur 

Karki 

パ キ ス

タン 

Water and Sanitation Agency, 
Lahore (WASA-L) 

Director (Planning and 
Design) Mr. Zeeshan Bilal 

Water and Sanitation Agency, Director Implementation Dr. Usman Latif 
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Faisalabad (WASA-F) & Coordination 

フ ィ リ

ピン 

Manila Water Company, Inc. 
(Manila Water) Sustainability Head Ms. Sarah Monica E. 

Bergado 

Maynilad Water Services, Inc. 
(Maynilad) 

Assistant Vice President, 
Non-Revenue Water 
Services Department 

Mr. Sherwin Mendoza 

Metropolitan Cebu Water 
District (MCWD) General Manager Mr. Edgar H. Donoso 

ス リ ラ

ンカ 

Ministry of Water Supply and 
Estate Infrastructure 
Development (MWSEID) 

Secretary Mr. Waruna 
Samaradiwakara 

National Water Supply and 
Drainage Board (NWSDB) General Manager Dr. Wasantha Kumari 

Illangasinghe 

タイ 

Metropolitan Waterworks 
Authority (MWA) 

Assistant Governor 
(Water Production 
System) 

Mr. Pornsak 
Samornkraisorakit 

Provincial Waterworks 
Authority (PWA) Assistant Governor Mr. Nithit Thongsa-ard 

ベ ト ナ

ム 

Saigon Water Corporation 
(SAWACO) Deputy General Director Mr. Nguyen Thanh Su 

Binh Duong Water-
Environment Corporation- Joint 
Stock Company (BIWASE) 

President Mr. Nguyen Van Thien 

Thua Thien Hue Water Supply 
Joint Stock Company 
(HueWACO) 

Chairman of the Board 
of Directors Mr. Le Quang Minh 

Da Nang Water Supply Joint 
Stock Company (DAWACO) 

Chairman of the Board 
of Directors Mr. Ho Huong 

 
オンラインでの参加・プレゼンテーション発表者を以下に示す。 

国名 組織名 役職 氏名 

フィリピン Development Bank of the 
Philippines 

Vice President and 
Officer in Charge 
Program Development 
Management Group 

Mr. Rustico Noli Cruz 

 
なお上記招聘とは別に、カンボジアよりエクソンチャン閣下を第 5 回フォーラムスペシ

ャルアドバイザーとして招聘。 
国名 組織名・役職 氏名 

カンボジア 

Minister Attached to the Prime Minister of 
Kingdom of Cambodia and Vice Chairman of 
Council for Agriculture and Rural Development, 
also Former Director General of PPWSA 

H.E. Ek Sonn Chan 
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１１－２ 国内リソース及び参加団体 

１１－２－１ 国内リソース 

役割分担 組織 氏名（敬称略） 

第 5 回フォーラム座長 東京大学大学院工学系研

究科 教授 滝沢智 

第 5 回フォーラムアドバイザー WaQuAC-Net 代 表 ・ 元

JICA 国際協力専門員 山本敬子 

開会挨拶 
横浜市 副市長 大久保智子 

JICA 上級審議役 岩崎英二 

基調講演 JICA 地球環境部審議役 松本重行 

全体司会 

横浜市 横浜市水道局 小屋畑育恵 

JICA 地球環境部 掛川恵梨子 

JICA 地球環境部 宮川聖史 

事例発表・ 
プレゼンテーシ

ョン 

東京都 東京都水道局 桜田義法 
横浜市（横浜ウォー

ター株式会社） 横浜ウォーター株式会社 長谷川浩市 

名古屋市 名古屋市上下水道局 辻榮透 

大阪市 大阪市水道局 石本知子 

岩手中部水道企業団 岩手中部水道企業団 小原太吉 

セッション 1 
全体モデレーター 国立保健医療科学院 浅見真理 

副モデレーター JICA 地球環境部 貝谷一樹 

セッション 2 
全体モデレーター 株式会社 TECインターナ

ショナル 鎗内美奈 

副モデレーター JICA ミャンマー事務所 大澤英輝 

セッション 3 
全体モデレーター 横浜市水道局 小野好信 

副モデレーター JICA 南アジア部 庄司いずみ 

閉会挨拶 
横浜市 横浜市水道局長 山岡秀一 

JICA 地球環境部長 森田隆博 

セッション 1 
グループ A 

副ファシリテーター 横浜市水道局 板谷秀史 

議事録係（正） JICWELS 飯塚誠紀 

議事録係（副） 大阪市水道局 池田健 

セッション 1 
グループ B 

副ファシリテーター 株式会社北九州ウォータ

ーサービス 廣渡博 

議事録係（正） JICWELS ワセン・エミリー 

議事録係（副） 京都市上下水道局 横山裕太 

セッション 1 
グループ C 

副ファシリテーター JICA 国際協力専門員 緒方隆二 

議事録係（正） JICWELS 三谷悦子 

議事録係（副） JICA 南アジア部 中島弘司 

セッション 2 副ファシリテーター 日本水道協会 鈴木千明 
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グループ A 議事録係（正） JICWELS 飯塚誠紀 

議事録係（副） 名古屋市上下水道局 西尾佑子 

セッション 2 
グループ B 

副ファシリテーター JICA 技術顧問 横田義昭 

議事録係（正） JICWELS ワセン・エミリー 

議事録係（副） 横浜市水道局 中山瞳 

セッション 2 
グループ C 

副ファシリテーター 株式会社日水コン 大楽尚史 

議事録係（正） JICWELS 三谷悦子 

議事録係（副） 横浜市水道局 白石充 

セッション 3 
グループ A 

副ファシリテーター JICA 技術顧問 横田義昭 

議事録係（正） JICWELS 飯塚誠紀 

議事録係（副） 横浜市水道局 桃薗時矢 

セッション 3 
グループ B 

副ファシリテーター さいたま市水道局 園田圭佑 

議事録係（正） JICWELS ワセン・エミリー 

議事録係（副） 名古屋市上下水道局 南まどか 

セッション 3 
グループ C 

副ファシリテーター 株式会社建設技研インタ

ーナショナル 亀海泰子 

議事録係（正） JICWELS 三谷悦子 

議事録係（副） 名古屋市上下水道局 村田明弘 

 
１１－２－２ 国内参加団体 

 

関連省庁、公的機

関、大学等 

厚生労働省 
東京大学 
近畿大学 
公益財団法人水道技術研究センター 
公益社団法人日本水道協会 
WaQuAC-Net（アジア地域水道・水質技術者ネットワーク） 
JICWELS 

地方自治体 

東京都水道局 
埼玉県企業局 
千葉県企業局 
さいたま市水道局 
京都市上下水道局 
阪神水道企業団 
大阪市水道局 
福岡市水道局 

民間企業 

Bavitech Corporation 
COPRONA 株式会社 
Inter Brothers株式会社 
Lapon Co., Ltd 
愛知時計電機株式会社 
横浜ウォーター株式会社 
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横河ソリューションサービス株式会社 
株式会社 NJS 
株式会社堀場アドバンスドテクノ 
株式会社 TEC インターナショナル 
株式会社 Toshin 
株式会社クボタ 
株式会社クボタ建設 
株式会社建設技研インターナショナル 
株式会社三水コンサルタント 
株式会社日水コン 
株式会社北九州ウォーターサービス 
丸紅株式会社 
水道テクニカルサービス株式会社 
西部電機株式会社 
東京水道株式会社 
日本原料株式会社 

その他 

Lilongwe Water Board, Malawi 
Ministry of Public Works and Housing, Indonesia 
Water and Sanitation Corporation (WASAC), Rwanda 
Yangon City Development Committee, Myanmar 

プレス 
日本水道新聞 
水道産業新聞社 
アジア経済新聞 

主催 JICA、横浜市 

※国内リソースは除く 
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１１－３ プログラム 
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１１－４ プレゼンテーション発表資料 

１１－４－１ Day1:感染症蔓延時や塩水遡上時等も想定した事業継続の取組み（CWASA） 
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１１－４－２ Day1:水道における感染症への対応（大阪市水道局） 
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１１－４－３ Day1:新型コロナウイルス感染症流行期における名古屋市上下水道局の取

り組み（名古屋市上下水道局） 
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１１－４－４ Day1:水資源確保・調整の取組み（MWA） 
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１１－４－５ Day1:自然災害やパンデミック時の安全な水供給の確保（HueWACO） 
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１１－４－６ Day1:ホーチミン市水道システムにおける気候変動を原因とする課題と対

策（SAWACO） 
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１１－４－７ Day2:WASA-F が自立発展する水道事業体になるための、サービス向上と具

体的な取り組み（WASA-F） 
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１１－４－８ Day2:サステナビリティ・アジェンダを組み立てる： SDGs の実現（Manila 

Water） 
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１１－４－９ Day2:お客さまとつながり、信頼される水道の実現に向けて（東京都水道

局） 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１１-３９ 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１１-４０ 

 

 
  



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１１-４１ 

１１－４－１０ Day2:Corporate Planの作成と料金改定の取り組み（NPLP） 
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１１－４－１１ Day2:水道事業統合における水道料金の統一（岩手中部水道企業団） 
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１１－４－１２ Day2:持続可能な開発目標-SDGs（BIWASE） 
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１１－４－１３ Day2:PPWSA：プノンペンにおける持続的な水道供給（PPWSA） 
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１１－４－１４ Day2:融資可能な水道事業体への改革：「ダッカ WASA 改革プログラム」

（DWASA） 
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１１－４－１５ Day2:水回転基金（PWRF）の事例紹介（DBP） 
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１１－４－１６ Day4:水のセンター・オブ・エクセレンス構想（NWSDB） 
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１１－４－１７ Day4:ラオス水道協会設立と今後の活動展開（NPNL） 
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１１－４－１８ Day4:インドネシア北スマトラ州での水・衛生管理と、協力の促進

（Perumda Tirtanadi） 
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１１－４－１９ Day4:人材育成の取組み（PWA） 
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１１－４－２０ Day4:横浜の技術とノウハウを世界に～国内外の上下水道事業体ととも

に歩む横浜ウォーター～（横浜ウォーター株式会社） 
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１１－５ グループディスカッション議事録 

各セッションの各グループディスカッションの議事録（英文）を以下に示す。 
 
１１－５－１ セッション 1グループ Aグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 1 (Day1) 
Program Group Discussion 
Name of the Group GroupA Day1 
Recorded by IIZUKA Masanobu (MR.)  
Theme of group discussion Towards Water Utilities Resilient to Risk and Change 
Facilitator 
Sub Facilitator 
 
Accelerator 

Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
Mr. ITAYA Hidefumi (Waterworks Bureau, the City of 
Yokohama, Japan) 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 

Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
➢ We will begin the group discussion, but first I like to explain about Action Plan. In this 

forum, you will be asked to create an Action Plan through the three sessions of Day1, Day2 
and Day4, and present in the summary session. For Day1 and Day2, each participant will 
take notes on the first and second pages of the Action Plan. Make sure that you draft your 
own action plan. You have already brought sheets of action plan. Participants will take notes 
on the first and second pages of the Action Plan Sheets, that are on hands of each participant. 
On the final day, Day4, each participant will gather by country to discuss to compile into its 
country Action Plan and to make presentation. So, as discussed before, each country on the 
Day4 will present it and will combine it all.  

➢ During this session on Day1, you are requested to write notes on the first sheet of Action 
Plan anytime by yourselves. So anytime you can write it. In relation to the theme of Session 
1 which is: “Towards Water Utilities Resilient to Risk and Change,” please consider and 
describe your organizations’ goals, challenges, Action Plans to fill the gaps. 

➢ Because those guests from Vietnam are speaking via interpreters, make it slow for 
interpretation. As we continue, we have set aside about 10 minutes after the end of this group 
discussion to fill in the Action Plan, but since the time is limited, please use the time during 
and after the group discussion to make your own notes.  

➢ In an era of highly dynamic business environment, water supply businesses need to 
appropriate these funds to various risks such as infectious diseases, climate change and 
population concentration for the population to continue their business operations.  

➢ In session one from the group, presentations were made by Group A, which is MWA from 
Thailand, whose contents were the efforts to secure raw water, HueWACO whose contents 
were measures to ensure a safe water supply at the event of natural disasters and spread of 
infectious diseases, and SAWACO whose contents were measures against climate change, 
which is sea level rise, extreme weather etc.  

➢ We like to deepen the discussion on the Action Plan. We will use your presentations to be our 
background or as a baseline then each country or each agency, organization can also do the 
same to identify these risks and challenges. 

➢ First, I like to ask SAWACO to comment on their efforts and challenges for their topic. After 
that, I have one question on SAWACO’s presentation, then share it also. This is quite more 
on discussion so we can share each other’s perspective.  

➢ For SAWACO, you have solutions in water interruptions, during water interruptions.  I just 
want to know if the water interruptions become longer, is delivery by a truck necessary? 
Anything that is more permanent on that solution?  

 
[Accelerator] 
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Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ This is my first time for our company to join this meeting today. I will appreciate your 

question about climate change. Our revision last time about climate change, and we just 
know that problem. Now we just to try to manage that. About the quality of water that is 
changed in HCMC, we have two locations that can supply water, that are Dong Nai River 
and Saigon River. Sometimes, we find less water resource and cannot supply enough for our 
customers, and we also find salt water. About infrastructure of HCMC, we don't have facility 
enough to supply water.  

➢ Another problem we are facing now is populational increase/change. Every year in HCMC 
we have received immigrants, from near cities, about 200,000 people.  

➢ However, under such situation, we still have good predictions, and that’s why we have good 
plans.  

➢ We have so many plans, like short, mid-term and long-term plans. So, we have prepared for 
five years, from 2023 to 2028, thus we have some solutions, too. Firstly, we will monitor the 
quality of raw water on-line.  

➢ The second solution is that we need to secure water quality for example by chlorination. It 
means in distribution network we install some facilities to secure water quality, such as 
pressure, flow, and even if distribution network lacks the amount of chlorine, we will add 
some more chlorine.  

➢ We also have solution of an additional dam to store enough raw water in case that a dam has 
a problem in its water quality. Dam is like a reservoir, so we have pollution of salinated 
water and fresh water that are mixed altogether, reducing the amount of water. We have a 
long-term plan longer than five years. We are supported by JICA to install storage stations to 
store water in emergency cases, and now we are continuing with that JICA project. It means 
that in the project we will identify how many safe water supply stations shall be installed. 
We try to look for new reservoirs apart from the existing ones. 

 
[Discussion] 
Facilitator 
➢ Before I move to other participants, just a simple recommendation for the one I saw this 

morning. Maybe instead of providing water tank to the customers, we can also install a 
temporary water tank, because that is what we are using in Manila. Whenever we have 
interruption longer than what we expect, we can install water tank where any people can get 
water at any time. So, we didn’t just feel water on those area on those towns so that 
customers can get water at any time. Those are for specific location only without water for 
longer period. Is that recommendation OK for all other participants? Do you have any 
question before we move to other participants who can share their insight?  

➢ Maybe we can move down to one of our presenters, MWA from Thailand. Good afternoon. 
Do you have any Dean that you can share about? I also want to ask because of the main 
challenges in your water which is bigger; to challenge the salinity or the water quality, and 
my question now is like on how long you take this planning for the solution of this problem, 
because in our country we can find so many solutions, but the problem is how we implement 
it. It takes so much time to install all the versions of all the facilities again asking for the 
permit. So, in your case, how do you manage to cope up with those challenges?  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Thank you for your patience. MWA review, manage for salinity intrusion on the land is 

lacking, lacking in the future. We have a tough time, meeting time and had a long time. 
Nowadays, sometimes we have fancy relation with users by mail for public announcement 
and prepares to respond to user, and we develop digital tenure system in terms of the data 
providing and PDF notice for ease, depending on water usage. (We do) Research during the 
crisis and if we had personnel to attend meeting with living party for MWA Office, we do not 
ask drinking water in the affected area and serve off treatment water to have the water tap 
directly to the affected area, installing water filtration, reverse osmosis mobile system.  
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➢ Nowadays in our master plan, commencing around 2026, and if this improvement plan is 
done, salinity impact is reduced because raw water is far away from the Gulf of Thailand. 
We expand water production capacity as much as our water treatment plants allow, 
800,000m3 per day) and now is to start construction. We also build a supply canal from the 
west coast to the eastern coast, with maximum capacity to allow 100,000m3 per day, a big 
canal supply from a wastewater treatment plant across Chao Phraya River.  
 (Details of many projects)   

➢ 480,000m3 pumping station is in mid-term, and there is a master plan. After that we start 
topping water capacity to 800,000m3 per day. We have more ideas. We build water treatment 
plant at a water source whose capacity is 800,000m3 per day.  

➢ Nowadays we can store water at raw water canal, but it needs a big budget. 42,000billion 
Barts, (which is a) very big budget. For the next project, Project 10, we need help of JICA.  

 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ I found that from MWA we find similarity with SAWACO and in VN. You just shared with 

us about financial problems. For the solution to address waterworks accidents, we share 
similarities amongst countries. Regarding funding SAWACO also established long term plan 
to move water source to some other place, that requires a big fund. It also is related to 
institutional policies of the government. For enterprises like ours, it is one of difficulties.  

➢ My question is how can we protect our raw water source? Because raw water source will 
flow into many cities, provinces. How do you solve this problem? Do you have same 
problem, not only in Thailand but also in the Philippines? 

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ In Thailand, MWA cannot control water in places like dam, because it is controlled by 

another office, Royal Irrigation Department is taking charge of it. Then the water salination 
is found, the capacity of official is not enough.  

 
Facilitator 
➢ Maybe my colleague here can share also because we have the same problem in the 

Philippines because we share the same reservoir, the same dam.  
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ OK, maybe before that, I could pick it back first with what was said earlier by the string we 

advanced through the similarities that we have as well as I guess everybody’s issue and the 
funding. Please save this for the similarities.  

➢ I feel that we have all these risks that was mentioned as well on climate change, typhoons 
and natural disasters, problems on salinity and raw water quality.  

➢ So, I guess I could just jump to the probable solution that we could have like in Asia, like a 
reference, and for all these risks, and somehow embedded into our short term, medium-term 
and long-term plans.  

➢ In Manila Water, we are looking at the World Economic Forum for the risk, but how good it 
is, if we have this kind of forum and with an output, that would really be a reference for all 
our countries, especially on the similarities on the risk that we are all encountering.  

➢ So, it’s a suggestion so that they can also go to top management and say, “Hey, this is the 
risk that we are all having,” and of course, a venue such as this one to tackle solutions.  

➢ On to the second, which is really on fire, by the way handled sustainability in Manila Water, 
and really the issue and the biggest challenge for me is to encourage the leaders and 
management to look really long term, because everybody is busy with short, three to five 
days (even) shorter, that’s because of crisis because of the current issues.  

➢ So, I guess the perspective at present is short term. It’s really bringing leadership in top 
management, especially the general managers in our subsidiaries to also think long term, 
especially if climate change in terms of adaptation and mitigation are not really felt at 
present.  
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➢ For instance, they do not yet build that scenario for the sake of coastal flooding or salinity. 
They cannot yet see that far into the future.  

➢ I guess with that, the challenge is also for the regulators, because they’re also looking that at 
present Manila Water is very highly regulated company.  

➢ So, it needs to be justified in the business plan so that it will be considered for the tariffs 
setting. Having those conversations with regulators not to just look three, five or seven years 
from now, but also 2030, 2040. Net Zero, climate change is in 2050, the very deadline for the 
net zero. 

➢ If we do not do something right now, of course, big issues, big problems in the future. Those 
conversations, especially with our regulators, I don’t know for the issues for the others, but it 
needs to be funded right now, so that we could make those solutions.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Sarah for your input. I can also share some recommendation because I just 

noticed that most of our topic right now is more on the solution on how to get water to 
minimize risk, but our real problem is how to minimize the cost.  

➢ What causes that is, for me, I am not from sanitation or sewerage department, but I just 
noticed that we have problem mostly in raw water, which really has a very bad quality of 
water.  

➢ I just noticed that also in this information of KPIs we are not more on the target on the 
sewerage or the sanitation which is all wastewater that is part of our big problem which is 
water pollution.  

➢ Maybe in the future, we can also include that in our planning or our assessment because if 
we will dump our wastewater directly to the water, whether river or lake, that is another 
source of our problem, which we are solving right now. So, maybe we can also look on those 
issues. Also, a part of our next KPIs is to include our sewerage and sanitation coverage, 
though just a suggestion, thank you.  

➢ OK, moving forward for the third topic, a while ago from what HueWACO said, I just have 
one question before you can proceed, about your challenges in sourcing of chemical 
materials; I think it is part of the preparations that we are doing to minimize risk, but as you 
can see, during the COVID crisis, we have problems in supply chain management. So, how 
do you cope up with those problems especially in sourcing materials during pandemic?  

 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ Good afternoon, everybody. HueWACO has some plans to adopt climate change for dry and 

wet seasons. We have two plans. For example, as in the presentation, during flooding time, 
in Phuong Trung Water Treatment Plant, one of our water treatment plants, we have stand-by 
power generator in case that we have no power during accident, and in Vietnam we mainly 
face with salinity intrusion problem.  

➢ We need to install booster pump to increase pressure to address pressure problem. We have 
advocacy program to train and to raise awareness of people to protect our raw water source, 
and for long term plan, we will develop a plan in accordance with a long-term plan of the 
province, especially for water supply together with the development plan of the province, 
including that of new water treatment plant and distribution network.  

➢ Some solutions are already implemented, and other solutions are similar with other 
countries. 

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ How do you actually raise awareness on raw water sources? 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ We have already carried out two solutions. First is in upstream of the river; we tell people 

living around there about a limit to use chemicals in the upstream, secondly is to try to buy 
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up lands around upstream of river, and to give bonus to those reporters of violations. Those 
who are receiving bonus by such reporting are very happy with that. 

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) & others 
➢ Good solutions, thank you. 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ We have some question for us. Especially those who are living in upstream areas, if we have 

found some cases that residents in upstream of river discharge dirty water to water source, 
we give bonus for those who report any such case it's not one time, but by the end of the 
year. Because, we have, in total, about 30 water treatment plants, so we need to have good 
relations with the governments of sub-urban areas.  

 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ Good afternoon, my name is Edgar. I am representing Metropolitan Cebu Water District 

from the Philippines. Although my colleagues from the Philippines are in the same water 
company but they are run by a private entity while my water district is run by a government 
entity.  

➢ Financing is our number one priority. We have no support from the local or national 
government, so we are standing with our own feet, of course 100% depending on our tariff 
from internally generated revenue.  

➢ Even if you have more projects, if we cannot implement correct pricing for our water, we 
cannot improve the services for our people. Hindrance, politicians, highly regulation of the 
operation. That’s why maybe one of my recommendations is for our government to support, 
meaning the national government to provide budget for water source development.  

➢ Water source development in the Philippines is not easy. It’s not small amount, it costs us 
billions of Pesos just to relate to saltwater intrusion.  

➢ In Metropolitan Cebu Water District, we are not exempted to that. It’s good, I think, that our 
colleagues from VN and maybe from Thailand, their water source is a surface one, but ours 
in Cebu, I think 85% is underground source, and it is also contaminated by salt water, plus 
nitrate contamination; 90(%) of nitrate is coming from chemicals coming (originated) from 
septic tanks. 

➢ That’s why we are very thankful to JICA because JICA provided us water septic facility 
worth one billion Pesos and can accommodate about 450 cubic meters per day.  

➢ But going back to the salinity is the water from Thailand and Vietnam coming from surface, 
because I think salinity will not be so much a problem unlike underground. If our technical 
team detected that our source is contaminated by salt. We will stop the operation because it is 
referred irreversible. We cannot correct that. So, we stop operating and we will look for 
another source of water.  

➢ That’s why (in) Metropolitan Cebu Water District, although groundwater is the most cost 
efficient, easy to access, we need to depart from that deeper water source. We are now 
embarking on a desalination project which is more costly, but readily available, and even if 
there are typhoons, there are crisis, seawater is there for us to process. Thank you very much. 

 
Facilitator 
➢ Thank you, Edgar. Any input or any comments? Maybe our government (Philippines) is 

making solutions for the problem because they are planning to have the Department of 
Water.  

 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ That’s another issue, because even control of our water source, I think, there are five 

(organizations) that are controlling our existing water sources. (1) Local government (2) the 
province, (3) irrigation, another, NWRB (National Water Resources Bureau), maybe the 
national government, so there are five, and the Water District has nothing to do with it, has 
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nothing like no role in regulating or controlling our water sources even if it is within our 
backyard.  

 
Facilitator 
➢ Maybe we can ask our colleague from Thailand, if you have the same situation with Metro 

Cebu?  
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ Yes. It’s a big problem. Likewise, MWA is (in) the same country, Thailand, but in PWA, 

water supply operation (is) first challenge. Nowadays the challenge is climate change and 
impact from climate change, draught, flooding, and water source. We don’t have water 
source, we don’t have storage, we don’t have money for invest to our own water storage for 
supply. It’s a big question. It’s a big problem in our organization. I think this water source, 
one day it’s (should be) the agenda for the government; water source, water supply, quality 
of water. Besides (that) is the challenge of finance. Funding is too big, too big problem, but 
mega projects want to block grant from the government. We don’t have funding from my 
own (government).  

 
Facilitator 
➢ Maybe that’s the reason why we are here. JICA is here to assist us, all of our fund.  
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ Another problem is digital technology. In digital economy, it’s a big problem. Digital 

transformation (DX) to support water supply, (and) to support NRW is a big problem. 
Support to one big data, one big IT can solve many problems. 

 
Facilitator 
➢ That again requires funding. (Laughter by all)  
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ I want to share one financial strategy of HueWACO. We have financial strategy until 2030. 

We divide into different sources: first, we’ll have a loan. As you know, we have very high 
demand in getting loans, but the source is limited. Therefore, we had to arrange priority of 
investment, including water treatment plant and pipelines. From that financial source, we’ll 
distribute appropriately. That plan is for every source for every year. I think that any 
company will meet those difficulties.  

 
Facilitator 
➢ Thank you. Any more?  
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ Question to the group as well. Has anyone considered water reuse as well, or “new water” 

similar with Singapore, because I know that the issue is really water resources, so another 
issue is of course fund, but I’d like to know if you’ve ventured into this space as well.  

 
Facilitator 
➢ Anyone?  
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ My name is Thien from a new water supply company, and you will have our presentation 

tomorrow, but we want to say today that our Binh Duong Province is really far away from 
Ho Chi Minh City about 30 Km, and recently our production capacity is around 760,000 m3 
per day. We are behind (smaller than) Ho Chi Minh City and Ha Noi.  
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➢ Same as Sai Gon (HCMC), we are using the same water resource, but we are upstream of Sai 
Gon River. (repeat) We are located upstream.  

➢ Even Dong Nai River or Sai Gon River are in Bing Duong (Province). We are about 
upstream to compare with the water resources of Sai Gon (HCMC). We are using the same 
resource, but BIWASE is getting from the upstream and Sai Gon (SAWACO) from 
downstream of both Dong Nai and Sai Gon River.  

➢ We understand that raw water is very important, and we try to protect the raw water as much 
as we can. Recently in Binh Duong, we have four wastewater treatment plants with the 
treated wastewater in Binh Duong Province before discharged into the river.  

➢ We try to take the wastewater to meet the “Column A” according to the VN regulations. 
Sometimes quality of wastewater after treated is a bit higher than river source, such as PH, 
BS, purity (speaker probably said “turbidity”), BOD, COD. So, thinking about reusing of 
water is most important and very challenging to us, but so far reusing of water, now they get 
it for construction and other kind of material which is served for constructing infrastructure.  

➢ Mostly wastewater treatment plants are OK in downstream, very far away from clean water 
treatment (plants). So, the volume of reusing (reused) water is not high to count it, but we 
understand that we need to protect our friend. We see Binh Duong and Sai Gon (HCMC) are 
neighbors and we are proud to share. JICA is the main sponsor for wastewater treatment for 
urban use, and for wastewater treatment plant sponsored by JICA.  

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ Thank you. It’s very interesting and indirect reuse.  
 
Facilitator 
➢ But that is true. Even in the Philippines, our raw water in one of our treatment plants is 

worse than our wastewater treatment plant effluent. So, that’s the reason why we grabbed 
this idea of using it. In the Philippines we have already two water treatment plants using 
wastewater, but it’s a small portion only; about one MLD (million litter per day) and the 
other one is five MLD.  

➢ At first, we had a mental or psychological effect on the mind only of the people, but right 
now we are putting it in the raw water to make sure that it is blended. OK, it’s all blended 
because Manila Water has that kind of pilot (project). 

➢ Maybe beginning now, we can also think of that solution to make it a permanent on our 
planning moving forward, because I think that is better than the quality of course of our 
water. Funding maybe OK, maybe JICA will help us.  

➢ Any before we move to our friend from VN from SAWACO, any more comments or any 
input? 

 
Mr. Ho Huong (DAWACO, Vietnam) 
➢ Da Nang is a sales city (wanted to say “trade & commerce city”). The main water treatment 

plant supplies water for 90% of the city. It is 10km away from the coastal line. Upstream 
water resource is below many provinces, and have many hydropower plants. Therefore, 
when climate change occurs, we luck water source in upstream.  

➢ Salinity and the contamination of water is found in 2017 and 2018, in which we lack (faced 
shortage of) water. For solution, we cooperate with the government and relevant units to 
increase flow rate of upstream area so that supply of raw water should be done for 
downstream.  

➢ At a committee, we control the dam, to prevent salinity from the main water treatment plant. 
When salinity is found we stop the water intake from the water treatment plant and open the 
intake from the dam. DaNang Government will build another water treatment plant in 
northern area for storage of raw water, and in the future, Da Nang Government will build a 
dam in the northern part of the city to build a reservoir for storage of raw water for use of the 
whole city, and all the province(s) in the upstream build processing plant(s) to protect raw 
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water resource in the upstream. In the company we review installation of a new pump station 
by help of JICA.  

 
Facilitator 
➢ We still have 15 minutes to discuss. Anyone who would like to share more for our 

discussion? 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Another topic from Mr. Itaya for Japan. I like to know about in Japan, how do you increase 

water charge, or water bill? What is the reason, or method to increase water charge or water 
bill, not water tariff? (Note: It took time to clarify meaning of his questions involving all 
participants, but in the end, the point was about raise of tariff.)  

➢ For example, in Thailand we have the water bill 8 (eight) Bahts per m3, and nowadays we 
want to increase, not the tariff, increase the water charge for instance 10 Bahts per m3, in 
Japan what is the reason, because in Thailand very difficult, we cannot increase around 25 
years, and you can see nowadays, chemical cost, electrical cost increase, but bill stable. We 
send letter to the government. Politicians are stable, and I will let you know about your 
country… 

 
Sub Facilitator 
➢ Thank you so much. Water tariff is very common in Japan, I think. It is not fixed but each 

water utility can decide the contents, (by) communicating with the city councils or 
something. In case of Yokohama, we have two categories of water tariff. First is basic tariff, 
and additionally, we charge to the customer some price according to water use (pay as you 
use). We have two layers. 

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Do they have public hearing? It’s a lesson, one method.  
 
Sub Facilitator 
➢ In some case, other water utilities in Japan, not Yokohama, they hear (from) customers, but 

in case of Yokohama, we communicate the City Council. I understand that we communicate 
with our customers through City Council (assembly), therefore all water supply utilities in 
Japan communicate with customers, and the tariff is not fixed but they can decide. 

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ In Thailand, we have many lessons. We have energy cost increase. We have chemical cost 

increase, but politicians keep cost.  
 
Sub Facilitator 
➢ Totally (as a whole), it’s similar to you. It’s not so easy to change our tariff.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ You inform it to the public? 
 
Sub Facilitator 
➢ But according to our law, our tariff would be flexible according to our conditions.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ OK, thank you. You are kind.  
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
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➢ Allow me to share our experiences, not with a private sector but with a public sector water 
district. Before you can increase your tariff or water price, you must serve notice and public 
hearing.  

➢ For MCWD (Metropolitan Cebu Water District), we have eight LGUs (Local Government 
Units), four cities and four municipalities. So, in each unit we conduct public hearing. After 
we comply that, we will submit to local water utilities administration; (for) this, about half of 
building (full of) documents to prove that we really need the increase.  

➢ Basically, we are doing full cost recovery, meaning whatever the operations need, we will 
pass it on to our consumers, but we have another formula for flexibility. We also present a 
formula that in case electricity (bill) will go up we have an automatic formula that will pass 
on the difference between the base price or the base cost and the future increase of 
electricity; it means to automatically pass it on to our consumers.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ You have legal (procedure)? 
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ Yes, we have it approved by our regulatory board. Another is, because we have a lot of bulk 

water suppliers, there’s a portion in our operations that we need the private sector 
participation, especially for supply of water.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ You mean you have regulatory committee, right? 
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ Yes. Local water utilities, administrators, and not only electricity, we also have adjustment in 

inflation, and third is adjustment in bulk supply cost or we call that “purchase water cost.” 
So, there are three components that we can pass on immediately to our consumers aside 
from, I think, there’s a percentage tax that we also pass on immediately to our consumers.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ How about your consumer if you increase? 
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ We inform them about this during the public hearing and this is also approved by our 

regulatory (board).  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ How many percent for pass(ing) the case? 
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ The maximum that we can avail is only 60%.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ 60%? 
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ Yes, 60%. 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Wow, in Thailand 60% is really big.  
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
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➢ That’s the maximum, but there’s a collateral. There’s additional requirement as far as it does 
not exceed the disposable income of marginal community.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Really? Thank you.  
 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ As for water tariff, we also had similar policy. We really don’t have enough money to invest 

for water supply. So, for water tariff, especially in Group A, just like you had shared, we 
don’t have enough money to invest. For climate change, it does not only affect water 
utilities, but also other industries in other countries.  

➢ With Mr. Pornsak from MWA to share, for water tariff, we need to get from many sources for 
many costs. Before we submit documents to the government, we need to make a roadmap, 
the tariff roadmap for each year. It also has to go through so many different departments in 
the government and we have to have a public hearing as well. We cannot say “due to some 
reasons, we have to increase the water tariff.” Why? Because if we just say, “certain 
reasons,” the public will never agree with that. 

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ What is the reason for water cost (raise)? 
 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ Expectation for the agreement from the government is just a part. The most important thing 

is that we need to show that our water quality is the best so that people see that increase of 
the water tariff deserves it.  

➢ For example, NRW ratio (was reduced from) 47% down to maybe more than 10%. However, 
that shows the communities that we try our best to improve water supply systems. That will 
show this is a very good point to persuade the government to increase the water tariff. 
Another tool we are applying is that we are trying to use media to advocate people about our 
water quality.  

➢ More issue is that we need to advocate the government that "increase of water tariff is not 
bad at all times." “Lower tariff is not always good”. If the water tariff is so low, people will 
consume a lot, because it’s so cheap. I like to share my experience with you today; it’s not 
like a prominent, but that’s what I would like to share with all of you, which is one of the 
activities that we are planning now.  

➢ The big issue now is that we are sitting here to talk about how to react to the climate change. 
So, in the plan, short or mid-term, we have some solutions to what the company will do and 
what the government should do.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Su. We're running out of time. Maybe we can now end our discussion. Thank 

you very much for all of you. We will now wrap up our discussion. Maybe we can ask 
everyone one minute on your view or input of what we have discussed. Starting with Ms. 
Sarah.  

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ Very interesting discussion, thank you for sharing all your insights and I guess my key 

takeaway here is again hammering the point that we have several similarities that we are all 
impacted by climate change, drought, extreme weather conditions, so I stand by my 
suggestion to have this consolidated. I guess reference for how climate change impacts us.  

➢ That tariff discussion also inspired me to; if we have this common reference, it’s something 
that we can really include into our short, mid-term and long-term plans. For our part, we 
need to submit it to our regulators so that we could get the tariff to fund our infrastructure. I 
also think that we also need to influence the decision makers to really think long-term on 
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climate adaptation and after we’ve achieved that certain stability, to also think about how to 
help in climate change mitigation.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Ms. Sarah.  
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ I believe we achieve same level of understanding about our common problems, and maybe 

we can come up with collaboration, cooperation with common solutions. Perhaps there’s a 
little difference in terms of country and the nature of the water company, but I think that the 
solution will certainly be the same.  

➢ Hopefully we can develop that in more details, so that each participant can bring that home 
and apply, develop a very workable solutions for our problems. Thank you very much. I 
don’t have to emphasize again about our hardship in financing implementation, and I think 
nowadays, I am more focused on how to implement (develop) an infrastructure for water 
system that can address any kind of calamities, crisis, etc., and that again needs funding. 
Thank you very much.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Edgar. Now Mr. Pornsak.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ For this topic about climate change, I think it is important for all countries, because in 

Thailand, everywhere, (we) cannot shut down the water treatment plant. We supply (in) 
autumn. We supply (water to) customer (in) autumn (even) if the climate change impact for 
the raw water in the parameter is salinity. It is important. Then if we have the Master Plan, 
Master Plan for efficiency, it will push (down?) the salinity, and I think in the future we don’t 
know about climate change, we don’t know, but if we have the Master Plan, efficiency (in 
the Master Plan?) will solve this problem. (Note: Only in the way that the Record Keeper 
can understand) 

 
Facilitator 
➢ Thank you very much, thank you, Mr. Pornsak. Mr. Nithit (please).  
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ One thing that is very, very important about water resource and sustainability is a concern 

about water resource and problem with it. Everybody is concerned with climate change, 
water resource, concerned about carbon credit, and what about water credit? I think 
everybody, government, population (should) think about water credit, water resource. Thank 
you.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Nithit. Mr. Ho (Mr. Huong, DAWACO, please).  
 
Mr. Ho Huong (DAWACO, Vietnam) 
➢ Through today's discussion, I found that climate change already affects all countries and all 

companies. According to different situations, we have different difficulties and challenges, 
but what I do is through the group discussion today, I can learn a lot from you.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Ho (Mr. Huong). Mr. Minh from HueWACO (please).  
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
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➢ We found three most important things. The first one is human resource. The second one is 
the policy, and the last is investment in technology. We can never omit these three factors.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Minh. Mr. Thien (please).  
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Most of the opinions are concerned about water resources. Those are very clear for all water 

entities and countries. Now we need to race with climate change situation. It seems that it 
has already come, but yet waiting list. In order to have enough raw water sources for 
sustainability, just imagine that raw water source is like raw material, raw materials for water 
treatment plants. Without that, water treatment plants cannot be operated, and in case that 
water treatment plants are closed, hour human resource (staff) will have no job. As Mr. Su 
from SAWACO just shared, to develop sustainability (sustainably), we need to make sure 
that we have enough raw water source.  

➢ For raw water source, we need to differentiate the function from the role of the government 
and the role of the companies, because you know that the raw water is not only for water 
supply field, but also for other different fields. 

➢ About tariff, it’s also similar with that of Thailand and the Philippines. Mr. Su from 
SAWACO has just emphasized that low tariff is not always good, because if the water tariff 
is so low, the water service is not good. 

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Thien and Mr. Su. (Those VN people were trying to speak out more) I know 

you already give your interview (prepare for interpretation), but one more, one more.  
 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ Last but not least, that the government needs to have a policy that water law is necessary, 

because water is a must for our life. 
 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Su. Maybe from me, we all know that the climate (change) is already there. 

The race is already here. Everyone based on the discussion, we have all our long-term plan, 
we already have all our solutions, but the common problem for most of us is the funding. So, 
that’s our key take-away. OK, that concludes our session.  

➢ We have individual words. We have assignment. Based on the discussion and wrap up of this 
session, please write notes on the Action Plan Sheet on the page #1 in relation to the team of 
Session #1, “Towards Water Utilities Resilient to Risk and Change.” Please consider and 
describe your organizations’ goals, challenges, and Action Plans to fill in the gap. When 
considering these items, please do not simply make a list of ideals and challenges, but rather 
organize them from the perspective of what are the most fundamental and important items, 
what are the root causes of the problems you are facing, and what are the items that should 
be prioritized.  

➢ OK, and that concludes our session. We now take a ten-minute break. Please return to the 
main venue on the 9th floor during this break. Thank you for all. Thank you to all the 
participants!  

 
(End of Group Discussion of Group A, Day#1)  
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１１－５－２ セッション 1グループ Bグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 1 (Day1) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupB Day1 
Recorded by Ms. Emily Wathen 
Theme of group discussion Towards Water Utilities Resilient to Risk and Change 
Facilitator 
Sub Facilitator 
Accelerator 

H. E. Chan Sengla (SRWSA, Cambodia) 
Mr. Hiroshi Hirowatari, Kitakyushu Water Services, Japan 
Mr. Arief Nasrudin *Changed to Mr. PHILAVONG Ladda 
(NPLP, Laos) 

H. E. Chan Sengla (SRWSA, Cambodia) 
➢ Good afternoon to the members. I am serving as your facilitator, my sub facilitator is Mr. 

Hirowatari, and our accelerator is Mr. Arief Nasrudin.  
 
Mr. Hiroshi Hirowatari (Kitakyushu Water Services, Japan) 
➢ I will briefly explain about the action plan. In line with our theme, we would like each 

organization to consider and document their thoughts, the challenges they face, and the 
action plan to bridge this gap.  

 
H. E. Chan Sengla (SRWSA, Cambodia) 
➢ Facilitators requested each participant to introduce themselves and began the discussion. 
➢ Do you have any risks or challenges you would like to discuss?  
 
[Accelerator] 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos)  
➢ I hope we can have a productive discussion. In this session we are also talking about the risk 

from infection.  
➢ Located in the center of South Asia, Laos is not close to the sea, so we don’t have the 

salination issue. We have problems in Laos due to climate change, including large sudden 
amounts of rain in a short time causing flooding. 

➢ We have many dams and reservoirs in Laos, if the dam cannot conserve the water it needs to 
drain this to the rivers, but during floods the water level increases quickly, 5-10 meters in 2-3 
hours. We are monitoring the dams to address this issue, and any dam must inform us before 
it can be drained. 

➢ Typhoons in Asia and southeast Asia cause flooding in Laos. This is a problem in Luang 
Prabang and causes lower water quality so I would like to discuss this with you.  

➢ During COVID-19 people could not go outside, and Luang Prabang also relies on tourism 
revenue, with only 80000 locals to 1 million guests. I hope we can find a way to fight this 
issue in the long or short term. 

➢ We have ongoing issues from the pandemic and inflation, with increased prices for 
everything, including electricity.  

➢ I hope to cooperate as a water family to discuss and find a way to solve this for the near 
future. Thank you JICA for this opportunity.  

 
[Discussion] 
Facilitator 
➢ Sim Reap is also a tourist area impacted by COVID-19 like Luang Prabang. Climate change 

is also a major topic, with many ideas discussed and implemented to mitigate effects of 
storms floods etc., on water supply and sources. 

➢ In Sim Reap, we use surface water and also pump underground water. In Tulisa water levels 
are impacted by climate change. Levels are shallow in the dry season, with lower quality, and 
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there is more of a smell from the water source due to NTU around NTU 25. Tulisa’s water 
level is decreasing year on year due to climate change, and turbidity increasing.  

➢ How could this smell be reduced for our customers?  
 

Sub Facilitator 
➢ Does anyone have a similar experience with climate change impact? 

 
H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ We should work together and focus on how we participate in climate change, especially 

flooding that affects our business as operators.  
➢ Cambodia uses the water from the Mekong River that flows from China, though Thailand, 

Laos, Cambodia, and Vietnam. We use around 1% of the Mekong total flow to the sea per 
second. 

➢ We do not have an issue with the sea or water quality, but we have had misunderstandings or 
lack of discussion in the past 5 years with the upstream source, causing lower levels in the 
river, and difficulty in our supply.  

➢ Our investment in construction was based on the monitored level, but for the past 5 years, the 
water has dropped around one meter vs a normal season. We need to find a backup solution. 
E.g., to pump the water from the river to the treatment and adjust our pump intake stations. 
This increases energy consumption and costs. 

➢ Increased discussion between the countries around the Mekong has led to a better situation 
than in previous years. I hope we can continue to cooperate with upstream countries.  

➢ Flooding outside the city of Phnom Penh does not affect our propensity. However, we still 
use a combined sewage system, with sewage in the same pipe as rainwater and we do not 
have a sewage water treatment plant. Water quality is lowered during floods, and we need to 
increase our chemical treatment to produce a clear water supply.  

➢ We established a risk management team, to forecast and establish an action plan for 
emergencies, and discuss with the international Mekong community.  

➢ For resilience, we must communicate among each other in our “water family,” country to 
country to share experience and knowledge and achieve MDG 6. 

➢ We have an investment program SOP and require participation of around 21% to address 
climate change through installation of water supply infrastructure.  

 
Sub Facilitator 
➢ How about Indonesia? 
 
Mr. Arief Nasrudin (PERUMDA PAM JAYA, Indonesia) 
➢ PAM JAYA is managing water supply in Jakarta. We have been self-operating for six months 

since February 2023. For the 25 years prior to this, assets were owned by PAM JAYA but 
privately managed.  

➢ We cover 65.8% of a 12 million population of two million households. We have treatment 
plant capacity of around 20,000 liters per second, with pipeline over 12,000 kilometers. We 
need to find another solution for non-revenue water, which is at 46.6%. The 2030 SDG for 
water supply for all people is only six years away. We have some corrective actions, but we 
are still planning/implementing these.  

➢ We are an old company with old infrastructure. Jakarta is a former capital city, and the 
population is a challenge. 

➢ In six years’, time, we will need another 7000km of pipe in Jakarta despite increased traffic 
and crowds, and we are moving from a low economic mode to a high economic model.  

➢ We have raw water resource challenges. We have rivers but cannot escalate use of these, due 
to ecological and environmental maintenance requirements. We have a mountain resource, 
the large government built Jatiluhur dam.  

➢ We are close to the sea, and would like to implement desalination, which was successful in 
Singapore, but the technology is expensive. This would improve our resource issues.  
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Mr. Kabir Bedi (PERUMDA Tirtanadi, Indonesia) 
➢ In Medan, North Sumatra, there is a lack of raw water. We use five rivers as a raw water 

source, but the water treatment plant was built by the Dutch in 1905, using water from the 
mountains. Due to deforestation and climate change the flow of water flow rate can reduce 
from 600 liter per second to 400 liter per second.  

➢ We have five other treatment plants for surface water that we treat. Sometimes during the dry 
season and El Niño from July to end of the year, flow goes down from 600 to 100, causing 
supply issues.  

➢ The raw water from the five rivers, also has a quality issue. Ammonia used in fertilizers by 
farms and rice paddies upstream means we need to add more chloride to stabilize the 
ammonia, especially during dry season. There is also very high turbidity in the rivers due to 
deforestation.  

➢ Last week we had raw water turbidity over 20,000 due to a suspected landslide upstream, I 
had only ever seen numbers in the 10,000s before. 

➢ Some of our facility piping is over 100 years old so we have issues with non-revenue water, 
raising from 29% to 34% in the past few years. As raw water gets disturbed, we require more 
chemicals for production, causing price increases.  

➢ The tariff is decided by the local government which changes often, making it difficult to 
increase our tariff, which has not changed since 2017. In 2024 onwards we can discuss raises 
with the new government.  

➢ It is difficult to renew infrastructure without raising the tariff.  
 
Sub Facilitator 
➢ Climate change generates issues like floods, affecting water quality, the cost of production 

etc. Good resilient facilities require backup systems and problem prevention.  
➢ It is key to create an SOP for risk management. Does Laos have backup or preventative 

systems for fluctuations?  
 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos) 
➢ We only have 20% flat area, 80% is mountainous.  
➢ The government is trying to address protection through the Mekong Commission, as the 

effect on the people is rising every year.  
➢ In Luang Prabang we have around seven dams, for the Mekong River and other rivers. These 

reserve rainwater to produce electricity, without rain they cannot produce anything. The 
commission will make a plan to address this.  

 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos) 
➢ In Laos we have a mountainous zone, a flat zone, and a flat/mountainous zone in the south 

with different issues due to the hot climate. In the rainy season there are landslides upstream, 
in the south the river source is not adequate during hot season. We have many rural areas, 
and while we have enough water in the rainy season there is not enough infrastructure.  

➢ We will share ideas with Cambodia, as we have similar issues. The government 
policymaking for the tariff is similar, and difficult.  

➢ We have loans for treatment plants from other countries, and commitment from our side, but 
if financial estimates for a long period and the business plan are not made, funding cannot be 
allocated. 

➢ I would like to hear any recommendations.  
 

H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ Today, we spoke about disasters, especially COVID-19. Water Utilities have a target to assist 

customers on time, and we need to consider action plans for unexpected disasters. This could 
be included in the climate change action plan.  
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➢ In Cambodia, we worked closely with the municipalities, to create color zones based on 
COVID-19 statistics to identify where we could enter to read water meters etc. Or to allow 
grace periods for people to pay their water bills in times of disaster.  

 
H. E. Sreng Sokvung (MISTI, Cambodia) 
➢ We learn from each other and know the solution, issues, risks and solutions. Often the 

solution cannot be solved by one government, and we need intergovernmental collaboration. 
For example, the Mekong River situation cannot be fixed by one government alone. 

➢ We have too much water in rainy season, no water in dry season. How can governments 
manage this? This depends on each government and their awareness about tariffs. Higher 
tariffs are required to invest in recovery and renewal. Either the government or the people 
needs to pay for sustainability and resilience. Japan in the 1990s had more risks than other 
countries, but still built a resilient system. 

➢ Governments and Utilities need to be committed, while we can get funding and loans from 
JICA etc., the issue is whether the project can be implemented by the people in charge on the 
local side. 

 
Mr. Dwike Riantara (PERUMDA Tirta Mayang Kota Jambi, Indonesia) 
➢ We are talking about supply improvement, sustainability, infrastructure, financing etc. Our 

challenges are not limited to these. Can we discuss political situations within this forum? We 
should discuss more about water governance, cooperation and how the state plays a role in 
developing the water system.  

➢ H. E. Chan Sengla talked about water sector leadership in a changing world. If governments 
make water the top priority and provide their best support, we will succeed. 2023 and 2024 
are election years in Indonesia which will lead to regional, local, and national turbulence, but 
we are hoping for the best in terms of interest in water supply.  

➢ How do we manage water governance despite our respective political environments?  
 
Mr. Ade Syaiful Rachman (Ministry of Public Works and Housing, Indonesia) 
➢ The ministry distributes water from mobile water treatment plants in times of disaster with 

small capacity of one to two liters per second, requiring smaller sources such as rivers or 
wells. Our ministry has created special plans for each region, to supply equipment, treatment 
plants, and sanitation equipment. These are flexible and easy to operate, with minimal 
maintenance and chemicals needed. They are useful for emergency response.  

 
Facilitator 
➢ Do any other countries have a response? 

 
Mr. Arief Nasrudin (PERUMDA PAM JAYA, Indonesia) 
➢ We need to improve financial competence because water is not cheap by investment value. 

Issues such as disasters are worsened by lack of preparation. Because the tariff does not 
recover costs, it is a challenge to get return on investments. As tariffs are based on regional 
policy, even if national political leaders are interested in water, this should also be explained 
to the people as it can have a big impact.  

➢ Raw water is also a common issue. We cannot depend on our resources if there is not enough 
water present.  

➢ The price of water will rise in future. Some countries like Japan have succeeded, and we 
need to hear their solutions. Mr. Nagoya spoke earlier, but who decided on the grace price of 
two months? This was a good solution, but how was this agreed within the government? 
COVID-19 as well, some of the chemicals were provided to mitigate the disaster.  

➢ Can JICA also provide more guest speakers, so we can hear about how the government is 
involved in Japan, or Europe or an Asian country like Singapore that has achieved 99% 
supply?  
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Facilitator 
➢ Thank you for sharing the issues regarding the tariff. We cannot increase this by ourselves, 

but through government, this is the same for Cambodia.  
 
Sub Facilitator 
➢ We must prepare backups for natural disasters or pandemics. In order to correspond with this, 

we need to prepare action plans or money, with financial recovery as a key point. To raise 
water tariff awareness, we need big intentions.  

 
H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ Nobody can live without water, so the government has needed to support our utility’s 

activities until now.  
➢ Management companies of utilities also need to show commitment, and fight to optimize and 

run the water supply system sustainably, to benefit the company. We have a board of 
directors that check and advise on operational requirements, so that we will satisfy our 
development partners and pay back our loans.  

➢ We also require support to make financial projections to identify when we need government 
support through increased or revised tariffs to ensure we can fully plan for disasters. We 
should have a social fund in the SOP created from a portion of year-on-year profits that can 
help the poor to access water and to prepare for disasters. For example, the colored zones I 
mentioned, as a program to support payments for water in areas most effected by COVID-19.  

➢ We need to show the government our commitment to help the people through water supply. 
 
Mr. Siphanh Inmouangxay (NPNL, Laos) 
➢ Laos has provincial governments, and even during COVID-19 we needed to survive by 

ourselves and report to the central government to ask for support and commitment. There 
was also government pressure to reduce water prices during the pandemic, which we were 
required to cover this ourselves. I will present our corporate plan and revised water tariff 
tomorrow. It is not easy to increase the tariff, we need to present this to the local and central 
governments many times, and they only agree sometimes, often asking us to wait. But water 
is needed for life, so if the governors think we need to lower prices for the people we need to 
try first. It is important to support ourselves as well as receiving government support.  

➢ We applied for adjustment before COVID-19 and this was luckily approved, but there is still 
the cost increase due to inflation etc.  

 
H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ It isn’t that local governments have no initiatives to support us, water utilities need to be 

prepared, sustainable and able to make financial projections to be self-sufficient, but they can 
also receive support from developing partners to fully meet requirements.  

➢ For example, support on how to meet requirements, compromise between operator and 
customers, pay back loans, and meet commitments sustainably.  

➢ We cannot help each other to be competent directly, as we have different governments, 
however we can help each other negotiate effectively.  

 
Mr. Arief Nasrudin (PERUMDA PAM JAYA, Indonesia) 
➢ Do we have any business plans or financial plans between us for water supply? We cannot 

just leave it to PPP. 
 
H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ We have three masterplans we created with external development partners like JICA with a 

financial analysis to show what must be achieved first to meet requirements. These are key to 
success. I work as a counterpart with the masterplans. The documentation must show in the 
master plan the main objectives to tackle to reach the target in time. 
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Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos) 
➢ We have a water tariff policy. For operators to increase the tariff, they must be able to explain 

clearly to the government the costs and their reasoning. 
➢ Utilities must meet goals like product cost, nonrevenue water amount etc. to be allocated a 

tariff raise equal to a certain amount of profit, and include in the masterplan the breakdown 
estimates for future years. A problem is utilities cannot clear these as salary, material, input, 
admin etc., must also be paid. This is a big problem for the situation in Laos.  

 
H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ We have different governments, but we had a similar situation, in 1993 we had 72% leakage, 

now we have reduced this to 8.5% over the years. Staff percentages are also down.  
➢ You can ask us about this, and we can teach you. I have just become Director General in 

2021, and I am trying to apply additional ideas to adapt to the external environment. 
➢ Government support and commitment and external support, based on clear objectives, a 

mission and vision are needed. You should ask an external developer such as JICA to help 
you develop a master plan of what to do depending on your situation.  

➢ I don’t know about the financial models, but the loan provider should also help with this and 
analyze the financial model as part of their loan governance 

 
Facilitator 
➢ Thank you for sharing. We must be thinking of water for all, that is priceable and sustainable 

with 24-hour, 7 day per week supply.  
➢ We have learned a lot about each country, giving us more ideas for our discussion.  
 
Sub Facilitator 
➢ Our key words were risk, change and correspondence.  
 
 

１１－５－３ セッション 1グループ Cグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 1 (Day1) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupC Day1 
Recorded by Ms. Etsuko Mitani 
Theme of group discussion Towards Water Utilities Resilient to Risk and Change 
Facilitator 
 
Sub Facilitator 
Accelerator 

Mr. Waruna Samaradiwakara(Ministry of Water Supply and 
Estate Infrastrucgture Development, Sri Lanka) 
Mr. Ryoji Ogata (Global Environment Dept., JICA) 
Engr. A. K. M Fazlullah (CWASA, Bangladesh) 

[Accelerator] 
Engr. A. K. M Fazlullah (CWASA, Bangladesh) 
➢ I work for the Chattogram Water Supply and Sewerage Authority under the same ministry as 

the DWASA. 
 

[Discussion] 
Sub Facilitator 
➢ This session is "Towards Water Utilities Resilient to Risk and Change." We should hear from 

you about what kind of risks and changes you are facing and countermeasures.   
 
Facilitator 
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➢ We face various challenges, including sanitation, infectious diseases, and survival during the 
economic crisis. This summer was especially difficult to survive in Sri Lanka as our water 
tariff is really low, and we are having difficulty managing the organization.  
 

Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 
➢ Now, we are greatly affected by drought. The whole country is affected. We depend on 25% 

of the water source on groundwater. Its water quality is an issue.  
➢ We can't operate treatment plants normally. Electricity is quite high.  
➢ In the southern area, the water source is saline, so we request people to use it for spare.  
➢ In the northern and central provinces, we are experiencing electric power down. Our ministry 

needs coordination among agencies to regulate water supply. It's good to say that the other 
three parties have realized drinking water should be given priority.  

➢ Climate change. As our intakes are sometimes inundated, we have to prepare thoroughly. 
➢ The economic crisis. We get a bunch of letters asking for drinking water, but we cannot 

accommodate users' requests. We need to raise tariffs to construct infrastructure. 
➢ Another problem is aging infrastructure 100-year-old pipelines. Again, we need a good tariff 

for rehabilitation work. 
 
Sub Facilitator 
➢ As for the declining groundwater level, you mentioned the water quality problem. How about 

water quantity?  
 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 
➢ The water quantity is definitely reduced. 
 
Sub Facilitator 
➢ Regarding financial difficulty, is it possible to raise the tariff rate? 

Is there some political issue? 
 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 
➢ Sure, we held a tariff revision in 2012, but the production cost is still not covered by tariff.  

 
Facilitator 
➢ Adding to it, we have experienced water-borne diseases. We have started many projects. Our 

health system has spent lots of money. 
➢ NRW is also really high, around 32%, because of aging facilities. Fortunately, after 

conducting a project in the city, we could reduce NRW from 32% to 15%.  
 

Engr. A. K. M Fazlullah (CWASA, Bangladesh) 
➢ We've found that people die of water-borne diseases due to water pollution because they don't 

clean the water tanks, so cockroaches are generated. 
➢ Salinity is also a problem. It is from Oct to May or June. The capacity of the lake is not much 

due to less rainfall. High tide also just came.  
 

Sub Facilitator 
➢ Is it because of climate change? 
 
Engr. A. K. M Fazlullah (CWASA, Bangladesh) 
➢ Yes, and the rise of seawater as well. We are facing no rain and no good water.  
➢ People do not like the taste of the water, so we blend water taken from other water treatment 

plants.  
➢ From Oct to May, we calculate how much water is salinated. We are still looking for a 

solution. We should watch the water intake points.  
➢ We are trying to serve 92 % with surface water and 8% with groundwater.  
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➢ Tariff is also a problem. The cost is going to be high. With financial capability, people will 
enjoy a non-saline water supply. Let's think about change together, financial capability. If we 
do not pay, there is no future. 

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ One of the risks is Covid-19. It has given a very good lesson for a water utility to learn. It 

gave us the opportunity to think differently.   
➢ Another risk is the economic impact of an external factor. It has no relationship with our 

country, but the war between Russia and Ukraine is still impacting our economy. How can we 
mitigate this? 

➢ The biggest challenge is climate change, seasonal drought patterns, cyclones, and rainfall 
change. Typhoons come in different seasons, affecting our water supply.  

➢ The groundwater level is going down, but unfortunately, we still depend on the groundwater. 
Countermeasures: We are going for surface water and reducing dependence on groundwater. 
That will mitigate the impact of climate change. 

➢ The population is also challenging to be sustainable. Our city has an area of 400 ㎢ with a 
population of 22 million. It is highly populated and considered a giga city. 

➢ Tariff is another challenge. We have to be sustainable and bankable. Nowadays, our 
organization is bankable. That also changed some areas that were dependent on groundwater. 
We are mostly dependent on surface water now.  

➢ To make our water utility resilient, we learned digitization. We can solve problems without 
visiting the site through the Internet, saving labor and time. That is how we try risk 
management.  

➢ We are making a billing system, a manless, paperless billing system.  
➢ Also, we are trying to make SCADA. We are trying to maximize automation. 
➢ We have a different model of tariff. We are trying to introduce an Area-Based Tariff System. 

We had a 2-year experiment, and it was successful. The government agreed, and we are 
waiting to introduce it. Each area has a different tariff depending on the cost of the land, 
household income, and apartment size. We are going to introduce five categories of tariffs. 
We are going to have cross-subsidy. Poor people are charged less, and affordable people are 
charged double. 
 

Sub Facilitator 
➢ How do you distinguish if people in the area are best suited for the tariff? 

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ 1. Cost of land. 2. How much area your apartment occupies. 3. Land, household number, 

income. These are used to computerize tariffs. We held many workshops. So, people are not 
very unhappy. After reforms, we will be a profitable organization capable of paying back 
loans to development banks.  

 
Sub Facilitator 
➢ How many times is the tariff different between the lowest and the highest? 

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ Almost double.  
➢ Union wants more people in the workplace. We could work on the union issue. We are going 

to introduce paperless. Everything will be computerized. Mobile banking will be more 
popular in Bangladesh. Anyone can pay anywhere, anytime.  
 

Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ If you decide you will charge extra, someone who inherited the property from their parents 

wouldn't be able to pay. 
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Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ You can find out everything except the land value goes down. There are four parameters. If 

one parameter matches but the other three do not, we won't charge him for the highest 
category. 
 

Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ If someone goes to court and challenges the difference in the tariff, how does the court react 

in this matter? 
➢  
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ First, we have the right to change because the government agreed.  

 
Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ How do you handle the union? 
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ It's a long process. Union people are not the wage worker but the salaried worker. We made it 

clear. We are going to fight in the court as well. 
 

Mr. Tiresh Prasad Khatri (Ministry of Water Supply, Nepal) 
➢ Due to climate change, not only infrastructure has been damaged, but water quality has also 

deteriorated. One area of the country recently saw groundwater depletion due to the monsoon. 
The water level went down and became saline, forcing people to use arsenic-contaminated 
water.  

➢ Three years ago, when our project was underway to serve water in a valley where 3.5 million 
people lived, debris came and caused damage.  

➢ We're working on policy development. We will be able to provide it in two months. The act 
has many provisions, including licensing for groundwater sources and service providers.  

➢ The tariff for water and sanitation is very low.  
➢ Capacity building.  
 
Mr. Gyanendra Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ Tariff is very low all over the country. Surface water charge is very low. We are supplying 

water at a very low price. 
 

Sub Facilitator 
➢ How about the situation of electricity costs in Nepal? 
 
Mr. Gyanendra Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ 6 rupee per unit.  
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ What is the impact on the water supply? Is it increasing frequently? 
 
Mr. Gyanendra Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ It is subsidized.  
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ Sounds good. We get the manufacturer's rates. 
➢ How much is the surface water, and how much is the groundwater? 

 
Mr. Gyanendra Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ Sixty percent is surface water, and 40% is groundwater. 
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Sub Facilitator 
➢ I want to add one important point. People are getting surface water, but this is very difficult 

because they had to dig a 20 km water tunnel for 20 to 30 years. Digging groundwater is 
much easier. 

 
Mr. Gyanendra Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ Salinity is very high. 
 
Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ The river water is blackish. We catch water from the source 30km away. We provide the city 

with almost 90% water from the ground and 10% from the surface. We are investing in a 
surface water treatment plant to increase capacity. We are shifting from groundwater to 
surface water treatment. 

➢ Another major project underway is 20 million gallons capacity per day of sewage treatment. 
Because we get water from the irrigation department from a canal, the irrigation department 
mentioned that they provide water to farmers for irrigation. We lack water and can't provide it 
for treatment. With the help of the Danish government, we provided a sewage treatment plant. 
After treating the sewage water, we will dispose of it into the canal. We can get a similar 
amount of water from the irrigation department. 

➢ We have launched an awareness campaign with JICA regarding efficient water use because 
people usually take it for granted.  

➢ We are shifting from the flat tariff to the metered tariff. We installed only 20,000 meters this 
year and will make it double in the next five years. We have 200,000 connections, so it will 
take time.  

➢ We have slum areas, and it is difficult to launch this kind of thing in the slum area.  
➢ We are experiencing an increasing rate of electricity frequently, every 2 to 3 months. Our 

tariff has been frozen since 2007. We are negotiating with the government to increase the 
tariff, and they gave us consent. We will increase the tariff, but still, it is a flat tariff.  

➢ Another area for improvement is miscommunication between the departments, which disturbs 
our service. We are trying to improve the inconvenience.  

➢ Groundwater recharge. We should adapt the groundwater resource technology and recharge it 
using rainwater. 

➢ We faced much difficulty in our water supply during Covid-19. If the SCADA system is 
installed in all the cities, we could manage water supply easily and maximize customer 
service during Covid-19. 
 

Mr. Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ The major challenge is groundwater depletion because Lahaul, the 2nd biggest city, depends 

on groundwater 100%. All the industries depend on groundwater. The main recharge body is 
the Ravi River, and we were getting a good amount of water, but after India built a dam, the 
river almost dried up, and we could get water only during the rainy season. 

➢ We have a very minimum-meter water connection. Non-meter-connection users are charged 
on an area basis. People don't care how much water they use when they are charged a flat 
tariff. We will bring surface water by canal and have a treatment plant to address the issue. 

➢ Meter installation is very important. We've done it successfully through PPP. One Chinese 
company established an assembly unit of water meters. We don't produce water meters. 
Hopefully, we will be able to install a water meter in all the properties. 

➢ The distribution network is so interconnected that it is not easy to stop water flow when 
leakage occurs. A surface water project is being developed. 

➢ We want to know the sustainability of groundwater, that is, how much groundwater exists. 
➢ Quality of parameters is highly expected. The arsenic level, once considered high, is not high 

now.  
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➢ Tariff issue. Water is taken as a free commodity. We could luckily make some changes this 
year, but the root cause is a lack of autonomy. It requires legislative changes. JICA diagnostic 
reports have recommended that.  
 

Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ Climate change. We are going to have a surface water treatment plant. If monsoon comes, the 

water level will be high. So, it needs to be addressed. 
➢ We realized that there was no emergency response mechanism when Covid-19 occurred, but 

we learned we can do many things online.    
➢ Financial and economic issues, but we also learned about digital systems such as online 

payment and digital banking.  
➢ Geopolitical risk in a border city. Any regional instability can cause incidents like a large-

scale blackout three months ago, but we had no backup plan. We can consider a mobile 
treatment plant for emergencies.  
 

Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ We completed a feasibility study to install a 20-megawatt solar power system to make our 

utility self-sustainable. 
 

Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ We have converted three pumping stations solarized and proposed a 150-megawatt solar 

system to PPP. We are also looking for cheaper electricity because electricity is a significant 
issue. 
  

Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ Solar system can be countermeasures for power outages. 
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ The water utility has to be autonomous. There was debate before if water is government 

sector or public sector. Water is a human right, but it doesn't mean the government will give 
you free water. Providing it is the government's responsibility, but buying it is your 
responsibility. Privatization is risky. In most cases, it is directly under a government agency. 
This is a core issue. If it cannot be decided, we will be discussing the same thing at many 
conferences in the future. We think unities should be autonomous.  

 
Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ Even Japan is following suit. They decide things at their level. 
 
Sub Facilitator 
➢ Japan’s waterworks belong to the municipalities.  
 
Facilitator 
➢ In Sri Lanka, we have a different model for rural areas. The government provides capital cost 

for a water project and transfers it to a community organization that runs the utility. 
 

Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ My conclusion is to do the less for which you don’t need to discuss. 

  
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ I can't entirely agree because rural water utilities always lack finance. 

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ What is the worst situation when autonomy happens? It destroys the whole system. 

Autonomy sometimes creates monopoly and corruption, so there are pros and cons. 
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Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ But you have a simple management principle: responsibility should accompany authority. 
 
Sub Facilitator 
➢ Let’s hear the conclusion. 
 
Facilitator 
➢ Common points: Climate change directly affects water supply. Clone and flooding and so 

many others are climate-related issues—salinity and depletion of groundwater. 
➢ Bangladesh: Digitalization, non-revenue water, infectious diseases, changes in rainfall pattern 

and population growth. 
➢ Nepal: Flat rate tariff, low-rate tariff, climate change related issues, depletion of groundwater, 

and giving license for groundwater resource.  
➢ Pakistan: Transportation of water from the source to the consumer, tariff mechanism, 

miscommunication between different departments, groundwater recharging, mitigation 
measures in tariff mechanism, digitalization and lack of autonomy, shifting from groundwater 
to surface water, lack of emergency measures, and aging of infrastructure. 

EOT 
 

１１－５－４ セッション 2グループ Aグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 2 (Day2) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupA Day2 
Recorded by IIZUKA Masanobu (MR.)  
Theme of group discussion Towards Achieving SDGs Goal 6 
Facilitator 
Sub Facilitator 
Accelerator 

Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
Mr. SUZUKI Chiaki (Japan Water Works Association, Japan) 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 

Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ Good afternoon, everyone. We will now begin group discussion. By the way, my name is 

Edgar. I’m from Metropolitan Cebu Water District in the Philippines. I’m honored to be the 
main facilitator of this group discussion. The Assistant facilitator is Mr. Suzuki. 

 
Mr. SUZUKI Chiaki (Japan Waterworks Association, Japan) 
➢ Good afternoon, I am Chiaki Suzuki from the Japan Waterworks Association, and I am very 

glad to be here with you. With some of your countries, we have very good relationship; 
between the Philippines Waterworks Association, or Vietnam Waterworks Association…I 
look forward to deeply talking with you. Thank you very much.  

 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ By the way, the member of this group, from the Philippines, Vietnam and Thailand; first I 

will briefly repeat the explanation of the Action Plan that will be developed and presented at 
this forum. In this forum, you will be asked to create an Action Plan through the three 
sessions: Day#1, Day#2 and Day #4 and present it in the summary session. On the Day#1 
and Day#2, each participant will make notes on the first and second pages of the Action Plan 
that are on hand at each participant. On the final day, Day#4, each participant will gather by 
country to discuss to compile into a country Action Plan and make a presentation. So, on 
Day#4, the presentation maybe on the General Assembly will be by country. You can choose 
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your good presenter and I think JICA will follow up on the Action Plan that we are going to 
do in our country.  

➢ To achieve our Goal #6 (of SDGs), which is “universal and equitable access to safe and 
affordable drinking water for all,” it is necessary to secure financial resources for the 
investment.  

➢ So, what is important in this discussion is really securing financial support to implement 
water infrastructures that will improve our customer service; the financial resources for 
investment and to make actual investment through various means such as improving water 
services, improving communications with customers, revising water rates appropriately and 
raising funds outside the water rates revenue.  

➢ I think the most challenging part or component in this is revising water rates appropriately 
and raising funds outside the water rates revenue. This morning we just hear top presenters 
from our group, and it is much frustrating for us who are not private entity because their 
numbers were all good; their non-revenue is a single digit and they have no problem on their 
infrastructure development, but I don’t know with other members in Vietnam. For us in 
MCWD, we have a big problem for that.  

➢ Number one is the social and political acceptance of our water rates or water rates 
adjustment. Second, our non-revenue is 32 and their non-revenue is 6.58, and Manila Water 
is 13 but our non-revenue is 32(%). So, what I’m trying to point out here is that we would 
like to focus our discussion on securing financing anyway, and on improving non-revenue 
water. Because for me, if we can improve non-revenue like in my case, for example, if I can 
recover even 10% of our non-revenue and we are producing about 300,000m3 per day.  

➢ That’s already 30,000 m3 per day additional supply to our water district. By doing so, maybe 
providing more available water to our consumers is on way of improving our customer 
service.  

➢ Let’s now start with our discussion from, I think, Vietnam, the one presented this morning.  
 
[Accelerator] 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Recently you found out this morning that we were saying non-revenue water is 5%. To 

compare with our colleagues, let’s say about Bunh Tau, Hue, it’s 10% of non-revenue water, 
a bit higher province, like Phu Tho and others, is about 12%. Non-revenue water is the main 
point of the Vietnamese government’s policy. The lower non-revenue ratio you can get 
(achieve), the lower you are required for the years after. Let’s say for the period of 2023 and 
2024, the requirement is about 14%. The lower percentage that your company can make 
(achieve), you can keep the profit from non-revenue water you earn. If the company’s non-
revenue water is about 25 or 27%, the government will require you to make it lower to meet 
about 17%. The minimum requirement by the government of Vietnam is 15%. Starting from 
2013, the company who make (achieve) global non-revenue water, you can keep the profit.  

➢ In BIWASE, in the past ten years our non-revenue always was lower than the requirement of 
the government. In our financial report of the year 2022, we asked for an external auditor to 
make (work with) accounting (to see) how much we earn from our non-revenue ratio. It’s 
about nine million USD (converting from VND), and the year before that is about eight 
million USD.  

➢ If we do not minus the amount of water that’s allowance from the government, we cannot 
make any profit from that allowance, and then the government will ask us where this came 
from our total revenue.  

➢ If you make (set up) water industry in Vietnam, if you make the profit over 10% it will make 
your colleague hard time. It’s one of our main points to ask for the water tariff in risk. 
Allowance is only 5%. Allowance for profit is 5% and then they will be happy. This is a very 
important scenario that we need to ask our external auditor to separate it and we can keep the 
remaining profit for a re-investment. That’s it.  

 
Facilitator 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１１-１０６ 

➢ Let me clarify. If you can achieve a good non-revenue water (ratio), you have an incentive, 
“reward”?  

 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ I think it depends on province. Local PPC (Provincial People’s Committee=equivalent to 

provincial government office in a socialist republic) will discuss and have an approval from 
different provinces, because now in VN, different province has (sets) different tariffs.  

 
Facilitator 
➢ Your tariff covers all the costs that you invest? 
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ The tariff needs to be viewed by our BOD (Board of directors), plus a consultant to compare 

the pricing; let’s say, if this time the price of electricity is increasing, we need to add it on, 
like you said earlier yesterday. You have formula and then if one part of the formula is 
increasing, the price will be needed to increase, but then we need to make (work with) a 
paperwork and submit to the higher level, let’s say, the PPC (Provincial People’s 
Committee).  

 
Facilitator 
➢ So, it’s not automatic to adjust the pass-on formula. Any further question? Any more 

clarification from the group? 
 
Sub Facilitator 
➢ OK, I give you some comment regarding non-revenue water reduction. I think that the final 

solution of non-revenue water reduction is replacement, but in Japan, almost all leakage, I 
mean, 95% of the leakage occur from (in) service pipes. So, the Tokyo Metropolitan 
Waterworks Bureau has decided to change the material of the service pipe to stainless steel 
pipes. After that, the non-revenue water ratio was going down around 3%, has changed very 
dramatically, but the customer pays the cost to (change) to the stainless-steel pipe. That’s a 
problem. So, our budget is always limited.  

➢ Yesterday, we discussed that we should decide the priority; which is the first? Yesterday, 
Professor Takizawa also told us which is first, to improve the commercial loss or physical 
loss? Physical loss replacement needs a lot of cost, big budget, but (as for) commercial loss, 
how much is the assemble fee or how much is (for) water meter? Water meter is cheaper than 
replacement (of pipe). So, it depends on your organization. It depends on your budget. You 
will decide the priority of each activity to reduce, but of course we recognize some of 
organization or water utility have a problem of water shortage. Non-revenue water will be a 
second water resource. So, you should compare, which is the most important for your 
utilities. Thank you very much.  

 
Facilitator 
➢ Your current non-revenue water is 5%. What is your plan; are you going to reduce it further 

or just maintain it? What’s your plan for that?  
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ We understand that to keep this is quite hard, but we do want to keep it. To make it a little 

lower is even harder. Water meter is very important; it needs to be more accurate to count the 
leaking water, and the water pressure inside the transmission (pipe) is another point of 
importance. We need to maintain the water pressure.  

➢ Another point is physical impact to water transmission network, I mean water pipeline 
network. We are trying to reduce the risk as much as we can for physical incident. If 
anything happens, we do have a connection to the community, so they will notice us, and we 
will have our expert staff fly away to visit. 
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Facilitator 
➢ So far, you are going to maintain your non-revenue water at present level and the strategies, 

plans and activities may be the same that you are now implementing?  
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Correct. 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ Now the non-revenue water in HueWACO is 10%, and other water companies also want to 

reduce this amount. However, we also calculate economical rate, and it should be about 
8.5%. We would like to keep this ratio as 8.15%. We don’t want to get lower because one 
dollar that invests to decrease this ratio is more expensive than the other one. Thank you.  

 
Facilitator 
➢ You’ve presented your non-revenue water. You are from SAWACO? 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ No, HueWACO. 
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ Probably I could also share; I do agree that we also need to compute for the economic level 

of leakage, maybe you could have a side discussion on how you came up with that 8.5% is 
the best rate for you. In Manila Water, we still have at 13% but volume-wise, it’s still a lot. 
So, (there is) room to decrease but up to how much? Not yet.  

 
Facilitator 
➢ Can you say something about reaching that economical level of hopping to 8.5%? 
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ I don’t know. How do you compute for the optimal level of non-revenue water? Increasing it 

further is more expensive.  
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ To make this formula, we need to make calculation about the cost of labor, cost for 

investment to equipment and facilities, then we compare with the non-revenue water savings. 
The database statistics was taken since 2018. This is the way HueWACO is calculating. 

 
Facilitator 
➢ Thank you. For Metro Cebu, we’re also thinking to calculate deficit to see the non-revenue 

water, because for us, by decreasing 1% of non-revenue water, it costs us a lot, but the 
revenue that we derive out of 1% outweighs the cost for reducing the (non-)revenue, but you 
know, we appreciate so much, especially the presenter for this morning, that they have very 
good numbers.  

 
Sub Facilitator 
➢ So, Sarah, you are right. It depends on the production cost. If your water utility has a lot of 

raw water, you only inject chlorine to supply the water. It’s not so big issues for non-revenue 
water, but the raw water is very, very limited, and its treatment costs very much, too. It is the 
case in which we need to reduce non-revenue water more than before.  

 
Facilitator 
➢ In addition, that will be the challenge of MCWD in the future, considering that we are now 

tapping desalinated water. So, desalinated water is, I think, 3.5 times of our existing cost to 
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produce water. So, we are buying desalinated water in Pesos. It’s about 73.86 Pesos per m3. 
This percentage already shows about the economic rate. 

 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ It’s based on the case of each company; the non-revenue water is not same for all the 

companies and all the nation. It’s not the same. In HueWACO, 8.5 is suitable, but in Da 
Nang or in BIWASE, it’s different.  

 
Facilitator 
➢ Any more about non-revenue water from that side? 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Thank you very much. In the morning, we were talking about water sustainability, right? 

from the United Nations. Now we are talking about non-revenue water. It’s a subject for 
water sustainability. In MWA, nowadays we have the number of non-revenue water around 
27%. For the year 2027, we set (target) for non-revenue water from 27% to 25% reduced by 
2% by 2027. As Mr. Suzuki talked, we may use different material, to reduce non-revenue 
water. In the way we study, it is about different materials. Currently inside business areas, we 
use PVC but nowadays we change the new material for households, HDPE.  

 
Facilitator 
➢ So (it means) before you were using PVC and now it’s HDPE? 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ HDPE in some area.  
 
Facilitator 
➢ In some area. High density… 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Yes, high density. Some area: why? Because in the area, this possibility for anyway, we have 

area for business. We have area for factories. We have area for households. We set high 
quality for replacement of pipeline, a new pipeline. Why? Because (of) different water cost; 
water price is different. The factory (industrial area) is high, and household (area) is low. We 
change the pipeline for high cost from this area, factory area and business (area) are high. 
Water price is high. We set where it is for the revenue.  

➢ I compare about the budget for the change/replace, new pipe and make new water treatment 
plant. The cost is equal. You know, it’s the same cost. It’s important for MWA. We have the 
target. Now we have the budget for repairs, not income from bank (bank loans). Now we 
have budget for ourselves, you know, it’s only 1% is really budget (1% of general account, 
probably). Really more (in reality, we need more, maybe).  

 
Facilitator 
➢ It’s very difficult to understand. How? 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ In the morning, some countries shown the news. 8.5%. Oh, really! Really how? In Thailand, 

27%.  
 
Facilitator 
➢ Another strategy that you are going to implement introducing (for improving?) non-revenue, 

you mentioned already that you are upgrading your pipe system or by changing the material 
of your pipe from PVC to HDPE. What are the other activities that you want? 
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Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ OK, lately we have our latest non-revenue water of two years ago. The non-revenue water is 

around 30%, two or five years ago. After that, we control about the company for repairs. We 
had the method statement for control (of) the company in step- by-step repairs, you know, 
step by step, and after that, we revise and modify this method. (With) This method (we) can 
review non-revenue. We control. We have the method statement, standard statement for the 
company to repair into new pipe.  

 
Facilitator 
➢ Thank you.  
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ But I have a question. May we know what is the root cause for your non-revenue water? 

Because sometimes it could be like measurement, sometimes it’s in the service pipe, so that 
we could consider what is the right solution.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Yes, yes. (About) This solution, we have some special department for research and study 

non-revenue specialties, yes, financial, material…and make a statement for control income 
of company for repairs.  

 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ How about the root causes that cause higher non-revenue water ratio? 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Root cause? (He did not understand) 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ The main reason(s) that cause high non-revenue water ratio in MWA.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Oh, the reason! OK, in the past, we didn’t around ten years ago, we didn’t have the method 

statement for control (of) the company’s income for repair, new pipe, and nowadays we have 
the method statement for control, the company income to repair. Because we are a state 
enterprise and step-by-step for control, the company repairs. We have step-by-step for 
control.  

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ So, it’s physical losses, physical by breakages and leakages in the system?  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ But in the past, we had the material, material for PVC. PVC material is loose (low?) cost. It 

costs less. Then we study for change (of) the material.  
 
Facilitator 
➢ Maybe we should change the issue.  
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ He (Mr. Minh) said that maybe because of the pressure differences… 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Yes, I know. I know about urban area. We set the pressure for end users. We set it around six 

to 10 meters for the end users. We mean pressure in tunnel, in a big tunnel, in distribution 
pipe for control. We have problems about broken pipelines.  



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１１-１１０ 

 
Facilitator 
➢ But did you happen to like, or attempt to quantify non-revenue householders? How much for 

physical loss and how much for commercial loss? Yeah, because like in Metro Cebu, we 
already determined that most of our losses, water losses, are really for physical loss, meaning 
leaks, but for metering it’s very minimal, only seven per cent.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ In physical loss it’s like, I think around 20 to 30%, oh, no, no, 10%, and commercial loss is 

around 90%.  
 
Sub Facilitator 
➢ In the morning session of yesterday, someone told, maybe Professor Takizawa who told us, if 

you reduce the water pressure, the total volume of non-revenue water is going down, but 
still, big leak. The situation is the same. So, you should take off the cause, the reason of the 
leakage.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Yes, yes. This is reason for reducing the revenue, but the idea is that the pipeline is around 

200,000km, more than 20,000 kilometers long. It’s difficult to control the pressure.  
 
Sub Facilitator 
➢ Only two per cent. 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ But the average amount of MWA is huge and also for the length of distribution. Yes, it’s very 

long, very difficult.  
 
Sub Facilitator 
➢ Yeah, year, and how about the case of PWA? PWA sometimes consists very small 

waterworks. 
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ It’s the same problem of non-revenue in Thailand. MWA, PWA. Government policy 

commands 25%. It’s so difficult for us. In MWA area three points, 74 points in my area. It’s 
so expanding and complex(ed) problem in my area. Old pipeline, depth (of) pipeline…too 
difficult for quick repair. It’s a root cause of non-revenue water.  

➢ So far, it’s so lost (helpless?). So far for repair. Change(changing) pipeline is so expensive 
and big investment. Pressure control has some problems: consumer satisfaction in the end of 
pipeline. Meter is so expensive to invest, change (changing) meter. It’s so difficult, but we 
try so much for non-revenue water. In the past, it’s for efficiency of our organization, and in 
present, it’s sustainability. One of sustainable organization to think about non-revenue water.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ I have other (solution) for non-revenue. We, MWA have the technology to find out the point 

of leakage. We have takeaway, but we have the problem about how we fix the broken pipe 
quickly. It’s a big problem because in Bangkok area, it’s traffic. It’s very difficult. The local 
government does not allow experts to repair. You know in MWA, distribution pipe is OK, 
short time for fix(ing) the broken, but in the big tunnel, long time.  

➢ We only have time at night, only during night. It’s a big problem for non-revenue. The 
technology I think has many, many trouble to find the broken point, but the problem for 
fix(ing) broken, how we quickly fix this broken, I think the same. Same in (different) 
countries. Technology to find the broken point is OK, we have, but we have problems about 
how we fix quickly.  
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Facilitator 
➢ Thank you very much. Any more about non-revenue? Because otherwise we will proceed to 

the next topic, which is the water tariff adjustment.  
 
Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
➢ OK, I just add more on MWA, thanks. I know we have the same situation with Thailand, and 

this morning I acted with our presenters because they have a single-digit non-revenue water. 
We are in fact, as I checked the profile, Maynilad has the highest non-revenue water among 
all the participants at 42%. It’s 31% for the DMA, District Metered Area, 42% for total non-
revenue water. To give you background for Maynilad, in 2008 before new Maynilad came to 
take over the old Maynilad, we had the biggest, we consider it the biggest or largest non-
revenue water management program in Asia.  

➢ We need to manage, to reduce non-revenue water from 69% to 20%, that is our goal at the 
time. We even acquired consultant, technical assistant, NIEA of Israel (record keeper tried 
hard to find any such name in “Israel Water Technology Company Directory” in vain), 
help(ing) us to reduce our non-revenue water. We manage, we strategize it to form 1,6000 
DMAs. We replace all our meter from velocity to volumetric, all our meters. We have a cycle 
of replacing it five to 10 years every year, even if it’s not yet defective, to make sure that all 
our water meter is doing well. We installed 1,500 pressure regulatory valves (PRVs).  

➢ We also have 1,500 pressure monitoring points to ensure that we manage all our DMAs. We 
have 30 leak detection teams and 30 leak detection equipment. We also have our integrated 
meter management, and yet we haven’t met the single digit non-revenue water.  

➢ In fact, we manage to reduce it to 30 for the DMA, to 30 but during pandemic goes up again. 
Even we haven’t met yet our target, our extended target is to reduce it to 20% by 2030. The 
bottom line is, it is very hard to bring down non-revenue water, but it is harder to maintain it.  

➢ That is what we saw in this non-revenue water program. Again, we are looking back to what 
happened to non-revenue water of Maynilad. We have managed to reduce our non-revenue 
water by 600 MLD, but still we are looking for 1,100MLD, million liters of water being lost 
again in our system.  

➢ So, I also took into consideration the presentation yesterday that Yokohama took it 49 years 
to reduce non-revenue water from 69% to 11%, and even Tokyo Water by 40 years from 
30% to 10%. So, I am really amazed how we passed this one because our regulatory office is 
mandating us to fast track our recovery.  

➢ That’s why we really need to meet our 20% non-revenue water by 2030. So, that is our 
challenge, major challenge in Maynilad. What we are doing now, since we have now all the 
infrastructure as presented this afternoon by AGS (an affiliate of MARUBENI Co.), we are 
using all our infrastructure to check or to look for any possible process or technique to 
further reduce our non-revenue water.  

➢ We also look for other type of diagnostic which we developed by our in-house team to look 
for the possible ways to further reduce it, and even we are engaging again for our technical 
advisor, which is Yokohama Water, which hopefully by this coming month they will sign the 
agreement.  

➢ So, the bottom line here is that it is really hard to maintain it, and this is all our source of 
water right now. 1,100 MLB if we manage to recover this non-revenue water, we certainly 
don’t need another dam which is being built in the north of Metro Manila, in north of Luzon. 
We will no longer need that. So, that is enough, give more water for 1.1 million Manila in 
use. I just share our predicament on reducing non-revenue water.  

 
Sub Facilitator 
➢ When I first visited Manila, I saw many “spaghetti distribution pipes,” and MWSS supplied 

water intermittently. So, in that case, there are many leakages, but the contaminated water 
going into inside of the pipe through leakage, through hole or leakage crack. So, it was a 
very dangerous situation. Now it needs to be improved for the situation.  
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Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
➢ Yes, we already have got out of those spaghetti connections. We have these, I think also 

Manila Water what we call it “Meter Banking.” With “Meter Bank,” all our service 
connection in one area going to a specific location, most people in the depressed area. So, we 
have that.  

 
Facilitator 
➢ OK, are we done? OK, last for non-revenue water.  
 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ I realized that many water companies in the world are having concerns about how to reduce 

non-revenue water ratio, and in some provinces, we also implemented some methods, some 
solutions to reduce this ratio. From this point, if the cost is expensive and I think that is not 
really that if we just look about the amount, the number of that water company already get 
because it’s different about the companies. For example, if we compare small city and big 
cities, it’s not comparable. What I want to say here is we need to look for the reasons causing 
the non-revenue water and then we will have possible solutions for that.  

➢ In SAWACO we experienced that. Some years ago, we also outsourced to (different) 
companies, and they did very well, and they can (were able to) reduce the amount of non-
revenue water. However, after they stop contracting, they hand over for our staff to do it, and 
it’s not successful anymore. Non-revenue water ratio still increased again. A lesson learnt 
from that is that we need to make a total of comprehensive assessment on the characteristic 
of the population, geographical characteristics, etc. so that we can have an overview 
assessment. Based on the overall assessment, we will have the reasons. We have different 
reasons that cause water loss, and then we prioritize what should be done to be applied for 
each area, not for everywhere.  

➢ For example, if we identify old pipeline, I mean for transmission pipeline with diameter from 
2,000 to 2,400 millimeters, we need to have a quick replacement of that big pipe because if 
leakage happens in this big pipe, it will be a big problem.  

➢ We need to identify the main reasons that caused the leakage later, and we found that the 
leakage happened mainly on the service pipeline due to technical fault by construction staff, 
when they construct pipeline, the skill whey they lay the pipelines, so it’s not correctly done. 
To that end, that is an example, when we found that reason, we focus on training the staff, 
how to have a correct and appropriate methods of laying the pipelines, then we can reduce 
the possibilities of leakage.  

➢ Then we can balance our finance because we can focus on the right actions. Those are what 
we like to share with all of you.  

 
Facilitator 
➢ OK, thank you so much. Mr. Ho Huong, do you have something to say about non-revenue? 
 
Mr. Ho Huong (DAWACO, Vietnam) 
➢ In Da Nang, in DAWACO we identify three main attributes (obligations). The first attribute 

is to maintain safe and sustainable water for the people, and next, we need to secure the 
profits for both outsiders and insiders, the company staff and for big investors from outside, 
and thirdly, we need to secure the income of the staff. Then based on those three attributes, 
we consider how to reduce non-revenue water and other costs, like operational costs, and the 
national policy for non-revenue water ratio until 2025 is that all companies would reduce 
non-revenue water ratio from 15% and now this is the percentage of DAWACO, and we 
would like to remain (maintain) this ratio.  

 
Facilitator 
➢ Come again? The present non-revenue water, what is the present ratio? 
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Mr. Ho Huong (DAWACO, Vietnam) 
➢ 15%, one-five.  
 
Facilitator 
➢ 15%, and you’re planning to reduce, or to maintain? 
 
Mr. Ho Huong (DAWACO, Vietnam) 
➢ Maintain.  
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ I have a last comment, probably to add from sustainability perspective that non-revenue 

water reduction is really, really critical because we are cognizant that water is a finite 
resource and even in our sustainability reports and disclosures for our investors, they also 
now track the amount of water that is abstracted from the environment.  

➢ It’s not usually regulatory indicator for us but other stakeholders would like to know the 
amount of water abstracted, and if you are expanding and yet you are expecting that the 
water abstracted from the ecosystem remains the same and if you increase, there’s your ESC 
rating because we are a publicly listed company, in ESG rating there’s a minus points also, 
so it’s additional pressure on non-revenue water reduction.  

 
Facilitator 
➢ OK, let’s proceed to water rates. I don’t know whether socially or politically acceptable to 

introduce or to request for rates adjustment if our non-revenue water is like MCWD which 
has 32% , and no, MCWD only, so I don’t know if the people in Cebu or the politicians will 
accept our request for water rate increase to sustain the operations of the water district if we 
have that high non-revenue water, so how to address the financial viability of the water 
district to improve our customer service, at the same time reducing or seeing the revenue at 
that level, so can we have anybody?  

 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Now, the water tariff in Binh Duong is 42 Cent per cubic meter.  
 
Facilitator 
➢ The issue that we are going to address here is whether what is your strategy, how you want 

to proceed to get the water rates increase from your regulator, or is there a regulator in your 
country that will review your request for water rates adjustment? 

 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Before we move to your question, we would like to ask Maynilad and Thailand about your 

water tariff. Recently, our tariff is 42 Cents per cubic meter.  
 
Facilitator 
➢ 42Cent? 
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ In USD, 42 Cents per cubic meter.  
 
Facilitator 
➢ Our target structure is different. We have minimum fee of 152 Pesos, no, 162 pesos for the 

first 10, zero to 10. So, 152 that is how much in dollar? It’s around three dollars for the first 
10 cubic meters, and then beyond 30, it’s about one dollar. Production cost is about 26 Pesos, 
but that is excluding water supply.  
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➢ In Metro Cebu Water District, we have different use rate of water. Let’s say the first 10 cubic 
meters is USD3 and then the next will be…no, it’s a ladder rise. No, another 11 to 20, there’s 
a separate meter, separate rate. 11 to 20, another rater per cubic meter, and then 21 to 30 is 
another ladder rate, but beyond 30 is about USD1.  

 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Beyond 30 is USD1. So, how about in the middle. In the middle from 10 to 20? 
 
Facilitator 
➢ It should be less than 50 Cents per cubic meter.  
 
Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
➢ To add more to Metro Cebu, because Maynilad and Manila Water, we have differences in the 

case because we are private entities. We are private companies being governed, being 
administered by the government. So, whatever we invest, every five years we have the 
business plan review. So, every time we invest approved by the regulatory office or by the 
headquarters office, it will be back through tariff, but this year, with our new concession 
agreement, we need to satisfy different service obligations first to get that done. So, our tariff 
is lower than what Metro Cebu (said), because we have a bigger population base, which is 
about one point five million customers. So, we need to divide all our investment to the 
number of customer and then divide it with the number of concessions, not years in 
concession, and then get our approved tariff.  

➢ So, we have every year tariff and for next year we need to attain our service obligation 
because if not, the highest tariff being given by the MWSS in our regulatory office will not 
be given to us. That’s our challenge for this.  

 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ About that, recently how much is the tariff that you get? 
 
Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
➢ For increase in tariff? For next year it’s about six Pesos, six Pesos is around 15 Cents. That is 

per cubic meter, (and) additional 15 Cents per cubic meter, we really need that, multiply to 
the number of cubic meters that we are saying. It’s a huge amount of money.  

 
Facilitator 
➢ What we are saying here is that even in our country, I am from the government and they are 

from private. There is a regulatory body that reviews our water rates obligation. So, in the 
case of private, they have their own body that will review and for the water utilities of water 
districts, we have also local water utilities administration that will supervise and review our 
water rates.  

➢ I don’t know with other countries if you have also like reviewing body of your water rates? 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ In Thailand, we have one for the households that (is) around 25 Cents per cubic meter, and 

the factory and commercial price around 42 Cents per cubic meter, and average 29 Cents per 
cubic meter.  

 
Facilitator 
➢ Is that flat rate?  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ No, no, average.  
 
Facilitator 
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➢ Is it ladderized also? 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Household, commercial… 
 
Facilitator 
➢ Commercial? Your structure, if it is commercial, types too. How about if it is commercial? 
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Around 59 Cents.  
 
Facilitator 
➢ For commercial…. 
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ In Manila Water, starting this year, 26 Pesos, so that’s around 0.46USD or 46 Cents, that we 

have planned to increase in the next um… up to 50 Pesos so that’s 0.62USD or 62 Cents.  
 
Facilitator 
➢ For Metropolitan Cebu Water District, there’s no pricing for commercial; we have single rate 

based on consumption that’s why we consider beyond 30 cubic meters consumption, higher 
rate over less than 30, so if you consume more than 30, your rate will be USD1 per cubic 
meter.  

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ The one I mentioned was residential: domestic, so higher rate for…let’s say, business …. 
 
Sub Facilitator 
➢ (Trying to interrupt and say something to her, but the voice was not clear)  
 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ …and also at least, yes, definitely depend on the results of public consultation.  
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ We ‘ve been working with ADB over 20 years, so, we heard about Manila Water, especially 

in the non-revenue water management, and I attend(ed) a lot of conferences for non-revenue 
water sponsored by ADB. Since We’ve got several project funding from ADB and JICA, you 
see this morning we got a technical assistance that supports BIWASE to make a water 
concession agreement with Binh Duong Province People’s Committee (PPC) to secure the 
water tariff.  

➢ Sponsor highly recommended that the water tariff is a part of component that will have the 
company to get back the income and then make a repayment, and we understand that not 
only BIWASE but there are several of our colleagues, our neighbor provinces having a 
higher tariff. Some different provinces have (set) a higher water tariff as well.  

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ Good suggestion on the sponsorship. I was going to ask that you mentioned earlier in your 

presentation that you have grants for your solar panel.  
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ The grants are not on us for solar panel. We use the TA funding for IFRS software training, 

(an) international accounting system, because recently in Vietnam, there are not a lot of 
Vietnamese companies applying IFRS for our financial report. Normally we use Vietnamese 
accounting.  
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Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ That’s for financial disclosure.  
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ Yes, yes, and the water concession agreement.  
 
Facilitator 
➢ My next question on water is whether our existing tariff is sufficient to sustain the operation. 

As far as Metro Cebu Water District is concerned, at this point, no longer sufficient. That’s 
why we requested that our water (rate) is increased last year, July of 2022. Until now, it is 
not approved. So, maybe we are giving until December to have it, because supposedly that 
will be approved (in) July, otherwise we will stop operation by December if that will not be 
approved. I don’t know whether other water utilities, if your existing tariff is already 
sufficient for a sustainable operation. How about you, sir? 

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ I talked yesterday about the water price, because up to the political man. Because we have 

many reasons for making the document sent to the central government. We have increase of 
capital cost, chemical cost increase, energy cost increase, but we send the document for the 
central government to accept increase of the water price. No.  

 
Facilitator 
➢ So again, there is social and political acceptance of our proposal for the rate increase.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Yes.  
 
Facilitator 
➢ That is the primary consideration, but I think the other requirement for sustainable operation, 

like improving communication will help us explain why there is a water rate increase.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Yes, we explain the reason.  
 
Facilitator 
➢ Another is, what are other options if we cannot have the water rate increase? Are there 

available options for like us, a government entity to borrow money, to issue bonds or 
whatever, sourcing that tare available for a government entity? I think (for) private entities, 
(it’s) not a problem for them, because they have investors.  

 
Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ They are still a problem.  
 
Facilitator 
➢ Because they have investors, unlike government entities.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ You have a regulator, right? A regulator committee. Do you have a regulator committee? 
 
Facilitator 
➢ Yes, that’s why in the Philippines, although we are in the same country, but different 

regulator for our tariff. Ours, for water district in the Philippines, there is local water utilities 
administration that will review, and for private, no, especially Maynilad and Manila Water, 
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it’s also separate, but for other private water utility, there is another body that will review, the 
National Water Resource Board.  

➢ So, there are three bodies reviewing water rates for different applications. Water is the piece. 
From you, from Thailand, no regulator?  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) / Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ Yes (meaning “NO”), we don’t have.  
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ Awareness of operation in Thailand in demand-side management, eco-efficiency, it’s about 

concern of water resource. It’s important for population. They use too much water in 
household.  

 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ In Vietnam, provincial government will decide the water tariff, regardless of whether they’re 

private companies or governmental companies.  
 
Facilitator 
➢ So, one regulator for private and governmental companies?  
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ This is under the Price Management Law of Vietnam.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ You mean in Vietnam, you have the regulator committee? 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ In Vietnam, we have different provinces, and each province has its Department of Finance, 

and it is the Department of Finance that appraise the price. They just give advice to the upper 
authorities.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ You make (work with) public hearing?  
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ Yes, we have.  
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ How many percent in the past for the people to accept?  
 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ There’s only one regulation from the Vietnamese government. There is an instruction for 

different local Provincial People’s Committee. Then let’s get back to the material or the main 
component to make our water production cost. Let’s say, raw water, chemical, and the labor 
cost and electricity or other, you know. So, if the electricity price and then chemical cost is 
increased, and it’s already increased this year. Then every single water company needs to 
hire an expert to review a proposal and bring to the local PPC, that this tariff is not covering 
enough, because the price of these components (are) increasing over 5%, and the 
government only allows the company to make 5% profits on the produced water cost.  

➢ Like this, it depends on different province. The local authorization will be approved for the 
water tariff, but before getting an approval, there are five different departments to support 
and to review if the evidence that you put out in your proposal is true. Also, public hearing is 
as a part of this, but not under our job, it’s under the local PPC job. They contact with 
different districts and conduct a survey.  
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Sub Facilitator 
➢ I want to ask something regarding procurement of finance. When you would procure finance 

from ADB or World Bank, cooperate governance is required.  
➢ (It’s) The relationship between corporate governance and the board of directors of each 

company. Of course, politicians do not agree to raise, for example, water tariff, but the board 
of directors has different ideas, you know, and the board directors accept raise the tariff. In 
that case, how do you do? This is my question.  

 
Facilitator 
➢ You know in the Philippines, especially for Metro Cebu WaterDistrict, it’s very difficult to 

secure funds outside (other than) the water tariff. First is, you need to go through the 
requirements of local water utilities administration, and after that, you need to go to the 
Department of Finance. Then, if it is foreign funded, you need to go to NEDA (National 
Economic and Development Authority), and maybe the Department of Foreign Affairs.  

➢ So, there’s no way that the Metropolitan Cebu Water District can directly negotiate funding 
outside (other than) the water revenue that we have. Immediately from the local bank, we 
need to seek approval from our regulatory or supervisory, which is slow one, and another, if 
you can get that loan, they will charge you like supervision fee, 30%. One time supervision 
fee. 

 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ Before we submit the document to the authorities, we need to have internal meetings among 

the departments inside the company, and each department will submit proposals. So, each 
time we issue proposals. In Vietnam, there so many companies under joint stock models. So, 
the decision to increase water tariff depends on the decision of higher executive. It is the 
board meeting.  

 
Facilitator 
➢ Any more before we wrap up? This afternoon, physically very fruitful discussion coming 

from different countries. We need to finalize everything on the last day for per-country 
presentation. At lease we covered non-revenue water, we have expressed comments and 
insights about how to improve, it’s necessary to improve per cost benefit analysis.  

➢ Second, we also discussed water tariff adjustment. If the water tariff adjustment is not 
enough, how can we secure funds from outside, besides internally generated funds? Another 
important issue that we are going to, hopefully, address is constant communication 
information drive to our customers so that they are informed of about our programs, plans 
and actions.  

➢ Water rates will never be a problem if they are fully informed, including our politicians. 
Thank you very much!  

 
(End of Group Discussion of Day#2, Group A)  
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１１－５－５ セッション 2グループ Bグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 2 (Day2) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupB Day2 
Recorded by Ms. Emily Wathen 
Theme of group discussion Towards Achieving SDGs Goal 6 
Facilitator 
 
Sub Facilitator 
Accelerator 

Mr. Dwike Riantara (PERUMDA Tirta Mayang Kota Jambi, 
Indonesia) 
Mr. Yoshiaki Yokota (JICA, Japan) 
Mr. SINTHEPPAVONG Khamphasith (NPKM, Laos) 

Mr. Dwike Riantara (PERUMDA Tirta Mayang Kota Jambi, Indonesia) 
➢ Today’s theme is achieving SDGs Goal 6.  
➢ Mr. Kabir Bedi (PERUMDA Tirtanadi, Indonesia) and Mr. Arief Nasrudin (PERUMDA PAM 

JAYA, Indonesia) are unable to join today.  
 
Mr. Yoshiaki Yokota, (JICA, Japan) 
➢ Thank you for joining us, and I hope we can have an active discussion today. 
 
[Accelerator] 
Mr. SINTHEPPAVONG Khamphasith (NPKM, Laos) 
➢ Thank you for giving me the chance to explain about funding in Khammouane from JICA 

during COVID-19. Laos Khammouane province has 10 districts, the capital is Thakhek 
where the utility was established in 1998, at first, we used underground water, this project 
used funding from the EU and capacity was only 3000 cubic liters per day. In 2014, Japanese 
government grant aid allowed this water utility capacity to be expanded 15,000 cubic liters 
per day, which was completed in 2015. Now we can supply quality water to the service area 
of around 41 villages. 

➢ In 2021 we received further COVID-19 funding from Japan of around one million USD, for 
network expansion of about 641248 meters. Construction started 3rd Jan 2012 and was 
completed this June, for 18 months, after this we can establish around 40-50 connections. 
 

[Discussion] 
Facilitator 
➢ So, there is a water supply project in Laos that will be completed this year? What will the 

impact be on water supply services? 
 
Mr. SINTHEPPAVONG Khamphasith (NPKM, Laos) 
➢ Yes, it will be completed this year, and will have a good impact, it will help the problem, as 

people in the area can receive quality water.  
 

Facilitator 
➢ So, this has increased the service coverage in Laos for the people. How about 

communication with customers, how did you improve that?  
 
Mr. SINTHEPPAVONG Khamphasith (NPKM, Laos)  
➢ After we have a managing authority for the project, we can have educational classes to 

explain to the people living in the service area about water quality and our supply. 
 
Facilitator 
➢ Do you mean educational classes at schools? 
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Mr. SINTHEPPAVONG Khamphasith (NPKM, Laos)  
➢ Yes, at schools for primary age year 5, and for the community. This is after we complete 

construction, we communicate with the people in the service area.  
 
Facilitator 
➢ Have you developed any mobile applications in Laos like they have in Tokyo? This has 

become more common for water utilities. We have created this in Jakarta City, to check the 
bill, make payments and make complaints or get information. I encourage all water utilities 
to develop these.  
 

Mr. Siphanh Inmouangxay (NPNL, Laos)  
➢ We have nine districts to supply, serving １１-１２０pprox.. 140,000 registered. We have 

seven different plans.  
 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos)  
➢ There are about 600 staff and capacity about 121,000, around 1500 connections. 
 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos)  
➢ In Laos we would like to expand as much as we can based on our funding. We are lacking 

funds but also have funding from JICA and to lay pipes in Thakhek, and grassroots 
monitoring projects and education on how to supervise projects supported by Saitama city. 
We gained this funding from JICA and are constructing expanded pipes in the city.  

➢ More than 3000 people can newly access water, increasing the ratio, even if this is not a big 
number. Only 20% of the population can access pipes, and the remaining 80% rely on natural 
water.  

➢ For customer service, we have support through projects from Saitama, Yokohama and 
Kawasaki for customer support such as call centers, and we also have an app, but these 
projects are just beginning now. 

➢ We also have Facebook. We use social media to make announcements to customers if 
turbidity is too high or we need to reduce production. We also have a small call center to take 
calls, although we are not a large area. 

 
Facilitator 
➢ So, Yokohama has supported this call center? 
 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos)  
➢ Yes, just as technical support. They showed us how we could do this, and we implemented it 

ourselves. This was mainly in collaboration with Saitama, but also some experts employed 
by Yokohama and Kawasaki. My supervisor Mr. Sonoda is here. 

 
Facilitator 
➢ Let’s talk about water rates and tariffs in each country. This is a key factor in sustainable 

water supply. Please share your experience and situation.  
 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos)  
➢ In Laos, there are separate costs because we are not centralized. Each province has their own 

tariff, but on average it is around 0.3 USD per cubic liter.  
 
Facilitator 
➢ Do you think this is cost recovery or not? 
 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos)  
➢ Yes, I think so? 
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Facilitator 
➢ So, if there is cost recovery from the tariff then there is no problem?  
 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos)  
➢ We have a problem, the water utilities with profits are fewer than four, and six water utilities 

had losses. 
 
Facilitator 
➢ What about in Cambodia? How are your production costs, and how much do you charge the 

customers?  
 
H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia)  
➢ The water tariff is very important to run a water utility with cost recovery and allow 

expansion of coverage area, and healthy operation. I presented how we achieved this this 
morning.  

➢ We prioritize cost recovery. This includes several factors the team needs to work on with 
support from external developers and donors.  

➢ Sometimes the government will not accept what you propose, but we always have a 
consultant to help us evaluate our services based on the government’s criteria. It is best to 
have independent auditors and advisors to advise on approaches towards cost recovery. We 
have achieved our cost recovery with assistance and the help of our board of directors.  

➢ Cost recovery comes from the tariff, and the optimization of production. We are looking at 
our daily operations to try and optimize and see what we can do to reduce production and 
supply costs.  

➢ We need to produce and transport the water at cost; this is very important. We need our staff 
to commit to work with us to achieve our targets.  

➢ In the beginning I thought this would be a problem, but after two or three rounds of sitting 
down with the government and finding other ways to approach the conversation, it can 
become easier to convince them to accept a tariff proposal. In 2021 my second tariff approval 
achievement was very simple, because the external development partners also concluded that 
to make an investment for sustainable development, the tariff would need to be raised. This 
has helped convince the government to renew the water tariff every five years. We are also 
considering when the best timeframe is to review the tariff, for example not before elections. 

➢ It is clear in masterplan number three that to reach SDG 6, a certain amount of money must 
be spent, and a certain amount needs to be paid back. There is financial governance you need 
to meet, and you need to review the tariff for this.  

➢ Based on the financial model I discussed, we will review in 2028, after the election. Until 
2027, we can maintain our cost recovery including expansion through the tariff combined 
with investment etc., but after 2028 we will need to review again to meet our cost recovery 
strategy.  

➢ For investment we are following up what is in the masterplan, taking action according to 
action plans aiming toward SDGs 6. 

 
Facilitator 
➢ In Indonesia, the central government regulates tariffs on the local and provincial level but 

does not have the authority to set this in provinces or cities. However, they can control the 
minimum and maximum tariff settings and tell the local mayors etc. The governor of a 
province will decide the highest and lowest prices, and then each municipality sets their own 
tariff within these. This is enforced by the central government according to law.  

 
Mr. Ade Syaiful Rachman (Ministry of Public Works, Indonesia) 
➢ In Indonesia the tariff is lower than recovery costs, and there is not full cost recovery in 

Indonesia. There are 388 local water suppliers, and 42% still need to improve their financial 
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performance. 58% of local water suppliers have healthy operations but the tariff is not 
sufficient to cover costs.  

 
Facilitator 
➢ How about in Cambodia? 
 
H. E. Sreng Sokvung (MISTI, Cambodia)  
➢ We have a clear procedure for tariff setting in Cambodia for full cost recovery. The ministry 

makes this decision, except for in some cases where it needs the prime minister’s approval. 
➢ The ministry sets a tariff, and the operator agrees with this, but when they build a system and 

expand their network, they always expand rapidly which causes tariff setting issues.  
➢ One issue is that the feasibility study by the operator isn’t always valid, which effects setting 

quality. The regulator checks feasibility but they do not go onsite. There are less than 10 
regulators setting the rates for over 300 operators, and as they cannot travel around the 
country, they are not very accurate.  

➢ We have just gained a new government, but we do not know what will change.  
 
Facilitator 
➢ In Laos, is there a role of the central government for tariff setting? 
 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos)  
➢ We have government tariff policy. The minister decides the guideline for the tariff, and the 

operation plant guidelines, because they enact the tariff review policy. Before approval is 
requested, the utility should follow the water tariff stature, and create an operation plan to 
submit.  

➢ If they are not sure, the department of water supply can check and assist in the application. 
This is sent to the local government before they decide whether to raise the tariff and it is 
signed by the governor.  
 

Facilitator 
➢ As we are talking about lack of funding for water supply infrastructure development, we 

should talk about opportunities for raising funding or investment.  
➢ How do you get funding in Cambodia?  
➢ In Indonesia this really depends on central government and state budget, and the local 

government budget for this also depends on central funding to develop water supply 
networks in the region, however there are opportunities for funding through investment. 

➢ The government provides funding though state owned companies for water infrastructure 
financing. My city is one of the first utilities to access this option. Without receiving central 
funding, we lend money to state owned companies at a low rate to develop water treatment 
plants and distribution networks. For three years we can pay very low installments. 

➢ There must be a number of funding opportunities outside of relying on donors or the central 
government for full cost recovery. We can achieve this by paying by ourselves, 
independently. 

 
H. E. Sreng Sokvung (MISTI, Cambodia)  
➢ We aim for full coverage through government policy. Regarding funding, we have two main 

types of utility, public utility, and private utility. Public utilities get limited funding from the 
central government, but mainly from development partners, through grants, lending, loans. 
The central government also lends to the public utilities. Recently the public utilities are as 
not concerned about financing, as we have plans and projects for achieving the SDGs, but the 
private sector does not have adequate funding.  

➢ We have some budget and funding projects; The projects provide funding to private operators 
and cover investment for network expansion and new systems. Recently we tried to work 
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with the world bank, for a government loan to the private sector to support the private sector 
through the public sector utility. This is the first time to do this so we will see how it works.  

➢ For water loss, we aim to develop a water development fund to support both private and 
public sectors. 

➢ We can borrow money from the bank, but the interest is high, and many private operators are 
not bankable.  
 

H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ We depend on external funds from JICA, AFD, OECD, and also the world bank and EDP. 

We have paid most of our loans back. So now we are supported by JICA AFD and EDCF. 
Water is a social need, so we look towards development partners to request a lower interest 
rate, however the government must be a guarantor for the loan.  

➢ The government lends the money from the development partners, and we as a supplier relend 
from the government with additional interest based on the guarantee requirement to ensure it 
is paid back to the developer country.  

➢ We also have a special investment program. A SPC. We have two projects now, construction 
of water plant with a 30,000 cubic liter capacity and 45,000 cubic liter capacity expansion 
projects using special purpose companies. The Government of Japan gives money through 
JICA etc., to construct and run the facility for 10 years. The water is sold to supply authority, 
and we buy this through the special purpose company. After 10 years the assets will be 
moved over to the authority to continue operations. So, for 10 years, water will be bought 
from the special purpose company. We have three projects like this. This is a good system, 
without giving you grant aid, they will show you how to go about construction and operation 
together with Japanese partners. 

 
Facilitator 
➢ We also have this experience in Indonesia. In the 1980s, 1990s, there was a lot of funding 

through the Indonesian government from the world bank, the ADF and foreign banks to help 
develop infrastructure, but the utilities could not afford to pay their debt, and this became a 
large debt gap, with no operator able to pay until 2010, when the minister of finance decided 
to remove the debt for around 200 water utilities.  

➢ The reason why this happened is that in 1980s, 1990s, and 2000s there were many unhealthy 
utilities. We have learned from this experience, and no longer have this type of funding.  

 
Mr. Ade Syaiful Rachman (Ministry of Public Works, Indonesia) 
➢ Regarding PPP projects, there are not many PPP schemes for drinking water in Indonesia, as 

there have not yet been any successful cases. There is a new PPP scheme in water supply 
with 4000 liter per second capacity, and a supply PPP with 750 liter per second and another 
in Java for 750 liter per second.  

 
Facilitator 
➢ Does any country have other experiences about PPP? 
 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos)  
➢ We have some small PPP but not in water supply as this is under the government, but now 

we have the policy to welcoming private investment, as we cannot earn money from the 
funding from other countries. If we have funds from the other partners, we may have issues 
with the financing in future. 

➢ We also have issues getting loans from other countries. To get a loan we need to talk with the 
country to get the loan signed off, and then the ministry of finance, who will talk to the 
government office, we then talk with ministry of finance and investment, and then a round 
table between the government and MESTI. Then we contact the developer, and we have long 
term debt and the loan interest. Often the water utility cannot pay back the principal. Other 
countries may be different but in Laos we have this issue for getting funding.  
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Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos) 
➢ In terms of funding for water supply development in Laos, the government creates the tariff 

based on full recovery including investment, If the government makes this high enough, we 
can carry out the expansion projects in our corporate plan, but if this is lower, we need to cut 
these. 

➢ The government controls the tariff because each household cannot pay more than 5% of the 
minimum salary in Laos for water. We are limited in terms of tariff. Setting this at 5% may 
also be considered too high, and it will end up around 2-3%.  

➢ The funding comes from this tariff, this was set up in in 2020, and calculated in dollars, 0.2/3 
USD per cubic meter. But after COVID-19 inflation is up, and the price against USD has 
changed due to the exchange rate. We need to import chemicals and water meters from 
overseas, but prices are increased, for petrol too. This has many effects on the corporate plan 
and cost review. We try to save costs where we can. We also collect investment. Before we 
had a funding through a fund and could collect profit, but this ended during COVID-19, and 
the loan ended.  

➢ We would like to expand our supply so are asking the central government which donors 
could help us, such as JICA or ADP. It is difficult for us to borrow from the bank.  

➢ Regarding cost recovery, we are also asking our central and local governments, the tariff 
policy is clear, but implementation is difficult. We have five steps, but some steps are hidden 
and need to be addressed several times over. For example, we have the timetable for the next 
five years and we update this continuously, but it is difficult to get the government to agree to 
this.  
 

Facilitator 
➢ Does Cambodia have experience with PPP? In Indonesia we have had this since the 1990s, 

but its success is debatable. There are impacts of privatization because the private sector sets 
high tariffs and there is a failure to transfer technology when assets are returned to the public 
sector.  

 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos)  
➢ We have PPP in Laos; in that we have private companies for construction and supply 

connected to our system. 
  
Facilitator 
➢ How can the government regulate private sector involvement? Like in Manila they had full 

integration from raw water to customers, Indonesia cannot do this according to our 
regulations. How can we avoid the downsides of privatization? 

 
H. E. Sreng Sokvung (MISTI, Cambodia)  
➢ We implemented private projects, but they did not go smoothly. 

 
Facilitator 
➢ How does your government regulate private sector involvement? What is the private sector’s 

role?  
 
H. E. Sreng Sokvung (MISTI, Cambodia) 
➢ We regulate them. 
➢ If private companies want to supply an area, they have to make a petition to us, and we can 

review the petition and feasibility study, and issue a license for a term of 20-year operation 
and we set the tariff. We also set requirements for water quality as it must meet the national 
standard. 

 
Facilitator 
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➢ By law? 
 
H. E. Sreng Sokvung (MISTI, Cambodia)  
➢ It’s a ministry decision. Through regulations. We also have terms for expansion, with 

regulation requiring the type and amount of network expansion within the area, around 70% 
usually.  

 
Sub Facilitator 
➢ As Laos explained, their water utilities’ coverage is not so high, so they are making 

distribution improvements, but they are short of funding, they had a grant from JICA for a 
water treatment plant, but they are short for distribution.  

➢ Funding is important to achieve the SDG goal. PPP projects are one way to get this funding, 
but this was not so effective in Indonesia. They have established a PPP act, but it is not so 
active right now.  

➢ The tariff is important in Cambodia, for sustainable operation and to improve the supply 
services.  

➢ Correct auditing and financial analysis are also important, so Cambodia suggested using 
professional services, which they are using effectively. 

➢ Laos has also stressed the important of corporate planning. Creating master plans gives a 
clear plan for future development. This documentation is very important to explain to 
policymakers and the community.  

➢ Customer communication through mobile apps, social media etc. is also very effective. 
These are the main points that we discussed.  

 
Facilitator 
➢ We discussed improving water services, communications, cost recovery, water tariffs, and 

fundraising, these are the key words from this discussion.  
➢ There are several projects in each country, some supported by JICA and other foreign 

development aid. Indonesia also has Japanese, Korean, Australian, and American support for 
the development of water services.  

➢ For customer communication, we learned that Cambodia and Laos have community 
education projects to educate on projects and their impact. Indonesia has developed an active 
digital information platform, and social media.  

➢ For full cost recovery tariffs, it is important to make sure the government plays a key role in 
enforcement of the local governments and utilities when making the tariff. for example, 
through the highest and lowest tariff setting method we have in Indonesia.  

➢ Regarding PPP we learned that each country has experience with this, but it is important to 
make sure the involvement of the private sector in water supply is heavily regulated to avoid 
bad effects of privatization such as overly high tariffs or a lack of transfer of technology to 
the public sector.  

 
Sub Facilitator 
➢ Our friends from Cambodia mentioned the water development that fund they are 

establishing, and Laos is also preparing to implement a fund. We can learn from the 
Philippines in this area. 
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１１－５－６ セッション 2グループ Cグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 2 (Day2) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupC Day2 
Recorded by Ms. Etsuko Mitani 
Theme of group discussion Towards Achieving SDGs Goal 6 
Facilitator 
Sub Facilitator 
Accelerator 

Mr. Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
Mr. Takashi Dairaku (Nihon Consultants, Ltd., Japan) 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 

[Accelerator] 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ SDGS is all about safe water and sanitation for all. In Lahaul, water & sanitation coverage is 

more than 90%. But the main issue is sustainability.  
 

[Discussion] 
Facilitator 
➢ Today, we have seen most of the organizations have common challenges. Let’s start with Sri 

Lanka regarding SDGs Goal 6. 
 

Mr. Waruna Samaradiwakara (MWSEID, Sri Lanka) 
➢ Regarding the commitment of SDGS, we have an issue with revenue collection and the tariff 

increase. We have to get an approval from several institutions. I see the same situation in 
other countries. Politicians are always reluctant to increase tariffs. Fortunately, we were able 
to raise a certain amount of tariff. The problem is that we cannot determine the tariff structure 
and have to depend on the decisions of other institutions. 

➢ The second issue is water coverage. Fortunately, we are getting some rainwater. But in the 
Northern part of the country and the Eastern Province, they don’t have proper water 
resources. So, we have to divert some rivers, but it is somewhat difficult. We have to select 
the high-cost method to supply water.  

➢ Desalination. We had to install the termination plant. The construction of this method costs 
more. 

➢ We provide water to 60% of the population with the National Water Supply. We have a 
community water supply that can provide for another 12% of the population.  

➢ We are unable to cover the entire population by 2030. Our target is to apply pipeline water to 
all the people. But it is somewhat difficult. 

 
Facilitator 
➢ How is the customer service satisfaction? 
 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 
➢ We need to do new projects for the uncovered area.  
➢ I want to highlight the water resource policy. Some watershed management must ensure 

water quality to achieve the SDGs. Also, the water resource policy we can handle is needed.   
➢ We need resources dedicated to drinking water to ensure the amount of water.  
➢ Our corporate plan for the waterboard is to achieve 100% coverage by 2030. 
➢ Much money is needed to cover the whole country. We need to consider how to finance and 

the tariff issues. With rehabilitation work, we can save some water. 
➢ We should consider the public-private partnership to get further loans for this additional 

work. 
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➢ Some rural areas are topographically challenging to reach by pipeline. We have to find other 
solutions, like rainwater harvesting. Purchasing water with a credit card will be suitable for 
some areas.  

➢ The sanitation coverage is only 22.2%. We have a plan to increase it to 4% by 2025 
countrywide. The onsite sanitation rate is 90%. With population increase and the migration to 
city centers, we can’t have onsite sanitation in the future. 

 
Facilitator 
➢ I will request to be more specific.  
 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan)  
➢ Our groundwater is highly stressed. In our master plan, we changed per capita provision from 

80 to 50 gallons per day, which is still high. We have a measurement mechanism that requires 
meters at the bulk and supply levels. We need to diversify water resources to surface water as 
well.  

➢ For sanitation, we have a piped sewer system. In Lahaul, stormwater channels have been 
converted into open sewers. Sewage has to be separated from some water channels. We have 
a plan, but the main hurdle is investment and financing. JICA completed a master plan for 
this.  

➢ Climate change. In the urban area, flooding is a problem. There was an unprecedented rainfall 
in 2016, with 300 mm in one day. We do not have storage for floods. Rainwater harvesting 
could help because we are not utilizing it to our benefit. 

➢ Water will be available all over Lahaul by 2030, but wastewater treatment is an area where 
we lack at the moment. All the wastewater is being disposed of into rivers. That is a threat to 
groundwater and public health. 

 
Facilitator 
➢ You don’t have any storage or wastewater treatment plant?  
 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ We are planning it now. 
 
Facilitator 
➢ Collecting and just going to the river 
➢ Now, we are developing two wastewater treatment plants, one with ASP's help and another 

with Danish's help. 
 
Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ My first point is to find water resources. We are shifting from groundwater to surface water. 

But the Irrigation Department is creating a hurdle for us. They are reluctant to provide us with 
surface water because they claim it is reserved only for the farmers for cultivation. So that's 
why water resource policy has to be defined to minimize groundwater use so that we can 
work on this matter. 

➢ The next point is shifting to surface water treatment plants. We can also extend our services 
to the unserved areas. We provide water supply service to 70% of the city's population. So, 
there are still 30% who need clean water. They are buying water from private plants. Some 
people have installed filtration plants in their houses, like fishing plants. 

➢ Our employees work odd hours for the satisfaction of the customers because whenever we 
receive a complaint, especially of sewage overflow, nobody wants to wait. That's why we 
keep engaging our staff at nighttime. But we don't give them any financial incentive or 
additional leave or anything. They have their families and sacrifice their family time. They 
should get something so that they can work in a better way. Their efficiency would be 
improved with incentives. In the end, customer satisfaction will also be improved. 
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➢ The next point is an independent governing body or board of directors should be formed so 
that we could take up our decisions directly to Departments like the Irrigation Department. 
We have to go to our development authority and present our case in front of the Director 
General. The development authority then takes up the case to the higher authority. But he is 
the Director General of the development authority and pays little attention to other's business. 

➢ The next point concerns newly developed areas that fall under our jurisdiction. They get 
approval from the FDA, not from WASA-F. They don't follow proper engineering practices. 
Due to the improper length of the sewage line and water supply network, we get extra burden 
because they push us to resolve their issues. Indeed, customer dissatisfaction increases. 
Sometimes, we cannot resolve the issue because of inadequate infrastructure. 

➢ The next point is upgrading and construction of new disposal stations. The sewage lines are 
already overburdened, specifically in the peak seasons of May to Sep. Even drugs remain 
surcharged during these periods, and we receive powerful complaints. We should upgrade the 
current disposal station or construct one to pump the maximum water out of the lines and 
dispose it into channels in a drainage system. 

➢ Lastly, one sewage treatment plant is under construction to increase treatment capacity. Still, 
we need to catch 250 million gallons directly disposed of in the water body.  

 
Facilitator 
➢ Do you have your sanitation? 
 
Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan)  
➢ No. That’s all from me.  
 
Facilitator  
➢ It is about a national water policy. There is the Punjab water policy, which is for drinking 

purposes. It is very complicated because it is not potable water, but it is a water resource, 
which means river water. It goes transboundary. So, you have to be clear about what water 
policy you are looking for, whether it is the national water policy for the river and 
transboundary, and it is for drinking purposes anyway.  

 
Mr. Tiresh Prasad Khatri (Ministry of Water Supply, Nepal)  
➢ Specifically on the sustainability of the services, the latest figure shows 93% of the 

population has access to basic water supply, but only 20% has access to safely managed water 
supply. The government is targeted to achieve 90% by 2030, which is quite ambitious. We 
will not be able to achieve it.  

➢ Our sanitation service was 5-10% in 2019 in the border area with India. The target to achieve 
50% in safely managed wastewater by 2030 is very challenging.  

➢ Now, the government has emphasized the need for strategy by strengthening the regulatory 
framework and investment in technology and infrastructure, promoting knowledge sharing 
and capacity building, fostering public-private partnerships, and transferring taxes.  

➢ For data management, the government has launched a digital portal system. 
 

Facilitator 
➢ Tariff is determined by the government right now? 
 
Mr. Tiresh Prasad Khatri (Ministry of Water Supply, Nepal) 
➢ Yes. 
 
Engr. A. K. M Fazlullah (CWASA, Bangladesh) 
➢ We used to take groundwater before 2009. Around 92% was from the underground, and the 

rest was from the surface. The groundwater was mostly blackish and saline. It was difficult to 
achieve customer relationships. The water level was going down.  
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➢ We have built three treatment plants and improved the water supply with 92% from the 
surface and 8 % from the underground. 

➢ Last year, we had little rain in the dam area, which affected power generation and required us 
to more efficient water production. 

➢ Another problem is autonomy. Tax income trade is starting. Suppose there are a lot of 
development partners, but they have to see the economic viability of the organization. They 
are hopeful that we can pay their money back.  

➢ We made a master plan for six catchments: one taken up by Delta, one by JICA, one by South 
Korea, and one by Marubeni PPP. 

➢ Tariff. People want to pay for everything except water. They think water comes for free; why 
do they have to pay? To change people's mindset is a big problem. 

 
Facilitator 
➢ We have heard from everybody about the main three points: Improving our efficiency, getting 

customer satisfaction, and what is supposed to be the tariff. In addition, we heard how 
sustainable we are regarding bankability to attract investment.  

 
Engr. A. K. M Fazlullah (CWASA, Bangladesh)  
➢ I faced a problem that people never clean their house tank.  
 
Facilitator 
➢ Make an awareness program. We call it “Beyond the Meter”. 
 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan)  
➢ You told us DWASA is financially sustainable, but why is CWASA not? What is the 

difference between these two utilities? I am asking about the tariff. 
  

Facilitator  
➢ We are independent in the decision of tariffs. How about your Opex and Capex? Are you 

sustainable with your Opex? 
 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka)  
➢ We are depending on the government. We have reduced our Opex. 
 
Facilitator  
➢ Summary: Sri Lanka needs approval for a tariff increase. The city areas have water reservoirs, 

but many others still need to. NWSDB covers sixty percent of the population, but 12% by 
local government. 

➢ Pakistan has 90% coverage in Lahaul and has to diversify water resources. Water supply is 
sustainable, but water sanitation needs to be improved. 

 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ We charge for collection and transportation separately. The treatment charge is separate. 

There is no charge for basic water treatment. 
 
Sub Facilitator 
➢ There is no charge now, but are you going to charge in the future? 
 
Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan)  
➢ Yes. 
 
Facilitator 
➢ Nepal has a basic water supply but no sanitation.  
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➢ A common problem is tariffs and dissatisfaction among customers. Sustainability mostly 
depends on tariffs. First, sustainable management should be established. Then, it should have 
its autonomy. It should not be a government agency. There is also the Manila Water, a private 
company. It is also a big experiment. But as far as I know, in countries like Bangladesh, 
India, Pakistan, Sri Lanka, and Nepal, the governments will never allow the privatization of 
services. 

➢ Public-private partnership (PPP) is becoming popular. Most of the governments are looking 
for PPP. It might be one of the solutions, especially in a country that cannot get investment. 
We did not discuss PPP, but you should consider it. 

 
EOT 

 
１１－５－７ セッション 3グループ Aグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 3 (Day4) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupA Day4 
Recorded by IIZUKA Masanobu (MR.)  
Theme of group discussion Collaboration and Co-Creation 
Facilitator 
Sub Facilitator 
 
Accelerator 

Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
Mr. YOKOTA Yoshiaki (Senior Advisor, Global Environmental 
Department, JICA) 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 

Ms. Sarah Monica E. Bergado (Manila Water, Philippines) 
➢ Good morning to everyone. This is the very last day, the Day 4, seeing some smiles across 

the room. Today we had another interesting conversation. Our theme for today is about 
collaboration and co-creation. On these three days, we talked about resilience to risk and 
change in Session 1, towards achieving SDGs Goal 6 in Session 2, and collective impact 
based on collaboration and co-creation with diverse actors in effective, not just in the efforts 
of water utilities on their own in Session 3. In Session 3 from our group, presentation was 
made by PWA of Thailand whose contents were on human resource development efforts.  

➢ We like to deepen discussion on what kind of collaboration and co-relation is possible and 
what kind of collective impact can be achieved through them, referring also to these 
presentations as input. So first, probably from Thailand, I would like to ask either MWA or 
PWA to further share on your existing practices on collaboration.  

 
[Accelerator] 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ For Provincial Water Authority in Thailand, I have asked this morning’s presentation about 

collaboration with LGOs (Local Government Offices) in Thailand, cooperate (cooperating) 
with JICA, Saitama, K-Water, (for) project outputs and activities like human resources 
development. I think knowledge-based society towards sustainability is so important for 
upskill, reskill people for our competence.  

 
[Discussion] 
Facilitator 
➢ Thank you. I am so sorry, but I didn’t make the introduction first. I will come back to you. 

By the way, my name is Sarah. I’m so excited to start. I’m Sarah as your facilitator for this 
morning, and with me is Mr. Yokota as my co-facilitator.  

 
Sub Facilitator 
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➢ My name is YOKOTA Yoshiaki. Today, I’m Sub Facilitator and I’m a technical advisor for 
urban water supply from JICA Headquarters. I’m very happy to join this discussion, thank 
you.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. YOKOTA, and again, my apologies. Mr. Nithit, you mentioned various 

collaborations, but I would also like to know probably if there are any challenges that you 
have encountered in this kind of collaborations.  

 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ First, language. Other countries use English. For Thai people, not English. Two, instruction 

to technical support. Any country does not like document, to read to use, to work with 
words, construction; you don’t like it.  

 
Facilitator 
➢ We can also relate to that because current younger generation, they go to YouTube and watch 

“how to do this” instead of reading reference documents and manual. Very interesting. So, 
the challenges are the language barrier and the method of learning, right? Manual is not so 
much.  

 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ Yes, language and documents.  
 
Facilitator 
➢ It has to be translated. Thank you for sharing. I’d like to get probably from the Philippines; 

any collaboration and co-creation experience that you would like to share as well? 
 
Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
➢ In Manila, Manila Water Academy was established I believe about seven years ago. One of 

the main objectives is to help or to have good training for different water districts, Local 
Government Units (LGU) in the Philippines, where trainers mostly come from the ADB 
back to the country. Also, just like what JICA did, or are doing right now. I also was a 
member of ADB program myself, of WOP or the Water Operators Partnerships. I was 
assigned to KULNAWASA in Bangladesh for three years to assist them on their NWR and 
some problems in water, and some of my colleagues help in Nepal. They also are part of that.  

➢ I think that is a part of our collaboration with other countries. We indeed are the trainers, but 
we also learn from them. I learned so much from KULNAWASA. I learned how the 
difficulty in computing NRW because they don’t have meter then; they were just relying to 
the different sizes of the pipes, they don’t have standard billing, but it’s totally different right 
now because that was eight years ago. So, I think that experience helped our side as well a 
lot, not as a part of trainers alone, but we also learn from them.  

➢ From there, we also make sure that we innovate on our trainings. We also make sure that we 
are not only stuck on this specific training. It is very important have that kind of training and 
maybe as part of this collaboration, co-creation program or discussion, JICA will also do that 
for us in the Philippines. So, I just share you our experience in that collaboration portion of 
this discussion. 

 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ Good morning again. In a few hours, we will say good-bye to each other because today is the 

last day. Nice to know you friends from Thailand, Vietnam and the Philippines. Just to give 
you the perspective of our water utility in the Philippines, when we say “Water District,” it 
means that we are run by or we are governed by a set of law which is government-owned 
and controlled corporation, meaning we are a government entity when we see “Water 
District.”  
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➢ So, in the Philippines, we have an association of Water Districts wherein regularly we 
convene, we meet each other, we have trainings, etc. As far as collaboration within the water 
districts (are concerned), we don’t have a problem, but since we are the one spare heeding 
the training.  

➢ For example, in Metro Cebu e have original training center, so more or less our practices, our 
sharing, our experience within the water districts in the Philippines are the same. Maybe 
that’s why our results, our outputs (are) more or less the same; NRW, 30, 25, 20, the best, 
and then maybe collection efficiency we have, although collection efficiency in the 
Philippines is quite good, because we strictly implement this connection. 

➢  As far as international cooperation for training (is concerned), we also don’t see an issue, 
because JICA is very cooperative, very helpful to our needs, but my concern is with our 
authorities; I think that’s the issue I will highlight because LGU plays an important role in 
developing, improving sustainable services for our management and water district. That’s 
why this is a big challenge for the water district.  

➢ If we involve authorities or leaders from our local area because they don’t consider water 
service as part of their mandate, they give that mandate everything to the water district. It 
seems that co-ownership is a big challenge and that must be developed so that we can have a 
harmonious, cooperative relationship with our LGUs and maybe national government.  

 
Facilitator 
➢ Thank you for sharing. So, I guess just to summarize: Sherwin shared the Manila Water 

Academy, and I think it had fruitful results because you were also facilitator or an instructor 
to other countries, but aside from imparting knowledge, you gained from the experiences. 
So, it’s not one way; there’s an exchange of information. I am particularly interested in what 
Mr. Edgar (Cebu) had shared on the challenges that while there is a network for the 
provincial water districts, it’s bringing other stakeholders, particularly the leadership of the 
local government, at par with the knowledge on water system management and appreciation 
of.  

➢ I hope I got your points right. Thank you for that sharing. Now we move on to our friends 
from Vietnam. Probably could also share your experience in sharing knowledge and 
collaborating, and it’s not just limited to sharing or education, but also on meeting SDG six. 
Would you like to start with the lowest NRW? 

 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ Good morning, everyone. In our company, under support of JICA and Yokohama 

Waterworks (Bureau), they help us to set up OJT, that means on the job training handbook, 
and we make many handbooks for each job. For example, installation, repairing or treatment 
of water in a water treatment plant, and many handbooks. The first and the second, we set up 
training yards, that means the infrastructure for training. For example, in that site we install 
many carrier pipelines, the hydro (hydrants), all the equipment in water distribution network. 
For leakage detection training, we are setting up underground leakage of many different kind 
for example paver and soaring, sand or concrete.  

➢ So, we usually do train our workers every three months or every six months based on their 
skill and after the training we will evaluate all the time. For example, the worker with high 
skill (of) discover(ing) the leakage but they don’t repair keep (leakage) existing, so we ask 
the training to use some equipment. I believe on-site training is very interesting for the 
workers. They don’t want to read all the handbooks to do this, to do that or listening to the 
teachers “how can you find?” but on-site, they have (feel) more interesting and the second 
(is) the language at the first time we proposed very few workers can speak English but 
through the on-the-job training while they are instructed, they will learn by themselves. Now 
I think our workers’ skill in English is increased. Many workers in our company learn it by 
themselves and I think that is the case of VN.  

 
Facilitator 
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➢ What if they do not pass qualification? 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ They do it again. The evaluation again more training hours, and after finishing the training, 

we have the certificate and if they have high skill of course the salary must be higher, though 
just a little.  

 
Facilitator 
➢ They have incentive reward for upskilling, and then you also mentioned the method that they 

have to do it, and experience on site, using their hands, not just reading.  
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ The solution from Yokohama was on-the-job training.  
 
Facilitator 
➢ Yes, so on-the-job training was most effective for VN experiences. Would anyone else like to 

share? 
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ In BIWASE as VN company, similar to many other VN water companies. About 15 years 

ago we had chance of Dr. Ek Sonn Chan of Cambodia through ADB-sponsored training 
involving VN and Cambodia to share experience of water loss. We learned that back in 15 
years ago, ADB funded Cambodia, for a water project in parallel with TA, technical 
assistance training for NRW, and we thought that this is a very successful project, and after 
moving back to VN got a fund from ADB following Cambodia. ADB tried to gather us in 
Cambodia to be a root and learning from the TA support. We all know that back in 15 years 
ago, the economy was not gaining a very good profit, so we got 100% sponsor from ADB 
including accommodation and tickets to come to Cambodia. After the training and sharing 
experience from more than 15 years ago and until now we achieved our NRW and we 
understand that HueWACO also have a training program with Yokohama Water Company. 
We also learned that SWACO reduced NRW from 20 to around less than 15%, and some VN 
water companies also have achieved their goal to reduce NRW ratio. After that we also had 
made a trip to LAO PDR, and we must say that they also achieve and meet their goal to 
reduce water loss.   

➢ In training session, we are a bit different from others. The first step is the basic one, therefore 
it is similar to all of yours.  

➢ We divide into separated areas for monitoring NRW ratio in district from the district work. 
The lower NRW ratio district got higher revenue they can keep for their own, and the 
neighboring district whoever cannot reduce their NRW, they need to learn from their 
neighbor to meet the competition.  

➢ As was mentioned earlier by Mr. Su, they need to learn by themselves, that is most 
important. District of high NRW ratio is a shame compared with other districts, thus they 
need to improve themselves and learn by themselves.  

 
Facilitator 
➢ Thank you for sharing. Like carrots and sticks. There’s reward, but just quickly, I guess, 

process everything. You mentioned that it’s really effective, the collaboration you’ve had 
with JICA and Yokohama, and it has been instrumental over 15 years ago to really reduce 
your NRW. You also mentioned about peer learning between districts, one district learning 
from another, especially those who are still lagging behind on NRW. Thank you for sharing.  

 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ In VN, in every province there are one or two water supply companies, and we have VN 

Waterworks Association, for the south, middle, and north of VN. There are three branch 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１１-１３４ 

associations of water supply companies in the region, and we usually organize meetings, 
conferences to learn together because each company always have a strong issue one or two. 
So, we learn together from other water company. If we see what can be useful for our 
company, we will apply in our company and other companies, too. Now I think water supply 
companies in VN step together.  

 
Facilitator 
➢ Help each other through the Vietnam Waterworks Association? 
 
Mr. Le Quang Minh (HueWACO, Vietnam) 
➢ Yes.  
 
Facilitator 
➢ Thank you.  
 
Mr. Nguyen Thanh Su (SAWACO, Vietnam) 
➢ Regarding human resource development training, I would like to share something with you. 

We all have similarities in conducting cooperative activities.  
➢ The first is language, and the second is the cost. Previously SAWACO and other water 

companies in VN were very passive, just sitting in a place and wait for support from 
international cooperations like JICA. We just wait for their support. I also joined training 
program of JICA/ADB myself. Through those trainings, we felt that we need to change our 
mindset from passive to active. We cannot just sit in a place to wait any other organizations 
to help. Regarding our shortcomings and difficulties of languages, we believe that through 
training and through changing of mindset, we can overcome such difficulties.  

➢ As for difficulties of cost, we need to develop our annual plan for training, so that we can 
prepare funds of training in each year.  

➢ Through change of mindset, we accomplished some, like implementation of training 
programs through international organizations in Thailand, Osaka and Yokohama Waterworks 
Bureau in Japan. We carry out MOU (carry out what is stated in MOU) with international 
organizations based on win-win mindset. The purpose of this win-win program is to learn 
from each other. We also are very proud and would like to express sincere thanks to the 
training programs organized by for JICA, because trainees (participants) of these programs 
now can change their mindset and actively call for support from other organizations.  

 
Facilitator 
➢ Thank you, Mr. Su, you mentioned barriers to training as well, language and the cost. It’s 

good to hear that it’s now done very deliberately, by including it in your annual budget to 
ensure the continuity of training. That probably leads to my next question. You may also ask 
each other about your practices. Sometimes technical assistants are for a specific duration, 
right? Maybe these would run one to two years, but what are your practices to really make it 
part of your organization to promote continuous learning?  Did you have some 
reorganization, structural changes? How do you make it last beyond the support or assistance 
that was given?  

 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ For Metro Cebu, first is that employees are given chance to determine their training needs. 

Then, if an employee can be recommended based on the function of the position. The basis 
for training needs of an employee is, of course, position or work that they are presently 
doing, and afterwards there is also a recommendation from his superior. If superiors find it 
necessary for an employee to be sent for a particular training that the superior deem it 
necessary for the employee, then again, same with VN, we also develop all the training 
needs, etc. then the corresponding amount required for that training (shall be allocated). In 
fact, as a policy, we set a certain percentage of training cost for the total expenses of our 
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company. Let’s say, 5% of the total budget shall be set aside for the development of our 
employees, and that’s a continuing process. Of course, there’s an evaluation and another 
rescaling or upscaling if there’s a need. That’s a continual program of our water utility.  

 
Facilitator 
➢ Thank you for sharing. It's like a bottom-up approach. International institutions have 

available (resources) to find what they can help, but you also consider individual needs of 
your workers and employees. I hope it matches.  

 
Mr. Sherwin Mendoza (Maynilad, Philippines) 
➢ With regards to our needs, as I mentioned before this morning, we have our water academy, 

the Manila Water Academy, and through partnership with the Water Academy, our division 
has also special training for all of our personnel to make it continuous learning. In fact, we 
developed this rating system similar with the one today. If you are familiar with the chess 
grandmaster (a permanent title of chess), like that, each time you perform or you have 
trainings, you have become a speaker, you become a lecturer of different water district… you 
gain points to make sure that you have enough. Of course, you will never be a speaker if you 
do not reach this level.  

➢ The level is starting from a beginner, intermediate, expert level 1, 2, and 3, then at the end of 
year, we are giving a certificate to those person or engineer, those experts who have reached 
this level. So, in that case, we know that each of the personnel, each of our NRW specialists 
or water supply specialists, they make sure that they will continue learning to gain these 
points, so that they reach to specific level every year. That’s what makes sure that their 
continuous learning comes from the personnel and not from the management only.  

 
Facilitator 
➢ Thank you. There’s upskilling and then competency level, until you became a master/expert. 
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ In PWA, same with the Philippines, we have company-sheet based training besides the 

competency based, to upgrade our employee level, and we have a career path and succession 
plan for that upscaling of skill in the competency-based class. It is designed for positioning 
competency, technical competency, managerial competency and for up level to interior part. 
For our employee to evaluate competency is to pass to the upper level and training course for 
IDP program; Individual Development Program, to align with competency and training, and 
training and career alignment to human resource develop system in PWA. 

 
Facilitator 
➢ Thank you for sharing. We are also very similar in Manila Water. You also measure and track 

the competency of each personnel. It’s similar. We also have the management competencies 
and the functional and technical competency which is role-base, and it’s also linked to the 
succession plan. It is really embedded into the structure of your organization, and you 
improve the talent (accordingly).  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ I am not a human resource (staff), but I am an engineer, M-Water operator. M-Water is a 

project, project of trainings in Human Resources Department, and I focus on the field of 
technical operator. I can attend JICA (training) for individual waterworks training center in 
MWA long time ago, collaborating with JICA. Currently, we are trainers. My friend of PWA, 
which is another water company of Thailand, joined MOU together to support VN 
companies.  

➢ We did technical cooperation: operation, about how we find algae in raw water, how we find 
out the TOC, total organic carbon in the raw water, how you operate rapid sand filter, how 
you control the coordination system, how you control chemical feeder, how you control raw 
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water pumping and distribution pumping…these details. It is some of our training in this 
year. Last year we had MOU for PWA. Employees from MWA joined training with me. The 
training was around one month. In the classroom one week, and three weeks for workout 
with our operators, working together to operate. Real operation through on-the-job training. I 
am head of all trainers on operation.  

 
Facilitator 
➢ Thank you. I can sense that the training handled by the Waterworks Training Center is very 

deep(ly) technical. You mentioned learning about total organic carbon, sand filter, correct(?) 
on real operations for your workers. I guess that a follow-through question is the MOU that 
you have for joint training. How does this collaboration continue? Is there a specific time 
frame? Who finances that MOU, so that you can ensure the collaboration?  

 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) & Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Our MOU is about operation training only.  
 
Facilitator 
➢ (Making sure) Operation training only… 
 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ Universities in Thailand like Chulalongkorn University for a class training. 
 
Facilitator 
➢ (Making sure) There’s no building or structure? 
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ Yes (that probably means “No, there aren’t any”). It’s specific academy in MWA with 

production. We have a small scale in PWA. MWA has a large production, transfer knowledge 
from MWA.  

 
Mr. Pornsak Samornkraisorakit (MWA, Thailand) 
➢ It’s telling about skills from VN. Learning by oneself is important. Learning by oneself is the 

top priority. The operator is watching water/effluent water; it’s a while, but the problem is 
about the license, technical license. It means; algae die there, the “life fog” (does it mean 
floating matter, or suspended matter?) is not heavy weight sediment, and “life fog” is caught 
in the filter, and it is problem in the filter. (By) Walking in the filter area, I learned what 
happened by myself. The head loss in the filter is usually short time. We check the sand filter 
to the laboratory for finding (of) what happened.  

➢ If we use a microscope, (we find) AWA, a specific species of algae. We then knew learning 
by oneself is important.  

 
Facilitator 
➢ I guess having employees who have a lot of initiative to learn by themselves, right? Building 

that culture and behavior is also critical.  
 
Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ I think in the future I want to improve my employee from best practice and other country, 

other universities outside my country. I think (hope) my employee to upscale and in 
management perspective, technical perspective, sharing with other countries (like) Tokyo, 
Japan and MWA’s best technical practice.   

 
Facilitator 
➢ International exposure, and is this via collaboration or is it financed by PWA?  
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Mr. Nithit Thongsa-ard (PWA, Thailand) 
➢ I think in some East Asia country the same problem. I think it is the same problem for raw 

water, algae, salinity, total organic carbon… It is same, but we are learning together. We 
challenge how we find out or figure out this book. I think knowledge-based society is 
important for sustainability. Sharing knowledge, collaborate, synergize with other countries, 
sharing knowledge of other private sectors.  

 
Facilitator 
➢ Thank you. Maybe we should save each other. Very (much) concluded. Are all of you private 

corporations or government corporations? Sorry, sir, are all of you from VN private 
corporation or government corporation?   

 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ About 90% of VN water companies are private, but about 70% is still under government 

control of over 50% (stock share of national government of different level), and the rest is 
about 30%, (in which) the government owe (share of) less than 50%.  

 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ In other words, the entity itself is considered a private entity but there’s a stake coming from 

the government about 30% to 50%. Is my understanding correct? 
 
Mr. Nguyen Van Thien (BIWASE, Vietnam) 
➢ It means that the government can have about 70% of the joint stocks and the other 30% will 

be owned by the companies or others.  
 
Mr. Edgar H. Donoso (MCWD, Philippines) 
➢ Thank you.  
 
Facilitator 
➢ For any follow-ups, you can ask later. Just a quick wrap up. Three points I guess from our 

discussion; one is that I feel that everybody has really (been) benefited from these 
international collaborations. You’ve mentioned JICA and ADB as spearheading not just the 
technical assistance, but knowledge sharing as well, and the results are apparent with 
reduction of NRW you and other benefits to our organization.  

➢ The second point is there is also collaboration between each other within our country water 
districts and interagency learning from each other: peer learning. That has also contributed to 
knowledge sharing, and the third, I guess it was emphasized that individual trainings should 
also be considered this upskilling of individuals and learning by oneself is also necessary, 
need to be built in your workers so that you could progress.  

➢ I hope I did not miss anything. OK, congratulations!  
 

(End of session) 
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１１－５－８ セッション 3グループ Bグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 3 (Day4) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupB Day4 
Recorded by Ms. Emily Wathen 
Theme of group discussion Collaboration and Co-Creation 
Facilitator 
Sub Facilitator 
 
Accelerator 

Mr. Ade Syaiful Rachman (PU, Indonesia) 
Mr. Keisuke Sonoda (Saitama City Bureau of Waterworks, 
Japan) 
Mr. Siphanh Inmouangxay (NPNL, Laos) 
*Changed to Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos) 

Mr. Ade Syaiful Rachman (PU, Indonesia) 
➢ Good morning, I will be your facilitator. Mr. Sonoda will be your Sub Facilitator. 

 
Mr. Keisuke Sonoda (Saitama City Bureau of Waterworks, Japan) 
➢ I worked with the Laos water supply center as chief advisor for water supply development 

projects from 2018 to 2021, so I am happy to support the group discussion today. 
 

Mr. Ade Syaiful Rachman (PU, Indonesia) 
➢ To realize sustainable water supply capacity and SDGs goals, effective multisector 

cooperation and cocreation is required, not just between utilities alone. I would like to invite 
the NPNL to talk about Lao Waterworks Association (LWWA) and tell us about their future 
activities and any extra information 

 
[Accelerator] 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos) 
➢ I would like to discuss supply and hear about water supply state enterprises in Cambodia and 

Indonesia. Because my country’s water supply state enterprise had high water loss and 
physical loss last year, we implemented many measures, but the capacity has stayed the 
same. I would like to ask for any information from Cambodia and Indonesia during the 
discussion.  

 
[Discussion] 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos)  
➢ Vientiane Capital Water Supply State Enterprise is the biggest water supply state enterprise in 

Laos, our population is 7 million, but they supply around 1 million, so compared to us they are 
a larger utility. We have the data for non-revenue water in other suppliers, ours is the highest 
in the country at around 29%, which is high compared to neighboring countries and regions. I 
believe Cambodia is around 8-10% and Indonesia is also just 2-3% right? We are trying to 
reduce the percentage, but we are having problems. We would like to learn from our brothers 
in Cambodia and Indonesia on how to reduce this to single digits, even maybe down to 3-5%. 
For our production, we need to pay more for chemicals, and the return is small. For my state 
enterprise, water leakage is also high at 27%, so we have JICA experts from Saitama and 
Kawasaki helping us make long term reduction plans. In my city, aging pipes are an issue. 
Sometimes we search for the leakage, and it comes from commercial areas. Luckily Luang 
Prabang Province has JICA support to replace around 40km of pipe. We hope to monitor and 
check the data after this to see if there is reduction in leakage and how much per second. But 
provincial suppliers to not have the chance to do this or receive grant aid, they also do not how 
to fight this issue. We hope we can learn from you. 

 
Facilitator 
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➢ NPNL and LWWA have given their presentation on the establishment and feature 
development of LWWA. Could you tell us more about the process, including research and 
case studies, and planning of the service too? 

 
Mr. Khamphouvong Sikholom (DWS, Laos) 
➢ We have 27-29% non-revenue water per year including all of the water utilities in Laos. The 

smaller utilities have lower loss, but the large ones have a high percentage. Based on the 
information we receive from them, there are three types of loss, water leakage in the pipeline 
network due to the infrastructure which was established in 1925/75. We are constructing the 
pipes and developing infrastructure. We don’t know exactly how much leakage there is. 
Commercial loss suffers from meter aging, and we do not have the money to change our 
meters. We also have high scale loss under operator control. We must fight to reduce water 
loss. We don’t have the budget to do this, therefore we try to request loans and grant aid from 
other countries that can help us.  

 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos)  
➢ The problem we are facing now is high water loss. In Luang Prabang Province we set up a 

team to check for leakage each day and check the water meters. We tried to use our own 
people to do this to save costs and repair reported leakage as soon as we can. We also tried to 
make zones to clarify where to check. We only have one team, with lots of work to do. We 
have made 5 zones, but based on the size of the area, we will need to make more zones than 
this, and this is just the start. We are aware of the difference between billing and water 
service in certain areas, so we try to make zones and have the meters there, and check at 
night.  

 
Facilitator 
➢ In Laos is there a special board for training, research, or studies, especially for non-revenue 

water or efficiency? 
 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos)  
➢ Not yet, we have a 2021 study as part of NPNL but not widespread.  
 
Facilitator 
➢ Does Cambodia collaborate with universities for research and studies? 
 
H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ Yes, we have external human resource training on executive management where we send 

people to outside countries, like France, or Japan. We are working with the institute of 
development in Cambodia, we send our operation team to understand about pipes, leaks, and 
leak modelling. We also have a module in collaboration with the international water 
association since last year, we can receive the documentation we need from them, to train our 
team on technical documents. So, we have outside collaboration with our national institute 
and the international water association. For internal training, we have a “trainer” who was 
trained by JICA experts, to train our team on water production, distribution, management, 
analysis, and operation. Our trainer can train our team from within the utility.  

➢ We also send our trainers to provincial water supply utilities based on specific requirements 
for specific types of training, including cooperation and management, operation, and 
financial and asset management. We send our team to evaluate and train them towards self-
operation. We have our own training classroom and materials. We are discussing with the 
ministry establishing a national training center or one at the water utilities, we hope to 
construct this in 2024 or 2025. As I said, we have our own team become trainers.  

 
Mr. PHILAVONG Ladda (NPLP, Laos) 
➢ Do outside water suppliers come to your trainings? 
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H. E. Long Naro (PPWSA, Cambodia) 
➢ Yes, this year we received East Timor for a week, and they visited each department to 

understand the management. We will receive 30 executive engineers from France, they have 
the executive management on water supply and receive top management from several 
countries and train them for around two years. They will come to Cambodia for a study of 
executive management on water supply. This will be next month. This is how we do outside 
training; we usually accept at least one country a year, usually from Africa.  

 
Facilitator 
➢ How about training and research in Indonesia?  
 
Mr. Dwike Riantara (PERUMDA Tirta Mayang Kota Jambi, Indonesia) 
➢ I have experience facilitating water operator partnerships in southeast Asia. I previously 

worked for the Water Supply Association, the biggest water association in southeast Asia, 
with more than 400 utility members, which were not only operators, but relevant private 
sector entities. During this time, I facilitated over 60 water operator partnerships nationally 
and regionally, including between Malaysia, Philippines, Indonesia, Vietnam, and East 
Timor. Water operator partnerships enable peer to peer collaboration, as an experienced well 
performing utility can share their skills, experiences and knowledge in non-revenue water 
reduction, efficient energy use, customer service improvements etc., with interested utilities. 
Indonesia established its national WOPS (Water Operator Partnerships) in 2011, and has 
conducted 100s of trainings, including on the job trainings and study visits between utilities. 
Indonesia also established the Center of Excellence, which was originally supported by JICA 
but unfortunately this stopped in around 2017 so there is an absence of continuity there. 
Indonesia and PERPAMSI hopes to continue this platform to support water utility 
improvement.  

➢ This could be a best practice for all of us, and I would like to suggest Laos, Indonesia and 
Cambodia can establish a partnership platform between us.  

➢ I would like to move onto discussing collaboration and co creation. Laos established a new 
water supply association as we heard. You also came to Jakarta for the meeting SEAWUN 
(Southeast Asian water Utility Network) in June. The first president of SEAWUN, 
established 2001, was Indonesian and the chairman of PERPAMSI, but SEAWUN has not 
been active since around 2010. Membership is made of water supply associations and 
utilities. It is under the ASEAN umbrella, although I do not know if they are affiliated. 
SEAWUN was based in Vietnam for a while but had been inactive since 2010. Through the 
Jakarta meeting, we would like to reactivate this platform. Laos, Indonesia, and Cambodia 
could be part of this utility platform. Cambodia also has an association, correct? 

 
H. E. Sreng Sokvung (MISTI, Cambodia)  
➢ The Cambodia water supply association. It has maybe 300 members, including utilities and 

others. 
 
Mr. Dwike Riantara (PERUMDA Tirta Mayang Kota Jambi, Indonesia)  
➢ At this forum, we could invite representatives from water associations in each ASEAN 

country. I’m not sure Cambodia has a representative at this forum, so I will try to address this 
and ask that we can invite representatives in future. I think this could be a strong and 
influential partnership to share more about the development of water supply in southeast 
Asian countries. Water operator partnerships could help us share expertise and ideas, to 
achieve the SDGs. 

 
Facilitator 
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➢ Thank you, SEAWUN could represent international collaboration and cooperation on water. I 
would like to invite Mr. Arief Nasrudin to tell us about how you decrease non-revenue water 
in Indonesia, and also about the training system. 

 
Mr. Arief Nasrudin (PERUMDA PAM JAYA, Indonesia) 
➢ I would first like to declare that Laos has better non-revenue water percentages than Jakarta. 

We recorded 46.6%, so frankly I don’t have success stories on how to reduce NRW, and we 
need resolve this. Some preliminary studies were conducted by some companies using their 
water supply experts and universities. The universities also have a water supply major; and 
we invite them to analyze and review the NRW processes in Jakarta.  

➢ Secondly, in Jakarta, PAM JAYA is over 100 years old. We visited Kubota yesterday. We also 
applied Kubota’s pipes in Jakarta. Kubota said that their lifetime guarantee is 100 years, but I 
think they will need to be replaced. Of course, there are other issues such as water being 
stolen, but at the end of the day this is due to infrastructure, and we need to replace the pipes 
in the next six years. With nearly 50% loss, of course we do not have back up raw water. We 
supply 65% of 14 million people. We need to construct more pipes to serve every house in 
Jakarta, and secure more raw water supply, and this basically needs funding. Laos and 
Cambodia have succeeded in reducing non-revenue water. For the next forum I would like to 
have more success stories in detail with detailed staging. Like yesterday’s explanations from 
Manila and Dhaka explanations, we need detailed explanations with an overview and 
description of the action plan. PAM JAYA has just taken over from the private sector, so our 
experience is premature.  

 
Facilitator 
➢ Is there any information about collaboration from Cambodia or Laos? 
 
Mr. Dwike Riantara (PERUMDA Tirta Mayang Kota Jambi, Indonesia) 
➢ I would like to propose JICA support this collaboration/ co creation.  
 
Sub Facilitator 
➢ I worked with the Lao waterworks association to help them establish it, it is supported by 

JICA and the Japan Waterworks Association (JWWA), based on JWWA components. JWWA 
supported Laos on how to establish the association. JWWA has a long history and a lot of 
content, so they needed to decide the priorities by discussing between Saitama, JICA, Laos 
and JWWA. Laos just started this association so they need time to improve but can learn 
from other waterworks associations in Japan and other countries.  

 
Mr. Dwike Riantara (PERUMDA Tirta Mayang Kota Jambi, Indonesia) 
➢ The issue is who will finance the activities. For example, Osaka city waterworks might be 

able to spend money in a partnership, but my utility does not have the budget for study visits, 
non-revenue water commitments ecological network analysis and establishment etc. This 
should be funded by a development agency like JICA. Indonesia receives funding from 
JICA, UN habitat, and others, but regarding finance for partnerships, we understand that 
JICA has a partnership program, and we already proposed to JICA establishing a partnership 
between Jambi and Osaka waterworks bureau, so please support this.  

 
Mr. Arief Nasrudin (PERUMDA PAM JAYA, Indonesia) 
➢ As we are newly self-operated, to reach the SDGs goal by 2030, we just signed a private 

sector linked bundling project. The bundling operator is us, and they are just bridging and 
financing. This bundling project is for remaximising our brownfields and existing water 
plants, it is operated by them as the investor, and we pay for the water from them. We only 
do this for plants equal to half of our capacity, to pay back 25 years in advance. By October 
2022, this will provide us with 1.6 billion USD to install and construct 7000km more pipes in 
Jakarta. If you have brownfield water plants, and maybe if JICA wants to be involved in 
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bundling projects in Jakarta. I think this is one suggestion to get the financing. I also 
suggested to JICA maybe if PAM JAYA achieved a saving in non-revenue water or reached a 
certain percentage, then maybe we can talk about further funding.  

 
Facilitator 
➢ Maybe you could inform us about regional water supply in Jakarta, and government 

involvement in your experience with PPP funding in Jakarta?  
 
Mr. Arief Nasrudin (PERUMDA PAM JAYA, Indonesia)  
➢ This is not only involving the private sector and us, as a state-owned utility, it also involves 

the central government. They have built a 3000lps plant to supply Jakarta. By having 
government funding too, we are trying to catch up and accommodate water demand through 
new pipes. We are using private sector investment, but all of the pipes will be owned by 
PAM JAYA afterwards. There are three participants in this kind of bundling, the central 
government who protect the supplier through regulations, PAM JAYA which also is owned 
by the provincial government, and then the private sector. Also, if JICA wanted to be 
involved then this would also be given priority.  

 
Facilitator 
➢ Thank you. It is time to wrap up our discussion.  
➢ We agree that partnerships are important to fix water problems, integrating government and 

non-government decision makers, through negotiation involving stakeholders from 
nonprofits and the private sector while also including the general public. There are 
requirements for collaboration and cooperation. Collaboration must be sponsored by the 
government and participating stakeholders, and the public must be involved. This must be 
addressed for sustainable water management. These are difficult problems, but efforts to 
ensure cooperation can lead to success.  

 
Sub Facilitator 
➢ Thank you. Regarding suggestion for an international platform, this is a good suggestion, and 

an important conclusion of this group session, which can strengthen our countries and further 
inform the platform.  

 
 

１１－５－９ セッション 3グループ Cグループディスカッション議事録 

 
Record of Group Discussion 
Session Session 3 (Day4) 
Program Group Discussion 
Group No. GroupC Day4 
Recorded by Ms. Etsuko Mitani 
Theme of group discussion Collaboration and Co-Creation 
Facilitator 
Sub Facilitator 
 
Accelerator 

Mr. Tiresh Prasad Khatri (Ministry of Water Supply, Nepal) 
Dr. Yasuko Kamegai (CTI Engineering international Co., Ltd., 
Japan) 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 

[Accelerator] 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 
➢ Collaboration among the same organizations' departments, other interested partners in the 

sector, and the industries supporting our activities, both domestic and international 
➢ For capacity development, share experiences among organizations.  
➢ R&D is very important. 
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➢ Improve our production and processes. 
➢ For new technology, we need to learn from others.  
➢ New invention is needed to move forward. 
➢ All these things will help enhance the efficiency and productivity of the organizations. 
➢ New financing methods, grants, loans, and public-private partnership (PPP). 

Development. 
 

[Discussion] 
Mr. Waruna Samaradiwakara (MWSEID, Sri Lanka) 
➢ Technical assistance. In Sri Lanka, several local governments have their water supply 

schemes, but they are less technically capable than national water suppliers with engineers 
and experts who have high degrees. Those experts generally provide technical assistance to 
the local governments. That's our system.  

➢ We have a joint research and demonstration center, conducting many research programs. 
They are mainly working on groundwater depletion and the quality of the groundwater. 
These are very important.   

➢ We have a national water resource institution. They are also working on the groundwater. 
They are the ones who monitor and give experts knowledge. They hold a licensing system. If 
someone wants to start a company for a commercial well, the company has to get a license 
from them.   

 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ We lacked collaboration in the last ten years, but a network was created. Since we started to 

connect among the utilities of the organization, we have learned a lot from each other. 
➢ WASA-F has already been doing a surface water treatment plant. WASA-L is seeking 

surface water treatment and has been learning about operation and maintenance from them. 
➢ Similarly, WASA-F is doing PPP. We're also learning from them on that. 
➢ Training comes from the international level. We've been learning from other organizations, 

including JICA, and sharing knowledge and experiences. 
➢ Each country may have a waterworks association, and we should collaborate and create a 

South Asian water utility network. 
 
Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ We should involve universities in research projects. By doing this, university teachers also 

get some financial benefits. They will provide us with sustainable development that can be 
the country's backbone and play an essential role in the nation's progress and utilities. 
Yesterday, we visited Yokokawa. They are progressing daily by conducting research work, 
which is a crucial thing and what we are lagging.  

➢ We belong to the same region and face similar challenges. By promoting collaboration with 
universities, we can establish a small lab in our organization and place the right person for 
the right job. I observed civil engineers taking care of mechanical equipment. That bothers 
the performance of the utilities as well. We should always keep utility progress in mind. 

➢ We should learn from similar utilities like DWASA, which has significantly progressed in 
the last few years. We can cooperate and learn many things. By doing this, we can enhance 
our performance greatly. 

 
Mr. Gyanendra Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ Regarding collaboration & co-creation, there is a partnership between DWASA and KUKL 

and another partnership between KUKL and a water company. We are getting various 
knowledge and training programs from JICA. 

 
Engr. A. K. M Fazlullah (CWASA, Bangladesh) 
➢ In 15 years after taking up the assignment, our water supply service has reached 92%. 
➢ Should cooperate and share experience to improve water situations in Bangladesh. 
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➢ People are facing severe water crises in every country. We should discuss what help we can 
extend to those areas. 

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ Nothing can be done by a single person. Nobody should be alone. We need to collaborate 

and unite. 
➢ When DWASA started a water program in 2009, it was a dysfunctional utility. It could not 

deliver water to many people, 12-13 million people and the government thought that radical 
changes were needed. Among the many works, one of the best things was support from 
others and collaboration with others, technical, managerial, and financial support to deliver 
water to millions of people. 

➢ Bankability. We need money. Money always comes with conditions. Money can only be 
given once banks know they will get it back. That's why collaboration and cooperation are 
needed. One type of collaboration and cooperation is that you collaborate to make yourself 
self-sustainable so that you can attract investment. 

➢ Development banks need to come. With the investment by development banks, we can make 
changes, and we did it and have many development bank partners like ADB and WB.  

➢ The 2nd type of collaboration is with other utilities. We have a collaboration with a 
Netherlands organization. They have two public utilities. They made a contract with us, 
WOP, Water Operator Partnership program. We don't need consultants but need partners. We 
also have a program with Tokyo Waterworks.  

➢ So, there are two types of collaboration: networking and partnership. 
➢ We have wonderful collaborations online with the waterworks in Tokyo, Korea, Taiwan, 

Thailand, and a Vietnam university.  
➢ The collaboration greatly supports day-to-day work and young engineers' mental growth. 
➢ Most development partners and banks, including JICA, give money for particular projects. 

The money includes everything, but a project should be given project money and extra 
money should be given to make them bankable and sustainable.  

 
Sub Facilitator 
➢ That’s why JICA is implementing technical assistance. 
 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 
➢ You mention that it is your catalyst money. Development partners can give catalyst money 

for cooperation. 
 
Sub Facilitator 
➢ A partnership can be internally in the country. 
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ The government should do it. We have a DWASA network and are supporting each other. 
 
Sub Facilitator 
➢ How about smaller utilities? 
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ They are under the department of public engineers in the same ministry. It is an organization 

looking after rural areas. They have their collaboration. 
➢ The World Bank made programs with DWASA to develop all the city utilities. 
 
Sub Facilitator 
➢ Is it an established system? 
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
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➢ It WAS an established system, but it stopped. Now, DWASA has its program. The ministry 
overviews, not intervenes. 

 
Mr. Waruna Samaradiwakara (MWSEID Development, Sri Lanka) 
➢ The constitution of Sri Lanka may hinder collaboration among agencies. The subject of 

water supply belongs to provincial governments. So, they have their policies and regulations. 
If the central government goes to intervene or give them some help, the provincial 
government can reject or refuse their intervention. Sometimes, it may happen. If we have 
water policies, exchanging our views and expertise in collaboration may be easy. 

➢ We had a serious case: someone started a water supply project in one province. Our selected 
water source was in another province. Once we started part of the project, farmers refused to 
get the water to the tank. 

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ That kind of case happens everywhere. We also had a case and found a solution.  
 
Sub Facilitator 
➢ Such experience and knowledge can be shared between you two. 
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ That’s collaboration. 
 
Sub Facilitator 
➢ Now, Nepal and Sri Lanka will make an MOU to start a program in partnership. It must be 

self-sustaining. 
 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ We call money to start “Catalyst support”.  
➢ No JICA, no ADB, and then no collaboration. 
 
Sub Facilitator 
➢ Without concerning development partners, please make a system on your side.  

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ Yes, we already have. We have a MOU for three years and will continue. 
 
Sub Facilitator 
➢ We need to make a summary in 10 min. 

 
Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 
➢ JICA and all the development partners should support as a catalyst to enhance collaboration 

and cooperation in these countries. 
 

Sub Facilitator 
➢ Later, you need to create an action plan. You are the leaders of your authorities. Based on 

today's discussion, how will you share your knowledge about better water service in your 
country with your colleagues?  

 
Mr. Zeeshan Bilal (WASA-L, Pakistan) 
➢ We have an internal water network, a very active water operators' network. It's self-

sustaining. Sometimes we do it online. Before this, we were kind of disconnected. We realize 
that this has a lot of potential. There is no shortcut to experience in the world. We can share 
experiences to help water operators. 

➢ We also have Budapest Waterworks, Hungary, and other waterworks. 
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Dr. Usman Latif (WASA-F, Pakistan) 
➢ I learned a lot from you. 
➢ I am surprised that everyone is talking about money and bankability, but no one considers 

little things like how we can improve our system, if what we have is working efficiently, we 
should introduce a design system because these things are required in our utilities. 

➢ Technology transfer is another thing. By sharing, you can improve a system. Even if you 
don’t need loans or money, you still need technology, because Japanese cars are very famous 
in the world. Still Japanese are using Porsche, BMW, and other cars maybe because due to 
quality and exposure to it. So, this one is leading in one way that technology transfer is 
leading one sector. We can contribute and cooperate, joining hand to move forward to make a 
progress. I learned a lot from you. 

➢ I am surprised that everyone is talking about money and bankability, but no one considers 
little things like how we can improve our system; if what we have is working efficiently, we 
should introduce a design system because these things are required in our utilities. 

➢ Technology transfer is another thing. By sharing, you can improve a system. Even if you 
don't need loans or money, you still need technology because Japanese cars are famous 
worldwide. Still, the Japanese are using Porsche, BMW, and other cars, maybe because of 
quality and exposure to it. So, this one is leading in one way: technology transfer is leading 
one sector. We can contribute and cooperate, joining hands to move forward to make 
progress. 

 
Ms. Wasantha Kumari Illangasinghe (NWSDB, Sri Lanka) 
➢ This session showed us many good examples of collaboration.  
➢ We are facing a severe drought in Sri Lanka. Engr. Taqsem A Khan (DWASA, Bangladesh) 

explained the water resource policy. That's a kind of collaboration between people sharing 
the same water source.  

➢ I listened to the presentation that Yokohama Waterworks created a fully-owned subsidiary 
company. Our agency is also aiming to have a wholly state-owned subsidiary company.  

➢ I also saw a Philippines example where a government organization became a private 
company, and we could learn how it is.  

➢ We learned a lot about water operator partnerships and want to get advice from Mr. Zeeshan 
Bilal (WASA-L, Pakistan). 

 
Mr. Gyanendra Bahadur Karki (KUKL, Nepal) 
➢ As for water partnerships, we are doing online discussions and still waiting to visit.  
➢ Another thing is assessing asset management. We are also doing it online. Due to Covid-19, 

there were no meetings so many times. 
 
Sub Facilitator 
➢ Everyone talked about the importance of partnership and collaboration. We need to consider 

many kinds of partners in other ministries, both inside and outside the country and among 
utilities. I also think about collaboration with users. We sometimes need to get consent to 
raise the tariff.  

➢ This session was very catalytic. I hope you continue your relationship and the water 
operator's partnership.     

 
Facilitator 
➢ Based on the last 2-day discussion, our basic problems are almost identical. Our challenges 

require a holistic approach, not a project approach. The holistic approach also involves 
collaboration. Utility should take action with a specific context.   

 
EOT 

 



第５回アジア地域上水道事業幹部フォーラム実施報告書 
 

１１-１４７ 

１１－６ アンケート結果 

１１－６－１ アンケート実施概要 

 
第 5 回フォーラム 4 日目に、アンケートの配布、回収を行った。アンケートは 28 問から

なり、Microsoft Forms を用いてウェブ上での回答を依頼した。アンケートの回収率は 100%
である。 

 

 

＜アンケート依頼文面＞ 

 

＜アンケート回答画面＞ 
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１１－６－２ アンケート結果 

 
注）自由記述に関しては原則として原文のまま記載（明確なスペルミスのみ訂正） 
Q1. Name、Q2. Organization 
いずれも省略 
 
Q3. Where do you expect the next Executive Forum to be held? 

 

Q4. (If you selected 2, 3 on Q3) Additional comments on Q3. (E.g., provide the name of the country 
you recommend.) 
➢ Philippines: Four votes 
➢ Bangladesh: Two votes 
➢ Cambodia: Two votes 
➢ Nepal  
➢ Pakistan  
➢ Sri Lanka  
➢ Vietnam  
➢ Any country of the 10 participating countries: Three votes 
 
Q5. How would you like the 5th Executive Forum? 
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Q6. Additional comments on Q5. 
➢ It was quite hectic but very much informative. Had a chance to have good networking with other 

country representatives 
➢ I have got many opportunities to participate many training program previously but this program 

is very much knowledgeable for me by meeting and getting knowledge from seniors from 
different water utilities of many countries. 

➢ Congratulations on the well-organized event. It fostered meaningful exchange between water 
utilities  

➢ Greatly opportunity to exchange lesson learns of really practices from other participants, and 
good chances understand how to solve problems that relate to our currently issues, having good 
time cooperation with water supply utilities and can support each other in long term... 

➢ Leaders countries of Asian region were participated the 5th Executive Forum, shared more 
experiences on water and sanitation.  

➢ Able to communicate Asian region 
➢ It was great to have an opportunity to meet colleagues from other countries and learn from their 

best practices and experience. The forum was very inspiring. 
➢ We had the opportunity to network and learn many things from similar water authorities  
➢ It was very well organized. Participants were knowledgeable  
➢ JICA experts, staffs were good designing, operating, facilitating all participants and take care. 
➢ JICA has arrange a really helpful forum for all countries may share our experience, knowledge, 

skill from each other 
➢ Good organization 
➢ Very organized, engaging and informative.  
➢ With well prepare by organizers  
➢ It was well managed.  
➢ It was well prepared and professionally organized, no further. 
➢ Very hospitality and very nice place 
➢ I'm really satisfied since this is my first visit to Japan. 
➢ Consider the method of presentation, most of participants are coming is to have a lesson learnt, 

from the FGD part, we only share our weaknesses without conclusion obviously, in the big forum 
the presenter who succeeded in the program must share also the path to reach the goals, what are 
the steps toward the Goal. Anyway, whatever things that has been shared yesterday in the forum 
have enrich our knowledge do so. though that I still curious the way they reach the goal, such as; 
Reduction of NRW. It is become so important for some countries that still having a big percentage 
of NRW. 

➢ The session is so tight. 
➢ This forum is really useful and beyond my expectations, as we shared experiences from several 

countries. We got a lot of updated information. In my view the schedule is too tight hopefully for 
the next event, can be arranged such away, that we have a little bit free time, at least half day or 
one full day, to see the real culture/ real life of the Japanese people. 
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Q7. How would you like the group discussion in the 5th Executive Forum? 

 

Q8. Additional comments on Q7. ※Q7 の回答結果に応じて分類し記載 
(Very satisfied) 
➢ It's so interactive 
➢ The success of group discussion depends a lot on facilitator 
➢ All discussions were very lively and interactive.  
➢ We can focus on specific problems and brain storming in group discussion look for possible best 

way to get answers from each. 
➢ Discussions were very fruitful. 
➢ Because the same country is gathering together in same room and sharing an experience of 

waterworks to another country 
➢ Engaging and all of the delegates participated in the discussion 
➢ Group discussions were a very good opportunity to share experience 
➢ None, the it was well guided, the instructions were clear and the output expectation was well 

defined. 
➢ It facilitates us to share the experiences among neighboring countries. 
➢ Each group discussion should be making more problem and share more experiences to resolve, 

improve and lesson learn more from each group… 
(Satisfied) 
➢ We have discussed about regional partnership to share experience which is very necessary for 

this time. 
➢ Exchange problem 
➢ Should have been more specific  
➢ Lacked time to learn from each other 
➢ Please provide a whiteboard and sticky papers to collect participants' ideas during discussion. It 

can help to structure the flow of discussion. 
(Fair) 
➢ The same concerns mention above. (Consider the method of presentation, most of participants 

are coming is to have a lesson learnt, from the FGD part, we only share our weaknesses without 
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conclusion obviously, in the big forum the presenter who succeeded in the program must share 
also the path to reach the goals, what are the steps toward the Goal. Anyway, whatever things 
that has been shared yesterday in the forum have enrich our knowledge do so. though that I still 
curious the way they reach the goal, such as; Reduction of NRW. It is become so important for 
some countries that still having a big percentage of NRW.) 

 
Q9. Which session were you interested in the most? 

 
Q10. Which presentations impressed you? (Tick up to three presentations) 
➢ Reform towards a Bankable Water Utility: “Dhaka WASA Turnaround Program” (Dhaka Water 

Supply and Sewerage Authority (DWASA), Bangladesh): Eleven votes 
➢ Framing the Sustainability Agenda: Delivering on the SDGs (Manila Water Company, Inc., 

Philippines): Nine votes 
➢ Toward the Realization of Reliable Waterworks in Connection with Customers (Bureau of 

Waterworks, Tokyo Metropolitan Government, Japan): Nine votes 
➢ Responses to the COVID-19 Pandemic by Nagoya City Waterworks & Sewerage Bureau 

(Nagoya City Waterworks & Sewerage Bureau, Japan): Five votes 
➢ Waterworks technologies and knowhow; transferred from Yokohama to the world ~Yokohama 

Water Company walks with water utilities domestic and overseas (Yokohama Water Co., Ltd., 
Japan): Five votes 

➢ Securing business continuity even in the event such as infectious disease outbreak or saltwater 
intrusion (Chattogram Water Supply and Sewerage Authority (CWASA), Bangladesh): Four 
votes 

➢ Efforts to make F-WASA Self sustainable by improving services and taking concrete steps (Water 
and Sanitation Agency, Faisalabad (WASA-F), Pakistan): Three votes 

➢ SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS – SDGS (Binh Duong Water-Environment 
Corporation-JSC. (BIWASE), Vietnam): Three votes 

➢ Human Resource Development Initiatives (Provincial Waterworks Authority (PWA), Thailand): 
Three votes 

➢ Response to infectious diseases in water supply (Osaka Municipal Waterworks Bureau, Japan): 
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Two votes  
➢  Creating Corporate Plan and Revising Water Rate 2020-2025 (Luang Prabang Water Supply 

State-owned Enterprise (NPLP), Laos): Two votes 
➢ PPWSA: Sustainable Water Service in Phnom Penh (Phnom Penh Water Supply Authority 

(PPWSA), Cambodia): Two votes 
➢ Case Study: Philippine Water Revolving Fund (PWRF) (Development Bank of the Philippines, 

Philippines): Two votes 
➢ “Center of Excellence for Water” Initiative (National Water Supply and Drainage Board 

(NWSDB), Sri Lanka): Two votes 
➢ Efforts to secure and adjust water resources (Metropolitan Waterworks Authority (MWA), 

Thailand) 
➢ ENSURING SAFE WATER SUPPLY DURING NATURAL DISASTER AND INFECTIOUS 

DISEASES (Thua Thien Hue Water Supply Joint Stock Company (HueWACO), Vietnam) 
➢ Unification of water tariff in the water business integration (Iwate Chubu Water Supply, Japan) 
➢ Lao Water Works Association (LWWA) (Vientiane Capital Water Supply State Enterprise 

(NPNL), Laos) 
➢ MANAGE WATER & SANITATION AND BOOST COOPERATION IN NORTH SUMATERA 

PROVINCE - INDONESIA (PERUMDA Tirtanadi, Indonesia)  
 
Q11. How do you utilize the lessons learnt in the 5th Executive Forum? (Tick all that apply) 

 

Q12. Additional comments on Q11. 
➢ I would like to apply knowledge from presentation to improve my current in charge and will 

persuade my staff do it too 
➢ We need technical support as skilled training, ESMS management system set up 
➢ Every lesson is interesting and good for studying  
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➢ For LWWA 
➢ Very important letion 
➢ Leadership, good political will, and good water governance should be the sub themes and deeply 

discussed. 
➢ Maximum use of networking by sharing important information between organizations  
➢ Drill more to reduce NRW 
 
Q13. What actions would you take to activate the network between participated utilities and agencies? 
(Tick all that apply) 

 
Q14. Additional comments on Q13. 
➢ More emphasis has to be given for WOP and networking with different utilities.  
➢ I agree with idea of people from Indonesia on make cooperation between among of us through 

water association by support from JICA 
➢ We would like to improve our water work  
➢ Contact and share information 
➢ Mobile phone 
➢ Create a media social platform for intense communication such as WhatsApp group or Facebook 

Workplace. 
➢ Need to have some facts finding to get lesson learnt 
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Q15. Based on the knowledge learnt in the forum, what do you analyze your major challenges/goals 
in the next three years are? (Tick all that apply) 

 

Q16. Additional comments on Q15. 
➢ Opportunity to connect with other utilities for mutual learning  
➢ LWWA management 
➢ NRW 
➢ Government's priority 
➢ Policy, laws, rules and regulations 
➢ Institutional arrangement 
➢ Political risk and social acceptance 
➢ These are best knowledges for studying and learning next future 
 
Q17. In which category can your organization and Japan be collaborated? (Tick all that apply) 

 
Q18. Additional comments on Q17. 
➢ I want to collaborate on practices and technology on climate change, and possible reducing NRW 

further esp. for our concessions in the provincial areas. Also for funding for Renewable energy 
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transition  
➢ Because of Japan is successful in water supply with teacher for us 
➢ All categories are important for waterworks in Lao PDR 
➢ Contact and share information concern for enhancing sustainability of the urban water service in 

Asian region… 
➢ Human capacity building 
➢ Sharing of Maynilads Water Academy curriculum 
➢ Work culture and ethics. 
➢ Research and development collaborations, Water Operator Partnerships 
➢ Japan will influence the transformation of the policy and legal framework as the backbone for 

the realization of sustainable water services 
➢ Need in soon 
 
Q19. What benefits do you anticipate from participating in the Executive Forum? 
➢ Sharing of experiences and knowledge  
➢ Understand all issues in all utilities and can compare to our own utility. Getting more new ideas 

from other country.  
➢ All sessions let me to know more about water supply system from participants utilities for the 

improvement of the area which are not yet implemented by our utility. 
➢ Increased awareness of each other performance and practices and network.  
➢ Learn experiences from other countries  
➢ Knowledge enhancement, Networking and Knowledge sharing.  
➢ During forum, I obtain and exchange knowledge and knowhow in water supply management.  
➢ Sharing experiences, knowledge, networking development 
➢ Learn and know from difference oversea company and institution 
➢ Improve waterwork in our utility  
➢ Experience  
➢ Knowledge sharing 
➢ Boosting up the networking with other organizations and utilities 
➢ Strengthening partnership with Japanese counterparts and maintain my water professional 

networking. 
➢ Networking 
➢ New knowledge  
➢ Experience 
➢ Capacity building, enhancement leadership and learning best practices from others countries 

specially Japan. 
➢ Getting knowledge and experiences from the countries who are successful in water supply 

business. 
➢ Get more knowledges on how every each countries doing and put some strategies to maximizing 

water supply through Household  
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➢ The forum provided the opportunity to connect with other regional utilities and learn from their 
experience and knowledge.  

➢ Getting new knowledge and new experiences from several countries, including the water 
management in Tokyo and Yokohama. 

 
Q20. If you have any ideas for future possibilities for the Executive Forum to collaborate with other 
development partners and relevant agencies for scaling up its impact, please describe them. 
➢ For future executive forum we may propose other developing partners which is involving in the 

utility to participate to the forum. 
➢ May be collaboration with ADB 
➢ It’s good to allocate a day for discussions with other donor agencies (like WB, ADB ...) to get a 

clear idea about their new guidelines, criteria etc.  
➢ There is huge infrastructural development and human resource development requirements in 

most of the water utilities in Pakistan and region in order to meet SDG 6 goals and in order to 
achieve the aim of provision of improved service delivery. Therefore, the enormity of the 
challenge requires to collaborate with other development partners in future executive forum.  

➢ Future forum, if there are water supply association attend forum will more useful 
➢ JICA should invite the representatives of water association from each participating country. 
➢ Identify especial collaboration or sharing needs identified some of the partners and facilitate it 
➢ Establishing MCWD's National Training University for the local water district. 
➢ Cheap and durability technology to enhance the WTP 
➢ Exploring water reuse, RE transition 
➢ As one of the most problem in water management in the developing countries is NRW, therefore 

in the next forum, it is quite possible the sharing session for reducing of NRW can be shared from 
several countries that already succeed in reducing their NRW. 

➢ NRW 
➢ Follow up 
➢ JICA play a very good role. 
➢ That’s good 
 
Q21. The follow-up is scheduled to be conducted by JICA survey team for one year after this forum’s 
completion. What are your expectations for the follow-up? 
➢ I hope we have realized the country target  
➢ Hope the fruitful of this action will be useful.  
➢ As per our proposed action plan, we will commit to implement and manage as per our action 

plan. 
➢ Discuss progress and barriers to action plan implementation  
➢ The action could be done as planned. 
➢ I will try my best to do as our action plan 
➢ Continuing consultancy and feedback for our action plan 
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➢ Actions plans are running smooth and yearly targets will be met 
➢ Any requirements for the implementation of action plan can be supported. 
➢ Assessment/Review of progress on the action plans committed by the participants. 
➢ To make sure that whether we are able to achieve pre-determined targets (or at least make 

improvements in our water supply services) 
➢ Follow up may examine the action plans and time lines proposed against the progress achieved 
➢ Through survey like this, hopefully we can apply the action plan that already decided 
➢ It's a good step to achieve desired results 
➢ The follow up is very much necessary. 
➢ Action plan 
➢ Water supply service and tariff revision  
➢ Facilitate continuation of partners activities  
➢ Need JICA to come over to Jakarta to see some opportunities with Pamjaya to solves some 

matters 
➢ To be continue ... 
 
Q22. Which technical tour did you participate in? 

 
Q23. (If you selected 1 or 2 on Q22) How would you like the technical tour? 
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Q24. (If you selected 1 or 2 on Q22) Additional comments on Q23. ※Q22 の回答結果に応じて分

類し記載 
（KUBOTA） 
➢ That’s good company (pipelines products…) 
➢ Interesting product 
➢ The technology used for pipe laying and the DI pipes with 100 years lifespan impressed me. 

Then, I am initiating discussion with some people from Yokohama Water to support MCWD in 
its Asset improvement - Transmission Lines (approx. 20 kilometers x 1000mm to 1500mm) 
through JICA's International Cooperation. 

（Yokogawa） 
➢ Very interesting technology. Just not sure how it will be applied in organization  
➢ Developed robot for water supply is grealy for me 
➢ Specially for the demo robotic  
➢ Robot 
➢ I wish I could bring my engineers to learn more about Yokogawa innovations. 
➢ It facilitates us to get an idea about the available advanced digital solutions for our business.  
 
Q25. How was the overall schedule of the Executive Forum (regarding the technical tour being 
conducted on the third day of the four-day event)? 

 
Q26. Additional comments on Q25. 
➢ That’s good time 
➢ Inserting tech tour in between sessions is fine to have a short pause on 2-day whole day sessions 
➢ The schedule worked well. I don't think the technical tour should be done on the last day of the 

forum. 
➢ 1 day  
➢ Last day 
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➢ Over tight schedule, until we don’t have a chance to see the museum of water supply in Japan 
 
Q27. What technologies, services, or other matters would you like to see on the technical tour in the 
next Executive Forum? 
➢ All the management for about this forum is better, would be better if in next technical tour for 

modern water and waste water technology. 
➢ Advanced technology 
➢ High technology equipment  
➢ Pumping (Kubota brand) 
➢ Pipe construction 
➢ Newly technology of piping and water plant  
➢ Advanced technologies in water purification. 
➢ Regarding water quality  
➢ Water supply system run by private water supply and less learnt from them 
➢ Monitoring center of the water supply management 
➢ Water meter calibration labs and water supply design software 
➢ Smart water meter, leak detection equipment, implementation of standards in manufacturing 

water supply products (pipe, water meter, etc.). 
➢ More detail on stimulation, SCADA system  
➢ SCADA system. Leakage Detection  
➢ Improved SCADA system and NRW Reduction Program 
➢ The technology to reduce the NRW 
 
Q28. Please give us any comments. 
➢ Thank you to the organizers and we found that the forum is very profitable to us by getting more 

experience from the utilities.  
➢ I am honored to have participated this international forum upon the invitation of JICA. Japan's 

support and commitment to the realization of SDG 6 made this forum possible. Thank you so 
much officials of the Yokohama City and Yokohama Water Company for this wonderful and 
enriching accommodations. To the forum staffs and facilitators, I bow my head to your kind and 
patience facilitations from arrival to our way home.  

➢ I hope the executive forum will bring Indonesian water supply to the bright future 
➢ Overall, I would like to Thank to JICA for all the forum arrangement in whatever advantages 

brought in.  
➢ Thanks for giving us a very good opportunity to improve our knowledge in how to do water 

supply services as a business. 
➢ Thank you JICA 
➢ Arigatoo for all support from the best organizer of the forum 
➢ All Japanese are very kind and very good working. Thank you very much. 
➢ Very good 
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➢ Very Good forum 
➢ The forum should produce a number of recommendations to the government of each participating 

countries. JICA has been our powerful and influential development partner. This way, the forum 
will bring a strong impact to the improvement of water services in the respective countries. 

➢ Time schedule is very tight. 
➢ Language might be limited the successful of the forum 
➢ Please do manage some spare time especially after arrival via a long flight you need some time 

to take rest and settle down according to time zone and to deal with jet lag issues 
➢ And if possible, please arrange food/lunch box from some Indian or Arabic restaurants because 

that is acceptable for all the participants including Muslim candidates 
➢ Overall forum was organized in well-coordinated manner and was focused on the main aim. The 

forum provided opportunity to "Water Family" to discuss the challenges, learn from each other 
experience and collaborate to meet challenges. However, there is suggestion that in future that 
dietary requirements based on beliefs may kindly be considered in the matter of food please. 
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１１－７ Utility Profile 分析整理結果 

第 5 回フォーラムで印刷・データ配布した Utility Profile 資料（グラフ）を以下に示す。 
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